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まえがさ
本書は､平成13-16年度科学研究費補助金基盤研究 (C) (2)の研究成果報告書であ

る｡表題は r清朝によるモンゴルその他諸地域-の民族立法の研究jとなっているが､そ

の研究中心はあくまでもやはりモンゴルであり､新濃やチベット等の諸地域はモンゴルと

の関わりや比較の文脈で触れたにすぎない｡

本報告書の構成は､第一部の研究篤と第二部の訳註篇からなり､研究篤は全一章､訳註

篤は全五章からなっている｡研究篇では､まず第一節で総論を述べた後､第二節でモンゴ

ル民族史の時代区分を試み､各時代における法制史の研究状況を詳しく述べた｡すなわち

これによって､清代モンゴルの法制史がモンゴル民族史上でいかなる位置にあるのかとい

うことを時間軸の上で把握しようと試みたわけである｡ 次いで第三節では､まず清王朝の

国家構造をめぐる最近の研究動向をまとめて論評し､筆者自身の見解を述べた後､清王朝

によって制定された民族別の法典､すなわち本研究の中心テーマである民族立法に関する

問題を述べた｡それから各地域 ･各民族に対する司法支配がいかように研究されているか

という問題を論述した｡第四節では､特にモンゴル地域に限定して清朝による統治システ

ムとモンゴル人専用法の問題､そして現在わかっている限りでのモンゴルに対する清朝の

司法支配の問題をやや詳しく述べた｡第五節では､晴代モンゴルの法制史に関する内外で

の研究史を地域別にまとめた｡

第二部訳註篇は､清代モンゴルにおける法制史研究の具体的な史料として､かつて拙稿

萩原1988等でも利用してきた大量の裁判文書原本を全て転写 ･訳出し､まとめて提示し

た｡既に一部は萩原2000等にて提示したことがあるが､これだけの文書をまとめて提示

できる機会は少ないので､一部の重複にかまわず萩原1988等で利用した文書は全て提示

させていただいた｡この部分に関しては､萩原1988､同2001等をも参照されたい｡

裁判文書の転写 ･訳註に当たっては､その方針と凡例を示した後､事件ごとに､第一章

から第五章まで章を分かって､文書原本の転写 ･訳註を提示した｡裁判文書は長い物も多

いが､その分記載内容も大変に詳しい｡筆者は､裁判制度研究の根本史料としてこれら裁

判文書原本を全面的に使用してきており､裁判文書の書式や独特のモンゴル語 ･浦洲語表

現をも研究目標としているため､必ず第三者による客観的な判断を仰ぐのに充分な分量の

原典史料を提示する必要がある｡また､これらの文書原本の訳註を初めて公開すること

は､社会史や人類学等､法制史以外の方面でも充分な価値を発揮できる可能性があろう｡

以上､準備不足にもかかわらず大急ぎで仕上げたために､種々の遺漏もあることと思

う｡ 各方面からの指摘を請う所である｡ 四年間の科研期間に比して､訳註を除けば簡略な

仕事となってしまったが､筆者の研究の上では､一歩前進することができたと思う｡

文献引用と暦 ･年齢に関する凡例
･本研究で利用する文献は､末尾の主要参考文献にまとめた｡言及の際は､著者編者名と

その西暦出版年のみを記す｡

･本研究で言及する暦は全て清朝で用いられていた旧暦とし､登場人物や家畜の年齢も全

て数え年の年齢をそのまま使用する｡
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第一部 研究篇

第一章 清朝によるモンゴルその他

諸地域への民族立法の研究
第一節 序

モンゴル民族は､13世紀にチンギスハーンによって統合 ･形成されて以来､今日に至

るまで多彩な歴史を経験してきた｡その間彼らは､他の様々な諸民族､諸地域との関わり

を持ち続け､ユーラシアの大部分を支配していた13･14世紀のモンゴル帝国時代は勿論

のこと､その後のモンゴル高原に収束した時代においても､隣接する中国やロシアなどの

諸地域に大きな影響を及ぼし､またその道に周辺諸地域からの強い影響を受け続けてき

た｡本研究のテーマは､そのうちの17世紀から20世紀初頭に当たる清代モンゴルにおけ

る法制史である｡

この第一部第一章の第二節と第三節では､清代モンゴルとその法制史の位置づけを､モ

ンゴル民族史としての通史的な側面と大清帝国内における藩部の一つとしての側面､すな

わち時間軸と空間軸の両方の側面から検討する｡次いで第四節で､清朝支配下にあったモ

ンゴルでの行政統治システムと､清朝によって制定されたモンゴル人専用法である蒙古

例､そして具体的な司法支配の実態を解説する｡清朝においては､後述するように行政機

構と裁判機構は基本的に共通であり､行政機構の解説は裁判制度に直結している｡ また､

法典の予備知識なしに裁判制度を理解することもできない｡第五節では､清代モンゴルの

法制史に関する研究史を簡略にまとめる｡最後に第六節にて､結論を述べる｡

第二節 モンゴル民族史上における法制の変遷
第-項 モンゴル民族史の時代区分と清朝支配時代

本節では､モンゴル民族史としての通史的時間軸の観点から､晴代モンゴルとその法制

史の位置づけを考えてみたい｡そこでモンゴル民族が形成されて以来の歴史を具体的に検

討するに当たって､まず最初に､筆者なりにモンゴル民族史をいくつかの時代に区切って

おく｡ その際基準とするのはあくまで政治史的な時代区分であって､かつ､その区分の年

代そのものを含めて､おおまかな目安としての区分である｡また､時代区分の対象とする

のはあくまでモンゴル本土とその周辺､特に本研究で中心的に扱う外モンゴルであって､

カザフスタンやロシア､イランなどかつての征服地は最初から除外して考えることとす

る｡ これらの条件を課した上で考えてみると､現在の所､筆者の考えでは､モンゴル民族

史は以下のように六つ程度の時代に区分することが可能ではないかと思う｡

まず､チンギスハーンがモンゴル高原を統一して民族を形成し始めた1206年から､中

国におけるモンゴル人王朝 ｢元朝｣が崩壊してモンゴル人勢力がモンゴル高原に退却する
1368年まで｡この第一番目の時代を､今仮に大きく ｢世界帝国期｣と名付けておく｡

次いで､この1368年から､モンゴル民族が独立を失って順次清朝とロシアの支配下に
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入っていく17･18世紀までを､一つの時代とすることができるであろう｡独立を失う年

次は､内モンゴル (1634-1635年頃､後金国つまり後の清朝-帰属)､ブリヤート (17

世紀中頃から､ロシア帝国へ帰属)､外モンゴル (1691年､清朝-帰属)､ジュンガル

(1757年､清朝へ帰属)と地域ごとにほぼ四段階に分かれるが､ここでは一応外モンゴ

ルが清朝支配下に入った1691年という年を区切りとして採用する｡そしてこの1368年か

ら1691年の間は､仮に ｢モンゴル高原での独立時代｣と名付けておきたい｡またこの時

代は ｢東西モンゴルの対立抗争の時代｣と呼ぶことも可能であろう｡

続いてこの清朝による支配は､地域ごとに相前後して始まった後､永年続いたが､内外

モンゴル ･新蓮北部 (旧ジュンガル)ともに1911年の辛亥革命によって一斉に終わりを

告げる1｡この年の12月1日には庫倫2の大活仏ジェプツンダンパホトクト8世3によって内

外モンゴルの独立宣言がなされた｡従って､1691年から1911年までが外モンゴルの ｢清

朝支配下の時代｣となり､内モンゴルや新謹北部でも､清朝支配の開始時期はまちまちで

あるが､その終了はほぼ同時である｡

さて独立宣言を発した庫倫のモンゴル国政府は､中華民国とロシア帝国の干渉によって

1913年の末頃からやむなく政治的軍事的に内モンゴルを放棄せざるを得なくなり､さら

にその後の露中蒙キヤフタ三国協定 (1915年)による独立取り消し､つまり中国内の自

治領化と､中華民国政府による強制的な自治撤廃 (1919年)とによって再び完全な中国

領に戻されてしまう｡しかしロシア赤軍の支援を受けたモンゴル人民党が､1921年のモ

ンゴル革命によって､外モンゴルのみの再独立を達成する｡この間の1911年から1921年

までを､通説に従って ｢ボグドハーン制モンゴル国時代｣としておきたい｡

1921年に始まった外モンゴルのみの独立国は､1924年にモンゴル人民共和国と改名

し､ソビエト連邦寄りの社会主義国となる｡そしてこのモンゴル人民共和国は､ソ連とソ

連共産党が崩壊したことに起因して､1992年に ｢モンゴル国｣へと改名し､現在の資本

主義国家 ｢モンゴル国｣となるのである｡そこで実におおざっぱな区分ではあるが､この
1921年から1992年までを ｢社会主義時代｣ 4､その後の ｢モンゴル国｣時代を ｢資本主
義時代｣とでも命名しておきたい｡

さてそこで､以上の長い歴史は､おおよそ17世紀を境にして､それ以前の ｢他民族 ･

他地域を支配したり影響を及ぼしたりする側面の方が強かった時期｣と､それ以後の ｢他
民族に支配されたりその影響を自身に受けたりする側面の方が強かった時期｣とに大きく

二分することができる｡

そして､内外モンゴルを問わず今日のモンゴル民族が持つ伝統的な文化を間嵩にする

時､遊牧という最も基本的な生活形態それ自体を除けば､他の付随的な大部分の文化が主

1実際に清朝政権が倒れるのは､翌1912年1月である｡

2yekekuriy-e現在のウランバートル市｡

3チベット仏教の生き仏､JebJundambaqutuYtu｡この第8世は､同年12月29日に皇帝となってポグド
ハーンとも呼ばれた｡

4実際には､社会主義化し始めたのは早く見ても1924年以降であり､かつ実体を伴った社会主義化の

開始時期をいつとみなすかここで決定するのは困難であるが､一応この名称にしておく｡
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として17世紀以降の時代に新たに形成されたものであることがわかる｡ 例えばチベット

仏教の一般庶民への強い浸透､一般庶民による日常的な喫茶の習慣やキセルタバコ･かぎ

タバコの常用などは､17世紀頃以降､つまり清朝支配期以降の現象であると考えられ

る｡また､詳しい研究がないために断言はできないが､中華料理の影響を強く受けた現在

の民族料理の成立や､絹 ･銀 ･珊瑚等で飾られていて部族別に異なる現在の民族衣装の登

場なども､実質的な確立はこの時代になされた可能性が高いであろう｡勿論､チベット仏

教は13世紀からモンゴルの貴族層に導入されているし､衣食に関する中国からの影響も

13世紀からあったのだが､いずれも ｢モンゴル高原での独立時代｣に一旦途切れた可能

性が高い｡そしてそれらが再び導入されて庶民レベルにまで完全に浸透するのは､17世

紀頃以降なのである｡すなわち､一般に現在のモンゴル人が ｢モンゴル民族の伝統的な

姿｣として容易に想起できる事象は､その大半が清朝支配期に形成された伝統であるとい
える｡換言すれば､清朝支配時代は現在に直結するモンゴル民族の伝統が形成される ｢民

族文化アイデンティティ形成の時代｣なのである｡勿論､ ｢世界帝国期｣にもモンゴル民
族としてのアイデンティティはあったが､西モンゴル族 (オイラト族)のように､その後

モンゴルの範噂から完全に離れた後､清朝支配期から再びモンゴル民族となった集団も存

在するし､何よりも､チンギスハーンのほかにチベット仏教をもう一つの核とする近現代

の ｢モンゴル民族アイデンティティ｣は､やはり17世紀以降に初めて形成されたという
ことができるのである｡

モンゴル近現代史を研究する上でも､最初の出発点となるのはやはり清朝支配時代であ

る｡ そもそも､ロシアと中国の二大国に挟まれて存在するという現在まで続く極めて基本

的なモンゴルの政治状況そのものが､この17世紀から始まったのである｡また同時に､

19･20世紀になって､民族の近代的な発展を夢見て苦闘し始めたモンゴルの知識人が､
将来への展望を模索するそのスタート地点となったのも､やはりこの清朝支配時代のモン

ゴルなのである｡

以上のように､清朝に支配されていた時代は､現在のモンゴル民族が持つ文化や政治状

況の上で基礎的な部分が形成される極めて重要な時代であったということができよう｡

従ってこの時代の歴史を研究する価値は､充分に認められるはずである｡

第二項 各時代における法制の概要
さて､以上のようなモンゴル民族史上において､法制の歴史はどのように変遷してきた

のであろうか｡時代を追って短く概説する｡

まず ｢世界帝国期｣､つまりモンゴル帝国時代におけるモンゴル人に対する司法支配の

実態は､残念ながらあまり解明されていない｡仮に世界帝国期を､元朝建国を境にして前

辛 (1206-1271年)と後芋 (1271年～1368年)とに分けて､後半の元朝期のみをみて
も､盛んに研究されているのはあくまで元朝支配下の漠族に対する司法支配の方であっ

て､モンゴル人一般に対する司法支配の実態は､史料不足のゆえにほとんど明らかになっ

ていない｡元朝支配下の漠族については後で述べよう｡

そもそも ｢世界帝国期｣全体を通じて､モンゴル人に対して効力を持っていた法典は､
モンゴル語で制定された大ヤサ (yekeJasa†)と呼ばれるものであった｡この大ヤサに閑
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してはAyalon1971-1973､Ratchnevsky1974を初めとして現在に至るまで実に多くの研究
が存在する. 中でも特にmasanovsky1937､島田1981等の法典研究の専論においては､モ
ンゴル民族の法を通史的に検討する過程において､ヤサの持つ特徴やその歴史的な位置づ

け等々が法学的側面から細かく検討されている｡ その意味ではモンゴル法の歴史の中にお

けるヤサの位置づけ自体は､既に充分な研究が為されている｡ しかしながらその一方で､

今日残されているヤサの条文自体は､ベルシア語やアラビア語の諸史料の中で断片的に引

用されたものが散在するのみであって､信頼できる明確な原典史料の姿そのものはいまだ

明らかになっていない｡そしてこれがヤサに対する文献学的研究の限界になっていると同

時に､ヤサの内容に関する上記のような詳細な検討結果の持つある種の危うさをも暗示し

ているといわざるを得ない｡ただしその存在自体に関しては､最新の研究である宇野

2002が､成文法としての大ヤサの実在を改めて確定しており､確かなものといってよ
い ｡

一方､この時代のモンゴル人の犯罪を裁く裁判官の方はジヤルグチ (jyaryuとi)と呼ばれ
る大官で､モンゴル語のその意味は ｢訴訟担当者｣あるいは ｢裁判担当者｣である｡ しか
し､宇野2002でも裁判制度研究の不足が指摘されているように､札奇斯欽 ｢説元史中的
｢札魯忽赤｣並兼論元初的尚書省｣(札奇斯欽1980に収録)､田村賛造 ｢元朝札魯忽赤
考｣(田村1971に収録)などの専論やRatclmevsky1993､四日市2001などの最新の研究
を見ても､ジヤルグチによる具体的な裁判の実態や法の適用原則などはなかなか明らかに

なっていないことがわかる｡すなわち当時の刑事裁判制度の実態は､ほとんど不明という

に近い｡これは､主としてまとまった判例史料が残されていないためであるが､その一方

で逆に､ジャルグチは ｢断事官｣とも訳されるように､単に裁判のみを担当する司法官

だったわけではなく､政治や財政上の問題を含む全ての問題を決済する総合的な官職で

あったこともわかってきている｡四日市2002では､書記であったビチェ-チ (bieigeei)
の職掌との類似性まで強調されているほどで､単に裁判官と訳したのみでは大いに不足す

るようである｡

このように､世界帝国期のモンゴル人一般に対する法典や裁判制度の実態は､本研究で

明らかにする予定の清朝期におけるそれに比して､史料上の制約から格段に未解明であっ

て､この両時代の法制を直接に比較検討することは現段階では不可能に近い｡かろうじて

可能といえるのは､断片的に残るヤサの条文と後代の法典史料との､条文レベルのみでの

比較､すなわち制度の実態を抜きにした純粋法律文言上の比較検討のみであるから､

Riasanovsky1937､島田1981等が裁判制度の実態をほとんど無視して条文の比較研究のみ
に集中してきたのも､ある意味では当然の結果である｡

一方､元朝治下の漠族に対する司法支配については､ r元典章J (r大元聖政国朝典
章j)という具体的な判例史料が残されているために､有高1940､宮崎1954､

Ratclmevsky1993､陳1994等々数多くの詳しい研究が見られるO中でも特に代表的な研究
は宮崎1954であろう｡
元代に､根本法たる律が制定されないで r元典章jのような判例が実質上の法の機能を

果たしていたことや､現場たたき上げの役人である背吏が儒者と同様に官僚として重用さ

れたことなどは､しばしば強調される元代の司法 ･行政上の大きな特徴である｡しかしこ

の宮崎1954によると､それらは､モンゴル人支配によって中国の司法 ･行政上の伝統が

7



破壊 ･中断されたというよりは､むしろ宋代末期の中国に出現し始めていた現象が金や元

の支配下でもそのまま受け継がれた結果にすぎず､種々の揺れ戻しはあるものの､そのか

なりの部分がさらに明王朝にも引き続いて受け継がれたと考えてよいようである｡例えば

明では律の復活や科挙官僚の復権など､一見宋以前の伝統中国-回帰したかのごとき現象

が見られるが､それでも r明律jはかならずLも復古的な律ではなく､体裁､内容ともに

r唐律Jよりはむしろ r元典章Jの方に近いという｡
また宮崎1954が述べるように､元朝治下中国での行省一路一府一州一県という司法 ･

行政機構自体や犯人の捕縛 ･尋問 ･判決等の方法も､路にモンゴル人の監察官が置かれた

こと等を除けば､末や明 ･清の機構に比してそう決定的に異なるというほどの差異はな

い｡
結局､元朝のモンゴル族による中国支配は､中国の伝統文化を弾圧破壊して元という中

国史上の例外的な時代を作り上げたというわけではなく､宋 (金 ･南宋)から元､明-と

つながる中国史上の流れは厳然として存在し､元朝はむしろ中華の伝統文化を積極的に保

護したことになる｡以上のような見解は､中砂1997､檀上1997､森田2001､宮2001

等々最新の諸研究において､儒教文化の保護や漠族知識人への厚遇など法制史以外の諸方

面からも肯定的に検証されているところである｡

稔じていえば､現在までの研究によれば､元朝支配下の中国本土における湊族に対する

司法支配は､中国法制史として考えるべき側面の方が圧倒的に強く､本節が対象とするよ

うな通史としてのモンゴル法制史の範囲内で取り扱われるべきものではないといえよう｡

ただし､本研究が中心対象とする晴代モンゴルの法制史は､後述のように清朝本土の中

国的な法制からの影響を大いにこうむっているため､当然のことながら明晴代の中国の法

制に似ているのと同様に､結果として元代の中国本土での法制にも極めてよく似ている｡

例えば､本研究の第-部第二章で述べるように､重い刑罰を伴う裁判が次々に上級の裁判

機構へと自動的に上申されていく必要的覆審制度や､第-部第五章で述べるように､裁判

に伴って作成される裁判文書が結果的に各級にまたがる多くの役所の発言を何重にも直接

引用している複雑な文章構成になっていることなどである｡

従って､モンゴル族が漠族を支配していた元代中国での法制と､逆にモンゴル族が満洲

族 ･漠族に支配されていた晴代モンゴルでの法制とが互いに良く似ているということにな

ると､上記のような中国法制史の研究結果とは全く逆に､その類似性が中国法制史の伝統

にではなく､そもそもモンゴル民族の一貫して保有してきた法的伝統に根ざすものなので

はあるまいか､という見解も当然想定し得るであろう｡本研究の第一部第五章で述べるよ

うに､この種の見解は､裁判文書書式の伝統に関してモンゴル国の学界で実際に存在す

る｡この見解を否定することは容易なようで､実は難しい面もある｡それは､世界帝国期

におけるモンゴル人に対する司法支配の実態とともに､それに続く時代のモンゴルでの実

態もあまりわかっていないからであるが､この見解が裁判文書の細かい書式などからみて

見当違いであることは､本研究の第一部第五章にて詳しく述べる予定である｡

さて､世界帝国期に続く ｢モンゴル高原での独立時代｣においては､明王朝の人々がモ
ンゴルの風俗習慣その他を漢文で記述した史料や､モンゴル人自身がチンギスハーンの血

統を明らかにすべく記述した年代記類が一般によく知られている｡そして､いくつかの法

典史料も知られている｡ 例えば､西モンゴルでのいわゆる r旧ツアージンビチクJ (制定
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年代不明)､チベット文で書かれたいわゆる rアルタンハンの法典』､ハルハモンゴルで

の r白樺法典J､1640年制定の 『モンゴル ･オイラト法典J､1676年～1728年の清朝帰

属前後の時代に主要部分が制定された rハルハジロム』などである｡ ここではこの内､本

研究の第-部第三､四章にて詳しく解説する 『ハルハジロム』を除く他の法典について､

概説しておきたい｡

まず､西モンゴルのいわゆる 『旧ツアージンビチク｣は､制定年代が不明な上に法典全

文が伝わっておらず､一部の断片のみがロシア入学者によって研究されてきた｡その概要

と研究史はRiasanovsky1937に詳しい｡
次に､いわゆる rアルタンハンの法典』は､イギリスのリバプール博物館所蔵のチベッ

ト文による法典で､もともとMeisezahl1973によってファクシミリで初めて紹介された

後､B叩a1975が判定者をトウメトのアルタンハーンであると認定した上でモンゴル語へ
の抄訳を行なった｡その後､B叩a1975のモンゴル語訳をRasidondok1977が英語に重訳
し､さらにその英訳を底本として利用した島田1986等､いくつかの研究がなされた｡最

近では､チベット文テキストの原文を直接検討したチンゲル2002によって､この法典の

制定者は実はアルタンハーンではなくて､青海ホショートの祖グーシハーンであったとの

注目すべき見解が提出されている｡ただしチベット文テキストはかなり難解とのことで､

チンゲル2002､手塚2002など最新の研究でもいまだ全訳が提示される見通しはない｡

r白樺法典Jは､rI3PJI331974によってテキストが刊行された後､二木1977､同1981b
､同1983aによって和訳がなされ､同1981aによって解説もなされている｡また最近､

HacHJIOJ12002によって活字への翻刻と転写 ･ロシア語訳もなされている. 二木氏の研究に

よると､この法典中の大部分の条文は､16世紀末から17世紀初めにかけてハルハモンゴ

ルの王侯たちによって次々に制定されていったもので､年代的には rハルハジロム｣より

もかなり古く､次に述べる rモンゴル ･オイラト法典』の直前期に当たる｡それでも､内

容的には レ､ルハジロム｣と重なる面がかなりあるとのことである｡

rモンゴル･オイラト法典1は､1640年に西モンゴルのオイラト族と外モンゴルのハ

ルハ族との間で共同で制定された法典であり､恥 IJIhIKOB1981によってモンゴル語テキス
トと転写､ロシア語訳が出版されている｡また､田山1967によって 『ハルハジロム』と

ともに和訳もなされている｡r白樺法典Jから rハルハジロム』-の連続性から見ても､
こちらは主としてオイラト族の方で用いられたようである｡

rハルハジロムJを含む以上の諸法典に関しては､モンゴル法の通史的な研究である

Riasanovsky1937(pp.45-62,91-126,160･169,208-260､和訳本ではpp.49-70,112-156,
205-216,2721332)と島田1981(全体)が､また rアルタンハンの法典Jに関しては､

島田1986(pp.3-297)5が､その制定内容を法学的観点から充分に詳しく分析している｡

例えば､Riasanovsky1937(特にpp.208-260､和訳本ではpp.272-332)は､モンゴル法
の刑罰体系が r大ヤサJ､ rモンゴル ･オイラト法典J､ 『ハルハジロム』と､時代が下

るにつれてより軽くなっていくことや､刑罰の中で家畜による賠償刑が頻繁に見られるこ

と､刑罰体系と並行して報償体系が存在すること等々､モンゴル法の持つ特徴を多数指摘

5二木1987b(書評)も参照｡
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している｡ また島田1981も､婚姻 ･家族 ･狩猟 ･牧畜等の営為に伴うモンゴル法の特徴

を細かく抽出し､刑罰体系に関しては特に家畜賠償と家畜罰とが同時並行的にその中枢を

占めていたこと等を指摘している｡

以上のように､この ｢モンゴル高原での独立時代｣の法典そのものに関しては詳しい研

究がなされていて､モンゴル法の持つ特色もかなり明らかになっているといってよい｡今

後も法典研究はさらに進むであろう｡ところが一方､この時代の裁判制度の研究というこ

とになると､とたんに研究は減少し､わずかにRiasanovsky1937(pp.2271228､和訳本で

はpp.294-296)､田山1967(pp.79-102)などが､法典研究に関連してごく簡略に推定叙
述するのみである｡例えば､裁判を担当していたのはモンゴル遊牧民の貴族であっただろ

うとか､犯人を捕らえたり証人を連れて来たりする使者が手数料をとっていただろうと

か､いずれも法典の条文から推定する程度のレベルでしかない｡これはひとえにこの時代

の判例史料がほとんど存在せず､裁判の実態も法律適用の原則も全くつかみようがないた
めである｡従って､裁判制度の実態は実証するべくもない｡

総じていうと､ ｢モンゴル高原での独立時代｣の法制史は､法典の条文がわかっている

のみで､裁判制度や司法支配の実態は､法典の条文から推定する以外､ほとんどわからな
い｡
さて､次の清朝支配時代の法制史に関しては､第四節で述べることとして､続いて､ボ

グドハーン制モンゴル国時代 (1911-1921年)の法制について概説しておこう6｡

この時代に関しては､田中克彦1969､島田1980(pp.371-402)､CqoBCYP3II1989､Bo
Jq6aaTaP ･JIY耶33XaqaH1997等の研究があり､ある程度の事実が解明されている.それら
によると､1911年に独立宣言を発したモンゴル政府は､なかなか独立国としての法典を

制定 ･発布することができず､1915年に独立が取り消されて自治領となった後､1918年

頃にかけてようやく法典の編纂と印刷準備が始まった｡実際に木版本で出版されたのは､

1919年に自治を撤廃させられた後の1920年になってかららしく､それも全てが印刷され

たのではなくて､一部は手書きのままで残されたとのことである｡

このボグドハーン制モンゴル国の法典は､その後BaTCah ･JIoIⅨ叩･Xaq cyp3H1995
として研究用に出版された7.その法典名称 ｢3apJWaaPTOITOOCOHMoHrOJryJIChIHXyyJIL3Y
血曲 6HⅦ r｣は､ r欽定モンゴル国別例Jと訳すことができる｡しかし､CqoBC

yp3H1989､Boq6aaTaP ･JIyq33Xaq aH1997等の研究書も､法典の内容に関する法制史的検
討はまだまだ充分であるとはいえない｡またその外国語訳は出版されていないが､田中克

彦1969も取り上げた 『大島清庫倫出張報告書』の付録として三井物産の大島清による仮

訳が､東京外国語大学付属図書館に所蔵されている｡

島田1980(pp.371-402)は､その大島訳に基づいて法典の内容を検討した研究であ

る｡それによると､この法典は､基本的に晴代モンゴルでの 『理藩院則例』と r大清律

6本項の近現代史部分執筆に当たって､中村真咲氏より種々のご教示を受けた｡謝意を表したい｡

7この法典の原本は､ウランバートル､サンクトペテルブルグ等に現存しているが､最近サンタトペ

テルブルグから取り寄せられたマイクロフィルムが､現在､東洋文庫 (国立国会図書館分館)に所蔵されて
いる｡
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例｣をそのまま受け継いだような内容を持っており､さらに r大清会典事例Jや r吏部処

分則例Jに依拠したと見られる部分すらあるという. しかしこのような側面は､

cqoBCYP3H1989では全く語られておらず､ソドブスレン氏はむしろ､ボグドハーン政府が
清朝治下の法制を極力排除しようとしていたことを最終結論として特に強調している (

CoFtOBCYp3H1989,p.96)｡ 従って両氏の出した結論は全く逆の論調となっているが､同じ
モンゴル人による研究でもBoJq6aaTaP･JIy耶33X aq aE1997,p.191-194の記述は､ 『理藩院
則例｣と直接比較してその変更点を挙げるなど､むしろ島田氏の見解に近いといって良い

であろう｡

まだこの間題を研究していない筆者ではあるが､それでもやはり島田1980の方がいか
にも妥当性のありそうな結論のように思える｡それは､ボグドハーン制モンゴル国での地

方行政機構等が､ほとんど清朝時代そのままであったことや､この政府自体が何ら革新的

なイデオロギーを有していた訳ではなく､むしろ清代におけるモンゴル貴族の既得権益を

守る保守的民族主義的な政府であったからである｡また何よりも､ r欽定モンゴル国別

例｣と訳せる上記のモンゴル語名称は､ r欽定理藩院則例』の ｢理藩院｣を ｢モンゴル

国｣に入れ替えただけであるし､BoJIT6aaTaP･JIyHTP3X an taH1997,p.1911194にあるよう
に､巻数や章立ても明らかに何らかの関連を持っている｡ また ｢蒙古例｣は､島田1982
(pp.144,922)によると､中華民国政府によって有効と宣言されたことがあり､いわゆ
る偽満州国でも有効と認められ､ r理藩院則例Jの一部が ｢蒙古刑事法令｣として採用さ
れたという｡ ｢蒙古例｣は､かようにモンゴルでよく浸透していたのである｡
次にこの時代の裁判制度に関しては､あまり研究はないが､BoJq6aaTaP･JIY叩
33Ⅹ aHqaH1997,p.185-186によると､1911年に新設された法務省が最高裁判所のような役割
を果たしていて､全国の旗や盟8から上申される人命案件9を初めとする重案 (重要な事

件)を裁いており､犯人に死刑を科す場合にはボグドハーン自身による勅が必要であっ

た｡外国人を巻き込んだ事件では､外務省も裁判に加わっていたという｡また､流刑を科

す程度の刑事事件は盟長が判決を下して法務省が監察し､伽を科す程度以下の軽微な刑事

案件は旗長が自ら判決を下していた｡いずれも､後述の清代の制度によく似ている｡

以上､ボグドハーン制モンゴル国時代の法制は､法典､裁判制度ともにまだ未解明の部

分も多いが､今後は研究が益々発展していくであろう｡

次の社会主義時代に関しては､Butler1982､Sanders1987､蓑輪1999a､同2002等々の

詳しい研究があり､モンゴル国自身でもBoJq6aaTaP･JIYHTP3Ⅹ aHqaH1997を初めとするいく
つもの研究が出版されている｡ここでは主に､数少ないモンゴル近現代法の専門家である

蓑輪靖博氏の上記両研究に基づいて､憲法と裁判制度を中心に､現在に至るまでの法制の

変遷を短くまとめてみよう｡

外モンゴルは1921年にロシア赤軍の軍事援助を得て独立したのであるが､前述のよう
に1924年までは括仏ジェブツンダンパ8世を国家元首とする政教一致の国であった｡その
ため､1924年までは基本的にボグドハーン制モンゴル国時代と同じ制度下にあったもの

8この時代の行政機構は基本的に清代の物に近いので､本章第四節を参照されたい｡

9殺人､自殺など､人命に関係する全ての事件｡
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と思われる｡1924年の5月にジェブツンダンパ8世が死去したことから､社会主義的色彩

が強まり始め､6月にモンゴル人民共和国と改名､11月26日にモンゴル人民共和国憲法が

制定された.これが ｢最初の憲法｣であり､一般に ｢レーニン憲法｣とも呼ばれるよう

に､ソ連の強い影響を反映した社会主義的憲法であった｡従って､法規走という意味にお

いては､モンゴルの法制上の伝統は､ここで根底から覆ったわけである｡ しかし､外モン

ゴルの社会構造自体は､まだ社会主義化していなかった｡1920年代末頃から1930年代に

かけて､一部の政治家やラマ僧､ブリヤート人を初めとする反社会主義的と見なされた

人々に対する弾圧が始まったが､遊牧はまだ集団化されていない｡

裁判制度についていうと､この ｢最初の憲法｣には司法権 ･司法機構に関する独立した
条項がなく､1926年になってようやく全裁判所構成法や裁判所法などが制定された｡そ

れらによると､裁判機構としては､下からホシヨー裁判所10､アイマク･市裁判所11､国

家最高裁判所の三審制となっており､モンゴル史上初めて､司法と行政の分離が行われ

た｡ホショー裁判所とアイマク裁判所は､民事事件に関しては訴訟の金額の多寡に応じ､

また刑事事件に関しては犯罪の軽重に応じて第一審を分担し､市裁判所は都市での全ての

民 ･刑事事件の第一審となったO国家最高裁判所は､文字通り全ての裁判の最終審であっ

た｡民事と刑事の訴訟手続き上の区別がなかったことを初め､おそらく実態としてはモン

ゴル独特の制度運用もあったことと思うが､基本的には裁判制度に関しても､モンゴルの

法制上の伝統はほぼ覆ったといって良いであろう｡

次いで､スターリンにならって独裁権力を掌握したチョイパルサンは､1940年6月30

日に新しい憲法を制定した｡これが ｢第二回目の憲法｣であり､ ｢チョイバルサン憲法｣
とも呼ばれる｡1936年に制定されたソ連の憲法 (いわゆる ｢スターリン憲法｣)にな

らったものである｡この憲法では社会主義的な国家構造への規定がより強化され､典型的

なソ連型社会主義国としての憲法であった｡これにともなって､社会構造自体も本当に社

会主義化され始め､モンゴル政府の公式見解では1959年には､ついに遊牧の集団化が完

成した｡

この憲法では､第7章に裁判所と検察局の規定が定められている｡裁判機構に関してい

うと､下から地方人民裁判所､アイマク裁判所､ウランバートル市裁判所､国家最高裁判

所が設置され､国家最高裁判所内の軍事裁判部廃止等の細かい変更があったほか､1949

･1952年には刑事訴訟法と民事訴訟法が各々制定されて､刑事と民事の明確な分離が初

めてなされた｡

1952年にチョイパルサンが死んで､その後継者となったツェデンパルは､前述のよう

な遊牧の集団化完成を受けて､1960年7月6日に新しい憲法を制定した｡これが ｢第三回

目の憲法｣で､ ｢ツェデンパル憲法｣と呼ばれることもある｡基本路線である社会主義と

いう意味では､それ以前の二度の憲法を着実に継乗したものであった0

10ホショーは当時の最小行政単位で､後述する清代の最小行政単位である ｢旗｣ (ホショー)を受け
継いだものである｡

11ァイマクは当時のホシヨーの上の行政単位である｡これも､後述の清代での行政単位によく似てい

る｡市は大都市のみを指し､アイマクと対等であった｡

12



この憲法では､第6章が ｢裁判所及び検察庁｣となっており､細かい変更を除けばほぼ
｢チヨイバルサン憲法｣時代の制度と同じである｡1978年にはモンゴル人民共和国裁判

所組織法が制定されて､より細かい裁判制度が規定された｡

その後モンゴルは､ソ連の影響を受けた1989年から1990年にかけての一連の大改革に

よって社会主義を捨て去り､資本主義時代へと入っていく｡複数政党制を持つ資本主義国

家としての最初の憲法は､1992年に制定され､それと同時に国名もモンゴル人民共和国

からモンゴル国へと変更された｡裁判に関連する法律も1993年から次々と制定されて

いったが､いずれも､慣れない資本主義国家流の法律を早急に制定導入したため､かなり

の混乱が見られた｡この辺の事情については､蓑輪2001､同2000b､同2000C､同1999b

､同1999C､同1999dに詳しく､ここでは省略する｡

最後に､蓑輪氏の研究に基づいて現在のモンゴル国での裁判機構について述べておきた

い｡1992年の憲法では､第4章に司法制度が規定されており､裁判機構は､下から村裁判

所､村際裁判所､地区裁判所､首都裁判所､アイマク裁判所､最高裁判所となっている｡

形式的にはそれ以前と大きな違いはないが､社会主義時代との決定的な相違は､司法権が

政治権力から完全に独立したことである｡ 上記の裁判所の内､地区裁判所は首都ウラン

バートル市内に8つ設けられた最下級の裁判所で､首都裁判所がその上級審である｡村際

裁判所は､全国各アイマク (日本の都道府県や中国の省に相当)に1つないし2つ設置さ
れた最下級の裁判所で､アイマクごとに1つあるアイマク裁判所がその上級審である｡ 村

裁判所は村際裁判所と基本的に同じ機能を果たすが､全国で数カ所のみ設置されている｡

そして､首都裁判所と各アイマク裁判所の上級審が､最高裁判所である｡社会主義時代と

同じく､民事事件では訴訟金額の多寡により､刑事事件では犯罪の軽重によって､地区裁

判所 ･村裁判所 ･村際裁判所の下級裁判所と､首都裁判所 ･各アイマク裁判所の中級裁判

所とが､第一審を分担する.いずれの事件でも､当然､最高裁判所が最終審となる.

これら現代モンゴルの裁判制度は､後述する晴代モンゴルの制度と比べて､司法と行政

の分離､刑事と民事の分離､必要的覆審制度の有無､被告人の身分と適用法との関係等々

多くの面で､大きく異なった特徴を持っていることがわかる｡

さて以上のように検討してきた結果､モンゴル民族の法制史を通史的に見るならば､制

定された法典の内容が本当に明らかになるのは ｢モンゴル高原での独立時代｣以降のこと

であり､裁判制度の実態が明らかになるのは ｢清朝支配時代｣以降ということになろう｡

従って､ ｢清朝支配時代｣は､具体的な裁判制度の実態を明らかにすることができるモ

ンゴル民族史上初めての時代であり､清代モンゴルの法制史研究は､現在知りうる限りで

はモンゴル法制史の最古の実態を解明することになる｡ここに､主要な意義の一つが存在

する｡ また､ ｢清朝支配時代｣以前に関しては､筆者の研究に登場するような一般遊牧民

に対する詳細な司法支配や､それに伴ってかいま見える一般遊牧民の具体的な生活など

は､ほとんど知り得ないといってよい｡この点でも､晴代モンゴルでの法制史研究の意義

を強調しておきたい｡
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第三節 清王朝の構造と少数民族への司法支配
第-項 清朝国家論のあり方

近年､中国の清王朝に関して､その基本的な国家構造をマクロの視点から研究した著作

が多数発表されている｡ それらはいずれも本研究と深い関係にあるが､清朝の国家構造そ

のものを細かく追究すること自体は本研究の目的ではないので､研究動向を要領よくまと

めた杉山清彦2001等を参照していただくこととし､ここでは､最近の清朝国家論の基本
的な論調とその間選点についてのみ簡単に言及して､この間題に関するモンゴル法制史研

究の意義を確認しておきたい｡

まず､最近中国史から見た朝貢システムや華夷秩序に関する研究がいくつか発表されて

いる｡その内､最も代表的かつ典型的と思われる浜下1990,pp29-38､同1997,pp3-24に
よる清朝の国家構造に関する理解を検討してみると､岡1998bや杉山清彦2001も既に指
摘しているように､清朝を中華王朝として単純な同心円状の構造で理解しており (円の中

心は中国本土)､支配者民族である満洲族やその出身地 (東三省)の位置づけが当初から

考慮されていない｡いわば明王朝に､そのまま藩部が付属しただけの構造として理解され

ており､藩部の存在のみが明との違いであると考えられている｡ また､本研究に直接関わ

る藩部地域のとらえ方にしても､浜下1997,pp15-18の記述に見られるように､全ての地
域が ｢藩部｣として一括して均等に考えられている｡これが中国史の立場から見た典型的

な清朝-の理解であろう｡

それに対して､例えば片岡1998,pp.25-26,47-49は､清朝の基本的な国家構造につい
て､浜下氏と同様に首都北京の皇帝の回りを中央 ･地方組織や土司､藩部､朝貢国などが

囲む中華王朝の同心円体制を強調しつつも､もう一つ､避暑山荘である暴徳に居る時の皇

帝をモンゴルの外藩王公 (ザサク旗)12を初めとする非漢民族が囲むまた別の体制の存在
をも示唆している｡ いわば二種類の体制を設定したわけである｡また石橋1998は､洛陽
を中心におく ｢旗｣ (｢八旗｣の体制)､北京を中心におく ｢漠｣ (｢中華王朝体
制｣)､永徳を中心におく ｢藩｣ (｢ハーン体制｣)の三元構造としてとらえている｡両
氏は､いわば中国王朝としての円と､満洲族や落部を中心とした円との二元､あるいは三

元の構造として清朝をとらえている｡またこの両氏の見解については平野2004,pp.57-63
が､避暑山荘である幕徳の捉え方を中心にして強く批判している｡

ここで清朝内におけるモンゴルの基本的な位置づけを､筆者なりに先走って述べておく

と､モンゴルは､後述するように､満洲族等の ｢八旗｣組織の外側にそのまま連続して連

12次節第-項で詳しく述べるように､ザサクJasaγ(ジヤサクとも)とは清代モンゴルでの最小行政
単位である ｢旗｣の長官､つまり族長のことであり､現地モンゴル貴族による世襲を基本としていた.この

ように､八旗とは異なってモンゴル等の在地の貴族を旗長とする行政区画としての ｢旗｣をザサク旗と呼

ぶ｡この呼び名は､帰化城 トウメト族､チャハル八旗､シンバルガ八旗などのように､草原で遊牧していて

も理藩院直轄であるために族長が存在せず､後述の盟旗制度に直接は含まれない諸旗 (いわゆる内属蒙古)

と区別する意味もある｡内モンゴルにおけるザサク旗の設置は､八旗の兵力を補う組織として清朝入関前か

ら始まっており､ザサク旗内の官制も八旗の官制をそのまま真似た疑似八旗のような名称となっている｡さ

らにモンゴル貴族は満洲族皇室に準じた爵位を与えられていたため､後述のようにモンゴルのザサク族が､

八旗から派生してその外側に連続する組織として設置されたものであると考えることも可能である｡
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なるザサク旗としての面を当初から強く持つ一方で､中華の外側に広がる ｢落部｣として
の面をも同時に併せ持っている｡その点､片岡氏の見解では､モンゴルが伝統的な中華王

朝の藩部でもあり､皇帝と八旗を直接囲む清朝特有の外藩王公でもあるという視点が充分

には説明されていないように思うし､石橋氏の見解でも､モンゴルが､ザサク旗として

｢旗｣の円にも入り得て､藩部として ｢中華王朝体制｣の円にも入り得るという発想が欠
けているように思う｡そして以上三氏の内､特に浜下氏､石橋氏は共に､藩部地域各々に

対する清朝支配の強弱 ･濃淡や統治実態の差異､さらにいえば､清朝内で果たしていた機

能のようなものを深く考慮せず､藩部を常に一括したまま論を進めているように筆者は思

うのである｡

藩部を全て一律に扱ってしまう以上のような構造論に対して､例えば岡1994b､同

1998bは､モンゴルの ｢外藩｣王公に対する対置概念が決して中国の ｢内地｣ではなく

て､ ｢宗藩｣すなわち清朝の皇族そのものであるという政治理念を示した上で､満洲族皇

室とモンゴル王公との関係が単なる支配 ･被支配の関係ではなくて､むしろ､同盟関係に

近いようなものであって､清朝全体から見ればモンゴル王公も支配者側の一端に参画して

いたことを強調している｡ 言い換えれば､彼らが建前上､被支配者である ｢藩部｣として

の面よりも､支配者である ｢八旗｣につながる ｢ザサク旗｣としての面をより色濃く持っ

ていたという見方である｡同氏の見解は､前記片岡氏の示唆をより論理的に組み立てるこ

とに成功しており13､同時に､同じ藩部であってもチベットや新定とはかなり異なる重要

性を､モンゴルが当初から持っていたという事実を改めて証明したことにもなる｡

さらに､張永江2001は､チベット､新濃等を含む清朝の全藩部を､清朝への帰属過程

や清朝による統治方式などの違いに基づいて大きくいくつかにパターン分けして理解しよ

うと試みている｡ このように各藩部を単純に一括せずパターン分けして行く考え方は､筆

者にとって大変に斬新な手法に思える｡従って筆者としては､これら岡氏､張永江民らの

研究方向を基本的に支持したいと思うのである｡

ただ､筆者は同氏の見解に全面的に賛成というわけではないので､ここでは先に､筆者

なりの見通しを若干述べておきたい｡確かにモンゴルは､帰属当初のザサク旗設置の発想

と設置形態が ｢八旗｣にそっくりであったことや､支配者としてのモンゴル貴族の意識等

の面から見れば､ ｢八旗｣組織の外側にそのまま連続して連なるザサク旗としての面を強

く持つ (岡1994b､同1998b､同2004､楠木2000､同2001､同2003等参照)｡ しかし､

創設時のことはともあれ､清朝期全体を通時的に見れば､八旗とザサク旗とを同類として

扱い､ザサク旗を八旗の延長線上にあるものと見なすのにも限界があるように思う｡つま

りその後の時代の司法行政処理の方法等を見れば､ザサク旗は､支配者としての八旗より

も､むしろ被支配者としての中国本土や他の藩部の側に近いという見方も充分に可能であ

ろう｡例えば､モンゴル本地におけるザサク旗内の官制 (決節第-項を参照)と八旗内の

官制とは､創設の事情から確かにモンゴル語 ･満洲語の名称こそそっくりであるものの､

内実としてはかなり異なったものだといえる｡ 具体的な例として都競､副都統らの給与の

有無を考えてみると､ザサク旗の管旗章京 (八旗の都続に相当)､副章京 (八旗の副都統

13その後片岡氏は､岡1994を受けて､片岡1991での見解を片岡1998にて､若干補正している｡
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に相当)らは原則として無給であり､訴訟受理や裁判の判決に際してしばしば当事者たち

から ｢賄賂｣または ｢手数料｣を受け取って生活の足しにしている例が見られる｡ これを
一言でいうと､八旗の都続､副都続のような有給の偉い役人すなわち ｢官｣という印象よ
りも､中国本土における背吏に近い小役人すなわち ｢吏｣という印象を受ける｡また､モ

ンゴル民族が清朝の支配者側と被支配者側のどちらに立っていたかという問題についてい

うと､筆者には､清朝支配を受けていたモンゴルの一般牧民までもが､ ｢八旗｣の構成員
と同様に清朝の支配者側に参画していたとは思えない｡モンゴル王公にとってはともかく

も､一般のモンゴル牧民までもが ｢自分たちは中国や他の藩部を支配している｣という意

識を持っていたであろうか｡確かに八旗の構成貞たちは ｢お上 (おかみ)｣､あるいは

｢官｣の側の人間だと言えるかも知れないが､モンゴル牧民はやはり民間人 (被支配者)

なのではないだろうか｡筆者はこのように考えている｡

さてそれでは､上で述べてきたように清朝の国家構造において落部地域への支配が均一

でなかったことは当然としても､各藩部を相互比較することができる程度にまで､支配の

実態が充分に解明されているのであろうか｡その間題を次項以下で述べよう｡

第二項 清朝治下における民族別の諸法典
まず､清朝治下で制定された民族別の諸法典14について､研究状況と問題点を概観して

おきたい｡清王朝の根本法典はいわずと知れた r大清律例Jであるが､片岡1976､同

1977､割広安1993､鄭2000,pp.284-303などでも既に指摘されているように､清朝政府
は､少なくとも建前としては民族別の法律を制定しようと意図していた形跡がみられる｡

例えば､モンゴル族に対しては後述の ｢蒙古例｣法典15､新蓮のウイグル族に対しては
r回諾則例J､チベット族に対しては ｢西蔵通制｣16､清洲族等の八旗兵には r欽定八旗

則例J (あるいは r欽定中枢政孝｣､ r欽定兵部処分則例｣も)､そして回族 (回民)に
対しては r大清律例lの中の ｢回民専条｣ 17という風に､少なくとも形式上は､民族別の

個別専用法を用意しており､こうやって並べてみると見かけ上は､ r大清律例Jも漠族専

用の法典として､これら諸法典の中に存在しているようにも見える｡

これら民族別の諸法典には､解明すべき疑問点が多数存在する｡まず､これらが民族な

どの集団別を意図する法典であったのか､それとも地域別を意図する法典であったのか､

という問題がある｡例えば ｢蒙古例｣はモンゴル人専用法であったのか､それともモンゴ

14ここでいう民族とは勿論近代的な意味での民族ではなく､あくまで清朝政府が何らかの意味で特定

の共通性を持つと認識していた集団のことを指すこととする｡

15本研究の次節第二項にて述べる｡また､島田1982､萩原1993をも参照｡

16｢西蔵通制｣は独立した法典ではなく､蒙古例 (モンゴル人専用法)を集成した法典である ｢理薄

院則例｣の末尾付近にあたかも付録の如くに収録されている｡実用性の小ささを如実に示しているかのよう
である｡また､劃広安1993､徐醍生1999､張羽新2002でも解説 ･収録されているように､チベットに対

しては ｢西蔵通制｣以外にも､個別具体的な章種類が多数定められたが､法典のような形でまとめられたも
のは他に存在しない｡

17回族をここで一つの民族と認定することは不可能であるが､清朝が何らかの意味で一般漠族との間

に法的な区別を設けていたことは事実である｡片岡1976､同1977参照｡
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リア専用法であったのか､いいかえると属人法主義の法であったのか､属地法主義の法で

あったのかという問題である｡またそれに関連して､満洲族とともに八旗を構成する漢人

やモンゴル人にはどの法が適用されていたのか､つまり民族優先なのか､所属組織優先な

のかという問題も出てくるし､さらには､清朝政府が民族に類するような集団分類基準を

本当に保持していたのかという疑問も必ずや提起されるであろう｡

以上のような問題に関する研究はほとんどなされていないのであるが､ここでは筆者な

りの見通しを述べておきたい｡まず､諸法典が民族別か地域別かという問題を､ ｢蒙古

例｣に関してのみ述べると､筆者は今のところ属人法主義のモンゴル人専用法であったと
考えている｡また旗人や回族の場合でも､その居住 ･分布状況から見て､決して地域別と

はいえないことが容易に理解できよう｡ ただしこの間題は､筆者自身､将来モンゴリアで

のモンゴル人と漢人との相関案件等をモデルケースにして､本研究とは別にさらに追究し

ていくつもりである｡

次に満洲族とともに八旗を構成する漢人やモンゴル人にどの法が適用されていたのかと

いう問題は､これもまだ単なる推定であるが､おそらく後述のように旗人として満洲族と

同じ扱いを受けていたであろう｡ そしてもしそうだとすると､ ｢蒙古例｣は厳密な意味で
は必ずしもモンゴル人専用法ではないことになり､限定的な意味での民族別の法であった

ことになろう｡すなわち例外もあるという意味である｡ さらに､清朝政府が民族に類する

ような厳密な分類基準を持っていたかどうかという問題に関しては､少なくともモンゴル

人と漢人との間ではかなり厳密に意識して区別していたと筆者は考えている｡ 裁判文書で

はモンゴル人 (漢語で蒙古､モンゴル語でmongγul)と漢人 (漢語で民人18､モンゴル語

でirgen)の区別が必ず明瞭になされているからであるO
続いて､上記の諸法典に関しては､その実効性の問題を問わねばならない｡例えば､

r回正則例Jや ｢西蔵通制｣の場合､ r大清律例Jや､蒙古例を集成した法典である r理

藩院則例｣本体に比して全体の分量が短いのみならず､その内容は駐在官僚の員数等わず

かな行政規定や経済関係の規定が中心で､一般的な刑事犯罪親定や民法に類する基本的な

規定はほとんど含まれない｡従って､それらが刑法としての機能を実際に果たしていたと

はとても考えられないのである｡

r回正則例Jに関していうと､その内容は､官制､北京への年班等の行政規定と､通貨

や交易等に関する経済規定のみである.次いで清末の r理藩部則例J19末尾付近に収録さ
れている ｢西蔵通制｣から､比較的短いので煩をいとわずにその全条文の項目名を挙げて

みると､以下の通りである20｡

｢西戎設駐前大臣｣､ ｢西戎諸処事務均隷駐戒大臣核耕｣､ ｢稽査商上公用｣､ ｢稽査

18藻族の一般庶民を指す言葉.ただし回族をも含む｡ちなみに ｢民人｣はモンゴル語に翻訳されて

irgenという清朝の公的訳語になったため､モンゴルでの刑事事件でも漠族を指す言葉としてirgenがよく出て
くる.このirgenは､本来 ｢民｣を指す単語であるが､この伝統によって現在のモンゴル国でも漠族を持す語
として使われており､内モンゴルでは逆に漠族を指す差別語として使用が嫌われる傾向にある｡

19多茶才旦1987を利用した｡r理落部則例Jに関しては後述する｡
20いちいち項目名の説明は付けないこととする｡

17



商上収支｣､ ｢稽査外番差入来戒｣､ ｢打箭櫨税銀擦賞連頬的味｣､ ｢喝布倫戴王奉21頒
給勅書｣､ ｢喝布倫以下各官給輿頂戴｣､ ｢後寂れ什倫布増設業爾倉巴等官｣､ ｢喝布倫

等官房荘田随任交代｣､ ｢抹放坐林堪布駒鳴｣､ ｢西戎卿暁鏡糧不許諌領｣､ ｢番民争訟

分別罰席不得私議抄没｣､ ｢禁止私給照票免差｣､ ｢達頼卿味班碍額爾徳尼族属不待挽越

管事｣ ｡ 以上が ｢西蔵通制上｣の項目｡ ｢唐古式層額設喝布倫以下各官｣､ ｢補放喝布倫
以下各鉄｣､ ｢増設戴王奉以下各映均按等第逓陸｣､ ｢遠鉄督官三年更換｣､ ｢東科爾及

歳方准昔差｣､ ｢設立番兵定額｣､ ｢番兵軍器走制｣､ ｢唐古式兵丁戟衣｣､ ｢校閲番兵

技蛮｣､ ｢番目番兵磨支銀米於春秋二季散給｣､ ｢駐防員弁及戴王奉等不得滋擾兵T｣ 0
以上が ｢西蔵通制下｣の項目である｡
一見して明らかなように､行政や軍事に関する規定ばかりである｡かろうじて刑法に関

わるかと見える ｢番民争訟分別罰頗不得私議抄没｣という名の規定も､条文自体を見れば
具体的な刑罰の規定は-切なく､番民 (チベット人)の争訟 (争いごと)は駐蔵大臣に報

告し､決して勝手に財産没収などを行ってはいけないと一般論を定めただけである｡ これ

では何の基準にもならない｡

もしこれら r回正則例Jや ｢西蔵通制｣が本当に刑事裁判とは直接関係のない単なる行
政規定に過ぎなかったとすれば (その可能性が高いが)､当然､実際の刑事裁判ではいか

なる法が用いられていたのかという問題が生じる｡しかしながら､これら清朝による民族

別の諸法典は､島田正郎氏や筆者が明らかにしてきたモンゴルの場合を除いてほとんど研

究されていない｡さらに､これらの諸法典､清朝支配下に入る以前から各地に存在してい

たはずの在地の伝統的な法､ r大清律例J､そして各地域の裁判で実際に用いられていた

はずの何らかの法､というこれら想定しうる合計四種類の法の相互関係も､中国本土とモ

ンゴルの場合を除いてなお不明確といわざるを得ない｡

第三項 清朝治下における各民族への司法支配
さてそれでは､続いて､司法支配の実態を民族別に検討してみよう｡モンゴル民族に関

しては次節で述べるので､他の民族すなわち中国本土と､モンゴル以外の落部諸民族とに

対する司法支配の実態やその研究状況をここで簡略にまとめることにする｡

まず､中国本土に関する法制史研究は､中村茂夫1973､滋賀1984の代表的な研究を初

め､比較的最近の寺田1990､同1994､同1995､高遠2001､同2004等々にいたるまで実

に多彩かつ詳細な研究史がある｡ この間題は本研究の各章にも直接関わるのでそのつど言

及することになるが､ここでは特に滋賀1984､寺田1990､谷井俊仁1993によりつつ､晴

代中国の裁判制度の概略をごく短くまとめておきたい｡

晴代の中国では､前節第二項で述べた r明律Jに倣って､1647年に最初の r清律j

(順治律)が制定された｡この法典は､伝統的な中国法典である r唐律Jの精神を受け継

ぎ､かつ r元典章』にも近い面を併せ持つ法典であったといってよい｡そして､律よりも

はるかに個別具体的な規定である ｢例｣をこれに加えて､ r大清律例Jという根本法典が
成立した.その体裁は r明律Jに同じく中央官庁である大部の名称と業務区分に従って六

21王へんに奉という漢字がパソコンで表記できないため､こう表示する｡以下､同じ｡
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つの部分から成り､今日の法的分類でいうと､刑法はもとより行政法や民法など多種多様

な法規を含んでいる｡この内､ ｢刑律 ･刑例｣の部分は､中国本土における刑法として

は､ほとんど唯一絶対の存在といってよいほどの強い権威を持つものであった｡

そして裁判機構としては､上から皇帝一刑部一省一府一州 ･県という順にピラミッド状

の司法行政ヒエラルキーが形成されていて､重要な案件は必ず上へ上-と自動的に上申さ

れていく｡これが滋賀秀三氏のいう必要的覆審制度22である｡

具体的に言うと､刑罰として ｢苔｣･｢杖｣23のみを伴うような軽微な案件は ｢州県自
理の案｣として知州 ･知県の下で結審される｡ 中国では裁判に刑事民事の区別はなされ

ず､民事案件でも刑罰が課されることがあったため､結果的に見て､ ｢州県自理の案｣の
中には民事的な案件も多数含まれていた｡ ｢苔｣･｢杖｣より重い刑罰を伴う案件の場合
は､州 ･県で第一審がなされた後､ ｢擬案｣24と犯人 ･証人の身柄とを上級の官庁である

府に送り､知府が同様の手続きを繰り返した後､続いて省の役所へ送る｡刑罰として

｢徒｣25を伴う案件は､省にてその長官である総督 ･巡撫の権限で判決が下されてここで

刑が執行されるが､より重い ｢流｣26以上を伴う案件や､同じ ｢徒｣を伴う案件でも人の
命に関わる ｢人命案件｣の場合などは､省からさらに北京の刑部に上申される｡ ｢流｣や

それより重い ｢発準｣27等を伴う案件は刑部の権限によって判決が下されるが､ ｢人命案
件｣は刑部から皇帝に上申されるし､最高刑である ｢死｣刑28を伴う案件は､刑部 ･都察
院 ･大理寺という三つの役所 ｢三法司｣の同意を経た上で皇帝に上申され､最終的には皇
帝自身が最高裁判所としての機能を果たして判決を下す｡また､ ｢死｣刑の多くは､皇帝

による判決が下った後も執行されないままに留め置かれ､毎年冬至前に ｢朝審｣･｢秋
審｣と呼ばれる慎重な最終チェックを改めて受けた後､初めて執行された29｡
そして各級の役所での裁判においては､犯人 ･証人からの ｢口供｣30に基づいた上で基

本的に r大清律例Jの条文を直接引用しつつ判決原案を作成し､上級の役所に送る.上級

審は､下級審から送られてきた文書そのものを直接引用しながら自らの判決原案を作成し

て､さらに上級の役所に送る｡この文書システムは裁判のみならず､ ｢題本｣などの行政

文書一般において用いられるシステムである｡ このような方法で裁判文書が作成されるた

め､いずれの文書も､内部に直接引用の文章を何重にも含む実に複雑な構造の文章とな

22滋賀1984､pp.23-24,3ト32,66,700

23いずれも､竹を割って張り合わせた板で､背中や尻をたたく罰｡滋賀1984,p.40,m.53参照｡

24判決原案のこと｡

25-省内における有期の追放刑｡滋賀1984,p.40,n.53参照｡

26他省への終身追放｡滋賀1984,p.40,m.53参照｡

27黒竜江方面や新港など外地への終身追放O略して ｢遣｣ともいう｡滋賀1984,p.40,n.53参照.

28詳細は､滋賀1984,pp.24-26.参照｡

29｢朝審｣･｢秋審｣及びその後の死刑執行手続きである ｢勾決｣に関しては､滋賀1984､pp.25,
103､高遠2001､同2004等々を参照｡

30口演による供述のこと｡
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るo Lかしその一方で､-通読むだけで最初からの経緯を全て理解できるという利点もあ

る｡

次いで､落部である新丑を概観してみよう｡新道南部に住んでいたウイグル人に対する

司法支配について､日本では､佐口1963､羽田1982､堀1998等の研究が存在する｡ この

内､最も詳しいのは佐口透氏の研究である.氏は佐ロ1963,pp.5531559において､ r清実
録lその他の湊文史料からいくつかの判例を収集され､1760-1800年頃のウイグル人社会

の法制史の概要を検討された｡

それによると､1760年頃でも､カシュガリアでの刑事裁判には､清朝帰属以前から続

くウイグル人の慣習法やイスラム法が適用されており､清朝もそれを認めていた｡例え

ば､1760､1761､1762年に起こった三件の窃盗案件において､ ｢回法｣とか ｢回例｣と
か呼ばれる現地の慣習法31が公的に適用されたことが確認できる｡ また1761年に起こっ

たウイグル人同士の殺人事件では､刑罰に代わってイスラムの経典に基づく金銭による賠

償が犯人に課されている｡しかしその後､重罪については徐々に r大清律例｣が適用され

始め､1776､1792､1797年などの事例では尊属殺人や強姦の犯人に対して r大浦律例j
が適用されたことが確認できる｡結局佐口氏は､18世紀においては､上記の尊属殺人の

ような重罪を除いて､基本的に ｢伝統的な土着イスラム刑法が行われていた｣と結論づけ

ている｡また､最近堀直 (甲南大学)､華立 (大阪経済法科大学)の両氏と筆者の三人が

実施している研究会で読んだ中国第一歴史棉案館所蔵の満文史料32でも､1779年にカ
シュガル近郊のハンエリクという村でウイグル人が漠族を殺した殺人事件に関して､ r大

清律例Jの適用がはっきりと確認できるo従って､少なくとも18世紀末頃のウイグル人

社会においては､基本的に重罪は 『大清律例Jによって裁かれ､軽微な犯罪はウイグルの

慣習法かイスラム法によって裁かれていたとおおざっぱな見当をつけることができる｡

一方､中国ではこれに続いて､王東平氏が佐口氏の研究を引き継ぐような成果を上げて

いる.王2003,pp.179-184,1861191は､まず上記佐口1963の扱った r清実録J等での裁
判記録を利用して､18世紀後半頃のウイグル人社会では基本的に r大清律例｣とイスラ
ム法が混用されていたという佐口氏とほぼ同様の見解を述べた上で､さらに19世紀につ

いても､北京の中国第-歴史梼案館所蔵の軍機処樽案を利用して､ r大清律例Jが適用さ

れた1810年から1856年に到る8例の重案を提示している｡ さらに王2003,p.191では､イ
スラム法適用を初めてはっきりと禁止した同治帝の勅 (1862年)を掲げて､1862年以降

は､軽微な犯罪にまで r大清律例｣が適用されるようになったことを推定している.

堀2001bが述べるように､チャガタイトルコ語の文書史料や新濃にある樽案史料を閲覧

することは今も困難なようであるが､この王2003のように北京にある漢語満洲語の椿案
史料を利用すれば､新定の法制史をある程度詳しく復元することは十分可能であろう｡

次いで､チベットに関してはどうであろうか｡最近､石渡2001､平野2004が刊行され

て､清朝支配時代のチベット史にようやく明るい光があてられるようになったが､残念な

がら､行政や司法に関しては具体的な研究がほとんど見られない｡特にチベットにおける

31その詳細は不明｡

32軍機処満文録副117-925-936｡つまり乾隆44年9月25日付け ｢回子腸死緑営兵宋章林｣｡
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具体的な地方行政機構の実態がほとんどわからない｡従って司法支配の実態も現段階では

不明といわざるを得ないであろう｡また清朝からチベットに対して発布された法律は､上

述の ｢西蔵通制｣や史料集である徐醍生1999､張羽新2002などを見ても明らかなよう
に､大部分が行政法規であって､刑事裁判の参考になりそうなものが見当たらない｡研究

としても､わずかに鄭2000,pp298-300等が､漠族との相関案件等を除けば､清朝の駐戒
大臣や北京政府はチベットでの刑事裁判にほとんど介入できなかったのではないかと推定

して述べている程度である｡最新の研究である平野2004,pp177-182でも､ ｢独立に近い
高度の自治｣の一語で片づけられていて､司法 ･行政上の機構や統治実態は一切顧慮され

ていない｡

これも､主たる原因はチベットに所蔵されている椿案史料を直接閲覧することが困難な

ためであろうが､新題と同様に北京にある棺案史料から将来ある程度のことは明らかに出

来るかも知れない｡

続いて､満洲族に関して述べよう｡ 満洲族の大部分は八旗の組織に属していたが､周知

のように八旗の構成員は満 ･漠 ･蒙の三民族であり､八旗満洲の中にもモンゴル人や漠族

が居た｡従って清洲族のみをそこから取り出して法制史を論じることは困難であって､ど

うしても八旗の旗人という条件の下で研究することとなる｡

そしてこの八旗の制度に関しては､まさに枚挙にいとまがないほど多数の研究がなされ

ている｡ これに関しても､前述の杉山清彦2001が要領よくまとめているので､そちらを

参照されたい｡さてところが､このように多数に上る八旗制の研究の中にも､筆者の調査

範囲が狭いせいか､法制史の専論がなかなか見当たらない｡そこでここでは､八旗制度全

般を述べた研究の中で比較的新しい張佳生1999と鄭2000とに基づいて､とりあえずその

概要を述べておきたい｡

張佳生1999,pp170-174と鄭2000,pp304-313､時に後者によれば､まず皇室アイシン
ギョロ氏の刑事案件の裁判は北京の宗入府が担当し､特別扱いの ｢応議者｣として 『宗入
府則例Jや r大清律例』によって一般的な規定よりも刑罰を軽減する方向で裁かれてい
た｡ただしこの場合も重罪であれば､刑部や皇帝にまで上申されたようである｡また北京

での在京八旗33の刑事事件は五城統領と歩軍統領が担当し､ ｢州県自理の案｣と同様に
｢苔｣･｢杖｣のみを伴うような軽微な案件はここで結審される｡ そして ｢徒｣以上の案
件は刑部に上申された｡外省での駐防八旗34の刑事事件は､各地に設けられた理事庁35の

同知や通判36が基本的に担当していた｡そして民人 (民間の漠族)との相関案件の場合に

限って知州､知県などの一般地方官も合同で裁判に加わったようである｡ただし一般地方

官には八旗の刑事案件を単独で裁く権限は与えられていなかった｡そして在京､駐防とも

33北京において首都防衛及び皇帝警護の機能を果たしていた八旗の組織｡

34主として地方の大都市など政治拠点に駐在して､大きな意味での治安維持に備える駐屯部隊として

の八族の組織｡

35地方行政機構としての省に直属し､府や州 ･県とは系統の異なる行政組織｡

36同知､連判ともに､本来は知府の下にいる府の二等官であるが､省に直属する役所である庁の長官

を務めることがある｡ここでは後者のこと｡
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にやはり､一般よりも刑を軽減する規定があったのである｡

ただし､八旗の刑事案件に対して実際に適用されていた法律に関しては､ r欽定八旗則

例J､ r欽定中枢政考J､ r欽定兵部処分則例Jなど八旗関係の様々な法典と r大清律

例｣との関わりを含めて､この両研究でもほとんど言及されていない｡これらの法典の専

論である石橋1987でも､法的効力の問題は全く言及されていない0

最後に回民 (回族)について簡略に述べよう｡ 回民に関しては､片岡1976､同1977の
研究があり､それによると､回民による刑事案件も基本的には r大浦律例Jを適用して一

般湊族と同じ地方行政機構によって裁かれていたが､ただ､乾隆年間以降､ r大清律例J

の中に ｢回民専条｣と呼ばれるもっぱら回民のみを対象として制定された条例が出現し､

一般漠族に対する刑罰よりも罪を一等重くして裁かれるようになった｡片岡氏の研究はそ

の事情を詳しく検討しており､筆者が本研究を執筆するに当たっても大きな参考となっ

た｡

以上簡略に述べ来たったように､清朝の法制史に関する研究は中国本土に関する研究の

みがひたすら突出して進んでいる｡そして八旗の旗人や回民に対する研究もある程度行わ

れているが､藩部地域に関する司法支配の実態は､次節で述べるモンゴルと佐口1963､

王2003による簡略な新蓮の研究を除けば､ほとんど未解明であるといってよい｡そして

清朝全体の国家構造を論じるに当たっても､広大な藩部地域に対する支配の実態 (もちろ

ん法制史を含む)はこれまであまり顧慮されてこなかったといってよいであろう｡ あたか

も中国本土のみが清朝法制史の対象であるか､あるいは少なくとも中国本土をもって清朝

法制史の代表と見なすがごとき傾向にあったことは否定できない｡しかしながらその一方

で､清朝の構造を論じる際に広大な藩部の位置づけを省略して論ずることが絶対に不可能

であることもまた､多くの研究において既に指摘されている｡上述のような最近の清朝国

家論の論調でも､やはり落部の持つ重要性こそが清朝国家の一大特徴であるとみなす傾向

があるのである｡

従って藩部の一つであるモンゴルでの清朝政府による司法支配の実態を詳しく解明して

いくことは､中国本土と藩部の対比という清朝政権自体の持つ基本的構造を明らかにする

上でも､また落部相互間における司法支配の制度的な違いを今後明らかにしていく上で

も､必要不可欠の意義があるといってよいであろう｡

22



第四節 清朝支配下のモンゴル
第-項 モンゴルに対する統治システム

清王朝は､広大な領域を支配下に置 く多民族国家であった｡清朝は本来満洲族の王朝で

あったが､1636年の成立当初から満湊蒙 (満洲族 ･漠族 ･モンゴル族)の三民族を領域
内に含有 してお り､この三民族は､清朝政権の根幹部分である八旗を構成 していることか

らも明らかなように､1644年の入関を経て清末の1911年に到るまで､終始一貫 してこの
王朝の主要構成民族であった｡その意味で､チベットや新濃など後になってから併合 され

た地域の諸民族に比 して､この三民族が王朝内で占める重要性は当初からより大きかった

はずである｡

これら三民族の内､筆者が主な研究対象 とするモンゴル民族は､内モンゴルが250年以
上 (1635-1911年)､外モンゴル (ハルハ ･モンゴル)が200年以上 (1691-1911
午)もの長期間にわたって清朝による濃厚な支配を受け続けた｡清朝は､国号を後金から

大清へと改めた崇徳元 (1636)年弓削こは早 くもモンゴル人を統治するための役所 ｢蒙古
衛門｣を設置 した37｡ ｢蒙古衛門｣は､崇徳3(1638)年に ｢理藩院｣ と改名され､康輿
30(1691)年にハルハ (外モンゴル)が清朝治下に入ると､以後清末に到るまで内外両
モンゴルを管理 し続けた38｡後に青海や新蓮､チベット等 もその管轄となるが､最 も重要

な仕事はモンゴルの制御であった｡軍事力に富むこの民族は､清朝にとって諸刃の剣で

あったからである｡

清朝支配下における内外モンゴルは､理藩院の管轄下で計十個の盟39と呼ばれる行政区

画に分割されてお り､各盟の下には数十個の旗40と呼ばれる最小行政区画単位があった｡

この旗は中国本土にたとえていうならば､州県に相当する司法 ･行政単位であり､盟は､

比定困難なところをあえて比定するならば府または省のレベルであるといえるかもしれな

37｢蒙古衛門｣の満洲語名はmonggojurganである｡その設置年次を､島田1986､pp.404-406及び鵡

1988､p.1､同1989､pp.47-50等は崇徳元 (1636)年としている｡

38理藩院は満洲語でtulergigolobedasarajurgan､モンゴル語ではYadaγadumongγul-unt帥トyi5asaqu
yabu血1-unyamunと呼ばれた｡

39モンゴル語でeiYulγan｡内モンゴルに六盟､外モンゴルに四盟が置かれた｡また盟に配分されずに
理藩院に直属する地域もあった｡盟の名称はモンゴル語と満洲語の二通りあり､外モンゴル各盟には汗部 (

qanayimaγ)や部 (ayima†)を付した別称もあるが､本研究では基本的に､モンゴル名の盟に統一して呼ぶ
こととする｡盟には､盟長､副盟長､副将羊､耐難盟務 (内モンゴルのみ)､参賛 (外モンゴルのみ)など
の官職が置かれて､これらの貴族官僚は盟内の族長や間散王公 (実職についていない貴族)の中から任命さ
れ､しばしば族長と兼任する形で仕事をこなしていた｡詳しい研究は少ないが､coHO叩 arBa1961や岡1988
等を参照｡

40モンゴル語でqosiyun.旗には族長が置かれ､モンゴル語ではJasaγ､英語では旗長または音訳して
札薩克と呼ばれていた｡族長の下には協理台書､管旗章京､副章京､参領､佐領､鳶騎校､領催などの役人

が居たoこれも詳しい研究は少ないが､CoⅡ0叩ar8al961,pp.79-84､田山1954､pp.126-129､岡1999a､後
述の r理藩院則例J巻6等を参照｡前述のように､この族長が治める一般の旗は､チャハル八旗等の族長が
いない凍 (北京から赴任してくる副都続などの官僚が治める内属蒙古)と区別する意味で､ザサク族とも呼
ばれる｡
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い.これが一般に盟旗制と呼ばれている行政組織である.

各盟と北京の理藩院との間には､庫倫41難事大臣を初めとする駐防官42が存在し､皇帝

- (軍機処 ･三法司等)一理藩院- (駐防官)一盟一旗 という図式のヒエラルキーの下

で文書行政が行われていた｡このヒエラルキーは下部組織である盟旗制を含めて､清朝政

府によって全く新たに創設された機構からなっている｡旗と旗内の行政組織は前述のよう

に清朝の八旗制から多くの用語 (職名等)を借用していて､疑似八旗のような名称になっ

ているが43､その内実は八旗そのものとはかなり異なり､チンギスハーンやその弟の血統

を引く名門の在来モンゴル遊牧貴族が､清朝から爵位 ･称号44をもらって本領安堵される

形で旗長 (世襲されることが多い)に任命され､司法 ･行政権を認められたものである｡

従って旗長は､当初の段階では官僚としてよりは､どちらかというと貴族や領主としての

性格の方が強かったといえよう｡旗長の上司たる盟長も､族長や閑散 (旗長職にない者)

の貴族の中から清朝によって ｢有能｣ ｢忠実｣等の理由によって選抜任命されて着任する
もので､官僚と貴族の両側面を持っていたが､筆者の印象としては､旗長よりはさらに官

僚的な側面が強かったように思う｡また､帰化城トウメト旗やチャハル八旗､新パルガ八

旗等のように､現地貴族の族長が設置されずに､理藩院から直接派遣された純然たる官僚

たる都競､副都続などが治める ｢内属蒙古｣と呼ばれる地域もあった0

盟や旗は､人材登用の点で､科挙官僚が統治する中国本土の行政機構とは大きく異なっ

ている｡ しかしそれら人事上の側面に反して､上記ヒエラルキーを通じて実施された文書

行政のシステム自体は､中国本土のシステムにかなり近い厳密なものであった｡この点

で､モンゴルに対する統治システムは新鑑やチベットに対するそれとは自ずから異なって

いたはずであると､筆者は考えている｡

次いで､清代モンゴルにおけるモンゴル人の身分の問題を概説しておこう｡ 清代のモン

ゴルには､チンギスハンの血筋を引きタイジ (tayiJyi,台書)と総称される上記のようなモ

41庫倫という町の名は､モンゴル語名kBriy-eの漢語音訳であり､フレー､クーロン､ウルガ等 様々々
な呼び名がある｡現在のウランバートル市｡

42例えば外モンゴルでは､クリヤスタイの定辺左副将羊､ホブド参賛大臣､庫倫耕事大臣｡また内モ

ンゴルでは､綜遠城将軍､チャハル都続など.駐防官は､大部分が八旗出身の満洲族やモンゴル族の官僚

で､任期を限って在地の盟長 ･族長と北京の理藩院をつなぐ様々な仕事をしていた｡

43前述のように､楠木2003､岡2004など最近の研究で､ホルチン等､内モンゴルの一部に旗が設置

されていく初期の状況が徐々に明らかになっており､清朝政府が八旗制度の延長として､モンゴルのザサク

族の官制を定めていく様子がよくわかる｡

44清朝政府がモンゴル貴族に与えた爵位は､①和碩 (ホショイ)親王､②多産 (ドロイ)郡王､③多

産貝勤 (ドロイベイレ)､(彰固山貞子 (グサイベイセ)､⑤鎖国公､⑥輔国公 (以上6ランクは無条件に俸
禄が給せられる)､⑦台書 (タイジ)と塔布嚢 (タブナン)の計7等級があったoさらに､台書と塔布嚢
は､各々一等一四等の4ランクに細分されており､族長職にある者以外､俸禄は給せられなかった｡また外

モンゴルでは､汗の称号を認められた者も3名居た.後述の r理藩院則例｣巻2､13等参照｡
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ンゴル貴族や､少数の奴隷身分の人々45もいたことがよく知られているが､それ以外の一

般遊牧民の身分上の分類に関しては､ハルハモンゴルに関するナツアクドルジ民らの研究

に従って､清朝政府が行政上把撞していた以下の三つのカテゴリーに分けるのが最も一般

的である46｡

すなわちまず最初に､清朝皇帝に直属する最も一般的な遊牧民であるソムニアルト (

sumun-uaradまたはquya†､箭丁)の身分がある｡ この人々は､旗内に数個設定されてい
る戸籍上の単位である ｢ソム (sumu)47｣のどれか一つに所属する自由民で､旗 ･盟 ･理
藩院を介して清朝皇帝に対する直接的な賦役の義務を負う｡従って彼らは旗長とその配下

の役人たちに全面的に管理されている｡

二番目にハムジラガ (qamJyil†-a､随丁)の身分がある｡ この人々は､モンゴル貴族であ
るタイジに隷属する私的隷属民で､本来､自分の主人たる貴族個人-の賦役の義務のみを

負う｡この場合の貴族とは､旗長や盟長であったり､職を持たない間散の王公や貧しい下

級貴族であったりもした｡ハムジラガも､司法面では所属する族長 ･盟長の管轄下にあっ

た｡

三番目はシャビ (弘bi､<Ch.沙珊)と総称される身分で､チベット仏教の生き仏である

活仏 (qutu†tu)に隷属する宗教的隷属民である.この身分の中には俗人の遊牧民もラマ
(1皿Ia､すなわち僧侶)の一部も含まれている｡シャビは､主人である括仏個人への賦役

の義務を負う｡そしてその活仏が清朝政府から司法 ･行政権を認められていない低ランク

の活仏 (司法 ･行政用の印鑑を有しない)であれば､そのシャビたちは所属する旗長の司

法管轄下にあり､もしも活仏が旗長と同格の権利と領域を清朝政府から認められた中ラン

クの活仏 (旗長としての印鑑を有す)であれば､そのシャビたちは領主たる活仏 (または

その代理人たる高僧)の司法管轄下にある｡後者がいわゆるラマ旗と呼ばれる活仏の旗で

あるが､盟長の管轄下にあるという意味では一般の旗と同じである480

さらに､数多い括仏の中でもジェブツンダンパホトクトjebJyundambaqutuγtuと呼ばれる
庫倫の大括仏は特に有力で､彼に隷属するシャビは特別にイフシャビ (yeke弘bi､ ｢大
シャビ｣の意)と呼ばれていた｡この大活仏は歴代にわたって清朝から一般の盟長と同格
の権限を与えられており､どの旗や盟にも属さず庫倫難事大臣を介して理藩院の直接管轄

下にあった｡ところがジェブツンダンパホトクトは盟に相当するような広い領地を所有し

ておらず､大部分のイフシャビは外モンゴル各地の一般の旗に散在したまま大活仏に対す

45彼らは､平民の所有する民である｡これら奴隷身分が発生する理由は､萩原1988で述べた｢オン
ポフの事件｣や ｢ダシジドの事件｣からもわかるように､モンゴルでの古くからの法的慣習によって､刑罰
として犯人の妻子や犯人自身の身柄が奴隷身分に落とされ､被害者へ賭併物の代わりに渡されることがあっ
たからのようである｡二木1987a､中村篤志2002b等を参照0

46HaltaqOpX1972､CoHO叩 arBa1961､二木1987､岡1994､同1998､同1999b等参照｡内モンゴル
地域に関しては､詳しい研究がまだ存在しない｡

47八旗でいうニル (血u)に相当する｡基本的に壮丁150人を一つのソムとするが､その半分ばどの

人致しかいない ｢半分のソム (qonduγusumu)｣も存在した｡主として兵役､税等の賦役を担うための単位
であった｡

48coE0叩tama1961,pp.112-120､Vreeland1957,pp.9-121､若松1987等参照0
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る賦役の義務を負うていた49｡ イフシャビは自分が居住する旗の族長や盟長による管理を

一切受けず､エルデネシャンゾドバerdeni払nJudbaと呼ばれる高僧 (ジェプツンダンパホ
トクトの代理人)の管理下にあった｡彼の衛門も同じく庫倫にあり､各地のイフシャビは

オトクotuγと呼ばれる戸籍上の単位にまとめられて､彼の部下であるザイサンJayisanと呼
ばれる役人たちが各オトクを担当していた50｡このような事情から､イフシャビはある意

味で盟旗制度の枠外にあったといっても過言ではない｡

さて､以上のようなソムニアルト､ハムジラガ､シャビという三つのカテゴリーは､清

朝政府が公式的に認定した身分上の分類である｡清朝支配下に入る以前は､シャどや奴隷

を除く大部分の平民がいずれかの貴族の隷属民51であったと推定されるが､ハルハモンゴ

ルが清朝支配下に入った後､清朝の意向によってそれをソムニアルト､ハムジラガという

二つのカテゴリーに建前上分けさせた｡つまり､清朝皇帝に直属する平民身分 (自由民)

を新たに作り出させた訳であって､その戸籍上の単位であるソムもまた新たに創出された

公的組織であった｡この､清朝が作ったいわば建前上の組織であるソムに対して､最近岡

1998a､1999a､1999b等によって､清朝支配下に入る以前から存在していたと思われる

オトクやバグbaYと呼ばれる人的単位が旗内になお並存していて､ソムなどの清朝によっ
て規定された組織よりもオトクやバグ等古くからある組織の方がむしろ様々な方面で機能

していたのではないかということが指摘されている｡

第二項 清朝の蒙古例
モンゴル民族は､生活習慣や法的伝統が中国本土や満洲地方等と異なっていたので52､

その統治に際しては､懐柔政策の一環としても中国本土を対象とした r大清律例Jとはま

た別に､その習慣や伝統に配慮した特別法が必要であった｡清朝政府によって制定された

そのモンゴル人専用の特別法は､総称して漢語で ｢蒙古例｣､モンゴル語ではmongyulea

γaJya-yin(=ea†aJin-u)bieigと呼ばれる53｡島田1982等の研究によると､蒙古例の各条文は必
要に応じてその時々に制定されたものであるが､機会あるごとに一冊の法典として集成 ･

編集され､そのたびに条文の追加 ･訂正 ･削除が繰り返された｡蒙古例を集成した法典

は､原則として満洲文 ･漢文 ･モンゴル文の三体で各々出版されたようである｡

蒙古例がいつ頃から存在していたのかはなお不明であり､その集成法典がいつ頃から出

版され始めたのかも正確には不明である｡ただ､島田1982,p.124-129､同1986,p.409-
410が､清朝実録の康興6(1667)年9月突卯の条に､崇徳8(1643)年に頒布した ｢蒙

49現在のフブスグルアイマクのダルハト族の土地 (フブスグル湖西方の盆地)だけは､例外的にイフ
シャビのみが集住するジェブツンダンパの領地であった｡

50Ⅰ加pB1964､ CoEoMTtarBa1961,pp.881111等参照｡

51アルバトalbatu(賦役を持つ者の意)と総称されていたようである｡

52モンゴリアの法的伝統に関しては､Riasanovsky1937､島田1981等に詳しい｡

53HaJlaam aMXM1956,p.140,CoHObmama1961,p.23-24を参照｡なお ｢蒙古例｣という語の初出は
薙正3(1725)年の r清律｣であるといわれるが､本研究では便宜上それ以前のものも ｢蒙古例｣と呼ぶこ
とにする｡
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古律書｣を改訂して頒布しなおしたという記事があることを指摘し､この崇徳8(1643)
年の ｢蒙古律書｣を最初の蒙古例集成法典であろうと推定して､改訂版の康県6(1667)
年の物を ｢新蒙古律書｣と仮称しただけであった｡しかし次節でも述べるように､その後
筆者を含む日本 ･中国 ･モンゴル･ロシア･ドイツの研究者たちによって､着々と研究が

進められつつある｡特に､その同じ康輿6年の記年を持つモンゴル文木版印刷の集成法典

が発見された｡この法典は現在､北京の中国第一歴史櫓案館に所蔵されており､1992年7
月に同館のモンゴル人職貞､李保文民が発見したものである｡ 最近発見者によって､中国

語訳も発表された (李2002)54｡この法典こそ､島田氏がその存在を想定した改訂版の
｢新蒙古律書｣にあたる法典であろう｡これが､現在発見されている最古の蒙古例集成法
典である｡

次に古いものは､1920年代頃にブリヤート人研究者ジャムツアラーノ氏が発見して､
現在モンゴル国立図書館に所蔵されている55康紫35(1696)年頃出版のモンゴル文木版

印刷による集成法典で56､既に恥IJhIKOB1998によってロシア語訳が､Heuschert1998に
よってドイツ語訳が､その後､達力礼布200457によって中国語訳がなされている｡ しか
しいずれも､内容に関わる本格的な研究はこれからである｡

蒙古例集成法典のなかでも一般によく知られているのは､ r蒙古律例J58と r理藩院則
例J59である.前者は､その後の乾隆年間に漢文､蒙文､満文で何度も出版されたことが
知られており､版本も多種類確認できるが､いずれも序文や奥付がないために､何回ぐら

い出版されたのかはっきりと確定することができない｡島田1982､BaEpea触aH2001､同
2004等々､文献学的にはかなり詳しい研究がなされている.後者の r理藩院則例Jは､嘉
慶年間以降に何度も出版された大部な蒙古例集成法典の名である｡最終版である光緒34
(1908)年の r理藩部則例Jを含めて少なくとも5回以上は出版されたようである｡ 以
上､既に詳しい研究がなされているので､両者についてここでは詳述しない｡島田1982
､萩原1993､1995等々を参照されたい｡

54筆者も､李保文氏の協力を得て､2002年に実見することができた｡

55同図書館で1982年にこの法典を再発見されたのは､二木博史氏である｡二木1983b､同1987b参

照｡筆者も､1992年に実見することができた｡

56この法典を､島田1982,pp.124-129､同1986,pp.409-410は ｢新々蒙古律音｣と仮称している｡た

だ､同1995,p.24では､二木氏が1982年にモンゴル国立図書館にて再発見されたこの ｢新々蒙古律音｣の
ことを康照6年の ｢新案古津音｣と勘違いされたようである｡

57この研究の存在は､小沼孝博氏にご教示いただいた｡謝意を表したい｡

58モンゴル語名は､稔称である蒙古例と全く同じmongyu1eaYaJya-yin(=eaγa5in-u)bieigである｡

59モンゴル語名は†ada†adumongγul-unt6rB-yiJvasaquyabudal-unyamun-uqauliJvBi1-hbieigである.
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第三項 モンゴルへの司法支配
モンゴルへの司法支配に関しては主として拙稿萩原1988-2001bによってある程度明

らかになっているので､それらに基づいてやや詳しく述べたい｡

晴代のモンゴルで犯罪が発生すると､旗の下級役人が捜査､犯人捕縛､護送等に当た

る｡旗を越えた広域犯罪に関して､旗の役所同士が連絡を取 り合って解決を図り､周辺諸

旗に指名手配が及ぶこともあった｡また殺人事件では､中国本土での件作 (検屍担当者)

に相当する役人が r洗菟録』 (中国の検屍ハンドブック)を用いて､遺体を調べ死因を決
定していた｡

裁判は､事件の発生した旗の役所で旗長を裁判官とする第一審が行われ､罰として伽境

や鞭を伴う軽微な案件 (おそらく少数の罰畜のみの案件も)は旗内で結審されて､文書が

保管される｡ これは､清朝本土の ｢州県自理の案｣に当たる｡ モンゴルには中国本土のよ
うな ｢廻避の制｣ (官僚をその出身地に赴任させないこと等を定めた制度)がなかったこ
ともあって､裁判官である旗長自身が地元の貴族として民事 ･刑事の各判決に直接的な利

害関係を持つこともあったが､族長自身が事件の関係者であったり､不在であったりした

場合は､協理台書ら代理の役人が裁いた｡

人命案件や少なくとも遣以上の罪を伴う重案は､旗 (第1審)-盟 (第2審)- (駐防
官)一理藩院 (第3､または第4審)と必ず上申され､そのつど擬案が作成される｡すな

わち滋賀1984の述べる必要的覆審制度が､モンゴルにも存在していた｡重案にかかわっ

た犯人 ･証人は､盟や駐防官の所在地まで連行され､動けなければ役人の方が出張して来

る｡人命案件は､さらに理藩院から皇帝に上奏される｡

裁判そのものは訊問中心で､口供を作ることが目的であった｡口供を取るための拷問も

認められており､口供の最後には犯人の右手親指の指紋が押捺されることが多かった｡裁

判での法律適用に関しては､ (まず最初に蒙古例を適用し､合う条文がなければ r大清律

例｣の ｢刑律 ･刑例｣を適用する)という大原則があり､少なくとも18世紀末～20世紀
初めのハルハにおいては､重案は勿論のこと旗内で結審される軽微な犯罪の処罰に際して

も､ ｢蒙古例｣､次いで r大清律例Jの ｢刑律 ･刑例｣が適用されていた.
以上､犯人の捕縛と護送､ r洗菟録lを用いた検屍､犯人証人の口供の取り方､裁判文

書の作成方法､判決文における法典条文の直接引用､ ｢州県自理の案｣に当たる ｢旗内で

結審される軽微な案件｣の存在､必要的覆審制度､等々ほとんど全ての面において､清代

モンゴルにおける裁判制度は､前節で述べた清朝本土における制度に大変よく似ており､

中国の伝統的な裁判制度が､清朝支配下のモンゴルにも導入された可能性が高い｡

また､盟旗制度下で用いられるモンゴル文公文書 (裁判文書を含む)の書式は中国本土

での漠文文書の書式に酷似しており､晴代に入って中国本土からおそらくは満洲文文書を

介して導入されたものと考えられる｡またこの中国本土からの書式導入は､上記のような

裁判制度が中国本土からモンゴルに直接導入されたと思われることと､よく一致してい

る｡従って､文書書式自体も裁判制度と一緒に導入されたものである可能性が高い｡

法制の変遷に関して言うと､ハルハは､1691年に清朝へ帰属した後もなお清朝の法制

支配下には入っておらず､1728年までは､ トシェ-ト汗部を中心にしてハルハ独自の法

(後の rハルハジロムJ)が盛んに制定し続けられた.この1728年には､ ｢蒙古例｣に
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準拠したハルハの法律条文が初めて出現し､ハルハ独自の法から ｢蒙古例｣へのゆるやか

な推移が始まる｡そして1789年頃から ｢蒙古例｣と r大清律例』が強い効力を持ち始め
る｡そして ｢蒙古例｣と r大清律例Jは､清末に到るまで実効性を持ち続けた｡

また晴代のモンゴルには､盟旗制度下で暮らす一般的な遊牧民の他に､イフシャビと呼

ばれるジェプツンダンパホトクトの所有する遊牧民が多数おり､彼らはジェブツンダンパ

の代理人たる高僧エルデネシャンゾドバによって管理されていた｡このエルデネシャンゾ

ドバによるイフシャビ-の裁判においても､少なくとも清末頃には ｢蒙古例｣と r大清律
例Jとが既に導入されていて､重大な案件や他盟の一般牧民との相関案件はもちろんのこ

とイフシャビ間の軽微な案件であっても､この両法典が確実な効力を有していた｡しかし

またその一方で､ rオラーンハツアルト』と呼ばれるハルハ独自の判例集も､清末まで効

力を持ち続けていた｡従ってイフシャビに対する法律は､他の一般牧民の場合と同じよう

にハルハ独自の法から清朝の法へと推移が起こったけれども､完全に交代しきるまでには

到らず､清末でもなお民族自治のような側面が少しは残されていた｡

第五節 晴代モンゴルの法制史に関する研究史
第一項 ヨーロッパでの研究

晴代モンゴルの法制史に関する最初の研究は､ロシア人によってなされた｡1828年に

サンクト･ペテルブルグで出版されたイアキンフ･ビチュ-リン著 『モンゴルに関する手

記｣(BHtⅣpHII1828)とリボフツオフ著 r理藩院則例』 (JIH70BqOB1828)がそれであ
る｡前者は二巻本で､その第2巻第4章 (pp.203-339)において乾隆54(1789)年の
r蒙古律例Jが漢文版からロシア語に全訳されている｡後者JImoBqOB1828も二巻本で､

嘉慶22(1817)年の満洲語版 r理藩院則例Jのロシア語訳である. r理藩院則例Jの
｢原奏｣ (編纂の事情)が訳出されているのが大きな利点で､後述のリヤザノフスキー氏
も専らこの部分に依拠して論を進めている (Riasanovsky1937,p.64,65,m.74､和訳本､

pp.72,73)0
この先駆的な両研究は､外交的政治的な意味あいの強い同時代史研究であったが､蒙古

例集成法典の翻訳は今日に到るまで他に存在せず､両翻訳ともその価値を全く失わず今日

も利用されている｡ つまりその後のヨーロッパでの研究も原典に直接当たったものは少な

い ｡

ロシア人によるモンゴル ･中国研究は引き続いて多数出現するが (Riasanovsky1937の
巻末文献目録等参照)､その後最も大きな意味を持つことになったのは､リヤザノフス

キー氏の著作､特に r蒙古慣習法の研究j(pE3aHOBCX血1931､ロシア語)と r蒙古法の
基本原理J(Riasanovsky1937､英語)である｡
氏はこの両著作でモンゴルの法律に関して､ヤサ､モンゴル ･オイラト法典､ハルハ ･

ジロム､清朝の蒙古例､自治時代 (つまりボグドハーン制モンゴル国時代)の法､と時代

順に的確な解説を行ない､各法典の法源や内容を詳しく分析している｡ただ蒙古例に関し

ては､ジャムツアラーノ氏から直接教示を受けた康興35(1696)年の法典とBm

yp批1828翻訳による乾隆54(1789)年の r蒙古律例｣､そしてJI町OBqOB1828翻訳によ
る嘉慶22(1817)年の r理藩院則例Jの､計三法典を論述するのみで､まだ蒙古例の全
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体像は把握しきれていない｡また原典に全く当たっておらず､上記三人の研究をそのまま

まとめたにすぎない｡しかしながら､モンゴルの法律を適時的にまとめて分析した研究は

これが初めてであったため､両著作ともにその後のモンゴル法 ･蒙古例研究の画期的な出

発点となった｡特に日本においては両者とも和訳が出版され､その後の研究に深い影響を

与えた｡

ソ連 ･ロシアでの他の研究としては､デイリコフ氏の著作を三点挙げておきたい｡

恥Ⅰ瓜IKOB1965,1981,1998である｡一点目の研究は 『ハルハジロム』のロシア語への全釈
であり､二点目は rモンゴルオイラト法典｣のロシア語への全訳､三点目はブリヤー下人

研究者ジャムツアラーノ氏が発見して現在モンゴル国立図書館に所蔵されている康熊35

(1696)年頃出版の蒙古例集成法典をロシア語に全訳したものである｡

ドイツではまず､sagaster1967があげられる｡ これは､ベルリンの国立図書館 (
staatsbibliothekPreuss.Kulturbesitz)所蔵のモンゴル文裁判文書4通 (1967年当時は

チュ-ビンゲン国立図書館に所蔵されていた)を影印 ･転写 ･独訳の上､分析 ･紹介した

ものである｡ この4通は､光緒16(1890)年頃にハルハのヘルレンパルホト盟中前族内

で結審された三件の軽微な窃盗案件に関する供述書と判決文である60｡ただ､ザガスター

氏は旗内での裁判手続きを検討しているものの､ ｢蒙古例｣の裁判手続き規定を参照して

おらず､適用された法律も三件中の一件しか確認できておらず､法律自体にはさほど関心

を払っていない｡

次いで蒙古例に関しては､Heuschert1998が前述の恥IJrE,IKOB1998と同じ前述の法典をド
イツ語に全訳しており､清代以来の行政組織や土地利用に関してBarkmann2000がある｡

イギリスでも､裁判文書の研究としてBawden1969a､同1969b､同1969Cが存在する｡

この三点は､ウランバートルからキリル文字転写で出版されたモンゴル文裁判文書 (ウラ

ンバートルの国立古文書館所蔵)集の樽案史料を､事件別に要約 ･紹介したものである (

1969Cのみは全訳)｡Bawden1969aの事件は乾隆53(1788)～56年 (1791)年の間にハ

ルハのハンオール盟左翼右末旗で発生､展開した殺人未遂事件 (本研究の第一部第二章で

扱うオンボフの事件)で､Bawden1969bのものは､乾隆54年 (1789)年に同じ旗で発

生､展開した全く別の殺人 (心中)事件 (本研究の第-部第二章で扱うダシジドの事

件)｡そしてBawden1969Cのものは､道光13(1833)～14年 (1834)年の間にハルハ

のヘルレンパルホト盟中左旗で発生､展開した殺人事件 (本研究の第-部第二章で扱うラ

マ ･ロプサンの事件)である｡ ボーデン氏は､各事件の裁判手続きをまとめてはいるが､

ザガスター氏同様 ｢蒙古例｣の裁判手続き規定を一切参照しておらず､事件で適用された
｢蒙古例｣ ･r大清律例Jにも言及していない61｡

以上のザガスター氏とボーデン氏の研究はいずれも､法制史風の論文名にも関わらず法

制史研究としての問題意識は欠如していたが､文献学的には文書を正確に理解している｡

また､彼らの紹介した史料自体は非常に有用なものであり､筆者が本研究で上述の諸事件

を扱うきっかけともなった｡

60これらの文書は､第二部第五章にて転写 ･全訳を捷示する｡

61以上3事件の文書に関しても､第二部第一 ･二 ･三章にて転写全訳を提示する｡
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最後にフランスでは､ 『中国-満洲族のハルハ ･モンゴル支配における行政----･一理藩院

則例のモンゴル語版--』 (Legrand1976)が存在する｡ これは､パリの国立図書館所蔵
の道光6(1826)年表文刊本 F理藩院則例Jに含まれる行政規定を分析し､当時のハル
ハ ･モンゴルにおける行政横棒の構造を解明しようとしたものである｡ルグラン氏は､従

来の主だった蒙古例研究をほほ網羅し､かつ原典史料に当たった上で発言している｡ た

だ､島田正郎氏の専論 (島田1982｡ ただし蒙古例の諸本に関する部分は全て1976年以節
に発表されている)を全く参照していないために､蒙古例の全貌はいまだ把撞できていな

い｡さらに､行政機構の解明にしてもあくまで法典に定められた建前上の姿にすぎず､後

述するCoHOq arBa1961等を越えていない｡行政規定の条文のみから社会制度の実態を推
定する研究方法は､かつて各地で盛んに行なわれたが､日本では今や法制史 ･行政制度史

ともに規定 (建前)と実態 (本音)の双方を解明し比較する方法が常識となっている｡

第二項 モンゴルでの研究
モンゴル本国ではモンゴル法や行政制度を叙述､研究したものの中に､法制史への詳し

い論述が見られる｡

まず､清末に書記を務めていたモンゴル人の回想録であるHaBaaHHaMⅨαlJI1956が､清末

のハルハにおいて ｢蒙古例｣と F大浦律例J(特にその ｢刑律 ･刑例｣)の二法典が有効
であったことを記し､裁判制度にも言及している (HaBaam狙M淵JI1956,p.140.) ｡ また清
代ハルハの行政機構を詳述したcoHOMTtarBa1961も､盟 ･旗の裁判における蒙古例の実効
性や､清朝本土と同様の必要的覆審制度の存在を指摘している｡

次いで rハルハ ･ジロム』の専論であるⅩanaH-aaX姐1958やそのテキストを収録した

NasunbalJur1963は､ rハルハ ･ジロムJが､庫倫の活仏の領民を除く一般牧民にたいし
て実効性を失い､蒙古例に取ってかわられたその法律交代期を､乾隆54(1789)年の

r蒙古律例j発布時であると述べている (ⅩaJladI-aaXaB1958,p.102,NasunbalJyur1963,p.7.
)｡この見解が誤っていることについては､萩原1990を参照｡
また､ボグドハーン制モンゴル国時代 (1911-1921年)の法制史を研究したCo
TtOBCYP3H1989は､その第一章 ｢満洲族支配時代のモンゴルにおける法律｣ (同書､pp.7-
23)で rハルハ ･ジロムJや r理藩院則例J等の解説をしているが､新しい発見はな
く､両者の交代時期や使い分けについてもはっきりした言及がない｡蒙古例集成も乾隆

54年､嘉慶22年､道光23年の計3版を把握するにすぎない｡一方最近になって､

BaqxxLhaH2001､同2004がモンゴル語版 F蒙古律例』の詳しい内容に踏み込んだ法学的な
研究を発表し､モンゴル国でもようやく蒙古例法典の文献学的研究が始まったといえる｡

以上の内､HaBaBum aLW 1956とcoHOq arBa1961はモンゴル人ならではの詳しく具体的
な研究で､特に価値が高い.その他､BomTGaaTaP･JIY叩P3XaqZH1997は､モンゴル民族の
政治 ･法制史を13世紀から現在まで概説する有益な研究書である｡
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第三項 中国での研究

中国では､盟旗制度や理藩院に関する研究が大量に存在し (遮1988､pp.15-24に詳し
い)､法制史に関しては遭要田氏が研究を発表されている｡氏は遭1988において､まず
理藩院の官僚構造と沿革を述べた後､有用な史料の解題をしている｡史料解題の部分では

r理藩院則例J編纂の事情 (後述の島田1982､pp.1381144の研究にほぼ同じ)は述べら
れているが､ r蒙古律例Jには言及がない｡また遭1989は清代モンゴルの制度史全般を

詳しくまとめたもので､注目すべきは ｢刑法制度｣の章 (同書､pp.134-165)である｡氏
はこの章の第2節で､主に r清朝実録Jを利用して清朝初期の対モンゴル立法の経緯を検

討している.そして第3節では r蒙古律例Jと 『理藩院則例Jの刑法部分の規定内容や刑

罰の種類を分析し､最後の第4節で､中国第-歴史椿案館所蔵の棉案から実際の事件例3

件を紹介し､蒙古例の適用と裁判例とを概説している｡後述島田1982や拙稿萩原1988等
を参照していないため､大部分は既に解明されたことの繰り返しに近いが､示唆に富む記

述が多い｡

その後の研究では､劉広安1993や徐醒生1999､張羽新2002が落部各地域に対する法律
の制定をまとめて研究しており､張永江2001は藩部各地域に対する清朝支配の違いを
はっきりとパターン分けして検討 ･論述している点が斬新である｡また李保文2002が､
前述の康無6年の蒙古例集成法典を中国語に全訳し､通力孔布2004が､前述の康緊35年
頃出版の法典を中国語に全訳している｡

第四項 日本での研究62

日本での研究は青木富太郎氏によるRiasanovsky1937和訳本の影響を受けて始まった｡
まず林1955が､湊文版 r蒙古律例｣から私法､刑法に分類できる条文を適宜､抽出･和

訳し､内蒙古での調査報告やRiasanovsky1937和訳本に引用された rモンゴル･オイラト
法典J､ rハルハ ･ジロムJの規定等と比較しつつ､分析を加えた｡氏の収集､利用した

r蒙古律例Jの諸本は5種類にものぼるが､ r理藩院則例Jとの関係や規定内容の変遷等

に関してはまだ充分把握できていない｡

ついで仁井田陸氏が r中国法制史研究､刑法｣の第三部 ｢中国法と周辺諸民族の古刑

法｣ (仁井田1959､pp.30ト593)で､モンゴルの古刑法をも分析された｡氏はここで､
Riasanovsky1937に引用された大ヤサ､ rモンゴル･オイラト法典J､ rハルハ ･ジロ
ムJ等の英訳条文 (ロシア語訳からの重訳)と､漢文版 r蒙古律例J ･r理藩院則例Jの

条文とを利用し､この漢文史料二点については自ら解題を付された (仁井田1959､

pp.340-342)｡簡略ながら要を得た解題で､後述の島田氏の研究にも影響を与えたと思わ
れる｡

一方田山1954は､漢文の各種編纂史料と蒙古例法典とを利用して､晴代モンゴルにお
ける旗やソムを初めとする具体的な社会制度の概要を叙述された｡日本では他に類例のな

62日本における研究史は､Riasanovsky1937和訳本巻末の青木盲太郎氏による解説や島田1982､

pp.144,155,919-931､同1981､pp.495-508にも詳しい｡また､既に前節で述べた筆者自身の研究は､こ
こでは除外する｡
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い画期的な研究であったが､当時の制限された史料状況の故に､今日から見ると不十分と

いわざるを得ない｡

1960年代末以降精力的に漢文版蒙古例の研究を発表し続けて来られた島田正郎氏は､
それらを大著 r清朝蒙古例の研究J(島田1982)としてまとめられた.氏は､本稿で述
べたヨーロッパやモンゴルでの研究成果を､Riasanovsky1937以外全く参照していないた
め､同書には行政機構や身分制度､モンゴル文の解釈等に関する基本的な誤りも見られ

る｡しかしそれにもかかわらず､蒙古例の文献学的研究としては諸外国での従来の全ての

研究をはるかに凌駕する水準にある｡ 氏の研究水準が高いのは､漢文版に関して可能な限

りほぼ全ての諸本を集め､歴代の r大清会典 ･(則例)事例J､ r清朝実録Jをも利用し

てその分析を徹底的に行なったからである｡

島田1982は､まず前半の ｢総論｣部分で､ F大清律例Jと蒙古例の関係を検討してか
ら蒙古例集成法典の編纂史と諸本の整理をし､後半の ｢各論｣では､大量の蒙古例各条文
について､必要に応じて解釈を加えつつその発布年次や内容の年代的変遷を実証するとい

う実に厳密な逐条研究を行なっている｡この研究の価値は､単に蒙古例の全体像を明らか

にしたというにとどまらない｡満 ･蒙文版蒙古例の研究や蒙古例の実効性､裁判の実態

等々､島田氏の研究が及ばなかった課麓までもが､これによってよりはっきりと浮き彫り

になり､それらの課題も氏の確固たる条文整理の基盤に基づいてこれ以後初めて研究可能

となったのである｡

また相前後するが､氏は島田1981､pp.297-352において､刑法に類する蒙古例の規定
内容の年代的変遷をより詳しく検討し､ ｢嘉慶 ･道光の交｣を境にして蒙古例の刑罰が伝
統的モンゴル法から中国法へと大きく変化したことを確証された｡また､モンゴル法にお

ける刑罰が家畜賠償から家畜罰-､そしてさらに実刑へ進展したとする前記仁井田1959
､pp.301-593の説を批判し､その進展はモンゴル内部での能動的な変化ではなく､単に
清朝政府の政治的意図で変えられたにすぎないと結論づけている｡

さらに島田1986,pp.365-717では､蒙古例前史ともいうべき清朝初期のモンゴル人に対
する軍律や法的措置を､その後の同1992では蒙古例の法的効力の問題を検討している｡
また同1980､pp.369-402では､蒙古例のその後の姿とでもいうべき活仏制モンゴル国時
代の法律について研究し､同1995で､以上のご自身の研究を通史としてまとめておられ
る｡

他に､蒙古例研究を概括した拙稿萩原1993と蒙古例の起源の問題を扱った同1995があ
る｡

以上見てきたように､日本での研究は ｢蒙古例｣を中心とする法典研究が格段に進展し
ており､世界的に見ても高水準である｡しかしその一方で､裁判制度の実態に関する研究

は､筆者の研究を除けば他の諸外国同様､ほとんどなされていない｡

33



第六節 結
以上述べ来たったことを､ここで短くまとめておきたい｡まず､モンゴル民族史という

時間軸の面から見ると､清朝支配時代 (1691-1911年)は､今日普遍的に認識されている

モンゴルの伝統のかなりの部分が形成される時代であり､かつ中国とロシアという大国の

狭間にあって民族の宿命ともいわれる現今の政治的外交的な状況が形成される時代でもあ

る｡清朝支配時代は､そういう意味で､今日のモンゴル民族が持つ基礎的状況が形成され

る重要な時代であったといえよう｡

そして清朝支配時代は､モンゴル民族史上､法制史の詳細な実態を明らかにし得る最初

の時代である｡また､清代モンゴルの法制史を解明しておくことによって､清代の法制が

その後の近代法制史にいかなる影響を及ぼしていて､また社会主義法が伝統的な法制をい

つ頃いかように断ち切ったのかという問題もが研究可能となる｡ さらに､晴代モンゴルの

精密な裁判制度が､モンゴル民族の本来持っていた法的伝統に由来するものなのか､それ

とも中国本土での法的伝統が晴代にモンゴル-と導入された結果なのかという間麓の解明

にもつながるであろう｡

次に､清朝の国家構造の再検討という空間軸の面から見た場合､藩部の持つ意味が強調

されている割には､中国本土に比して落部の法制史研究が圧倒的に不足している｡すなわ

ち藩部各地域に対する支配の実態が不明なまま､藩部の名で全体をひとくくりにしたり､

藩部を比較検討したりする議論が進められている｡従って､モンゴルでの司法支配の研究

は､単にこの地域の司法行政構造のみならず､清朝全体の国家構造を考える上でも大きな

貢献をなし得るはずである｡他の藩部に比して比較的史料状況の良いモンゴルでの詳細な

実態をまずここで先に解明しておくことが､将来期待される新濃やチベットに関するより

詳しい研究がなされる際にも何らかの指標となる可能性があるということである｡

今後は､諸藩部を単にひとくくりにせず､各地域に何らかの濃淡や機能分担､意味づけ

の違いを求めるような議論が必要となるであろう｡また清朝の国家構造を論じる際に､各

地に分散する八旗の旗人 (満洲族を含む)や回民に対する法制史研究があまり生かされて

いないようにも思う｡その意味でモンゴル人への司法支配を旗人や回民に対する司法支配

と比較することによっても､清朝国家論をより豊かにすることができるであろう｡ また以

上のことを逆の面から見れば､モンゴルにおける法制史を研究する際には､清朝全体をも

僻轍する視点が必ず必要であって､特に､詳細な制度が明らかになっている中国本土での

法制史と比較検討するという姿勢を常に持っていることが求められるであろう｡

以上のように､清代モンゴルの法制史を研究することには､時間軸と空間軸との両面か

ら見て充分な意義と価値がある｡

さて､そのように重要な意義を有する清代モンゴルの法制史であるが､従来の研究は､

主として清朝による法典の編纂とその規定内容の変遷とを検討する法典研究が中心であっ

て､法律の実効性や具体的な裁判制度を実証した研究は筆者自身の研究を除いて皆無であ

る｡これは主として､外国人研究者が裁判文書自体を直接閲覧することが永らく困難で

あったこと､文書を閲覧できるモンゴル人や中国人の研究者に法制史的な視点が欠落して

いたこと､の二つに原因を求めることができる｡またさらにもうー歩進んでいえば､一部

の裁判文書を利用する機会に恵まれた欧米の研究者たちが､漢文史料や中国史への関心の
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低さから､法制史的な論文名を掲げつつもきわめて狭い範噂の文献学的文書研究のみに埋

没して､清朝全体や中国本土の法制史をも見渡したような広い視野を持てなかったことに

もよるであろう｡

続いて､法制史を利用した研究の広がりをも述べておきたい｡この清朝支配期のモンゴ

ルでは､遊牧民の歴史記録としては例外的なほど大量の公文書記録 (椿案史料)が残され

ている｡ それらはまだ充分に活用されてはいないが､第二部からもわかるように裁判文書

の内容は実に詳細なので､当時のモンゴル遊牧民社会の構造や生活の実態､すなわち社会

史､経済史を解明することにもつながる｡

さらにもうー言付け加えると､裁判制度研究は政治史の解明にも役立つ可能性がある｡

例えば､モンゴルの近世 ･近代史研究においては､ ｢清朝の落部地域の中で､どうして外

モンゴルのみが結果的に独立を達成することができて､他の藩部にはそれが出来なかった

のか｣という大きな間鹿があり､従来は外国勢力による干渉 ･影響や短期的な清末の政治
状況からのみ説明されることが多かった｡この間題に関して筆者には､それらの理由のみ

では説明しきれない､より長期的な原因もあるのではないかという感触､すなわち､藩部

の各民族各地域自体の中にも､結果的にその後の独立 ･非独立をもたらした内在的な要因

のようなものがあったのではないかという半ば漠然たる感触が存在していた｡ところが､

各藩部の内部事情を詳しく比較検討しようとすると､それらが実はほとんど未解明である

ことに気づくのである｡ 勿論清代モンゴルの裁判制度を大づかみに解明しただけでこの大

問題の解決に直結するとはとても思えないが､それでも､外国勢力の干渉や短期的政治状

況に歴史的原因を求める以外にも､独立に結びついた唯一の藩部地域である外モンゴル内

部の具体的な社会状況を明らかにしていくことこそが､この間題の回答につながるのでは

ないかと思うのである｡
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第二 部 訳 註 篇
ここでは､モンゴル国での史料閲覧状況の好転を利用して､萩原1988等で利用してき
た裁判文書を全て原典の椿案史料の形で直接提示することとする｡これは､判例史料の豊

富な中国本土における法制史の研究と異なって､清代モンゴルでの裁判制度の実態を把握

するためには､櫓案史料を直接読解する以外に方法がないからでもある｡ また､モンゴル
文 ･満洲文の裁判文書は読解や解釈の困難な部分もあり､史料操作の透明性を高めるため

にも､全文を転写と訳注付きで提示したい｡

訳註に当たっての方針と凡例
･モンゴル文の転写方法はグリュンペックの方式を､浦洲文の転写方法はメ-レンドルフ

の方式を採用する｡

･転写モンゴル語 ･満州語とそれに対応する訳語とは原則として語頭をそろえるが､やむ

を得ず語順その他を変えている部分もある｡

･モンゴル文 ･満洲文テキストの句読点は､その点の数に応じて, " "" のように表

示するが､訳文では文意を明確にするため､それらと無関係に句読点を用いる｡

･煩雑さを避けるため､語註､脚証は必要最低限にとどめる｡

･訳文中の ()は､文意を明確にするために訳者が付した補足である｡
･おなじく訳文中の ｢r(蛋[【】]》)』｣等の記号は､わかりやすくするために訳者
が付した引用記号である｡

･モンゴル語の人名綴りは､基本的にTIap曲Maa1986､C3PX331991等のモンゴル人名辞典
類に従って音を転写することとする｡

･満洲文の中に出てくるモンゴル語固有名詞 (人名 ･地名等)の音訳は､満州語の綴りに

関わらず現代モンゴル語の発音に近いカタカナで表記した｡

･モンゴル国立歴史中央文書館所蔵の棺案の文書番号
第二部第四章の ｢オドセルとナワ-ンの事件｣の文書 (萩原2001bで利用)を例に挙げ
ると､その文書番号は､ ro.No.:M-85,T.No.:2, X.H.No.:722, (8-卿,aaP6HtW)
｣となる｡

この内 ｢◎.No.:M-85｣とは､ ｢◎o和のNumber(蔵書番号)がM-85である｣という
意昧oM-85のMは満洲族時代 (つまり晴代)を表すMaHX (満洲族)の頭文字Mであり､
その85はエルデネシャンゾドバ衛門の文書である｡ ｢T.No.:2,｣ とは､ ｢ToJ)もerの
Number(帳簿番号)が2である｣ という意味｡M-85はN0.3まであって､N0.1は棺冊群｡
このN0.2とN0.3は折り本形式の文書群である｡ ｢X.H.No.:722｣とは､ ｢xa町 aJlaMX血
H3rXのNumber(保管単位番号)が722である｣という意味｡ここまでが本当の文書番号
である｡ あとはバラバラの文書群か､あるいは櫓冊かという形態に基づいて､筆者なりに

記号を追加した｡例えば､ ｢オドセルとナワ-ンの事件｣の文書のようにバラバラの文書
群であれば､ (8-町raaP6ⅠⅧ ) ｢第8文書｣として､文書群中の何通日の文書なのかを示
した｡この場合､No.722は全10通の文書からなるので､その内の8通日ということであ
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る｡また第二部第-章 ｢オンボフの事件｣の-通日 (萩原1988で利用)のように椿冊中
の一部分であれば､ ｢x.T. 58a-606｣としてその葉数で位置を示した｡この場合は､ ｢

XyyJTaCI払IToo(葉の数)が58a-6(施 (58葉泰60菓裏)である｣と言う意味である｡
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第一章 オンボフの事件に関する

裁判文書
ここでは､かつて萩原1988で扱った ｢オンボフの事件｣に関する4通の文書を転写訳註
の形で提示する.1通日はtIⅡM耶1958,pp.819に収録されている文書の原本であり､ ｢オン
ボフの事件｣に関してチミッド氏が収録した全3通の内の第1文書に当たる｡ここで捷示
する2通日は､チミッド氏が収録した内のどれとも異なる新しい文書である｡ ここで提示

する3通日は､ⅦIM耶1958,pp.10-26に収録されている ｢オンボフの事件｣の第2文書のモ
ンゴル文原本のさらにその元となった満洲文文書原本である｡ここで提示する4通日は､

thM耶1958,pp.26129に収録されている ｢オンボフの事件｣の第3文書が含まれている原本
である｡ 原本は最初の部分が欠けているため､ここでは仮に残存部分の1行目から行数を

つけた｡なおth 1958は､この文書原本の残存部分の内､236行目の5語目以降のみを
収録して､第3文書としている｡

｢オンボフの事件｣は､乾隆53(1788)～55(1790)年にかけてハルハのハン･オー
ル盟左翼右末旗で発生展開した族長オルジンジャブとその夫人に対する殺人未遂事件であ

る｡

｢オンボフの事件｣の1通日の文書

文書番号

◎.Ho.9

T.HQ. 1
X.H.Ho.469
X.T. 58a-606

所蔵場所 :モンゴル国立歴史中央文書館

トシェ-ト汗部 (ハン･オール盟)盟長衛門の来文楢の文書

5Sa

1/JyaSaY一也nterig也nJyergetayiJyi urJyinJyab-un qosl†un-utama†-a-yinkereg-yltar
族長 等 台書63オルジンジャブの旗 の 印 務 を 臨時に

k山iyensidkegeitusalaγei
乗って処置する協理

2/d6tdgerJyergetayiJyidasidundub-un bieig,
四 等 台書64ダシドンドブの文書｡

63モンゴル貴族の爵位の一つ｡第-部第一章第四節第-項参照｡

64協理台書は､旗長の補佐役の職名｡四等台書は最下級の貴族の爵位｡ダシドンドプは協理台書の地

位にあって､かつ四等台書の爵位を有していたために､この二つを合わせて協理四等台書と述べている｡
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3/(一字拾頭)kiyenlingmen-ddryabuquqanayula-yinei†ul†an-udaru7-a
乾 清 門 行走65ハンオール 盟 長

4/JyaSa†-unqOSl†un-ubeyise,ei†ul†an-udeddaru†-aterig也nJyerge

族長 固山 貞子､副 盟 長 等

5/tayiJyitan-aerg也be, †uyun medegdIkかylnueir, man-uJyaSa†-un

台書66殿 に提出しました｡請い求めて報告する ためです｡我々の旗長の

(taγur†-abdriges血Id山こ同じ)

6/sa†uquger一也naru tuur†-a bBriyes也n-d由 kebtekBtus kitu†an-usorbi

住む 天幕の北側のフェルト覆い に (旗長の)横たわる所に､小刀 の 傷跡が､

7/urJvinunJyil†urba, eneJyilJyun-uterig也ndumdaduBar-a-dur qoyar

一昨 年に三 (皮)､今 年夏 の 最初と中の 月 (四月と五月)に二

8/uda†-a†urba†adγaruγsankereg-ioIJyu medeged山 bayital-a

度､ 三つずつ現れた 事件を得て､ (真相を)まだ知らないでお りましたところ､

Jyun-u
(今年)夏 の

9/segBIsarayln qOrindulu†an-us6niJasa†-unJyaruea kedkenomboqu

末の 月 (六月)の二十 七日 の夜､旗長の 召使いである娘 オンボフが

10/ueir由geim6nJasaγ-unger-i ergeJyuyabuqu-yis6ni

理由なくその旗長 の 天幕を回っているのを､夜中に

11/mana†an-uk払m也nayur 申JyegSenl∋ee SurbulJvilankedkenombuqu-yl
見張り 人 アヨールが見たことから､探求して 娘 オンボフを

65乾清門は､北京の紫禁城内の乾清宮前にある門の名で､この門に出勤して､皇帝のそばに仕えるこ

とを ｢乾清門行走｣という｡名誉あることなので､モンゴル貴族の肩書きとして用いられる｡

66この時のハンオール盟長 (名はスンデブドルジ)は､自分の旗の族長とハンオール盟長とを兼任

しており､ 固山貞子という爵位を有していた｡副盟長は一等台舌の爵位を有していた｡そのためこの二人

を列記するのに､こういう表現となった｡
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12/ni†talanasa†ubasu 6eikBanu, ombuquminugemugel

綿密に 尋問しますと､その供述は (以下の通りでした) ｢私オンボフの罪 なき

bey-e-yl
身 を

13/eeige-ym qula†aikigsenyaladu bariJyu 6ggBgedqoyin-a,(途中改行か?)

父 が 盗みを犯した罰 (の代備)に捕らえて与え､ その後

14/ gegen-也 abural-du山由bayta†aqu6einenboltal-a eeigeeke-dByerd
(ボグド)ゲゲ-ンの救済 に 収めきれないほどになるまで､父 母 に 決して

15/Jyol†a†ulqu也geie曲geeyinkdJyaru†daJyu yabuqu-1yanJvObalangsiyaJyu
会わせ ず､今 こうして召し使われていること に苦しんで､
58b

1/or†usuγal,eSebes也BkdsqgeikemensanaJu uridaqaraein 6rtegen一也
逃げよう､或いは死のう と 思って､以前 (父母が)ハラチン駅端の

2/ea†ta†an-dusaYuqu-du eeigeeke yeru-yln由gekeleleekB-degennlgen
警備 に 就いていた時､父 母が日常的な話をする 際に､ある

(egBde-yiに同じ)

3/kBm也n一日ger-i man teg也n-也ger一也nnlge khl由nbBleJyB eg也也de-yik6gedegsen
人 の 天幕をまさにその 家の 一人の人が 突き刺して扉 をすすで汚した

4/-iyer terebBlegsen k也m也ndami dkdJyBkGikemekui-yisonusu†san-dur,
ことによって､その突き刺した人は すぐに死んだ､というのを聞いた ので､

5/JasaY-unger-i kituγ-a-barbdleged, egd也den-yik6ge-e-berk6gedebes也
旗長の 天幕を小刀 で 突き刺して扉 をすす で 汚すと

6/minubey-e 也kdk缶buyiJya, kemensana†ad,ombuqubi JyaSa†nOyan-u
私 自身が死ぬ だろう､と 思い､ 私オンボフは旗長 様 の

7/ger一也neg日日de-yid6rbenquru†u-bar k6gedegsen, Jyun-uterig血
天幕の扉 を四本の指 によってすすで汚しました｡夏の 最初と

8/dumdadusar-a-du, euqum aliedBr-i medekB也gel, m8nJyasa†
中の 月 (4月と5月)､正確にどの日だったのかわかりませんが､その 旗長
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9/noyan -uJyaruea eiba†angeadulmu-yinkitu†-a-ylqula†unabu†ad
様 の使用人である老婆 ドラムの小刀 を盗み 取り､

10/S8niJyasa†noyan-uger一也n aru tuur†-a kebtekBtus qoyaruda†-a
夜､族長様 の 天幕の､北側のフェルト壁の横になる所に､二 度にわたって

(k6delbむiに同じ)

11/†urba†adbdlegsen unen kemenk8dBlbBri 也gei6eimdi,

三回ずつ突き刺したことは本当です｣と､ 揺れ動くことなく供述しております｡

dulmu-yin
ドラムの

12/kitu†-a-yituur†an-u sorbi-1u†-a8rgen narin-ineyilegBl一也n叫ebes也
小刀 を フェルト壁の傷跡と 幅の大小 を合わせて 見ますと､

13/ta†araqumetB, kinabasu enekemegeiJvanultai-barkitu†-a†aryaJyu ger-i
合う ようです｡調べてみますと､こういう､ 悪意 で 小刀を持ち出して天幕を

14/bBleJyB yabuγsananuniliyedyekekenkeregbBged, dasidondubbi
突き刺していたことは かなり大きな事件 であって､私ダシドンドブには

15/kerkibeと由 sidkenda†us†aJyuBl也とidaqu-ylntula,†uyuqu anu,
どうしても処理しきれ ません ので､請い求めますことは､

59a

1/ dabeyise,ded datan-u†aJyar-aea6eBkennamaylenerin 6r触iyeJyB,
(盟)長 月子､副 (盟)長殿 の所 から小さな私を お憐れみ下さり､

2/enenlgenkereg-isidkenJyiyaJyutuslyaqu aJyiyamu, tuslyaYSan-idayaJyu

この一 件 を処理し指示 命令して下さいませんか｡命令 に従って

3/yabuγuluy-a kemen tayiJyivangeu†Jab-i †ar†aJyu,ke故enombuqu, eg血一也
遂行しましょう､といって台書 ワンチュクジャブを派遣し､娘 オンボ7､彼女の

4/angqanuda†-a6eig-toreir鞄degseneiba†, egh一也em-ebayar
初 回の 供述に 関係した チャバク､そ の妻 バヤル
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5/nar-i sumun-uJanggitulu†, khdBJyigJyid-ner-iyer kbgegBl一也nJviei
たちを､佐 領 トルガや康勝校ジグジドたちによって届けさせ､さらに

6/ombuqu-nar-un uda†-abBri6eijyb †ar†a†San6eig-i6ber
オンボフたちが毎 回 証言して述べた 供述を別の

7/qaγudasubieiJydqamtubareg也n一缶tula Yuyun erg也be,
紙に 書いて共に､ こ のために請い求めて提出しました｡

8/tngri-yintedkdgsen一也tabintabudu†ar ondolu†ansar-也-ylnarban-a,
乾 隆 五十 五 (1790)年 七 月 十 日｡

(8行目と9行目の間は少しあいている)

9/keukenombuqu-yin6eikdanu, man-u JyaSa†-unada†ueieiba†,
娘 オンボフの供述 は (以下の通りでした｡) ｢私たちの旗長 の馬飼い チャバク

が､

(ury-aに同じ)
10/ombuqunamayl uur†-amOduqula†uJyuaea kemegsen-1yer S6ni
私 オンボフに 『馬捕り梓を 盗んで こいJといいましたので､夜 (私は旗長の)

′ヽ■●
ger ergeJu
天幕を回って

(gederg地の誤り)

11/yabu†ad姐m也nsuγuqu-yi申Jyejy屯gedurgebueabai, eiba† e辞n-ueme
いて､ 人が いるのを見て 後 戻りしました｡チャバクとその 秦

12/bayar, JyaSa†-unger-i bBle沖, k6ge-e-berger一也negt氾de-yik6gedebei,
バヤルは､族長の 天幕を突き刺して､すす で 天幕の扉 を 汚しました｣

I3/kemenkelemegee eiba†, e辞n一也emebayar-nar-iabeira†adasa†ubasu,
と いいますのですぐに､チャバクとそ の妻 バヤルらを連行して尋問します

と､

14/eiba†-un 6eik也anu, keBkenombuqu-baruur†-amodu
チャバクの供述 は (以下の通りでした｡) ｢娘 オンボフに馬捕り梓を
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qula†ul†aqu, eiba†
盗ませたことや､私

59b

1/bi JyaSaγnOyan -uger-i urJyinunba,eneJvil-ddb山eJyB yabu†san†aJyar
チャバクが族長 様 の 天幕を一昨年と 今 年に突き刺していた ことは

(tomuγ-atigeiの誤りとみなす)

2/也gel eiba†bi enekedkenombuqu-yl eng-un ueir-atomu†-auge
ありません｡私 チャバクはこの娘 オンボフのことを日常的なことで不真面目に

3/yabum ui kemenJasa†-unqatun-amedegBl也gsen bui, teguber6sle沖 d也ge
行動します､と 旗長の奥様 に報告したことがあります｡それを恨んで今

namayl
私が

4/buebe kemenkelem晩 egh-也emebayar-une近ikdanu,
突き刺したと いっているのです｡｣彼 の妻 バヤルの供述 は (以下の通りでL

bayarbi
た｡) ｢私 バヤルは

5/yerd Jasa†-unger-i kitu†-a-barbBle沖 k6ge-e-berk6gedegsen 申gel
決して族長の 天幕を小刀 で 突き刺してすす で 汚したことはありません｣

kememdi,

といいます｡

6/keukenombuqu-aea mandakinasa†ubasu, eibaY egh-由em-ebayar
娘 オンボフからまた再び尋問しますと､ ｢チャバクとそ の妻 バヤルは

7/bdlegsen Bgel, †a†eakGbayar ger-i bBleJyd eg蜘de-yik8ge-e-ber
突き刺しておりません.ただ バヤルが F天幕を突き刺して扉 をすす で

8/k6gedebesB,JyaSaγ qatun-tai-durma†uiru-a gem bolumuikemenkelegsen-1yer
汚せば､ 旗長と奥様 とに 悪い前兆や害悪となるJと いいましたので､

43



9/ombuqubi k8ge-e-berk6gede沖kitu†-a-barbBlegsen, gemegee,
私 オンポフは､すす で 汚して 小刀 で 突き刺しました｣というのですぐ

mOn

に､また

10/emlさbayar-aea dakineingdalanasa†ubasu, bayarbi yerG ke由ken
妻 バヤルから再び 厳しく 尋問しますと､ ｢私 バヤルは決して娘

(k6gedeの誤り)

11/ombuqu-du ger-i bole, k6ge-e-berk6gegede,teyinbolbasu,jyasa†
オンボフに 『天幕を突き刺せ､すす で 汚せ､ そうすれば 族長と

12/qatun-tai-durmayulru-a gem bolumuikemenkelegsenugel,
奥様 とに 悪い 前兆と害悪になる』 とは いって おりません｡

13/†a†eakueng-un ueir-aJasa†-unqatun-iene ombuqu qanya†san,
ただ､ 日常的なことで旗長の 奥様をこのオンボフが誹斉しました｡

14/teg也n-ibi m6nqatun-amedeg山也gsen-iyernamayiJanuJyuyabuda†, tegdber
それを私がその奥様に 申し上げたことで私を 恨んでいるのです｡それで

(Osle沖に同じ)

15/8selJikelemBi, yer也 bayarnadur urjyinun eneJvilJiir ger-i

憎んでいっているのです｡決して私 バヤルには一昨年と今 年に (族長の)天幕を

(bBleJyQに同じ)

b山eJyi yabu†san
突き刺していた

608

1/Jdil o†tu也gei kememBi, ombuqu-aea dakinni†talanasa†ubasu,
ことは全くありません｣といっています｡オンボフから再び綿密に尋問しますと､

2/6eikd anu, urJyinunJasa†-unger-i b山ebe kemegei-yi bi
その供述は (以下の通りでした｡) ｢一昨年旗長の 天幕を突き刺したというのは､私

b山egsen ugel,
は突き刺していません｡
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3/6ber-e申JyeJy也sonus†a†San†aJyaroγtu也gel, edBgeki-yi bi bBlegsen,
他に 見て 報告した ことは全くありません｡ 今回のことは私が突き刺しました｡

(ueirの誤り)

4/ene ueir-abolbasuminugem也geibey-e-yieeige-ylnqulaγaikigsenyaladu
この理由 は 私の罪 なき身 を父 が 盗みを犯した罪 (の代備)で

(bariJyBに同 じ) (gegen一也の誤りとみなす)

5/bariJyi 6gg也ged,qoyin-a,(開字あり)gegen-e abural-durdl也baytaγaqu,6einenboltal-a
捕らえて与 え､ 後 に (ボグド)ゲゲ-ンの救済 に 収められないほどになるま
で

(yabuqu-iyanの誤り)

6/eeigeeke一曲yerd Jolγa†ulqu也gei,eddgeJyaru†daJyu yabuqu-yinJyObalangsiyaJyu
父 母 に 決して会わせ ず､ 今や 召し使われていることに苦しんで､

7/or†usuγal,e駈bes日仏k也S也geikemensanaJuqaraein 6rtegen-也eaγda†-a
′ヽ

逃げよう､或いは 死のう と 思い､ハラチン駅端の 警備に

8/sa†uqu-du eeigeekeyeru-yln 也ge keleleeku-degen nlgenkum也n一也
駐在している時に父 母が日常的なことを話し会う際に､ある 人 の

9/ger-i manteg也n-由ger-也nnlge 比 m也nb山eJi eg血de-yik6gegedegsen
天幕をその人 の家 の 一人の人が 突き刺して扉 をすすで汚した

10/-iyer, terebBlegsen kdmiin6ber-iyen叫 也kdikemekdi-yisonusu†san-dur,
ことによって､その突き刺した人が 自ら 死んだ というのを聞いた ので､

JyaSaY-un
族長 の

I1/ger-ikitu†-a-barbdleged, eg舶de-ik6ge-e-berk6gegedebes也minubeylさBkdkd
天幕を小刀 で 突き刺して､扉 をすす で 汚せば､ 私 自身が死ぬ

12/buyiJyakemensana†ad,ombuqubi JyaSa†nOyan-uger-tineg血de-id6rbenquruyu
だろうと 思い､ 私 オンボフは旗長 様 の 天幕の扉 を四本の指

13/-bar k6gegedegsen, Jyun-uterigh dumdadusaradu euqum ali
によってすすで汚しました｡夏 の 最初と中の 月 (4月と5月)に､正確にはどの
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eddr-i medekG也gel, mOn
日だったのかわかり ませんが､また

14/JyaSaγnOyan-ujyaruea eib†angeadulmu-yinkitura-yi也keg一也ndotur-a
旗長様 の召使いである老婆 ドラムの 小刀 が 箱 の 中 に

15/bayiqul-ylqula†unabuγad,JyaSa†nOyan-uger一也n aru tuurγ-a kebtek由 tus
あるのを盗み 取って､旗長 棟 の 天幕の､北側のフェルト壁の横たわる所を

6Ob

1/nigenuda†-aqoyarbBlegsen, qoyln-a daraγ-a-barm6neibγangea
一 度､ 二カ所突き刺しました｡その後､後で その老婆

2/dulmu-yinkitu†-a-ylqayireaγabdarandegerlさせとem6nqula†unabeu
ドラムの小刀 を 箱の 上 からまた盗み 取って

3/basager一也naru tuurγ-a-yl nlge b山egsen ni也nen eiba†angea
また天幕の北側のフェルト壁を-カ所突き刺したことは本当です｡老婆

4/dulmu kitu†-a-ban abeu inaγsieina†siyabuqul-ylO†tu
ドラムは (私が)自分の小刀を持ってあち こち 行くことを全く

5/medBgedBi, ombuqunamayl eiba† uur†-a qulayunabei aeakemen
気づいていません｡私 オンボフにチャバクが馬捕り梓を盗み 取ってこいと

6/urida kelegsen unen, euqum bari†daqu-ylnqOrindolu†an-u
以前に話したことは本当です｡ (ただ)実際に (私が)捕らえられる二十 七日 の

7/S6ni kelegsen也gel, bi6ber-iyendemei ger erge沖 yabu†san,
夜には話し ませんでした｡私は自ら 意味なく (旗長の)天幕を回っていまし

た｡

8/basaeibaγ e辞n-由emebayar-mar-ibulebe k6gegedebe ombuqu
またチャバクとそ の妻 バヤルらが突き刺しました､すすで汚しました､私

n王はnayl
オンボフに

46



9/sur†aba kemene6m g臼dkejyikelegsen kememBi, m6nJyaruea
教唆しましたと 全部中傷して話しました｣といっています｡また 召使いの

10/eiba†angeadulmu-yin6eikBanu, dulmunadur kitu†-abui,
老婆 ドラムの 供述は (以下の通りでした｡) ｢私 ドラムは小刀を持ってお

ります｡

(Jyeg也degに同じ)

ll/bi yeru kitu†-a-ban Jyeg日仏degugel, ke也kenombuqu-yl
私は決して自分の小刀を身につけません｡娘 オンボフが

12/kitu†-a-banke血i-dBya†akin abeu inaγsieina†sl
私の小刀をいつ どうやって取 り､あち こち

13/eyinkO gem e血Jyd yabuqul-yibi yerB oγtumedegsen也gel,
このように犯罪をもくろんでいたのか､私は決して全く知 り ませんでした｡

14/minukitu†-a dkeg一也nJyerge-ylnSula
私の小刀は､箱 などの 空の

15/saban-dubayida† kemenkelem也i"
器 に いつも置いています｣と 話しています｡
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｢オンボフの事件｣に関する2通日の文書67

文書番号 所蔵場所 :モンゴル国立歴史中央文書館

申.Ho.9

T.Ho. 1 トシェ-ト汗部 (ハン･オール盟)盟長衛門
X.H_Ho_469
X.T. 135a-1446

135a

1/JasaγurJinJab-un qosl†un-utama†-a-yinkereg-yitむ kdliyen
族長 オルジンジャブの旗 の 印 務 を 臨時に番って

2/sidkegeitusala†eid6tdgerJergetayiJidasidundub-un bieig,
処置する協理 四 等 台書 ダシドンドブの文書｡

3/(一字括頭)kiyentingmen-dむyabuquqan a†ula-yinei†ul†an-udaru7-aJasa†-un
乾 清 門 行走 ハンオール 盟 長 旗長

4/qosiYun-ubeyisetanーaerg缶be medeg山地-yinueir,
固山 貞子 殿 に提出しました｡報告する ためです｡

135b

1/ dabeyisetan-aぬtusiyankure由 iregsenbieigtb, naribeilan
(盟)長 月子 殿から命じて届いて来た 文書に､ ｢綿密に

2/bayieaγaJuiregBlkO-yinueir, m6n缶kentusala†ei an也 †aJaraぬ
調べて 来させる こと｡最近､ 協理 (台舌)であるお前の所 から

3/man-u5asa†-unger-也nぬbu† tuury-a-dur urJinan eneJil kedB
F我々の旗長の 天幕のつぎあてフェルト壁に､一昨年と今 年､何

4/kedhuda†,amesen一也sotbi†aru†San ueir bui-dur, kh由n-ner-i
度か 刀剣の傷跡が出現したことがあるので､人 々 を

5/γaryaJu 5asa†-unoran mana†ulJubayi†San udaγ-a-durenefun-u
動員して族長の 周辺を警護させておりましたところ､ この夏の

67これは､tI叩 1958に収録されていない文書である｡
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6/se紳lsarayin qorindolu†an-us6nim6nJvaSa†-unJyaruea
末の 月 (6月)の二十 七日の 夜､その旗長の 召使いである

7/ke也kenombuqu ger一也n†adayursem-1yer ergeJyByabuqul-yl
娘 オンボフが天幕の外側を こっそりと回っているのを

(mnayaeiの誤りとみなす)

8/manaγとiayur-nar-tu dJyegdegsenseJyigleltei-dQr keBken
警備人 アヨールたちに見られた 疑いがあるので､娘

(kelemJyiの誤りとみなす)

9/ombuqu-durbayiea†abasu JaSa†-unqatun kelemeJyimaγu-dur,
オンボフを調べますと､ く旗長の 奥様の (私への)話し方が悪いので､

(sedey-eの誤りとみなす)

10/nigBIseddy-e kemen Jasa†-unger-i kitu†-a-barb山ebe, eg由de-yi
罪を企てようとして､旗長の 天幕を小刀 で 突き刺しました､扉 を

ll/quru†u-bark6gedebe keme姐tula, enenlgenkereg-isidkenJvi†aqu
指によってすすで汚しました)という ので､この一 件 を処理し指示して

12/aJyiyamu kemekd Jerege-yinueir-a γar†aJyu manke也kenombuqu-yln
くれませんか｣ということなど の 事情を提出し､また 娘 オンボフの

13/叫也gBr-tar6eigsen6eig-tornigenuda†-aeirdgdegdl也gsen
最初 に 述べた供述に一 度 関わった

14/eiba†, eghiemebayar-nar-iqamtudakdrgeg山一也nbieig erg也沖
チャバクと､その 妻 バヤルらを共に 届けさせ､文書を提出して

15/iregsen nlgenkereg-ibiden一也†aJyaraea,Ombuqu-aea naribeilan
来た (この)一 件 を我々の所 で､オンボフから綿密に

136a

1/asa†uqui-dur,ke也kenombuqu 6eikBanu, bi JyaSaY
尋問すると､娘 オンボフの供述 は (以下の通りであった｡) 『私は､旗長

urJyinJyab-un
オルジン ジ ャブの
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2/ger一也nJyaruea, nigenqosi†un-uJanggiubasi-yinsumun-uk也m也n,
家 の 召使いで､同じ旗 の 佐領 オブシのソム の者です｡

3/eeige-ylnnereVangdui, ekebui, ombuqubi eneJyilarbanyis也n
父 の 名はワンドイで､母もおります｡私 オンボフは今 年 十 九

4/nasutai,geryada†uueir-tu, d6einyis也d由ger on-du,minueeige
才です｡家が貧しいために､ (乾隆)四十 九 (1784)年に 私の 父

5/vangdui, manqosiYun-utayiJyiengkeJyir†al-un †urbanada†uqula†uJyu
ワンドイがこの旗 の台書 エンフジヤルガルの三頭の馬を 盗み､

6/bari†da†san ueir-tu, namaylengkeJyir†al-du yal-a-du bariJyu
捕らえられたことにより､私を エンフジャルガルに (父の)罪 (の代備)に捕らえて

oggugsen-dBr
与えました時､

(†ar†a†u-durに同じ､kdlBgen-eの誤りとみなす)

7/engkeJyir†al minubey-e-yitama†-a-yln †arγa†uu-durke血nbodan-ukeQIQgen-e
エンフジヤルガルが私の 身柄を 印務 (所)の没収物として何 ボドかの乗用馬 (と

交換)で

8/Jasa†tan-abari†San-iyar bi edBgedolu†anon boltal-a,JyaSa†-unger-tBr
旗長 棟に差し上げたことにより､私は今､ 七 年にもなるまで旗長の 天幕で

9/Jyaru†ulJu yabumul, tabinnigedBger on-durminueeigevangdui kBriyen一也
召し使われていますO (乾隆)五十 一 (1786)年に 私の 父 ワンドイが庫倫 の

10/†aJarire沖 (途中改行)
地に来て

11/ degereki-yin gegen-e morg中神 qalaγunami neyilegBlkかyi
(平出)上なる (ボグド)ゲゲ-ンに叩頭して､ (肉親の)熱い 命を共に暮らさ

aburalereJyB barkira†San
せることに救済を求めて叫びました
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12/-dur, m6nminueeige-ylnqamtum6rg也lldBoei†santayiJyibandi-du,
ところ､その私の 父 と 共に 叩頭 に 行った台書 バンデイに対して

13/蓋angJyudba tan, enevangdui kedken-te1-yineyileg也比も-yi abural-dur

シャンゾドバ殿が､ くこのワンドイと娘 とを共に暮らさせることが救済の中に

baytaysan,
入った｡

14/Jvasa†-tumedegBl kemegsen bile, kemenmanonebd一也nsaradutayiJyi
旗長に 報告せよ)といったのです､と その年 冬 の 月 に台書

15/bandi minueとigevangdui-ylnqamtuOeiJvu dondub kemegei姐m也n-ber
バンデイが私の父 ワンドイと共に 行ってドンドブという 人 に､

136b

1/Jyasaγtan-amedegdl也gsen-dB dondub qoylSlireJvBteden-dBr
旗長様- 報告させましたところ､ドンドブが戻って来て彼らに

2/kelegsen anu, Jyasaynoyanyayum akelegsenugel
いいましたことは (以下の通りでした｡) く旗長様は ものをいわ なかった

bayital-a,qatun
が､ 奥様が

3/baγ-anasutaike也kentula, 6gei bolquugel bide Jyarumui keme沖
(若 年 の娘 なので､渡してはいけ ません｡ 私たちが召し使います)といって

4/6ggugsenugel kememegee minueeigedami bueaYsan qoyln-a, tabin
渡さ なかった)というので､私の父はすぐに帰りました､その後 (乾隆)五十

(botu†u-taiの誤りとみなす)

5/qoyaduYar on-ueb山minueclgeVangdui dakin nlge temege botuγ-a-tai
′ヽ●

二 (1787)年の冬､私の父 ワンドイが再び､一頭のラクダを一歳子ラクダと共に

6/abeu ireJyB,JvaSaY-aea YuyuYsan-dur qatunbasakBJyaruqu

連れて来て 旗長に (ラクダと娘の交換を)請いましたところ､奥様がまたも く召し使
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himdn

う者が

7/Bgel kemeged 6ggugsen也gei-dむ, ombuqubi edeger-i

いない)といって (私を)渡し ませんでした｡私 オンポフはこれらのことを

son useuegunce
聞 いて それ以来

8/ulam qatunllqOurlasuTal kemek也sanaY-aeg也ske沖 yabuYad, tabin
さらに奥様 に危害をくわえようという 考えを起こしていて､ (乾隆)五十

9/†urbaduYar on-uJun-uSar-a,edBr-imedekG也gel, JyaSa†, ge也
三 (1788)年の 夏 の月に､日は 知りま せんが､旗長が (馬乳を搾るために)雌鳥を

bariysan-du
捕らえた時､

10/Sangtalbi†ad,noyan, qatun ariki aYuJvu SOYtaγad, noyan orun-u

香をたいて 領主 (旗長)様と奥様とがお酒を飲んでお酔いになり､領主様は寝床の

ll/em也n-enoyirsuba, qatun orun degereumtaysan-dur ombuqu
前 で 眠られました｡奥様は寝床の上で 眠られたので､私

12/bi eilBge-yiBJveJvBs6nisem-1yerman-u qamtuSa†u†San
オンボフは隙 を見て､夜 密かに 私たちの一緒に住んでいる

13/eiba†angca-ylnnlge maYukituy-a-ylqulaYunabeu JyaSarun
′ヽ ■

老婆 の 一本の悪い 小刀 を盗み 取り､旗長の

(debisker-也nの誤り)

14/oru debesker-屯nqoylγurbanjyamoduqalq-abui-durnebte

寝床の敷物 の 後ろに板状の木製 覆いがあって貢

(degebGrisekqjv也に同じ)

15/bdeJyi bolqu也geitula qoyitudegebGrs6kBJv也 tuurYan-u degedB
通させることができ ないので､後ろの覆いを めくってフェルト壁の上
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137a

1/Jyiq-a-bareabuY nebteyurbanuda†-abdleJvB kituY-aboγuni-dur

端を つぎあてを葺いて三 度 突き刺し､小刀が短くて

2/qatun-ubey-e-dBrkiirgeJy也とida†san也gel, qOyln-aeneJyil一也nqabur
奥様 の体 に 届かせ られ ませんでした｡その後､今 年の 春､

3/jyasa†-unqatunnamayiJyaruJvu uSunabeu ir-e kemegsen-dB bi bara
旗長の 奥様が私を 使って (水を汲んできなさい)といいました時､私が少し

(udaYadの誤り)

4/ud†adusuabeu irete1-e, namaylusuudaYanaearaba
遅れて水を汲んできますと､私が 水を遅く 汲んできた

5/kemen qatuntasi†ur-1yarnlgenuda†-aJvang己iba, basaJvaSa†
といって奥様が鞭 で 一 度 打ちました｡また 旗長が

(sa†alYaysanの誤り)

6/eiba†-un ger-td6g拙 sa†alaYsanunly-e-ylqatunnamayl
チャバクの家に 与えて搾乳させた雌牛 を奥様が私を

7/jyaru)yu ter-eunly-e-yiabeir-a kemen JaruYSan-durombuqu
使って くあの 雌牛を 連れてきなさい)といって使った 時､私

8/bi eibaγ-un ger-tBoeiJvu eibaY-un emebayar-aea qatun
オンポフがチャバクの家に 行ってチャバクの妻 バヤルから奥様が

(ge沖こ同じ)

9/也miy-eabeu ir-e kemen ilegebe geJvikelek血IdBr
雌牛を連れてきなさいといって遣わしたと いう と､

10/eibay-un emebayar ei qo†urumda-aeaqudalkele沖 yabunam
チャバクの妻 バヤルは くおまえは普段 から嘘をついている｡

(gekdの誤りとみなす)

11/qatun ya†un-aea geikubile kemeged6ggBgsen卑gei-ddr
奥様がどうして (そんなことを)いったりしようか)といって渡しませんでしたの

で､
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12/bueaJyu eSe6ggugsen ueir-iqatun-dukelebes也 m6neimed

戻って (バヤルが牛を)渡さなかった事情を奥様 に 話しますと､またチメド

13/kemegei-yidakinjyarulyu也niy-eabeiraγulba, bi urida
という者を再び 使って雌牛を連れてこさせました｡私は以前に

1〟qatun-du sayinbuSu tda qaralaYsanqatun kemen

奥様に (対する感情が)良くありませんでしたので､ (色黒の 奥様)と

qanyalu
悪口をいって

15/yabudaγb81dge,eibaY-un emebayar sonusuYsan-1yar

おり ました｡チャバクの妻 バヤルが (それを)聞いて

16/qatun eimai-i ke也kenombuqu qarla†sanqatun kemen
く奥様､あなたのことを娘 オンボフが色黒の 奥様だと

17/qariyaJyu yabudaY kemenemebayar oeiJvumedeg出色gsen-dB
悪口をいっていますよ)と 妻 バヤルが行って知らせましたので､

137b

1/manqatun tasiTur-1yarnlgenudaγ-aJvangeiba, basausu
また奥様は (私を)轍 で 一 度 打ちました｡また水を

(toqusinの誤り)

2/abeu ireged toqusansirdeg-it6k也gere也abuγsanBgeidG

汲んでくるのに (ラクダの)鞍 数 を準備して 汲ま なかったので､

(sabaY -aの誤り)

3/manqatun sava†-amodu-barnlgenuda†-ajyangeiba, basaneg地租-dB
また奥様は (私を)細長い 木の棒で一 度 打ちました｡また 季節移動する際､

(aeiy-a-taiの誤り) (qaryuとalda†adに同じ)

4/aeiY-a-tai qoyar temege qarYaealdayad erglneg一也nk61qu†uluYsan

荷物を載せた二頭のラクダがけんかし合って食器棚の 足を折った
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(-)viはpoppe1954,p.93参照)

5/-dd aeiy-a mayuk6dBIJyikemen basakd qatun tasiYur-1yarnlgen

ことで荷物が (具合)悪 く 動いたといってまたもや奥様は (私を)轍 で -

6/uda†-aJyangeiba, eg也n-dbrminubiy-e gemoluYsan沖il 也geibolbaeu
度 打ちました｡それで 私 自身は罪を得た ことがない のに､

7/yeke ebedbe, basakedBnJvil ombuqubi eeigeeke-tei-ben
大いに苦しんだのです｡また 何 年も私オンポフは父 母 に

8/ueiraysan卑gei-dBr eeigeeke-dBrJol†asu†ai kemen qatun-a己a
会って いないので､父 母 に 挨拶しようと思って奥様 から

9/Turbanuda†-aeilBge†uyubasu yerd ilegegsen 申gei
度 お暇を請いましても､決して行かせてくれませんでした｡

10/e辞n-dBrmankd qatunllqOurlaqu sana†-aeg鮎keJy缶ene Jun-u
そこで またもや奥様 に危害を加える考えを起こし､今年の夏 の

ll/terig也n各ar-a-dualiedBr-imartaba JvaSaY degt拍dalai qutu†tu
最初の月 に､どの日か 忘れましたが､旗長が弟の ダライホトクト

(eibaγaneaの誤りとみなす)
12/-yin-duoeiysan-u s6mi m6n島em-1yer 己ibaγangとadulmuyin
の所へ 行った日の夜､また こっそりと老婆 ドルマ-の

13/kituy-aqulayuJyuqatun-iorun deger-eumtaysan-duorun-u
小刀を盗んで､奥様が寝床の上に 寝た時に 寝床の

14/qoyltuqan-a-yineig-iyerqoyaruda†-abtilegsen mar†ata
後ろの垣壁 の 方向に二 度 突き刺しました｡その翌朝

(deren一也の誤り)

15/占em-1yerqebes也 eig aldaJvuderin-也baraYuneteged-tB
こっそり見ますと､方向を誤って枕 の右 側 に (刺 した跡が)

16/bui, tamaYan-uqoyitueteged-iyerqoyarbBle沖kdi,
あります｡ (刺した穴の)印 の 後ろ 側 を 二つ 突き刺したのでした｡
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mom
また

17/dami eeigeeke-dBroeiJyu JyolYasuγaikemenqatun-aeanigen
すぐに父 母の所に行って会おう と 奥様から-

138a

1/udaγ-adakinγuyubasu, basailegegsen ugei-dB ene Jun-u
度 再び 請いますと､また行かせてくれませんでしたので､今年の夏の

2/dumdadusaradu ed政一imedek也也gel, 了asa† noyan qantan-du
中の 月 (5月)に､日は 知り ませんが､旗長である領主様がハン様 に

(ge沖 こ同じ)

3/ueiraqugeJyi oeiYsan s6nimanqatun orun deger-eumta†san-du
会う といって出かけた日の夜､また奥様が寝床の上に 寝た ので

4/mans6nieibaYaneadulma-yln kituγ-aqula†ulyu,qatun-ukebtegsen
また夜に老婆 ドルマ-の小刀を盗んで､奥様が横たわった

5/fig-tBnlgenuda†-ab山e沖 eig aldaJyikituγ-aboYunib6ged,
方 に 一 度 突き刺しましたが､方向を誤り小刀が 短く て

6/kdrdgsen也gel, Orun degerekebtege qatun-uk61-屯nBig-iyer
届き ませんでした｡寝床の上に 横たわっている奥様 の足の 方に

(bdlebeiの誤り)

7/bBlibei, urida aliedBr-imedek也也gel, JvaSaγ-unadaYueieibaY
突き刺したのです｡以前､どの日か 知り ませんが､旗長の 馬飼い チャバクが

8/nadur jvakiYsananu, eiba†bi bari†sanuur†-a-ban morl
私に (以下のように)命令しました｡ (私チャバクは握った 自分の馬捕り樽を く馬を

bariqu
捕らえよう)

9/kemegedquyulba, ombuquei JaSaY-un γadan-abuiuuryan-aea
と思って折ってしまった｡オンボフおまえは旗長 の (天幕の)外に ある馬捕り棒を
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10/qulaγuJyuaea kemen Jvaki†san-dur,bi tuqai-dureilBgeoIJyu
盗んで こい)といって命令した時､私はその時に隙を 見つけて

ll/uury-a qulaγuJvuJyabduYsan ugeiyabu†ad, eneJun-uSegdlsarayln
馬捕り棒を盗む 機会がありませんでした｡今年夏 の末の月 (6月)の

12/qorindoluYan-us6niada†ueieiba†-un uridanadurJyakiγsan
二十 七日 の 夜､馬飼い チャバクが以前 私に 命令した

13/uur†-a qulayujyuabeu ogg也y-ekemen JaSaY-unger也n Jug
馬捕り樺を盗み 取ってやろう と思って､旗長 の 天幕の方へ

14/yabu†sa†armana†aeinayur-nar-tu qyegdeJy也seremJyileg也1-也n
行くうちに警備人 アヨールたちに見つかり警戒されて

15/bariγdaba, bi eneueir-itama†-a-ylnγaJvar-abayieaYaqu-du,
捕らえられました｡私はこの事情を印務 所 で調べる 時､

16/Jyasa†,qatun-udergede tula,ayuJyu屯nen-1yenmedegul也gsen
旗長や奥様のそばでしたので､怖くて真実を 申し上げ

138b

1/Bgel, edBge屯nenueir-inlγun Bl也とidaqutula, qatun
ませんでした｡今や 実 情を隠すことはできませんので､奥様が

2/namayieeigeeke-dBrneyileg山k也也gel, dakin dabtan Jvangeiqu, eeige
私を 父 母と 同居させ ないことや､繰り返し繰り返し打つこと､父

3/eke-dBrJvul†ayulquugei-dBr 6sel沖 とuqumqatun-i
母 に 会わせ ないこと (等)で恨み､実際に奥様に

4/qourlay-a kemegsen unen, eg也nee6ber-euge 祖gei, nadur
危害を加えようと思ったことは本当です｡これ以外に いうことはありません｡私には

5/yerd n6kdrleJyByabuYsan sana†-auduriduYsan gek屯 ktim也noγtu
決して共同で 実行したり考えを教唆したりしたという人物は全く

6/也gel kemenk6dulb缶ri ugei6eim軌 bayieaγabasu ene
ありません』と 揺れ動くことなく供述している｡ 調べてみると､これ
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ヽ′ ■

kemegcl
はと い うと

7/qolbu†daγsananumasikhdBkereg ked払-berke&enombuqu
関わったの が 大変重い 事件で､いくら 娘 オンボフが

8/nigente6berh beyen-dむ kBliyen6eigsen bolbaeu te辞n-i
既に 自分 自身 に (罪を)認めて供述したとはいえ､それを

9/nigeneteged6eig-iyersiYud barimtala了ihen bolγan

一 方の 供述に そのまま基づいて 真実となして

(tusqayilanの誤り)

10/sidkekdi-dBrk缶rkBkereg busu,egunlman-uγaJvar-BeatuSaqayilan

処置するに至る事件ではない｡これを我々の所 から別に

ll/姐m血YaryaJvu uY ueir-i(少し間隔あり)naribeilanbayiEayalYJyukereg-i
人を 派出して本来の事情を 綿密に 調査させて事件を

12/todurqayuan maγadlaJyuireg也IBged,ueirbdkh-inigen
明らかにして確認して 来させ､ 事情全てを一つ

′ヽ ′ヽ ′ヽ
13/bol†ansidkebes也JvOkiqu-yintulada, man-u†aJar-aCaJanggl
にして処置するべき なので､我々の所 から章京

14/Sambi1-i YaryaJu nlgentegegむ 5asaYur5inJvab-un taLma†-a-yln

サンビルを派出して､一 方では 旗長 オルジンジャブの印

15/kereg-isidkegeitusalaγとi dasidundub-turtuslyanyabuγuluγad

務 を処置する協理 (台書)ダシドンドプに命じて実行させ､

16/keBkenombuqu-ylneClgeVangdui, qulayai-durqolbuYda†san
● ′ヽ■

娘 オンボフの父 ワンドイが窃盗 に 関わった

17/anu, alion,yambar sat-a,kereg-ituqai-durkenyayakin
のが､どの年のいかなる月で､事件をその時 誰がどうやって (裁いたのか､そし

て)､
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139a

1/kerbeJvaSaY-unqatun-umedegBlk也 ke也kenombuqu-yln

もしも旗長 夫人の 報告することが､娘 オンボフの

2/6eigsen-dGr e6m
供述したことに全て

soli†daqu ugelneyileleebes也
入れ替わることなく一致するならば､

3/ene ireg也Ik也 arad-undotur-a-aeadalama, gGrBJyab, eimed
この (盟の役所へ)来させる民 の 内の ダー-ラマ､グルジャブ､チメドの

4/TurbankBm屯n-iiregBlk也-yl keregsekd也geibol†a†ad busud-i
人 は来させることを考え ないこととし､他 は

5/己6mireg山t也geikemen, eg也n-nula tusiyalilegebe,kemen
皆 来させよ､といって､こ のために命令を送った｣といって (盟長が旗の役所に)

6/tuslya†San-i daγaJyubayiEa†abasu, kekenombuqu-ylneeige
命令したのに従って調べてみますと､娘 オンボフの 父

7/vangdui, qaraein qorinnigedBger6rtegen一也eaγda†an-dur,
ワンドイは､ハラチン第二十 一 駅砧 の 警備 で

8/teg也n一也nlgenger-tarsaγu†san t6rdgsenaq-a lama navang,
彼 の同じ 天幕に住んでいた実の 兄であるラマ-ナワ-ンと

9/manvangdui-nar sanay-aneyile沖 tngn-yintedkugsen一也d6ein
そのワンドイらが示 し 合わせて､乾 隆 四十

10/yis屯d也geron-duqaraein qabiry-a-tan 6rtegen一缶ulaeiadiy-a-yln
九 年に ハラチン-ハビルガタン駅砧 の 御者アデイヤの

(qosi†un-uの誤 りとみなす)

11/mile moriqulaγuJyuunu†ad,basaman-uqoslγun-u-itayiJvi
一頭の馬を盗んで 乗り､ また我々の旗 の台書

12/engkeJyiryal-un †urbanadayuqula†u†Sanueir-tuvangdui-nar-un
エンフジヤルガルの三頭の馬を 盗んだ ことでワンドイらの
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13/kereg-1neyilensidkegOlt也geikemen qaraein 6rtegeqaryalJan

事件を併せて処置させようといって､ハラテン駅蕗を監視して

14/Eaγday-a&riγ-iJvakiruYsanbeyiledemとuYJyab-aea bieig

警備の 兵 を管理する月勤 デムチクジャブから文書を

(iregsenを誤って二度書いている)

15/kurgeJyBiregseniregsen-1yer,man-uqOSlγun-aEasumun-uJanggl
届けて 来たことによって､我々の旗 から佐 領

16/vangeuY, eleisung-ner-1YarYaJyu tu島6rtegen一也γajyar-ailegeJyd
ワンチュク､使者スン らを派遣してその駅蕗 の所 - 送り､

17/neyilensidkeg也IJy故 di enekereg-也nueir-iedBgeJyangglVangCu†
併せて処置させました｡この件 の 事情を今､ 佐領 ワンチュク､

139b

l/eleis也ng-ner-eeeasayubasu kelek也anu bide tuslya†San-i
使者スン らに 尋ねますと､彼らの話は (以下の通りでした) ｢我々は命令 に

2/da†ajyutuS6rtegen-uγaJar-aOeiJyu qaraein-u khdBeevengJvab
従ってその駅砧 の 所 へ行き､ハラチン (駅祐)の廉騎校ツェウェ-ンジャブや

3/beyiledemeuYJyab-un †aJvar-aeaYaryaysan Jyalanayusi-tai
月勤 デムチュクジャブの所 から派遣した参領 アヨーシと

4/neyileJyBvangdui, navang-nar-isigもjyB,ulaeiadiy-a engkejyia†al-un
合同で ワンドイ､ナワ-ンらを裁いて､御者アデイヤとエンフジヤルガルとの

5/adaYuqulaγuYsan也nenueir-itodurqayilaYad,vangdui egun-i
馬を 盗んだ 真 相 を明らかにし､ ワンドイとその

6/aq-anavang qoyarllqamtudaqula†al-yinyal-atorYuJyu,
兄 ナワ-ンの二人 に共に 窃盗 の 罰を科して

7/vangdui navang-nar-unbui b心血nmal-i nlgeyis也nyal-a-dur
ワンドイとナワ-ンらの所有する全ての家畜を一 ･九 罰 に
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(ol†ayulu†adの誤り)

8/ta†araγul-unboduJyu 6rtegen一也ulaeiadiy-a-dur ol†γuluYad
適合させて換算して駅端 の御者アデイヤに与えさせ､

9/6berdldegsenmal 也geitula,uridaqalq-a-yind6rben
他の残った 家畜がないので､以前 ハルハの 四人の

10/tusalaYeiJyangJvun-nar-untOYta†aYSanqauli-bar vangdui-yinnlge
副 将軍 らの 定めた 法律によってワンドイの 一人の

I1/kdbeg也n,nlge ke故enger-tei-yiyurbanylSun一也yal-a-dur
息子と 一人の娘と 天幕とを三 ･ 九 罰 に

12/bodulyu eleis也ng-yiJyaruJyutayiJyiengkeJvirYal-du bariJyu
換算し､使者スンを呼んで台舌 エンフジヤルガルにさし

13/6ggugsen kememBi, kedkenombuqu-yiJasa†-turya†akin
あげました｣といいます｡娘 オンボフを旗長 に どうして

14/6gg也gsenkememBi68ueir-i tayiさiengkeJyir†al-aea asaYubasu kelekB
渡したのかという事情を台書 エンフジャルガルから尋ねますと､彼の話は (以下の

通りでした)

●●●
15/anu d6einyisBd屯geron-uqabur-untengun怠ar-a-dur mlnu

｢(乾隆)四十 九 年の春 の 最初の月 (一月)に私の

(bileの誤りとみなす)

16/yurbanadayu-ylqulayai-durabtaysan bele teyinatala
三頭の馬 が 泥棒 に 取られたのです｡その うちに､

17/qaraein qorinnigedBger6rtegen一也とa†daY-a-dursaYuYsan
ハラテン第二十 一 駅端 の警備 に 駐在する69

68このkenemBiには書き損じを示す×印が付されているので､不要とみなす｡

69ここで何故か文章が若干脱落している｡ダシドンドプの引用するエンフジヤルガルの発言は既に終

わり､盟長の発言が始まっている｡
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140a

1/Sidkegsen,ombuqu-yikerken Jasartu6ggugsenJyerge-yln unen
処置した｡オンポフをどうやって旗長 に渡したかなどのことの真

(bayieaγaqu-aEaの誤りとみなす)

2/qudal-ibayieaYaaqu-aeaYadan-a,ke屯ken一也eeigevangdui, abural-
偽 を調べる ほか､ 娘 の父 ワンドイが (ボグドゲゲ-ンの)救済に

iyar ba,
よって､また

3/amin-utuske&en-i qoyarudaγ-aJyasaY-aeaγuyutal-avangdui70,

自分のこの娘 を (返してくれるように)二 度 旗長から請うたのに､

4/qatunese6ggGlbe, basad6rbenudaY-aeeige,eke-dBr
夫人が渡させなかったこと｡ また 四 度 父 母 に

5/JvolYai-a getel-e qatuneseilegebe, d6rbenuda†-a-duJyayieaba,
会いたいと言ったのに夫人が行かせなかったこと｡ 四 度 仲が悪くなったこ

と｡

6/teretere6S-1yerqatun-iqourlai-a kemensanaJyuurJvinan ene
それらの恨みで夫人に危害を加えようと 思い､一昨年と今

(degebBriの誤りとみなす)

7/JyilkedBke血nuda†-adegebBrとabuγ doγuγurtoluYa1

年 何 度か 上の 継ぎ当て (布)の下にある頭や

8/k61一也nteg也bertedGi bBlebe, m6nbBlek也 tuqai-dursang
足の その あたりを突き刺したこと｡ その 突き刺す時 に 香を

9/talbiJvunayiralan soYta†ad,JvasaY orun-uem屯negBrumta†san
たいて宴会を開いて酔い､ 旗長は寝床の前で 寝たこと｡

10/gerge10run degereumta†san,basaeuJyasa†-unbey-edeg也屯qutu†tu
夫人は寝床の上で 寝たこと｡ また 旗長 自身は弟の ホトクトと

70このvang血 には書き損じを示す×印が二つ付されているので､不要とみなす｡
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ll/tBsiyetB qantan-aueiraqu-baroei†san kemek由 Jerge と6m 也nen
トウシェ-ト-ハン殿 に会い に 行ったこと｡というようなことなどの全ての真

12/qudal-iman-uJaruγSank也m也n-uqamtutusala†ei Einubey-e,JaSaγ-un
偽 を我々が派遣した人 と共に 協理 (台書)であるお前 自身が旗長 の

● ′ヽ
13/gerge1-eCenaribeilanbayiea†aγad,kerbe eneueir,C6m也nen

夫人から詳細に 調べ､ もしもこの事情が骨 真実で

14/bolbasu teg也n-1yambar ueir-tueeigeeke-dBese6ggBIBgsen
あるならば､彼女をいかなる理由で父 母 に渡させなかったのか､

15/yambar ueir-tujyangeiγsan, yayun-dubasakueeigeeke-dBr
いかなる理由で打ったのか､どうしてまた 父 母 に

16/eseJyOl†a†uluγsan b地租n-i nlgenlgen-1yertObtodurqaibatulaqu
会わせなかったのか､という全てのことを一つ一つ 明らかに 確証する

17/bieig YaryaJyu man-u†aru†SankBmもn-dBr6gとti medegdlb-e
文書を提出して我々の派遣した人 に 渡して報告しに

140b

1/iregQlkB-eec†adan-a,kitu†an-ueJen eibaYaneadulma-aea
来させるほか､ 小刀 の持ち主である老婆 ドラムから､

2/te帥n-dBr kituY-abui 屯gel, kerbebuiabasu,yambar saban-dur
彼女のもとに小刀が有るか無いか､もしも有るならば何らかの容器 に

3/Sulabayida†, esebes也tere 6ber-iyenJvegqjyi yabuda†, teg也n-i
放 置してあるのか､それとも彼女 (ドラム)が自ら 身につけているのか､彼女

(オンボフ)が

(eibayangeaに同じとみなす)

4/kitu†-a-barJyaSa†-unger-ibdleJy也 yabuqu-yiとibγangca
小刀 で 旗長 の 天幕を突き刺しているの を老婆は

5/aJyi†la5i medegsen ba,缶gel-yl eiba†angeadulma-aea m6nku
気付いて知っていたのか どうかを老婆 ドラムからまた
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6/naribeuanbayieayalYaJvu,Sibayangea-durseJyiglekBJyBil也gel
詳細に 調べさせ､ 老婆 に 疑わしい点がない

7/bolbasu oclg-yiabuYad,teg也n-ibey-e-yllregd胤 -yi keregsek也
●●Y●

ならば､供述を取り､彼女 自身を 来させるのは必要

(bBlegsenの誤りとみなす)

8/BgeibolYa†ad,kituγ-a-yllreg山並y-e, Jyiei bdlilegsen kitu†-a-
なしとし､ 小刀 を持って来させよう｡さらに突き刺した小刀

(bBriges血-ddrに同じとみなす)

9/lu†-ab屯riyes也n-dBrγaruγsansorbi taYaraqu也はta†araqu-yl,
と､ 覆い に ついた 傷跡が合うか 合わないかを

10/manman-u kdm屯n-也qamtukinaJyuBJyegBl屯ged,66m batulaqu
また我々の (派遣した)人 と共に 調べて見させ､ 全て､確証する

(medelEeg叫缶の誤りとみなす)

ll/bieigtdr,medeg屯leeg叫沖iregBIs也gel, kerkebee也 osulomtaYai
文書で 共に報告して来させよう｡どうあっても､いいかげんに

12/bayieaYaquba,nlge 也ge-ylnige-dBrdutaYdaγulunbitegBlig
調べたり､ 一つの言葉を一度でも不足させて 隠し立てをして

13/medeg叫沖irek也 bolbasukerkebe kemenBl也bolqu-yl tusiyan
報告して来たりすることは､ どうしても 許されないということを命じて

yabuγduy-a
行わせよう｡

14/Jyiei a†san vangdui-ylnqulaYal-yinkereg-yisidkegsentBsimel
さらに､以前のワンドイの窃盗 の 事件を処置した役人と

15/elei kereg一也ndotur-aa†eitayiJyibandi, da lama dondub,
使者､事件の 渦中にいた台書 バンデイ.､ダーラマのドンドブ､

16/g也rBJyab, eimed, tayiJyiengkeJyiryal, ke也ken一也eeigevangdui-nar-un
グルジャブ､チメド､台書 エンフジヤルガル､娘 の父 ワンドイらの
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17/beyes-iman-uJvaruYSanele i-yinqamtuk6gen iregBltdgel

身柄を我々が派遣した使者と共に 追って (盟の役所-)来させるように｡

141a

I/kerbejvaLSa†-unqatun-umedegBlk也 ke也kenombuqu-yln6eigsen-dBr com
もしも旗長の 奥様の 報告することが娘 オンボフの供述したことに全て

2/nigen也gesoliYdaqu也gelneyileleebes也, eneiregBlkdarad-undotur-a-
一 言も相違せ ずに一致したならば､この来させる民 の 中

3/aea da lama,g屯rBJvab, eimed,Turbankh屯n-iiregBlkB-yi keregsek也也gel
からダーラマ､グルジャブ､チメドの三 人 を来させることは必要 なし

4/bol†ayad,busud-i e6mireg山t也geikemen, egun一也tula tusiyanilegebe,
とし､ 他の者を曹 来させようといってこ の ために命じて 送った｣

5/kemen tuslyaYSan-ida†aJvubayiea†abasu, ke也kenombuqu-ylneEigevangdui,
と (盟長が)命じたのに従って調べてみますと､娘 オンボフの父 ワンドイが

(sa†uqui-durに同じ)

6/qaraein qorinnigeddger6rtegen一也eayda†an-dursuqui-dur, teg也n一也
ハラテン第二十一 駅端 の 警備 に 駐在していた際､彼 の

7/migenger-torsa†uYsan t6rBgsenaq-alamanavang, m6nvangdui-nar sanaY-aneyilejy缶,

同じ天幕に住んでいた実の 兄 ラマナワ-ンとそのワンドイらが示し 合わせて

8/tngn-yintedk也gsen-也d86inyis也血geron-du,qaraEin qabiry-adam
乾 隆 四十 九 年に ハラチンハビルガダム

9/6rtegen一也ulaeiadiy-a-ylnnlge mOriqulaγuJyuunuYad,basaman-u
駅姑 の御者アデイヤの一頭の馬を盗んで 乗り､ また 我々の

I0/qosiyun-utayijyiengkeJyiryal-un γurbanada†uqula†uγsanueir-tu

旗 の台書 エンフジヤルガルの三頭の 馬を 盗んだ ことで

11/vangdui-nar-unkereg-1neyilensidkegutdgei kemen, qaraein 6rtegeqaryalJvan
ワンドイらの 件 を合同で処置させるように､といって､ハラチン駅砧を監視して
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(eerig-iに同じ)

12/EaYdaY-aeereg-iJyakiru†sanbeyiledemeuYJyab-aea bieig kBrgeJyB

警備の 兵 を管理する月勤 デムチョクジャブから文書を届けて

13/iregsen-1yer, man-uqOSIYun-aeasumun-uJyangglVangeu†, elei
来たことにより､我々の旗 から佐領 ワンチョク､使者

14/S也ng-nar-1†arYaJyu tuS6rtegen-也YaJyarilegeJvdneyilensidkegdlJyiikBi
スン らを派遣してその駅童占の 所- 送って合同で処置させたのです｡

15/enekereg-unueir-i edBgeJyangglVangeuγ, elEisung-ner-eEe
この件 の 事情を今 佐領 ワンチョク､使者スンら から

16/asayubasu kelek屯anu, bide tusiya†san-ida†aJvu tus

尋ねますと､彼らの話は (以下の通りでした) ｢我々は命令 に従ってその

6rtegen一也

駅立占の

17/†aJvar-aOeijvu qaraein-u k也nddeivengJvab, beyiledemeu†jyab-un

所 へ 行き､ハラチン (駅祐)の廉騎校ツエウェ-ンジャブや､月勤 デムチョク
ジャブの

141b

1/†aJyaraeaYaryaysanJyalanayusl-tai neyile沖vangdui, navang-nar-i
所 から派遣した 参領アヨーシと合同で ワンドイ､ナワ-ンらを

2/sigqy也,ulaeiadiy-a, tayiJyiengkeJyirγal-un adaγuqulaγuYsan也nen

裁いて､御者アデイヤと台書 エンフジヤルガルの馬を 盗んだ 真

(todurqayilaγadの誤り)

3/ueir-itoduqayilaYad,vangdui, eg缶n一也aq-anavang qoyar-iqamtuda
相 を明らかにし､ワンドイとそ の兄 ナワ-ンの二人に共に

4/qula†al-yinyal-atorYuJvu,Vangdui, navang-nar-unbui bdk也nmal-i

窃盗 の 罰を科して ワンドイ､ナワ-ンらの所有する全ての家畜を
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(tayarayul-unの誤り)
●●●

5/nigeylSunyal -a-durtaγari†ul-unbodujyu,6rtegen一缶ulaei
一 ･九 罰 へと適合させて換算し､駅砧 の 御者

6/adiy-a-dur ol†aγuluYad,6ber也ldegsenmal 也geitula, urida

アデイヤに与えさせ､ 他に残った 家畜がないので､以前

7/qalq-a-yind6rbentusalaγeiJyangJyun-naruntoγtayaγsanqauli-bar
ハルハの 四人の副 将軍 らの 定めた 法 によって

8/vangdui-ylnnlge k也beg缶n,nlge kekenger-tei-yl,TurbanylSun一也yal-a-durboduJyu
ワンドイの一人の息子と 一人の娘と 天幕とを､三 ･ 九 罰 へと換算し､

9/eleis也ng-カJyarujvu,tayi了iengkeJyiryal-du bariJvu6gg也gsen kememui,
使者スンを 使って台書 エンフジヤルガルに差し 上げました｣といいます｡

10/ke也kenombuqu-yiJyasarturyaγakin oggBgsen ueir-i tayiJyi
娘 オンボフを旗長 に どうやって渡したのかという事情を台書

(yis止血gerの誤り)

1I/engkeJyirγal-a己a asa†ubasu, kelek也anu, d6ein

エンフジヤルガルから尋ねますと､彼の話は (以下の通りでした) ｢(乾隆)四十

is也dGgeron-u
九 年の

12/qabur-unterig也nsar-a-dur, minuTurbanadaγu-yiqulayai-dur

春 の 最初の 月 (1月)に私の 三頭の馬 を 盗人 に

13/abtaγsan bile, teylnatal-a, qaraein qorinnigeddger6rtegen一也
取られたのですOその うちに､ハラチン第二十一 駅端 の

14/Ea†daγ-a-dursaγuγsan man-uqosl†un-ujyanggiubasi-yin
警備 に 駐在していた我々の旗 の 佐領 オブシの

15/sumun-uvangdui, teg也n-uaq-alamanavang-nar qulayunabaeiYsan-i
ソム のワンドイとそ の兄 ラマ ナワ-ンらが盗み 取ったのを
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16/man6rtege,eayda†-aqula†aylCIVangdui-nar-ibariYad, 己aydaY-a
●ヽ′■

その駅立占の警備員が盗人 ワンドイらを捕らえて､警備

17/eereg-yijyakiruYsanbeyiledemeuγ-aEa qariyatuqosIYun-dubieig

兵 を 管理する月勤 デムチョク (ジャブ)から所属の旗 に 文書が

142a

1/iregsen-1yer, engkejvirγalbi tus6rtegen-uYaJara∝1γSan-du
来たことから､私エンフジヤルガルがその駅端 の所 -行きましたところ､

2/beyiledemeu†-un 5alanayusi, qara己in 6rtegen-也khdBeiveng5ab,
月勤 デムチョクの参領 アヨーシとハラチン駅立占 の廉騎校ツェウェ-ンジャブと

3/man-unlgenqOSlYun-uJangglVangCuY-nar, kereg-isidke沖vangdui-yln
我々の同じ 旗 の佐領 ワンチョクらが､事件を裁いてワンドイの

4/bui bBkBimal-iqaraein adiy-a-dur nlgenylSunya1-aboduJyu

所有する全ての家畜をハラチン (駅祐)のアデイヤ-と一 ･九 罰に換算して

5/6gg也ged, 山egsenmal 也gel O†tu qOγuSun-dur, vangdui-ylnnlge
与え､ (犯人には)残った家畜がなくて全くの無一文なので､ワンドイの一人の

6/k也be紳n,nlge ke也ken,ger-ianu,TurbanylSun mal boduJvu,

息子と 一人の娘と 天幕を 三 ･ 九 (罰)の家畜に換算して

7/eieisung,engkeJyiryalnadur olγaJyuogg也ged, egun-eeeqanyatu
使者スンが私エンフジャルガルに与えてくれました｡それから所属の

8/了asaγ-untama†an-du, dege5i γurbanboda,
旗長 の 印 (務所)へ､高級 (家畜)≡

JICI Janggl

ポド (を渡せといわれ)､さらに佐領

′ヽ
VangCuγ,
ワンチョクと

(γaryaγuに同じ)

9/eleis也ng-nerYarYuu idesi abqu kemekdi-dBr engkejyiryalminu

使者スンらが取り立て晶の食物を受け取るというのに､私エンフジヤルガル
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10/6berhmal mayu g也ieegen 己idaqu也geitula,ke也kenombuqu-yi

自身の家畜は悪くて (それらを)そろえることができ ないので､娘 オンボフを

I1/tana†-a-yindegeJyi Turbanboda-yint61dgen-eJaSa†tan-a
印務所-の高級 (家畜)三 ボドの 代わりに旗長 殿に

12/bari†san ger-iJyangglVangCu†, eleis也ng-narunγarYuu
差し上げました｡天幕を佐領 ワンチョクと使者スンらの 取り立て品の

13/idesin-dBr ogg也ged,kBbeghanunadur bayita1-a, qoyln-a Vangdui
食物 (の代わり)に与え､ 息子 は 私の元に居りました｡その後､ワンドイが

14/degereki-yin gegen-e aburalengsen-dur amineyilegul gebe
崇高なる (ボグド)ゲグーンに救済を求めたところ､ 『命を一緒にせよ』とおっ

gejyi
Lゃったといい､

15/nadur6gkdkemen nigen maγuk6gsintemege abeu iregsen-dBr
私に 渡すといって一頭の悪い老いたラクダを連れてきましたので､

16/engkeJvir†albi temege-yiabuγad, k也beg也n-ivangdui-dur6gg屯gsen
私エンフジャルガルはラクダを 受け取って息子 をワンドイに渡しました｣

17/kememGi, JaSa†-ungergei-eecasa†ubasu, kelek屯anu,
といいます｡旗長 の 夫人 から尋ねますと､その話は (以下の通りでした｡)

vangdui
｢ワンドイ

142b

1/kemegeik也m血,tayijyiengke了iryal-un adaγuqula†u†san-dur yal -a-dur
という 者が 台書エンフジヤルガルの馬を 盗んだ ので､ (その)罪 に

2/6ggBgsenkeken-i,tama†-a-yindegeJvi-dBrbarimui kemen engkeJviryal
渡した 娘 を 印番所の 高級品に捧げますといってエンフジヤルガルが

3/kurge沖ireged,5asa†noyan-amedeg也1沖6gg申gsen, bi ekener
届けて 来て､旗長 領主様に報告して渡したのです｡私は妻
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4/k故地ntula, busuuとir-imedekd也gel, ke故enombuqu-yl
ですから､他のことは知り ません｡娘 オンボフを､

5/bay-anasutaibBse也geikdm也nqarinnadurtusatai kemen
幼い 年齢の 女性 だけど私には役に立つといって

6/qayiralanteJviyeJy屯beyeben da†aγul-ungerBndotur-aJyaruJyu
慈しんで育て 我が身に従わせて 家 の 中 で召し使って

7/yabu†san,ombuqu-yineeigevangdui, aburalengsen-dBami
居ました｡オンボフの 父 ワンドイは､ (ゲゲ-ンに)救済を求めた際 『命を

8/neyileg山 gebe geJvi, iregsen ba, temege Jvoliγ ogcu
一緒にさせよ』とおっしゃったといってやってきました｡また､ラクダを代償に与えて

Yuyur-airegsen,
(娘を)請い に来ました｡

9/qoyarudaY-aJaSaYtan-i ogg也y-e kemekBi-ddrbi 6ggdl也gsen
′ヽ

二 度 旗長殿が 『渡そう』というのに 私が渡させ

10/也gel gegei qudal, bi 6gk払-yiqoriqu bayitu†al,
なかった､というのは嘘です｡私は､渡すのを禁じることは勿論 (知りませんし)､

yer缶 Vangdui
全く､ワンドイが

1I/ireJyBke故en-iYuyujyuyabuqu-ylSOnuSuγSanとuJvuyilton
来て娘 を請うているのを聞いたことすら 一切

12/dgel, urJvinanJyil一也nJvungerh toYan-u???degedBJyiq-a-bar
ありません｡一昨 年の 夏､天幕の の 上の 端 を

(bdegsenの誤り)

13/eabaT nebteTurbanudaγ-abGligsen tuqai-dur, ge也 bari†ad,
チャバクが貫いて三 度 刺したことについては､雌馬を捕らえて (搾乳し)

14/sangtalbiJyu,JvaSaY nOyanbide e6marikiaYuJyusoYtuYad
香をたき､旗長である領主と私とは共に酒を飲んで酔っぱらい､
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15/noyanorun-uem也n-enoylrSu†Sanba, minubey-eorun deger-e
領主は寝台の前 で お眠りになりました｡私 自身は寝台の上で

16/omtaYsan,man-u debisger一也nqoylγurqalq-amOdubuigegcl unen,
′ヽ●

寝ました｡私たちの敷き布団の後ろに障壁の板が あるというのは本当です｡

17/eneJyil一也nqaburombuqu-yitemege-ber usuabqa†ulur-a
今 年の春､ オンポフをラクダを使って水を汲ませに

143a

1/Jyaru†San-du nengudaγsan-dur,bi sabaγ-amodu-barombuqu-yln
遣りました時､大変 遅かったので私が細い木の棒で オンボフの

2/niru†un-duryurban-taJyangeigsen也nen, eiba†-un sa†aysan
背中 を 三 度 打ったのは本当です｡チャバクの搾乳した

3/uniy-eabubakemegei eibaγ-dur nidununJvilsaγaγsanunly-e
雌牛を取ったといいますのは､チャバクの所で去 年搾乳した雌牛が

4/keb-iyereibaγ-dur bayi†ad,ene qaburtereunly-e-yl
そのままチャバクの所に居て､ 今年の春 その雌牛 に

5/ t6rdgsen-dBr, abqa†ulur-a ke也kenombuqu-yiilegegsen-ddr,
(子牛が)生まれたので､受け取らせに娘 オンボフを遣りましたところ､

6/eibaγun emebayar oggugsenugel kemenkeleJyGiregsen-dBr
チャバクの妻 バヤルが渡さ なかったと いって戻ってきたので､

7/dakinaimed-iJyarqyu也niy-e-yiabqaγulu†san unen,
再びチメドを遣って雌牛を 受け取らせましたのが本当です｡

8/yerBeibarun emebayar, ke故enombuqu-yieimayl

全くチャバクの妻 バヤルが 『娘 オンボフがあんたのことを

9/qarala†sanqatunkemen qariyaba ge沖nadurkelegsen-1yer ke也ken
色黒の 奥様 といってののしった』と 私に話したことから (私が)娘

10/ombuqu-yi了angeigsengegei qudal, emebayar eu ombuqu

オンボフを打った というのは､嘘です｡妻 バヤルも 『オンポフが
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ll/eimayl qanyamui kemenkelegsen†aJar ugel, basa temegen-dBr

あんたをののしっている』と . 話した ことはありません｡また､ラクダに

(t6kBgere也の誤り)

12/toqu†sansirdeYt6kegerと也eseabu†san-dur Jyangeiba
かけた 敷物を準備して取らなかったから (私がオンボフを)打った

13/kemegei sirdeg一也nt61Bgen-ebusu, JaSaγtan-iuuqu
というのは､敷物 の ためではなくて､ 『旗長 様が飲む

14/己ai qala†ul kemen ombuqu-yibi beyeberke血nudaY-a

お茶を温めなさい』といってオンボフを私が自ら 何 度

143b

1/dayudabaeuyerBiregsen也gei-dBr saba†-amodu-barman
呼んでも 全く来 なかったので､細い木の棒 で また

(Turban-taの後にJyangeiYsanniが抜け落ちたものとみなす)

2/Turban-ta unen, basaneg也kBi-dBr ergeneg一也nk6lebderegsen-dB
三度 (打ったのが)真相です｡また移動する際に戸棚 の 足が壊れたことから

(k6delJvei<k6delJy地租iの誤りとみなす)
3/aeiy-amaγuk6deljvikemen tasi†urdabakemegei oγtuqudal,
荷物が悪く動いたといって鞭打った､というのは全く嘘です｡

4/erglneg一也nk61ebderegsenanu,ombuqu-dur tonqamly-a ugel,
戸棚 の 足が壊れたの は オンポフには全く関係ありません｡

(k61-iの後の一語は紙の折れのため判読不能.anuか?)

5/sayl aeiy-aaeiJyu bayiqui-dur k61-i?? bo†ueiγSantemege

ちょうど荷物を積んでいる 時に､足を??縛った ラクダが

(tere-dBrの後の一語は紙の折れのため判読不能｡ombuquか?)

6/bosqu kemeged,unaJuerglneg一也nk6lebderegsenanu,tereedBr??
起きあがろうとして､落ちて戸棚 の 足が壊れたのです｡その日､

7/yerGtemegee也k6tBl屯gsen 也gei, basakedkenombuqu eeige
全くラクダを引いて行きもしませんでした｡また娘 オンボフが父
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8/eke-dBrJvOlγasu†aikemen nadaead6rbenuda†-aγuyuγsan-du
母 に 会おう といって私から四 回 請うたのに

9/ilegegsenugel kemegeiと6mqudal, ombuqu eeigeeke-dBr
行かせ なかったというのは皆 嘘です｡オンボフが父 母 に

10/JyolYasu†aikemen yuyuYsanJyBil yeruugel, basaJyun-u
会おう といって請うた ことは全くありません｡また夏 の

ll/terig吐n各ar-a-du, Jyasa† deg触dalai qutu†tu-yin-du
最初の月 (4月)に旗長が弟の ダライホトクトの所に

■●■
12/oeiYsan-u sonlqatun Orun deger-eumtaγsan-duqoyar
行った日の夜､奥様が寝台の上で 寝た 時に二

13/uday-abdlebe kemegeianu,teres6ni-yln也desi,
回 突き刺したというのは､その夜 の 夕方

14/Jyasa†noyandeg批dalai qutu†tu-yin-du oei†sangek屯 bolba己u,
旗長殿が 弟の ダライホトクトの所-行った といいますけれども､

15/tuqaiーdurdalai qutuYtu-yinhey-e k血iyen一曲saγu†-a, geranu man-ullu†-a
その時 ダライホトクト 自身は庫倫 に 住んでいました｡彼の天幕は我々 と

qamtunlgenuSun-du
共に 同じ川 に

1448

I/sayuYsantula, JvaSa† dami ireged ger-tBrqonu†san, basa5asaYnoyanllqan
ありますので､旗長はすぐに戻ってきて天幕で宿泊しました｡また旗長 殿が ハン

tan-du

殿 に

2/ueiraqu-baroei†san s6nik61一也nBig-iyerbBlebe kemegeianu,qan tan-aueiraqu-bar
会い に 行った日の夜､足 の 方を 突き刺したというのは､ハン殿 に会い に
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JaSa†
旗長

3/noyan,minuhey-e e6mocIJu qantan-aueira†ad,qamtubueaJyuireged,ger-tor-iyen
y●ヽ′

殿と 私 自身が両方行ってハン殿に会い､ 共に 戻って来て､自分たちの天幕で

qOnu†San
宿泊しました｡

4/ger-tBrsorbi †araqubBri e6mJyaSa†nOyan-ubey-e bui, kedkenombuqu-iqoyar
天幕に傷跡が現れるたびに全て旗長 殿 自身がいました｡娘 オンボフを二

(sabaYの誤りとみなす)

5/uda†-asabaγ-amodu-barJyangeiγSangebeei teg也n-iJyang eng-un uEir,
回 細い木の棒 で 打った といいますが､彼女の性格は日常的なことでも

(k6mqjyiJyBの誤りとみなす)

6/tomu†-aBgei-dむk6m也jyeJy也 sayln yabutu†ai kemeneEigeeke
不真面目なので教育して､ 『きちんとしなさい』と 父 母が

7/kdbeg也nakin-iyenJyangeiJvuSurYaqu adali ayuYuluqu-yintedByiken
息子や 娘 を 打って教えるのと同様に､怖がらせる 程度に

(kiqaquの誤りとみなす)

8/jyangei†san-aeabusu,yer也 JyOba†asuyaikemenkiqayusanaY-a-bar
打った 以 外､ 決して苦しめようとして憎む つもりで

9/bey-e-ylgemtBg弘 也nJvangeiγsanJydil 缶gelanuCuqum 血en yer也
体 を 傷つけて 打った ことがないのは確かに本当で､決して

10/6beregemueirtun也gel, ke故enombuqu uridaEa minuam1-yialaqu geJvi
他の罪 状は全くありません｡ 娘 オンボフは以前から私の命 を殺そうと

ll/yabu†sankh 也n,ed申geamabarnamaカeldeb-iyergBdken kelekdanu ya†unekdlekB
した 者です｡今､ 口で 私を 様々 に 中傷して話す のは､何を 始める

yaJyarbui
所が ありましょう
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12/aJyikemenkelem瓜, ke也kenombuqu-yin了asa†-unger bi山gsen kituγ-a-yl

や｣と 話しております｡娘 オンボフが旗長の 天幕を突き刺した小刀 を

eib†angea
老婆

13/dulma-dur也JyegBl一也nasa†ubasu kelek缶anu, ene mlnu
ドラムに 見せて 尋ねますと､その話は (以下の通りでした｡) ｢これは私が

kedByin-e&edlegsen kituY-a
以前 から使っていた小刀

14/man,yerd Jyeg屯deg 也gei, kereglekも也geiJ也 ger一也ndotura,keg一也njverge
です｡決して普段身につけません｡使わ ない時には天幕の中で 箱 などの

15/sab ba,debisker一缶nJyergeqaml†-aeubolbasulabayida†, ke故en
容器や 敷物 などどこにで も 放置してあります｡ (私は)娘

ombuqu-1uY-a
オンボフと

144b

1/qamtusa†umui, yerB ombuqu-yikituγ-a-banqulaγunabeu,JyaSaY-unger-i
共に 暮らしております｡決して､オンポフが私の小刀を盗み 取って旗長の 天幕を

bdleJyi eyinkd
突き刺してこのように

2/yabu†San-i aJiγlaqu-yintedByikenEumedegsenYajvartun屯gei, kerb
行動していたのに気づく ほどに も知る 所が 全くありませんでした｡もしも

aJyiylan
気づいて

3/medegsen bolbasu,yaγun aym sl†由gelnlYundaldalaJvueidamui, kemendakin
知っていたなら､ どうして恐れ ずに隠 蔽 できましょうや｣と 再び

4/dabtan asa†ubaeuk6ddlbBri也geikelemBi, basaeabγageadulma-yln
繰り返して尋ねても変化 なく話します｡また老婆 ドラムの
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5/kitu†-a-yigerh bBriyes也n-dBrbuisorbi-1u†-ataYara†ulunkinan qyebes也 6rg也nnarin
小刀 を 天幕の覆い に ある傷跡と -致させて検査してみますと､幅の長短が

6/己6mney止el己ejyBtaYaram ui,eneJyBil一也nbayiea†aqukeregbdk缶n-idasidundubminuhey-e
全て合 致します｡この種 の 調査する 件 全てを私ダシドンドプ自身が

7/JyangglSamPil-un qamtubayiea†aγsan-i er辞nmedeg也IkB-eee Yadan-a,kekenombuqu-yln
章京 サンピルと共に 調査したものを提出 報告いたします外､ 娘 オンボフの

8/eeigevangdui-narunqula†al-unkereg-isidkegsenJangglVangCu†, ela sung eddgeki
父 ワンドイらの盗み の 事件を裁いた 章京 ワンチョク､使者スンと本

9/kereg一也ndoturaa†eiarad-tai66m-1†arYaJyu kBriyen-也YaJyar-akBrgegBlbes也JvOkiqubolbaeu
件 の 渦中に居る民 と 全貞を送り出して庫倫 の役所に届けさせる べき です

が､

10/JyangglVangeuγ-un beylさiJyaYur-aeaqaYueinqaniyaJyubBtek也 a†usgiebeeitei叫ged,
章京 ワンチョクの体は元 々の 咳をして呼吸に苦しむ肺の 病気 であっ

ene qabur-aea
て､今年の春 以

11/ina†siebeeinanuyekedeJyB ger-eEe†aruneidaqu也geiboluγsan degere,edBgeebeein
降､ 病気 が ひどくなって家から出 られ なくなりました上に､今 病気

anuneng
が さらに

12/払ndBde屯 BkBkBi-dBrkur也gsenbBged,oγtuyabuqu1-ylnaru†-a也gel anu由neker
重くなって､死ぬ に 到りつつあり､全く行 く 方法がないことは 本当です

tula, eseelegegsen-i
ので､行かせなかったことを

13/erg也nmedeg也1姐-e&6ber-ebusudner-eb故Bi比m也n-narba,己ibYangeadulma-yinkituy-a-tai
提出 報告します 外､ 他の 名のある 人 々 や 老婆 ドラムの 小刀と共に

′ヽ●● ′ヽ
comJangglSamPil-dur
皆､章京 サンピルに
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14/tusiyaJvukbiyen-u†aJar ilegegsen yabudal-imedegd一也neg也n一也tula erg也be,
命じて 庫倫 の 役所へ送りましたこと を報告し､ こ の ために提出しました｡

(JviryuYan-aの誤り)

15/tngn-yintedk也gsen-由tabintabudu†ar onnaimansaraylnSineylnJlrγuγana-a
■′ヽ■

乾 隆 五十 五 (1790)隼 人 月 初 六 日｡

｢オンボフの事件｣の3通日の文書71

文書番号

Q.Ho.Ml1
T.Ho.1
Ⅹ.H.Ho.477
X.T. 216a-240a

所蔵場所 :モンゴル国立歴史中央文書館

庫倫難事大臣衛門の行文樽の中の一部 (滴洲文)

(X.H.Ho.477の樽冊の表紙に記された文章)

1/abkaiwehiyeheisusaimngguci amyal
乾 隆 五十 六 (1791)年 の

2/miyengmyeriforgonIgeren badeyabubuhadangse

春 期 の多くの所に送った 槽子72

(ここから樽案の原文)
216a

1/73 止anbiyai iceuym de,
(乾隆五十六 (1791)午)三 月 の初 九 日｡

71この文書は､th 耶1958,p.10-26に収録されているモンゴル文文書の翻訳前の原本に当たる清洲文
文書である｡すなわちチミッドが ｢オンボフの事件｣に関して収録している計3通の文書の内の第2文書の
元の原本である｡

72すなわち行文櫓である｡

73この文書の1行目の上の欄外に ｢ibai｣､また2行目の上の欄外に ｢el蓋ici,｣という書き込みがあ
るが､意味は不明｡
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2/doronibai alarangge, Jurganibithehtdaham e
印務 所74の述べることは (以下の通りである｡) (理藩)院 の文書に従って､

dasame

再び

3/yargiyalame kimcimetXidefi, yabuburejalin, jakan tulergi

明らかにして調査 審理し､ (盟に)送る ためである｡ 最近､理

4/golotxdasaraJurganCibenjihe bithede, han alini
藩 院 より送ってきた文書に､ ｢ハン ･オール

5/culganida JaSagbeisesun ibaci alibume tknjihe
盟 長 (兼)旗長 月子スン (デブドルジ)の所から提出して送ってきた

6/bithede,memi aimanlJaSagurJlnnab ibooinehu sargan
文書に 『我々の部75の 旗長オルジンジャブの家 姓である娘

7/juiombogo bejafhfi hBnjihe emubaitatxhBidefi
オンボフを捕らえて送ってきた一 件 を審理しますと､

8/sarganju10mbogo ijaburengge, bi Jasagurjinjab I

娘 オンボフの供述は (以下の通りでありました｡) (私は旗長オルジンジャブの

9/gasaiJangginubasi nirui wangduiisarganJul,mhiamJl
旗 の佐領 オブシのソムのワンドイの娘です｡ 私の伯父の

10/lama nawang, be gemuemubadetembi, mimiamawangdui
ラマ､ナワ-ンと私たちは皆 同じ所に住んでいます｡私の父 ワンドイは､

ll/karacin glyamundealbakameyabumbi dehiuyucl

ハルチン駅砧 に勤めて います｡ (乾隆)四十九 (1784)

12/amyanlyengmyerimi血amjilama nawang, da g色sade

年 春､ 私の伯父ラマ､ナワ-ンは､もとの (左翼右末)旗 へ

74ここでは､庫倫耕事大臣の役所のこと｡

75ここでは､トウシェ-ト汗部､つまりハン･オール盟のこと｡
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13/genembiseme initxye emu ttlrga geOmOrinbe
行く といって､彼 自身が一頭のやせた雌 鳥 に

14/yalufi genefiuduinenggioho manggi,uthai am asi marifi
乗って行き､何 日か たった後 すぐ もとへ戻ってきて､

15/nawang mimiamawangduidealaha bade si glyamunde
ナワ-ンが私の父 ワンドイに話した所では くおまえが駅砧 に

(ahBnの誤り)

16/geneheamalaakh deodeacamegenekiseme karacin 1
行った後､兄 弟 に会って行こうと思い､ハルチン (駅祐)の

17/urgujihu ci yalureulahabairede urgujihu mhde
ウルグジフから乗る 家畜を請うと､ウルグジフは私に

216b

1/emu ilanseikaraahamorinbejorime buhe
一頭の三才の黒い斑の馬 を指示してくれた｡

2/ede bi genefi urgqjihu iadunisasa bisirekaracin
そこで私は出かけて､ウルグジフの馬群といっしょに居るハルチン (駅姑)の

3/bomtDiemu ilanseikaraalhamorinbeta蓋arame76

ボンポの一頭の三才の黒い斑の馬 を 誤って

4/jafame yalufi,da gasadegeneme isin訂a OnggOlo,
捕らえて乗り､もとの旗 -行ったが､到着する前に､

5/ere morin蓋adafijughiandalatuheke ofi,
その馬は 疲れて道 中 倒れてしまったので､

6/gaitai hAh打a gGnin deribufi,museiemuguSaA
急に (別の馬を)盗もうという考えを起こし､我々の同じ旗 の

7/taijiengkejirgal iilan morinbhdhamegajiha
台書エンフジヤルガルの三頭の馬 を盗んで 連れてきた｡)

76この請の蓋の次のaは､書記が誤って左下に長く伸ばしてしまい､後から短い縦線でそれを抹消して
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8/semealaha manggl,mimiamaWangdui uthai ere il弧
と 話しました後､ 私の父 ワンドイが､すぐにこの三頭の

9/morinbe,edelehe hadai irgendalai ife bekdun de

馬 を不足した商売の漢人ダライの昔の借金 (のかた)に

10/toodamebuhe, siraneglyamum iurse hBlhahaturgunbe

払って 与えました｡続いて駅砧 の人が (ナワ-ンの)盗んだ 事情 を

ll/safi, lm naWang mi miamawangduibesuwaliyamejafhfi,
知り､ラマ､ナワ-ンと私の父 ワンドイを共に 捕らえて､

12/memi jasakitakbahaelcin S屯ng,jangginwangcuk,
私たちの旗長の派遣した使者スン､佐領 ワンチク

13/karacin glyamunifundetx)蓋okaciwangjab, txtile

ハルチン駅立古 の廉騎校 ツェウェ-ンジャブ､月勤

14/demcukjab ig色Saijalan ayosi se acafi, 1ama nawang be
デムチクジャブの旗 の参領アヨーシたちがいっしょに､ラマ､ナワ-ンが

15/karacin ibomboimorinbeta蓋∬am eurgtljihu 1mOnnSeme

ハルチン (駅姑)のボンボの馬 を誤って ウルグジフの馬だ として

16/jafdl yalufituheke txyargiyalafinawang htfafunibithei

捕らえて乗り､倒れた (死なせた)のを確かめて､ナワ-ンに法律の書に

217a

1/songkoiemuuym iuhakerulefibomtx)debahabuha,
従って 一 ･九 音を課してボンポに与えさせました｡

2/ilan morinhdhahababe getukeleme beidefi,kakai
三頭の馬を 盗んだ ことを明らかにして裁き､ ハルハ

3/duinaimaniaisilaraJlyangglyunSei toktobuha
四 部 の副 将軍 たちの定めたのに

4/songkoilama nawang be emuamyaisehenetubufi, mlnl
従って､ラマ､ナワ-ンをして一 年間 首軸を着けさせ､私の

80



5/amawangdui, lama nawang de ulha akBofi, ombogo

父 ワンドイとラマ ･ナワ-ンには家畜がないため､私オンポフ

6/minibye,Jalmimiemu deo,geliemu monggobootxt
自身､更に私の一人の弟､また一つのモンゴル天幕を､

7/uheriilan uyuniwe止ede fangkabumetaiji

全部 三 ･九 の罰 として償わせて 台書

8/engkejirgal debahabuha, engkejirgal mimbedoronibade
エンフジヤルガルに得させたのです｡エンフジヤルガルは､私を､印務 所へ

9/alibtm ilan ulhadesalibumejasakdebuhe,
差し出す三頭の家畜に代えて 旗長に与えました｡

10/jasak mimh:ini boodebibufi,takb蓋ahai nadananyaoho,
旗長は私を 彼の天幕に置き､召し使い続けて七 年に なりました｡

ll/ susaiilaci amyaJuWariforgonde jasak haranggacibak,
(乾隆)五十 三 (1788)年 夏の 季節 に､旗長に所属するチャバクが､

12/mimibanlhtuki semeglSurehede bi g丘mindahafiemgihtume

私 に 情交しようと いったので､私は (その)考えに従って共に情交

13/yabuha, terecI Cibaki bamududumudanhtum eyabuha
Lました｡それからチャバクと 何 度も 情交 しました｡

14/cibak imhdealaha bade, si jasak katun ijuwe

チャバクが私に 話した所では､ くおまえが旗長と夫人 の二

15/miyalmi dorgi,eHikehtjendukeninungneci, simtxt simi amade
人 の内､ 一人 を こっそりと傷つければ､おまえをおまえの父の所へ

(beの誤り)

16/amasibumbi,tereerinde bi mhibacihi sarganbahokofi,

帰してやる｡その時には､私は私のもとからの妻 を離縁して､
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217b

1/simhB SarganObun egaiki seme emu homhonak色
おまえを妻 にしてめとってやろう｡)といって一本の鞘の ない

2/huwesibemindebuhe, bi terehuwesibeasharade

ナイフ を私に 与えました｡私は､そのナイフを身に着けるのが

3/manggaofi alimegaihaka bicibe,bi cibaki
難しい ので､受け 取りませんでしたが､ 私はチャバク

(eigenの誤り)

4/barueikensarganoJOrO ganin tebuhei,
と 夫 婦 になろうという考えを持ち続けていました｡

(1788)

susaiilaci

(同じその乾隆)五十三

5/anlyaJuWariforgonde,inenggibeonggoho, jasak
年 夏の 季節 に､日 は忘れましたが､旗長と

6/katun nure omimesoktofi angaha, ede bi蓋olobe
夫人がお酒を飲んで酔っぱらって寝ました｡そこで私は隙 を

(cibahanciに同じ)

7/tuwamedoborijendukenimemi sasa tehe cibaganci
見て､夜 ひそかに､私たちのいっしょに住んでいる尼

8/dolmaiemu ajlge huwesibehGlhamegaifi katuni
ドラムの一本の小さなナイフを盗み 取り､夫人 の

9/amgaha sisheiamala dalimesindahaundehenbi,
寝ている布団の後ろには､遮って置いた板が あります｡ (それは)

10/fondotokoci ojoraka ofi, booiamuglCIOyObe
突き刺すことができないので､天幕の後ろから覆いを

ll/hetefi fajiran ideleri tokoro de,jursu OJO bisire
めくってフェルト壁の上から突き刺しますが､二重の覆いがある

12/ttqgunde,ilanggerihuwesitohoci huwesi foholonofi,damu
ため に三回 ナイフで突き刺しても､ナイフが短く て､ただ
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13/nan Sanggaaraha, susaiduici amyaJuWariforgonde
三つの穴を 作っただけでした｡ (乾隆)五十 四 (1789)年 夏の 季節 に

14/jasak katun jebdzundanba kBtuktu de hengkilemegenehe,
旗長と夫人は､ジェブツンダンパ ･ホトクトの所にお祈りに 行きました｡ (その留

emu

守の間)ある

15/sulamonggoboode bi cibakibzmJmg latume bisirede
空のモンゴル天幕で､私がチャバクとちょうど情交している 時､

16/cibak sarganbayar ihansunsiriratenpingalme jifi,
チャブガの妻 バヤルが､牛 乳を搾る桶を 持ってやって来て､

218a
1/cibak mhibarllhtume bisire besabufibooi dolo

チャバクが私と 情交しているのを見て､天幕の中に

2/bisireemu mootxjafd1mimbetataha cibak imi sargani
ある 一本の木 を握って私を 打ちました｡チャバクは､彼の妻 が

3/jafhha moobedurinegaifi, bayar txtantameishunde
握っていた木 を奪い 取ってバヤルを打ち､ 互いに

4/becunuhei bayar tucifigenehe, ere anlyanlyengnlyerikatun
殴り合い続けて､バヤルは出て行きました｡今 (1790)年の 春､ 夫人が

5/mimbemuke77 genebuhade jihengge sindaha seme emu
私を 水 (汲み)に行かせた時､ く戻って来るのを中断した78) といって､一本の

(narh屯nの誤り)
arh丘n

細い

77この語の後に､十のような記号がある｡おそらく行の左側に ｢汲む｣を意味する何らかの語を書き

込んで､その挿入場所を示すつもりでこの記号を書いたと思われるが､書き込むこと自体を忘れたようであ
る｡

78この語のここでの正確な意味は不明｡とりあえずこう訳しておく｡
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6/moohBjafhfi,mimi血eibadeilanggeritantaha, geli
木 を握って私の顔 の所を三回 打ちました｡また

7/katun omirecai wenJe Serede bi donjihaka de m血tx,
夫人が (飲むお茶を暖めなさい)というのに､私が聞いていなかったので､私が

(semeの誤り)

8/banuhG蓋ahasame, geliemu naqh8mmoojafdl ilanggeri
怠けた といってまた一本の細い 木を握って三回

9/tantaha de, ombogobi katundekimutulemecibak I
打ちましたので､私オンポフは夫人 を恨み､ チャバクの

10/tacibuhagiSunbeg屯nindetebuhei ereamiyaduin
教えた言葉 を考えに 入れ続けておりました｡今 年 四

ll/biyade inenggibeonggoho, emudoborijasak katun
月 に､日 は忘れましたが､ある夜､ 旗長と夫人が

(cibahanciの誤り)

12/amgahaamala,jendukengelicibagancidolmaihuwesibe
寝た 後､ ひそかにまた尼 ドラムのナイフ を

13/h山hafi,sisheiamzu.glCl jasak katunideduke
盗み､布団の後ろから､旗長と夫人が横になった

14/baiteisu cemi uJu Cejentkbaime amargifajiran 1
所をめがけて ､彼らの頭と胸 を探して､後ろのフェルト壁の

15/tulerglCIJuWemudantokoho, huwesi foholon cemi txyede
外から二 回 突き刺しました｡ (しかし)ナイフが短くて､彼らの体 に

218b (mutehekaの誤り)

1/isibume mutehika, cibak onggolojasak booi tule
届かせることができませんでした｡チャバクは､以前､ 旗長の天幕の外に
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(dorgidの誤り)

2/bisire79urga idurgiciemke hBha丘indebukisemealaha
ある 輔馬棒の中から一本を盗んで彼にくれと 言った

3/bihe, ere anlyamnggunbiyaiorinnadanidobori
のです｡今 (1790)年 六 月 二十七日 の夜､

4/urga hBhakiseme jasakibooi baruyaburede
捕馬樺を盗もうと思い､旗長の天幕の方へ行く 際､

5/kederemeyabureaym sede jafabuha, ombogobi damu
巡視していた アヨールたちに捕らえられました｡私オンボフは､ただ

6/cibak ionggologLSurehegisunbedahafi indesargan
チャバクの以前 話した 言葉 に従って､彼の妻に

7/oki semebuyembime, gelikatun mimbjuwemudant弧taha tx
なろうと 望んでいたのです｡また夫人が私を 二 度 打ったのを

8/kimutulefi,jasak katunbemb nungneki seme tokohongge yarglyan
恨んで､ 旗長と夫人 の一人を傷つけようとして突き刺したことは､確かです｡)

9/semejabunbi, bayarhebeideci jaburengge
と 供述しております｡バヤルを審理しますと (その)供述は､ (以下の通りでL

bi jasak
た｡) く私は､旗長

10/urjinjab igasaialbatu cibak isargan ,bi mi elgen
オルジンジャブの旗の アルバ トであるチャバクの妻で､ 私と私の夫

I1/cibak men jasakibadetembi susaiduici aniya
チャバクは､私たちの旗長 の所に住んでおります｡ (乾隆)五十 四 (1789)年

12/ninggunbiyade jasak katunjebdzundanba hBtuktu de
六 月 に､旗長と夫人がジェブツンダンパ ･ホトクトの所に

79この語は､書記が書き忘れた後､行の左側に書き込み､挿入する場所を十の記号で示している｡
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13/hengkilemegenehe amala,bi emusulamonggoboode,
お祈りに 出かけた後､ 私がある空のモンゴル天幕-

14/sunsiriretampingaAmegenefitereboodedosici
乳を搾る桶を 持って行き､その天幕に入ると､

15/mimielgenCibak, sarganJu10mbogoiemgihtume
私の夫 チャバクが娘 オンボフと共に情交して

16/bisire besabufi bayarbi belemim血 galadejafhha
いるのが見えました｡私バヤルが既に 私の手 に握っていた

219a (iの誤り)

1/emu moobeombogotxtantamde cibak mhijafhha
一本の木 でオンボフを打つ と､チャバクは､私の握った

2/moobdurimegaifimimbetantame,mimibambecunurede80
木 を奪い 取り私を 打って私 と 争うので､

3/bi uthai tucihe nerginde,mimielgendegirucunoJOrO
私はすぐに (その天幕から)出ました時 に､私の夫 に恥 になる

4/ayoo seme umaimiydmade alahaka gawaturgunbe
だろうかと思って全く人 には話しませんでした｡ (これ以)外の ことは

5/bi sarakB, temlnlelgenCibak jasakiboo 也
私は知りません｡今私の夫 チャバクは旗長 の天幕を

6/tokoho baitadehAbubufi, umaiamagaburakd
突き刺した事件に巻き込まれて､ (盟の役人らが)全く眠らせないで

7/niyakbabuhai jabun galraSidende,ini fe farara
ひざまづかせたまま供述を取る 間に､彼の古い気絶する

80この語は､行末に書くスペースがなくなったためか､書記が行の左側に書き込み､挿入場所を+の
記号で示している｡
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8/nimekufukderefi, fuame bucehebi, te JargBciibeye
病気の発作が起き､気絶して死んだのです｡今､ (庫倫駐在の)裁判官 自身が

9/mimielgenlglrantXBtuWZu･ade Hhbehancigamafl
私の夫 の死骸を見る 際､私を 近くに連れて行って

(ohoの誤り)

10/anametuwabuha, cibak iogo ibade majigefularaka,
順々に見せました｡チャバクの脇の下の所は､少し 赤くなっていました｡

11/tobgiya81ibademajigeniltajaha citulgiyen,umaiencu
膝 の所が少し すりむけていた以外､ 全く別の

12/feyeak正 mhde umaiencukenehunjerehacinakfi,
傷はありません｡ 私には全く別に疑うべき 点は ありません｡)

13/semejabumbi, cibagancidolmaijaburengge, ere
と 供述しております｡尼 ドラムの供述は､ (以下の通りでした｡) (この

huwesi

ナイフは

14/mimibaitalara huwesi, bi ere huwesibe um aibeyedeasharakB,
私が使っているナイフです｡ 私はこのナイフ を (普段)全く身 につけず､

15/booi dolomaktam esindambihe, bi sarganJu10mbogo i
天幕の中に放って 置いていました｡私は娘 オンボフと

16/sasatembi, ombogo ai 蓋olodeminihuwesiI"
共に住んでおります｡オンポフがいかなる隙 に私のナイフを

219b

1/hAlhamegamaha baht,bi sar臨ngge yarglyan Seme
盗んで 持って行ったのかということを私が知らないことは､確かです｡)と

jabmnbi,
供述しております｡

81この語の最初のtの文字は､書記が誤って上に線を伸ばしてしまい (山のように)､跡からその線
を斜線で抹消している｡
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2/h山ha lam nawang ijaburengge bi jasakurjinjab
盗人であるラマ ･ナワ-ンの供述は (以下の通りでした｡) (私は､旗長オルジンジヤ

1

プの

3/gGsaimiyalma,ereamyaninjuduinse mindeemu
旗の 者で､今 年､ 六十四 才です｡私には一人の

(<Mo.eayday-a)
4/deobi, gebuwangdui, be karacin1glyamumicakdade
弟がおります｡名はワンドイです｡私たちはハルチン駅端 の警備人として

5/tembi, dehiuyucl anlyanlyengmyeri,naWangbi 孤
暮らしております｡ (乾隆)四十九 (1784)年 春､ 私ナワ-ンは私の

6/da g血adegenekiseme karacin iurgujiku deyalure
もとの (左翼右末)旗 へ 行こうと思い､ハルチン (駅姑)のウルグジフに乗る

7/morinbaire de namseiemu karaahamorinbe

馬を 請いますと､三才の一頭の黒い斑の馬 を

8/jorime buhe manggi,bi urgujiku iadun
指示してくれましたので､ 私はウルグジフの馬群

9/jorime buhe morinitncoiadali,karacin
指示してくれた馬 の色 と同じハルチン (駅祐)

degenefiurgujiku i

(の所)- 行き､ウルグジフの

bmtx)iemu

のボンボの一房の

10/ilanseikaraalhamorin betabamejafafi, da
三才の黒い斑の馬 を誤って 捕らえ､もとの

ll/gGsadegenemeisinara onggolo,ere morin蓋adafi
旗 へ行き､ 到着する前に この馬が 弱って

12/tuheke ofi, gaitai halh訂ag色minderibufiemugusaA
倒れてしまったので､突然 (別の馬を)盗む 気を起こし､同じ旗 の
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13/taijiengkejirgal iilan morintxhahafi,mimideo
台書エンフジヤルガルの三頭の馬 を盗み､私の弟

14/Wangduideturgunbalafi wangdui uthai eremorinbe
ワンドイに事情 を宙すと､ワンドイはすぐにこの馬 を

15/imiyanggaJaSeihBdai irgendasidebufi, fe bekdun de
張家 口 の商人の漢人 ダシに 渡し､昔の借金 (の代わり)に

16/fangkabuha siramememi glyamuniurse, mhihAhaone
当てましたO続いて私たちの駅立占 の人々が､私が 窃盗を

220a

1/yabuha bah, safi memi JuWeniyalmabejafhfi, karacin
行なっていたことを知って私たち二 人 を捕らえて､ハルチン

2/giyanunifundebo蓋okociwangjab se mimbeurgtljiku i

駅立占 の農騎校 ツェウェ-ンジャブたちが､私が ウルグジフの

3/morinseme bomboimorintxtaiarameyaluha baゎ
馬だ としてボンポの馬 に誤って 乗っ (て死なせ)たことを

4/yargiyalafitaiaqaha fhfunibitheisongkoiemuuym 1
確かめて､誤っ (て死なせ)た (場合の)法律 の書 に従って 一 ･九

5/ulhakerulefi bombodebuhe taijiemgkejirgal iilan morinbe,
畜を徴収してボンボに 与えました｡台吉エンフジヤルガルの三頭の馬 を

6/82hBlhahabah getukeleme beidefi,karkaiduinaimani
盗んだことを明らかにして裁き､ハルハ四 部 の

7/aiS止arajiyanggiyhitoktobuhakoohsongkoimimb
副 将羊 の定めた 法に従って 私に

8/emuanlyaSemenetubufi, memi JuWemiyalmade
一 年間 首軸を着けさせ､私たち二 人 には

82この行の行頭に書記が誤って､be｢～を｣という語を再び書いてしまい､斜線2本で抹消してい
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9/gemu wenede bureuha aknofi, Wangdui emu hal1a
どちらも罰 として渡す家畜がないため､ワンドイの一人の息

10/jui,emu sarganJul,memi emu monggo83boo tx5,uheriilan
子と一人の娘と 私たちの一つのモンゴル 天幕を 全て三 ･

11/uym lWeileiulha defangkabumebodofi, taiB
九罰の罰 畜 (の代わり)に償わせて 算定し､台書

12/engkejirgal debahabuhangge yarglyan Semejabumbi, Wangdui
エンフジヤルガルに与えさせたことは確かです｡)と 供述しております｡ワンドイ

jaburengge
の供述は (以下の通りでした｡)

13/bi jasakurjinjab 1guSalmiyalma miniah缶nkma nawang,
(私は､旗長オルジンジャブの旗 の者です｡私の兄 ラマ ･ナワ-ンは､

14/ilan morinhdhamegajifi, hBlhamegajiha ttugunbe
三頭の馬を 盗んで 連れてきて､盗んで 連れてきた事情 を

15/mindealafi, bi uthai erenan morintximiyangga
私に 話し､私はすぐにこの三頭の馬 を張家

16/jasai hBdai 汀gendasiS4ife bekdun detoodaha
ロの商人である漢人 ダシ の昔の借金 (の返済)に返しました｡)

220b

1/seme, gawababe gemuimi,ahhlama nawangmi
といって､他の 事柄は皆､ その兄 ラマ､ナワ-ンと

2/emusongkoijabumbi, baicaci we止engge szLrganJulOmbogo,
同じように 供述しています｡調べて見ますと､犯人である娘 オンポフは､

3/um aijasakurjinjab ibooimiyalmawaka, 皿 aJna
全く旗長オルジンジャブの家 の者 ではありません｡彼女の父と

83この語は､書き忘れた後､書記が行の左側に書き加えて､挿入場所を十の印で示している｡

84この語の後に､書記が誤ってde(～に)と書いてしまい､斜線で抹消した跡がある.
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4/amji halhaomeyabuha baita,nerginde harangga
伯父が窃盗を 行なった事件はその時に､管轄の

5/jasak aika lx)olametucibufi,icihiyaci, glyani
旗長がもしも報告 提出して処罰するならば､ (伯父ナワ-ンは)正しくは､

6/monggofhfunibitheisongkoifdabuciacambiM
蒙古例85 に従って､流刑に処すべきであります｡

7/h∬anggajasaksa ganincihaiicihiyahaturgunde,
管轄の 旗長たちが悪意的に 処罰したため､

8/wangduiis町ganjuitxtkerulerejakaobufi,sarganjui86
ワンドイの娘 を徴収 物 とし､娘

(<Mo.degeJvi)

9/ombogotxBjasakurjinjab dedeji seme bahabuha de
オンポフを旗長オルジンジャブに上納高級品として与えさせるに

10/isibuha, te sarganJulOmbogo cibak iemgihebei
到らせたのです｡今､娘 オンポフが､チャバクと 申し合わせて

ll/latumeyabufi,eigensarganoJOrO hBkiceme,
情交して 夫 婦 になろうと努め､

12/jasakurjinjabi elgenSargantXtungneki seme monggo
旗長オルジンジャブ夫 妻 を傷つけようとして､モンゴル

13/booi tulergiciilanmu血 huwesiitokohongge glyaniujeleme
天幕の外から三 回 ナイフで突き刺したことは､本来 重く

14/wenearaciacacitX, danu adarame weilearaciacara txS7

罰を科すべきでありますが､ただ､どうやって罰を科すべきかということを

85本昔の第一部第-章第日節第二項､及び萩原1988を参照｡

86この語の後に､書記が誤ってbe(～を)と書いてしまい､抹消したらしい跡がある.

87このdanu血 meweileamciacambeの部分は､書記が書き忘れて､後から行の左側に書き加え､挿
入する場所を十の印で示している｡
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monggofdunibithede umai
蒙古例 には全く

15/toktobuhahacin akB, sun88bi gehunakB
定めた 条文がありません｡私スン (デブドルジ)が敢えて

16/toktobumeicihiyaci ojorakB Jurgandeboolafi,
決定し 処置しきれないということを (理藩)院 に報告し､

221a

1/aduame wenearaciaceLra bah JOrimeisinjiha
どうやって罰を科す べきかということを (理藩院が)指示し送って来た

2/erinde dahameicihiyaraci tulgiyen,hBlha lm
時に､ (それに)従って 処置させますほか､ 盗人であるラマ､

3/nawang ilan mo血 hBlhahabaitabegiyani
ナワ-ンが三頭の馬を 盗んだ事件を正しく

4/halane tuwancihiyameicihiyaciacaratxdahame
改めて､訂正して 処罰するべきなので､

5/nawang beuthai hBguwangfugiyanlJerglgOlode
ナワ-ンをすぐに湖広､ 福建 等の省 -

6/blabuki, Wangdui, umi sasahahameyabuhaka,damu
涜刑に処しましょう｡ワンドイは､全く共に盗みを 行わず､ ただ､

7/hBhahaamalaulin dendecehe bedahamewangdmi be
盗んだ後､ 財貨の分配にあずかっただけなので､ ワンドイを

88この語は､盟長suJldubdorjiの名の第-音節のみを記した語であり､この後は開字となって少し空自
になっている｡
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8/tangg正喜usihatantaki, nawang, Wangdui89bekooli
百回 鞭 打ちましょう｡ ナワ-ンとワンドイ を法律に

9/songkoiicihiyahamangginenemeharanggajasaktujinjab
従って 処罰した後､ 以前､ 管轄の 旗長オルジンジャブ

10/se ta蓋arameicihiyafi kerulehemiyalmajakabe glyani
たちが (この兄弟を)誤って 処罰して (彼らから)徴収した人や 物 を､正しく

ll/tatamegaifi, wangduideamasibahabuciacambi, ere
回 収してワンドイに返 却す べきであります｡この

12/dorglSarganJulOmbogo weileacime yabuhah:dahame
内､ 娘 オンポフは罪を負っている ので､

13/ Jurganljori蓋arabealiyaracitulgiyenkerulehe haha
(理藩)院 の指示 を待ちますほか､ 徴収した男の

14/juitx,Wangdui, taijiengkejirgal deemu temen bufi,
子を､ワンドイが台書エンフジヤルガルに一頭のラクダを与えて

15/amasigamahabedahameengkejirgal cl ereemu
連れ戻した ので､ エンフジヤルガルからこの一頭の

16/temen, JangglnWangCuksededendemebuhe monggo boobe
ラクダ (を追徴し)､佐領 ワンチクらに分け 与えたモンゴル天幕を

221b

l/sufi, funcehehontohoubumonggoboobebo蓋ome
解体して残った 半 分のモンゴル天幕を追

2/tucibufi,wangduideamasibahabuki, JangglnWangCuk
徹して ワンドイ-返 却させましょう｡ 佐領 ワンテク

89この語の後に書記が誤って､満洲語ではなくモンゴル語の村椿-yiを書いてしまい､あわてて斜線2
本で抹消している｡
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3/sededendemebihe90 hontohoubu monggoboobe
らに分けて いた (分の)半 分のモンゴル天幕を

4/teisuteisubo蓋ometucibufi,inu wangduide
各 々 追 徴し､ またワンドイ-

5/bahabuki sain noyan aimanibiledemcukjab,
与えさせましょう｡サイン･ノヤン部 の月勤デムチクジャブと

6/tuslyetu hanaimanijasakurjinjab, ereemubaitabe
トシェ-ト汗 部 の旗長オルジンジャブがこの一 件 を

(tucibuhekaの誤り)

7/umai boolametucibuhikAg缶nincihai icihiyahangge
全く (上司に)報告 捷出せず､悪 意的に処罰したことは

8/taiarahabime jasakurjinjab, gelitaijiengkejirgal l
誤って おり､旗長オルジンジャブがまた台書エンフジヤルガルの

9/buhe s∬ganJulOmbogo tx boodebibufit血 r蓋abuhangge
与えた娘 オンボフを (自分の)天幕に置いて召し使っていたことも､

(acahakayabiの誤りか?)
10/ambulaacahakhbi damn tXiledemcukjab,
大いに不適当でありましょう｡ただ､月勤 デムチクジャブは

11/emgerinimemeakaohoh,dahame,glSurerakBci
既に 病 没 したため､ 議論しないほ

12/tulgiyenjasakurjinjab be Jurgandebulafi weile
か､ 旗長オルジンジャブ (について)は､ (理藩)院 に報告して罪を

13/gisurebuki, jalan ayusl, ]angglnWangCukseiicihiyahangge,
論じさせましょう｡ 参領アヨーシ､佐領 ワンチクらが処置したことは

14/waka oho bicitx,,gemuharanggabeiledemcukjab,
誤りではありましたが､ 全て 管轄の 月勤デムチクジャブや

90この語のiの文字の右側に､書記が誤って点を一つ書いてしまい､斜線でそれを抹消している0
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15/jasakurjinjab iafabuha txBdahameyabuhangge,
旗長オルジンジャブの命じたのに従って行なったことです｡

16/taijiengkejirgal, kerulehe miydmajakatX
台書エンフジヤルガルが､ (ワンドイから)徴収された人や 物 を

222a

1/bargiyahangge, ineku haranggajasakseiganincihai
獲得したことは､まさにこの管轄の 旗長らが窓意的に

(sungの誤り)

2/icihiyaha ci banjihangge, elcins也ng umi baita
処罰したことから発生したことです｡使者スンは全く事件を

3/icihiyaramiyalmawaka damumiyalmaitakb蓋ara bedahame
処置する人では なく､ただ 人に 召し使われる故に

4/yabuha, jai engkejirgal hdhabuhailan morinbe

行なっただけです｡更にエンフジヤルガルは盗まれた 三頭の馬 を

5/emgeribahabuha tkdahamegemuglSurereba akn
既に 与えられたため､ 全て 論ずる必要なし

6/obuki, nawang tab amebomboiemu morinbejafdl,
としましょう｡ ナワ-ンが､誤って ボンボの一頭の馬

7/yalufi tuheketurgundeemuuyuniulhakeruleme
乗り､ (それが)倒れたために 一 ･九 音を徴収して

8/icihiyaha bebaicaci, monggofhfunibidlede
罰せられたことを調べてみると､蒙古例 に

9/acaha htdahameuthai da icihiyahasongkoi
一致していたため､ すぐにもとの処置の 通りに

10/wacihiyabuki, jasakurjinjab isargancimet,

を捕らえて

Sargan
落着させましょう｡旗長オルジンジャブの妻 チミッドが娘
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11/juiombogo也bargiyahangge, imi elgentujinjab I
オンボフを受け取ったことは､その夫 オルジンジャブの

(debiに同じとみなす)

12/Saligandebi, cibak is∬ganbayar, imi elgen
責任 に属することです｡チャバクの妻 バヤルは､その夫

13/cibak, sarganJulOmbogo iemgi1ぬlme yabureht
チャバクが娘 オンボフと 情交しているのを

14/sabuhabicibe, ce adarame hebe蓋ehe besarakB,

見た ものの､彼らがどのように相談していたのかは知りません｡

15/cibagancidolma beyeibisire emu huwesitxtbabade
尼 ドラムは自らの所有する一本のナイフ をあちこちに

16/maktamesindarade al 蓋olodeombogo hahame
放置していましたが､いかなる隙 にオンボフが盗み

222b

l/gamafi,jasakimonggobootxtokoho befuhali
去って 旗長のモンゴル天幕を突き刺したのかは全く

2/S打aka, ese gemudaljaka bedahame,biremesindaki,
知っておりません｡この人々は皆 関係がないので､ 皆 放免しましょう｡

3/gelihBidemefonjihai91 bucehecibak ocl, SarganJul
また審理 尋問している内に死んだチャバクの場合は､娘

4/ombogo 1jabunde cibak inde glSuntaCibufi,
オンボフの供述 ではチャバクが彼女に教 唆し

5/jasakieigensaqganbenunginki semeyabuha turgunde,
旗長 夫 妻 を傷つけようとして行なったということなので､ (両者の)

6/anggaacabume fonjici, cibak erkenterkeni
供述を照らし合わせて尋問すると､チャバクはあれ これと

91この語のOの文字の右側に､書記が誤って点を書いてしまい､斜線で抹消している｡
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7/jailame anatamef山1alialinegairaka, miyakarabuhai

言い逃れをして拒み 全く 受け付けません｡ひざまづかせたまま

8/Ombogobedalbade anggaacabum e dobori

オンボフをそぼに (居らせて)口供を照らし合わせ､夜

9/tulimeamgaburaka fonjire sidende,cibak gaitai
通し 眠らせないで尋問するうちに､チャバクは突然

10/farafi bucehebi, glranbetuwaburejalin kurendetehe
気絶して死んでしまいました｡ (チャバクの)死体を見せる ために､庫倫 に駐在

する

11/ebkuhafanjalafun debithe yabubuha slrame

主 事 ジヤラフンに文書を送付しました｡続いて

12/am i benjihe bidlede, cibak 1g汀antXtinisargan

こちら-届けられて来た文書に くチャバクの死体 をその妻

13/bayar ideretokome kimcimetuwaci anggaJuWe

バヤルと顔をつきあわせて調査してみますと､口と 両

14/yasamimimbi, JuWegalasefTerembi, anggaoforo

眼は閉じています｡両 手は握っています｡口と鼻の

15/Sanggaci maJlgeSilenggiobonggitucihebi, hashB

穴 からは少し 唾液と泡が 出ています｡左

Gustaniの誤り)

16/icijuweerg10gO de,gemuJuStanjostani
右 両 側の脇の下に､一様に細 々と長く

223a

1/majigefularaka niltajaha feyebi, hashBerg10gO de
やや 赤くなってすりむけた傷があります｡左 側の脇の下には､

2/gelifuta iijurabuhafeyeemubabi, onco

またロープでこすった傷が一ヶ所 あります｡その幅は
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3/icisunjafuwenIgeSe,gOlmれici止anjurhuni
五 分 ほど｡長さは 三 寸

4/gese hBwajafiaibihabi, JuWetObgiyade miy血 aha

ほどで､ (皮が)破れて 腫れていました｡両 膝 は､ひざまづいた

5/feyeba,蓋urtemeiciemujurhun igesemuheliyen,
傷の所のまわりが 一 寸 ほど 丸く

6/niltajafi maJlgeaibihabi, erecitulgiyenumi encu
すりむけてやや 腫れていました｡このほかには全く他の

7/feyeakB, slyuWanlubithedeacabume tuwaci,
傷はありません｡洗菟 録 に照合してみますと､

8/juweogo iba um aiergendeisinara ba

(両 脇の下の所は全く命 にかかわる所では

9/wakabicibedorgiderisubegirenggidehafunanbi, feye
ない が､ 内側から腔と骨 に通じている｡傷が

10/ujen ocibucembi semekambithehBnjihebi, bucehe

重けれぼ 死ぬ｡》 (とあります｡))と 返 書を届けて来ました｡死んだ

ll/cibak 1JuWeOgO baifuda iijurabuha feyeoci
チャバクの両 脇の下の所のロープでこすられた傷 は､

12/saqganjui92ombogodegiSuntacibufi,
娘 オンポフに教 唆して

13/jasakurjinjabi elgenSarganbetokobure babe fonjira de

旗長オルジンジャブ夫 妻 を刺させようとしたことを尋問する際､

(ai蓋訂aの誤り)

14/cibak 血hali tondoiniyakbaraka,ilire asasara
チャバクが決して素直に膝まづかず､起きたり動いたりする

92この語は､書記が何か書き誤った後､上から紙を貼って書き直したようである｡
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15/jergl haciniargadame yarglyanjabun burakjiofi,
などのことで策を講じて確かな 供述をしないため

16/cibak 1JuWeOgO derifuda ulifi, imtxt
チャバクの両 脇の下からロープをかけて彼を

(fusih缶nの誤り)
I7/fusihontere dedtue deisiburaka obume

下に 座ったり横たわったりするに到らせないようにして､

223b

1/monggobooi son93delakiyafi niyakbabuhai fonjiha ttugunde
モンゴル天幕の梁 につるして膝まづかせたまま尋問したため に

(aibihanggeの誤り)

2/juweogo, JuWetObgiyadegemumiltajafi aibihaangge,
両 脇の下と両 膝 が全てすりむけて腫れたことは

3/yarglyan, ereisarganbayar94inu imi elgenCibak defe
確かです｡彼の妻 バヤル もまた､その夫 チャバクに古い

4/faqam mimekubi sembi, tuttubicibe,sun95bi cibak 1

気絶する病気があると申しております｡きりながら私スン (デブドルジ)がチャバクの

5/bucereonggoloyarglyanjabunbebeidemetucibuhekn
死ぬ 前に 確かな 供述 を裁いて 取れなかったこと､

6/jai lama nawang hBhaomeyabuha baitabeharangga
更にラマ ･ナワ-ンが窃盗を 行なった事件を管轄の

7/jasakurjinjab se g丘mincihai icihiyahababe
旗長 オルジンジャブらが窓意 的に処罰したのを

93この語のOの文字の右側に､書記が誤って点を書いてしまい､後から斜線で抹消している｡

94この人名は､書記が書き忘れた後､行の右側に後から書き加え､挿入場所を十のような記号で示し

ている｡

95この語の後は､間隔をあけずに文を続けている｡
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8/nerginde,umi baiCametucibuhekhgge gemuacahakBbi,
その時 全く調べて提出できなかったことは､全て 不適当なことでありました｡

9/ JurganCi sunmimtk suwaliyameweilegisurebureo
(理藩)院 より私スン (デブドルジ)を合わせて 罪を審議していただけますでしょ

うか｡

10/jai onggoloh,止edemcukjab, jasakurjinjab se
更に以前 月勤デムチクジャブ､旗長 オルジンジャブらが

ll/hBhanawang t*duinaimaniaisilaraJlyangglyun
盗人 ナワ-ンを 四 部 の副 将軍が

12/toktobuhakoolisongkoi,emuamyalSelhenetubuhe
定めた 法に従って 一 年間の伽を 着けさせた

13/batx baicaci, ya aniyadeuttu toktobuha baht
ことを調べてみると､どの年 に このように定めたのかということを

14/baiCamebahueka bicibeg色miCi monggofhfuni
調べて つきとめられませんでしたが､ 考えてみると蒙古

15/bithealimegaAre OnggOlotoktobume
例を受け入れる以前に 制定して

16/icihiyahangge, inuglyani 山bume fhfulaciac打atX
処置させたことは､正しくはやめさせて禁止するべき

224a

1/dahame,ubatx suwaliyamegetukeleme tucibuhe JurganCi
なので､これを共に 明らかにして提出しました｡ (理藩)院 より

2/karu afabuha erinde dahame,icihiyaki seme
返書で命じられて来た時に､ (それに)従って 処置させましょう｡』といって

tXnjihebi,
送り届けて来た｡

3/baicaci monggo cibak, sarganJulOmbogoibaru
調べてみると､モンゴル人チャバクが娘 オンボフと
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4/1atumeyabuhaamalacibak, sarganJulOmbogode
情交 した 後､ チャバクが娘 オンボフに

5/tacibuhabade si 蓋olobetuwamejasakurjinjabi
教唆した所では､ 『おまえが隙 を見て 旗長オルジンジャブ

6/eigens町ganbe emkewaci, bi mhibacihisarganbe
夫 妻 を (どちらか)一人殺せば､私は私のもとの妻 を

(hobbufiの誤りとみなす)

7/hokofi,simix sarganobumegaiki seme
捨てておまえを妻 として めとってやろう』と

8/gisurehede, ombogo glSun dahafi susaiilaciduici
話したので､オンボフは (その)言葉に従い､乾隆五十 三､四､

9/SunJaCi aniyadeombogo imi sasaemu,
五 (1788､1789､1790)年 にオンボフは彼女と共に同じ

10/badetehe cibagancidolmaiaJlge huwesibe
所に住んでいた尼 ドラムの小さなナイフを

ll/hBlhafl, jasakurjinjab itehe monggo booi tulergici
盗んで､旗長 オルジンジャブが住んでいたモンゴル天幕の外 から

12/il弧mudan sanggaarametokoho, fuwesi foholon
三 度 (にわたって)穴を あけて突き刺した｡ (しかし)ナイフが短く

13/ofi,jasakurjinjabi elgenSarganitxyedeisibume
て 旗長オルジンジャブ夫 妻 の体に 届か

(txtの誤り)

14/muteheka. damu eregese weilenggeniyalmabaadarame
なかったのである｡ただ､ (盟長から) 『このような犯 人 をどのように

15/weneacaciac∬a babe,mongob血nibithede
罰 するべきかということを蒙古 例に
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16/mi toktobuhakooli akBofi, JurganCi toktobureo

全く定めた 条文がないので､ (理藩)院 より決定していただけますか』

17/semedacnanj払a emubaitatkkimcici, saqganJul
と 照会して来た一 件 を調査すると､娘

224b

1/ombogo beharanggaculganidasun 96 ibaci
オンボフを 管轄の 盟 長スン (デブドルジ)の所から

2/getukeleme t*idefijabun gairede gemualime
明らかにして審理 し供述を取る 際､全て 取

3/gaiha bicitX,dBLmuCibak 血Ilali ah e

得したのに ただ チャバク (から)は全く (供述を)敬

4/gaihakB, inenggidoboriakaamgaburaka, imi
得できず､昼 夜 なく眠らせないで彼の

5/ogo defudai ulifi, monggobooisondelakiyafi
脇の下に ロープをかけてモンゴル天幕の梁 に つるし､

6/miyakbabuhai cibak fe bisirefarara mimeku

膝まづかせている間にチャバクの古 くからある気絶する病気の発作が

7/fukderefibucehebi secibe, cibak narangglumi
起きて 死んでしまいましたというが､チャバクについては結局 全く (その供述

aline

が)敬

8/gaihaba97akB, gelibaicaci uheihebei argadan e
得できて いない｡また調べてみると､凡そ申し合わせて策を用い

9/niyalmabenungnemebucebtue baita urunakBhebe蓋ehe

人 を傷つけて 死なせ (ようとす)る案件は､必ず､ 謀議した

96この語の後は､槻字となっていて､1cm余り間隔があいている｡

97この帯のaの文字の右側に､書記が誤って点を記してしまい､後から斜線で抹消している.
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10/weilenggeniyalma ci anamejabun gaifi ishunde

犯 人 (たち)から順々に供述を取って相互に

ll/acanal1a manggiakduntxtkiI"idereciombi, te
照合した後､ 厳 密に裁く べきである｡ 今､

12/latuha sarganJulOmbogo udu gemu dme
情交した娘 オンボフ (から)はいくらことごとく (供述を)敬

13/gaiha bicibe htuha hahacibak fuhalialime
得したとしても､情交した男 チャバク (から)は全く (供述を)敬

14/gaihaka tXtuwaci, JaCi kenehunjecukeerei dorglenCu

得できなかったことを見ると､極めて疑わしい｡ この (事件の)中に別の

15/ turgunhzh:inbisire也 inuboljociojoraka,
(未解明の)事 情が あるや も 知れ ない｡

16/niyahmi ergendeholbubuhabaita yarglyani
人 命 に 関わる 案件は本当に

17/ujenamba, te98uthai haranggaculganidai
重 大である｡今 すぐに管轄の 盟 長が

225a

1/txnjihe songkoiicihiyane banjin∬akB,genbaicaci tusiyetu
届けて来たのに従って 処罰してはならない｡ また調べてみると､ トシェ-ト

2/hanaimanknrencisandalabuhanggegoroakaht
汗 部は 庫倫から隔たること 遠くない

3/dahame,bahaci ereemubaitatkkLlrendetehe

ので､ できればこの一 件 を庫倫難事

98この語のtの文字の右側に､書記が誤って点を記してしまい､後から斜線で抹消している｡
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4/ambasa de99yabubufi,baitadeholbobuhalOOele ursebe
大臣たちに 送り､ 事件に 関わった 全ての人々を

5/selgiyemeisibufi, erei dorglenCu turgun bisire akB
布告 召集させて､この (事件の)中に別の (未解明の)事情があるかない

6/babe,dasameyargiyalemekimcime beidefi tx)olanjiha erinde
かを再び 確認して 調査し､ (大臣が)審理して報告して来た時 に､

7/jai toktobtlmeicihiyaki, haranggaculganidaibaci txnjihe
また決定して処罰しよう｡ 管轄の 盟 長の所から届けて来た

8/dabithebesongkoisarkiyamearafi suwaliyame
原 文書をそのまま清 書していっしょに

9/yabubuki seme txmjihebi,101 baicaci miyalmaiergende
送ろう｡｣といって届けて来たのである｡ 調べてみると､人 命 に

(holbob血aの誤り)

10/holbubuhabaitatxBdasameyargiyalemetxidere de
関わる 案件を再び 確認して 審理する際､

ll/aika haranggaaiman deafabufibaitai dorgl
もしも管轄の 部 (盟)に命じて事件の渦中にいる

12/ursetx sergeyemegenebuci taludejabun tacibure

人々を公布､ 連行Lに行かせると､時に 供述を (事実に反する方向へ)教唆する

13/jergi turgtlnjemdenbisireayuuseme musei baci
などの弊 害が ある か と思って我々 (大臣)の所から

14/doronibadeyaburebiciyecimeiren baldar tn
印務 所で働く 書記 副 (章京)パルダルを

99この語は､書記が書き忘れた後､行の右側に書き加え､挿入する場所を十の記号で示している｡

100この語のboの文字の右側に､書記が誤って点を書いてしまい､後から斜線で抹消している｡

101この後､約3cmの間陣をあけてから､次の庫倫耕事大臣の地の文baicadが始まっている｡
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15/takbafi,jasakurjinjab g色saciweilenggesargan
派遣して旗長 オルジンジャブの旗から犯人たる娘

16/juiombgo, cibak isarganbayar, cibganci
オンボ7､チャバクの妻 バヤル､尼

225b

1/dolma 血 i ombogotxkenehunjemealal1a dobori
ドラム､最初からオンポフを疑って 話した夜間

2/kederemeyabureayor, hama lama nawang, ereideo
巡視していた アヨール､盗人たるラマ ･ナワ-ン､その弟

3/Wangdui, daci mo血 hBlhabuhataijiengkejirgal, baita
ワンドイ､最初に馬を 盗まれた台書エンフジヤルガル､事件を

4/h,ideredetucibuhejangglnWangCuktxdahalame
裁くべ く派遣した佐領 ワンテクに従って

(sukeの誤り)

5/yabuhas也ke,jasakurjinjab iboobe tuwakiyara
行ったスフ､旗長オルジンジャブの天幕を (留守)番していた

6/Cimet sebegemuhafan coohatucibufi, sasalO2dahalabume

チミッドらを全貞､役人と兵士を派遣して､共に 随行させて (庫倫へ)

7/txnjihebi, ede mtneibaciemkeenikenigiyalabumeciralame
届けて来た｡そこで､我々の所で一人一人 速断して 厳 しく

8/bideci haha laJm naWang nijaburengge
審理すると､盗人であるラマ ･ナワ-ンの 供述は (以下の通りであった｡) ｢私は

jasakurjinjab 1
旗長オルジンジャブの

102この静は､書記が書き忘れた後､行の左側に書き込み､挿入場所を+の記号で示している.
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(ubasiの誤り)

9/g由aijangglnObasi nimi miydm a,ereamyanlqu

旗 の佐領 オブシ (の管理する)ソムの者で､ 今 年 六十

10/sunJaSe, OnggOlomimideowangduitXdahalame
五 才です｡以前 私の弟 ワンドイに従って

ll/haracin iorinemuci modonglyamunicakta de
ハルチンの二十一番目のモドン駅姑 の警備人として

12/tembihe dehiuyucl amyanaWangbi men da

暮らしておりました｡ (乾隆)四十九 (1784)年､ 私ナワ-ンは私たちのもとの

13/g色sadegenekiseme haracin glyamuniurgujiku sere
旗 へ行こうと思い､ハルチン駅鼓 のウルグジフという

14/miyalmadeyaluremorinbairede ilanseiemu

人 に乗る 馬を 請うたところ､ (その人は)三才の一頭の

15/karaalahamorinbejorine buhe manggi,bi urgujiku i
黒い斑の馬 を指示してくれましたので､ 私はウルグジフの

16/adun de genefiurgujiku Jorime buhe morinibocoi
馬群の所-行き､ウルグジフの指示してくれた馬 の色と

226a

1/adali haracin glyamunibombolO3sere miyalmai104emu 止anseikara

同じ､ハルチン駅苑 のボンポ という人 の 一頭の三才の黒い

2/alahamorinbetaiaramejafhfi yalun eda gBsade

斑の 馬 を誤って 捕らえて乗り､もとの旗 -

3/isinaraonggoloere morin蓋adafituheke ofi,
着く 前に この馬が 弱って倒れた (死んだ)ため､

103この語は､書記が書き忘れた後､行の左側に書き込み､挿入場所を+の記号で示している｡

104この語の後に､曹記が何らかの語を書き誤り､耗を粘って抹消した跡がある｡そのため､次の語

まで2cm余りの間隔があいている｡
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4/gaitai hdbaragunm deribufiemugasait軸105
突然 (別の馬を)盗む 考えを起こし､同じ旗 の台書

5/engkejirgal iilan morinbehBlhafi, mimideo
エンフジヤルガルの三頭の馬 を盗みました｡私の弟

6/wang血Iideturgun tkalafi, WangduilO6uthai ere morinbe
ワンドイにその事情を話すと､ワンドイはすぐにこれらの馬 を

7/imiyanggaJaSeihBdai irgendasidebufi fe
張家 口 の商人の漢人ダシに与えて､昔の

8/txtkdundefangkabuha, sirame memi glyamumiurse
借金 と相殺しました｡その後､私たちの駅姑 の人が､

9/mi hBlhaomelO7yabuha besafi, memi JuWemiyalmabelO8
私が窃盗を 行なったことを知って私たち二 人 を

(ciwengjabの誤り)

10/jafdl, haracin glyamunifundetD蓋okaciwangiab se
捕らえ､ハルチン駅立占 の岳騎校 ツェウェ-ンジャブらは

ll/mimb urgujiku imorinseme bomboimorintxtabame
私が､ウルグジフの馬だ と思ってボンボの馬 に誤って

12/yaluhababe yargiyalafit盛araha fhfunibithei
乗ったことを確かめ､ 誤っ (て馬を死なせた場合の)た法律 に

13/songkoiemuuym iuhakelulefi bombodebuhe,
従って 一 ･九 畜を徴収してボンボに与えました｡

14/taijiengkejirgal iuan morinbehBhahabatx
台書エンフジヤルガルの三涙の馬 を 盗んだことを

105この語のtの文字の右側に書記が誤って点を記し､後から斜線で抹消している｡

106この語は､書記が書き忘れ､後から行の左側に書き込んで､挿入場所を十の記号で示している｡

107この語のOの文字の右側に書記が誤って点を記し､後から斜線で抹消している｡

108この語は､行末に青くスペースがなくなったためか､行の左側に書き加えてある｡
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15/getukeleme t光idefi,daci kalkai duinaimani
明らかにして裁き､最初にハルハの四 部 の

16/aisilaraJlyangglyunSei toktobuhakoolisongkoi,
副 将軍 たちの定めた 法に従って

226b

1/ilan uyun kelulefi,kemmi mimbeemuanlyaSelhen
三 ･九 (育)を徴収し､また 私に 一 年間伽を

2/etubufi, Wangdui menlJuWemiyalmade gemuweilede
着けました｡ワンドイと私の 二 人 には全く 罰として

3/bureuha akaofi, Wangdui emu hahajui,emu
渡す家畜がないので､ワンドイの一人の男の子､一人の

4/saqganJul,memi emu monggoboolO9betdleri ilanuym 1
娘､ 私たちの一つのモンゴル天幕 を全部､三 ･九 の

5/weileiulha defangkabumebodofi taijiengkejirgal de
罰 畜 (の代わり)に 出させて 換算し､台書エンフジヤルガルに

6/bahabuhangge yarglyan Semejabumbi, wangdui1jaburengge
与えさせたことは確かです｡｣と 供述している｡ワンドイの供述は (以下の通りで

bi

あった｡) ｢私は

7/jasakurjinjab 1guSalJangginubasi mirui miyalma
旗長 オルジンジャブの旗 の佐領 オブシ (の管理する)ソムの者で､

8/ereanlyanlnJuSe OnggOloharacin onnemucl
今 年 六十 才です｡以前 ハルチンの二十一番目の

9/modonglyamunicakda de albankameyaburede,
モドン駅砧 の警備人として勤めて いた 頃､

109この語は､書記が書き忘れた後､行の左側に書き加え､挿入場所を十の印で示している｡

108



10/mhiah丘nlama nawang minisasatembihe, dehi
私の兄 ラマ､ナワ-ンは私と共に住んでおりました｡乾隆四十

11/uyucl anyamimiah缶nnawang t叫iengkejirgal 1
九 (1784)年､ 私の兄 ナワ-ンが台書エンフジヤルガルの

12/morintkhalhahabaitade mhihahajuiemke,
馬 を盗んだ件 で､私の男の子 一人､

13/sarganjuiemke,monggobooedetx il孤uym 1
娘 一人､モンゴル天幕一つ を､三 ･九

14/ulhaobunetaijiengkejirgal debuhe amala bi
畜 として台書エンフジヤルガルに与えました｡その後､私は

15/emu seyeke temenbeengkejirgal debufi, mlnl
一頭の年とったラクダをエンフジャルガルに与え､ (それと引き換えに)私の

16/hahajuisarganjuibe bairede engkejirgal lglSun
男の子と娘 を (返してくれるよう)請いますと､エンフジヤルガルのいうに

は､

227a

1/saqganjuibeemgerijasakdebuhe, te
『娘 は既に 旗長に与えた｡今

2/Sinde amasibumemuteraka sefi, hahajui ht
おまえに返すことはできない｡』といって男の子 (だけ)を

3/mhdeamasibuhe, jai amyaJuWZu'iforgonde
私に 返してくれました｡翌 (1785)年 夏の 季節 に､

4/Wangduibi heyejasakijakadegenefi, mimisarganJul
私ワンドイは自ら旗長 の所- 行き､ 『私の娘

5/ombogo bminde蓋angnacioJOrOO Seme baihade,
オンボフを私に いただけますでしょうか｡』といって請いますと､

6/jasakiglSun Simi sarganJul mi jahadebici, umal
旗長 の言いますには 『お前の娘 (オンポフ)は､私の所に 居れば､全く
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7/imtxt jobubtlrehacin血 ini eture jetere

彼女 (オンボフ)を苦しめる物もなく､彼女の着たり食べたりする

8/ha血 inuumi ede ekiyehunakB, si te urunak色
物 も 全く彼女にとって不足し ない｡おまえは今､無理に

9/gamafi ainambi, taka mimiubade bikini sehe
連れて行ってどうするのだ｡とりあえず私のもとにおいておけ｡』といいました｡

10/Wangduibi arga aka,mi sarganJulOmbogode,
私ワンドイは､しかたなく私の娘 オンポフに

ll/tejasak umaisimbe am asimindeburakn
『今旗長は全くおまえを私には返却してくれない｡

12/ainara si saikan erseme yabu semetacibume
しかたない｡おまえは充分 (体に)気を付けて暮らせ｡』と 諭し

13/alaha bihe seme g8wababe lama nawang mi
話したのです｡｣といい､他の ことについてはラマ ･ナワ-ンと

14/songkoi jabumbi, taijiengkejirgal ljaburengge,
同じように供述している｡ 台書エンフジヤルガルの供述は (以下の通りであった｡)

bi

｢私は

15/jasakurjinjab igBsaiduicijergitaiji ere
旗長オルジンジャブの旗の 四 等 台書で､今

16/anlyaSuSainlnggun Se, dehiuyucl amiya
年 五十 六 才であります｡ (乾隆)四十九 (1784)年､

17/memi gusalWangduiiah正nlama nawang m
私たちの旗 のワンドイの兄 ラマ ･ナワ-ンが私の

227b

1/ilan morin tXhAhahabaitaij血1,meni
三頭の馬 を盗んだ件 で 私たちの
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2/jasakibaci tucibuhejangglnWangCuk txtideme
旗長の所から派遣した佐領 ワンチクが裁き

3/icihiyafi, Wangduici kemleciac訂a ilanuym 1
処置して､ワンドイから徴収 すべき三 ･九

4/uhaiubu deimi emu hahajui,emu
音 の代わりに彼の一人の男の子､一人の

5/sarganJul,emu mOnggO boobemindebuhe, ede
娘､ 一つのモンゴル天幕を私に くれました｡そこで､

6/jasakdeilan ulha deji jafamebuci acambi,
旗長 に三頭の家畜の上級品を捧げ 与えるべきでありました｡

7/mhdeulha akallOofi" Wangduii
私には家畜がない ので､ワンドイの

8/buhe s訂ganjuibenan ulha obum ejasakde
くれた娘 を三藻の家畜 (の代わり)として旗長 に

9/buhe ami alll jetxhndanba hBtuktu deabural baifi,minde
与えました後､ (ワンドイが)ジェプツンダンパ ･ホトクトに救済を求め､私に

10/emu seyeke temen bufi, imi hahajui,Sargan
一頭の年 取ったラクダを与えて彼の男の子と娘

ll/juibebaiki serede, bi Wangduide sini sarganjuibe
を請おうというので､私はワンドイに 『お前の娘 を

12/emgerijasakdebuhe sinde bume muteraka seme
既に 旗長に与えた｡お前に与えることはできない｡』と

110この語の後に書記が誤った語を二つほど書いてしまったらしく､その部分に枕を粘って抹消して

いる｡そのため､次の語までの間に約5.5cmの間隔があいている｡

111この語は､寺記が書き忘れた後､行の左側に書き込み､挿入場所を十の記号で示している｡
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13/gisurefiimi hahajuihtuthai indeamasi
話して彼の男の子 をすぐに彼に返

14/buhe, monggo bootX emudulindendefi,elcin
却してやりました｡モンゴル天幕は､一 半を分配して使者

15/S丘ngdebuhe, emudulintxBjangglnWangCukde
スン に与えました｡ (残りの)一 半 は佐領 ワンチクに

16/buhe, temen seyeke turga ofi inekuaniya
与えました｡ラクダは､年取ってやせていたため､その 年

228a

1/tuweriforgondetuheke semejabum bi,
冬の 季節 に倒れ (死に)ました｡｣と 供述している｡

2/S8mgmijaburengge, bi jasakurjinjab 1guSalJanggln
スンの 供述は (以下の通りであった｡) ｢私は､旗長オルジンジャブの旗 の佐領

3/wangcuk nimi miyalma, dehiuyucl anlyameni gBsai
ワンチクの (管理する)ソムの者です｡ (乾隆)四十九 (1784)年､ 私たちの旗の

4/wangdui nawang h訂aCin glyamunibademorinhalhaha
ワンドイとナワ-ンがハルチン駅立占 の所で馬を 盗んだ

5/baitaijalinjasakibaci memi JangglnWangCukbe
件 で､旗長の所から私たちの佐領 ワンチクを

6/tucibuhe, Wangcuk mimbetakb蓋aradetx5lhebume
派遣しました｡ワンチクは私を 使うべく 準備させて

7/gaifi gamahabihe, baita tNtidemegetukelefi, lama
連れて行った のです｡事件を裁いて 明らかにし､ラマ ･

8/nawang beemuan1yaiselhenetubufi, Wangduici
ナワ-ンに一 年間 伽を 着けさせて､ワンドイから

9/kemlemetucibuciacarailanuym iulhai
徴 収す べき三 ･九 畜 の
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10/oronde wangduiiemu hahajui,emu sarganJul,
代わりにワンドイの一人の男の子､一人の娘､

(deの誤り)

ll/emu monggoboobetaijiengkejirgal te sahbume
一つのモンゴル天幕を台書エンフジヤルガルに､引き替えて

12/buhe, taijiengkejirgal ibahasaqganjuibe,memi
与えました｡台書エンフジヤルガルの得た娘 を､私たちの

13/jasakdebuci acarailan ulha de fangkabume
旗長に与えるべき三頭の家畜 (の代わり)に (エンフジヤルガルから)出させて (演

長に)

14/buhe, emu monggoboobejangglnWangCuk, JaA
与えました｡一つのモンゴル天幕は佐領 ワンチクと更に

15/s氏ngmenJuWemiyalmadededemebuhe bihe,
私スンとの二 人 に分けて与えたのです｡

16/jangglnWangCuk dulekeamya,om蓋onbiyadeemgeri
佐領 ワンテクは去 年 十一 月 に既に

22Sb

1/mimemeakaoho seme gawababe
病 没しました｡｣といい､他の ことは

2/nawang seisongkoi jabumbi, aym ljaburengge
ナワ-ンらと同じように供述している｡アヨールの供述は (以下の通りであった｡)

3/bi jasakurjinjab ig丘Sai albatu ereanlya
｢私は旗長 オルジンジャブの旗 のアルバ トで､今 年

4/susaiduinse, menl jasak tehe monggo booi
五十 四 才です｡私たちの旗長が住んでいるモンゴル天幕の

5/amarglergl ilanmudanhuwesiitokoho sangga
後ろ 側に､ (誰かが)三 度 ナイフで突き刺した穴が
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6/tucihe, weitokoh血gge besarkB seme dorgideri
現れました｡誰が突き刺したのかわからないからといって､内部から

7/serem蓋erejalin m血 tucibufidoboride
防ぐ ために私を 起用して夜 に

8/keduemeyaburede emudoborijasak katun gemu
巡回しておりました｡ある夜､ 旗長も夫人も皆

9/m gaha analainekujasakiboodetakb蓋ara
寝てしまった後､ その旗長の天幕で召し使っている

10/S町ganJulOmbogo jasakibooi haiCi yaburebe
娘 オンボフが旗長の天幕の近くを通るのを

ll/sabufi, si far旭ndobori ainamejihel12 Seme

見て､ 『おまえは (こんなに)暗い 夜に (いったい)何しに来たのだ｡』と

12/fonjirede, ombogo bi bai yabumbi semeglSurefi
尋ねると､オンボフは 『私はただ出歩いているだけです』と 言って

13/uthai tndai boodedosiha Jal inengglaym bi

すぐに穀物 (貯蔵用)の天幕に入りました｡次の日､ 私アヨールは

14/ere turgun txtmemi tusalakci dasidondob dealaB tusalakci uthai

このこと を私たちの協理 (台書)ダシドンドブに話し､協理 (台書)がすぐに

15/omtx)gobe113halame gamafi fonjiha semejabumbi, we止engge
オンボフを 呼び出し連れてきて尋問しました｡｣と 供述している｡犯人である

16/sarganJulOmbogoijaburengge, bijasak

娘 オンボフの供述は (以下の通りであった｡) ｢私は旗長

112この語のiの文字の右側に青記が誤って点を記し､後からそれを斜線で抹消している｡

113この行のここまでの2語は､書記が書き忘れた後､行の左側に書き込み､挿入場所を+の記号で

示している｡
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229a

1/urjinjab 1guSalJangglnObasi nirui wangduiisargan
オルジンジャブの旗の佐領 オブシ (の管理する)ソムのワンドイの娘です｡

2/juionggolomhim wangdui karacin glyamuni
以前､ 私の父 ワンドイがハルチン駅立占 の

3/Cakdade114 albanyaburefbndel15
警備人として勤めていた 時､

4/mi山emu amjilama nawang memi sasa tembi, ya
私の一人の伯父ラマ ･ナワ-ンは私たちといっしょに住んでいました｡どの

5/aniyat" bi eJememuteraka, terefbndebi JuWan
年であったか私は憶えておりませんが､その時 私は十

6/ilansebihe, nawang emuinenggig色Saibade
三 才でありました｡ナワ-ンがある 日､ 旗の所へ

7/genekiseme karacin glyamuniurgujiku sere miydmaci
行こうといって､ハルチン駅立占 のウルグジフという人 から

a/emu morinbaifi genehe, amasi jifimimiama
一頭の馬を 請うて (それに乗って)行きました｡ もどって来て私の父

9/Wangduide,bi urgujiku ci JuWengaifi,yaluha
ワンドイに 『私がウルグジフから借りて 乗った

10/moringasaibadeisiname mutehe臨ju辞ni
馬は 旗の所へ連することができず､ 道 の

ll/undurituheke, yalurenggeakaofi, 姐an morin
途中で倒れた｡乗る物が ないので､三頭の馬を

114この語の後に､書記が誤って再びcakdaと書いてしまい､縦の線で抹消している｡

115この語のOの文字の右側に､書記が誤って点を記し､後から横線で点を抹消している｡また､こ
の語の後にも､書記が何か誤った語を書いてしまったらしく､紙を貼って抹消した跡がある｡
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12/halhaflgajiha sehe manggl,mhiamawangdui
盗んで連れて来た｡』といいましたので､ 私の父 ワンドイが

13/ereilan morinbehBdai lrgendeedelehe
この三頭の馬 を商人である漢人に未払いの

14/tx5k血In detoodaha amala uthai erebaitai

借金 (の代備)に渡しました｡その後､ (役人たちが)すぐにこの件

15/jalinmhiamaamjihBgemujafdl Weilearaha
で 私の父と伯父を 両方捕らえて処罰しました｡

16/mimtkmimiemu deotkSuWaliyamegemutalJl
私と 私の一人の弟 を共に､ 両方 台書

17/engkejirgal debuhe, engkejirgal gelimimht
エンフジヤルガルに与えました｡エンフジヤルガルは更に私を

229b

1/jasakdebuhe, takb蓋ahai nadanamyaoho
旗長 に与えました｡ (旗長が私を)召し使い続けて七 年に なりました｡

2/erei onggolojasakiadunhttuwakiyara116cibak
これ (今回の事件)より前､ 旗長の馬群を守る チャバク

3/sere miyalmamimbeacahadari miyalmaaka tnt

という人が､ 私に 会うたびに､ (あたりに)人が いないのを

4/tuwameuthaimi血bamlnJeme efime glSureme,
見て すぐ私の方に笑いながらふざけて話し､

5/uhyenihanci itknjifijendu muse atanggisasa
徐々に 近付いてきて こっそりと 『我々はいつか いっしょに

6/angameemusainbaita yabuki semeglSurehe
寝て､ あるいいことをしよう｡』と 話したの

116この語のkの文字の右側に､書記が誤って丸 (圏､hの記号)を書いてしまい､縦線で抹消してい

116
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7/bihe, anala susainaci amyaJuWariforgonde

です｡その後､ (乾隆)五十 三 (1788)年 夏の 季節 に､

8/jasakibooi tule emu aJlge untuhunboode,
旗長 の天幕の外にある一つの小さな空の 天幕で

9/cibak gelimimbeyaqkiyamemhibeLrulatuki serede,
チャバクがまた私を 誘って､私に 情交しようというので

10/bi uthai g屯nindahafiemgl latumeyabuha,
私はすぐに (その)考えに従っていっしょに情交 しました｡

ll/terecil17 蓋olobetuwaficibak iemgiududu
それから､暇 を見て チャブガと 何

12/mudan1atumeyabuha, cibak imhdealaha
度も 情交 しました｡チャバクが私に話した

13/bade si jasak katunjuwemiyalmaidorgl
ところでは､ 『お前が旗長と夫人の二 人 の内､

(kの誤り)

14/emkebajentukeninungneci, urunakAsimbe
一人を こっそり傷つければ､きっとおまえを

15/simi amaemedeam asibmbi, terenergindebi
おまえの父 母のもとへ 返してやる｡その時には､私は

16/minibacihisarganbehokofi,simbe sargan
私のもとの妻 を捨てておまえを妻

230a

1/obumegaiki, si jasak katuntxzunagaha
としてめとってやろう｡ おまえは､旗長と夫人 が寝た

2/amalaeHikebetokome nungnekimi seme emu
後 一人を突き刺して傷つけるように｡』といって一本の

117この語のtの文字の右側に､書記が誤って点を記入し､後から横線でその点を抹消している｡
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3/homhOnak缶 huwesibemindebuhe, bi tere huwesi

鞘の ないナイフ を私に 与えました｡私は､そのナイフを

(asharaの誤り)

4/gaifi askara demanggaofi, terehuwesibe
受け取って腰につけるのが 難しい ので､そのナイフを

5/alinegaihaka bicitx,bi gunln dahafi,cibak 1
受け取りませんでしたが､ 私は､ (その)考えに従ってチャバクと

6/baruelgenSaqganOJOrOg色nin tebufi,
夫 婦に なる考えを持ち､

7/cibaki tacibuhagisunbedahame,jasak
チャバクの教えた 言葉 に従って､旗長と

8/katuntknungneki seme ganindetebuhei, ineku
夫人 を傷つけようと (いうことを)考え に入れ続けておりました｡同じその (乾隆)

9/susaiilaci anlyaJuWeriforgonde inenggibe
五十 三 (1788)年 夏の 季節 に､日 は

10/onggoho, jasak geomorinbejafhfi sun slnme
忘れましたが､旗長は雌 馬 を捕らえて乳を搾り

ll/ubsangsindafijasak,katunjudanofinure umime
??を置き､旗長と夫人の二人ともお酒を飲んで

12/soktoho, jasak amgarasisheijuleriergede
お酔いになりました｡旗長は寝る 布団 の前の 側に

13/amgaha, katun amg∬asishededebufi amgaha,
寝ました｡夫人は寝る 布団に横になって寝ました｡

14/ede ombogobi jaka蓋olobetuwamedobori118
そこで私オンボフは､間 隙 を見て 夜

118この語のboの文字の右側に､書記が誤って点を記し､後から斜線で抹消している｡
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15/jentukenimemi sasa tehe cibagancidDlmai

こっそりと私たちのいっしょに住んでいる尼 ドラムの

16/emu aJlge huwesibehBhamegaifi katun i
一本の小さなナイフ を盗み 取り､夫人 の

230b

1/amgahasisheiamala dalime sindaha
寝た 布団の後ろに､さえぎって置いた

2/undehenbi, undehenfondotohoci ojorakB

板が あります｡板は 突き通すことができない

3/ofi booi amarglCIOyObhetefi fajiran119 i
ので､天幕の後ろから覆いをめくってフェルト壁の

4/deleritokorode JurSu OyO120bisirejakade

上から突き刺しますと､二重の覆いのある ところを

5/nanggerihuwesitokociht, huwesi foholoofi

三回 ナイフで突き刺しましたが､ナイフが短く て､

6/damujtlrSu OyOdeilan sanggaaraha,
ただ 二重の覆いに三つの穴を 作っただけでした｡

7/katunitxyedeisibumemuteheka, susaiduici

夫人 の体には届かせられませんでした｡ (乾隆)五十 四 (1789)

8/anlyaJuWariforgonde jasakibeye katuni

年 夏の 季節 に､旗長 自身が夫人と

9/sasajebdZundanba hBtuktu de hengkilemegenehe

共にジェブツンダンパ ･ホトクトの所に祈りに 行きました

119この語のraの文字の右側に､書記が誤って点を記し､後から斜線で抹消している.

120この語のyoの文字の右側に､書記が誤って点を記し､後から縦線で抹消している｡
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(tuwakiyahaの誤り)

10/amala,jasakiboobe tuwahiyahacimet 1
後､ 旗長の天幕を (留守)番していたチミッドの

ll/emu sula monggoboo bi121, tereboode mi
-つの空のモンゴル天幕がありました｡その天幕には全く

12/encumiyalmaakB ofi, emuinengglyamjishhi
別の人が 居なかったので､ある日の 夕方 の

13/erinde蓋olotxBtuwametereboodegenefi
時に､隙 を見て その天幕へ行き

14/cibak mimibamJlng latume bisirede,
チャバクが私と ちょうど情交している時､

15/cibak isarganbayar ihansunsiriretampln
チャバクの妻 バヤルが牛 乳を搾る桶を

16/galmejifi, cibaki minibarulatume bisire b
持ってやって来ました｡ (彼女は)チャバクが私と 情交しているのを

231a

1/sabufi,imi galaitnlemijafhka mootxtjafhfi
見て､彼女の手で既に 纏っていた木 を撞っ (り直し)て

2/mimtktantaha, cibak mimtxhar蓋ame, imi122saqgan
私を 打ちました｡チャバクは私に 味方して､彼の妻

3/bayarijafhha moodurimegaifi bayarhBtantane
バヤルの握っている木を奪い 取って､バヤルを打ち､

(tkcunuheiの誤り)

4/ishundebeconuhei bayar tuciflgenehe duleke
互いに争う内に､バヤルが (その天幕から)出て行きました｡去 (1790)

121この語は､書記が誤ってbeと書いてしまい､後からその左下に伸びたeを2本の斜線で抹消して､

その上からiに書き改めている｡

122この語の1文字目は､書記が誤って右下へ伸びる皿の文字を育いてしまい､後から2本の斜線でそ
の伸びた部分だけを抹消している｡
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5/amyanlyengnlyerijasakikatun mimbenukeganabume

年の春､ 旗長の夫人が私を 水 汲みに

6/takbafi jihengge sid血aseme emu narh丘nmoobe
行かせて､戻るのが遅れたといって一本の細い 木 を

7/jafhfimhidaraibadetzmtaha, gelikatun
握って私の腰 の所を打ちました｡また夫人が

8/m血bejasakdeomi ecai wenJe Serede,
私に 『旗長の飲む お茶を暖めなさい』といった時､

9/bi donjihaka de yabuhaka ofi, mimbebanuh鵡aha
私が聞いていなくて､しなかったので､私が 怠けた

10/seme geliemu narh缶nmoojafhfim血hBtmtdla de,
といって､また一本の細い 木を握って私を 打ちましたので､

11/ombogobi katundekimutuleme,cibak I

私オンボフは夫人 を憎み､ チャバクが

12/onggolotacibuhagisunbeg色ninde

以前 教えた 言葉 を考え に

I3/tebuhei, duleke amiyaduinbiyade inenggibe

入れて続け､去 (1790)年 四 月 に､日 は

14/sarka, emudoborijasak katunisasa amgaha
知りませんが､ある夜､ 旗長が夫人といっしょに凄た

15/amala, eHikebenungneki seme jenduken gelicibaganci

後､ (どちらか)一人 を傷つけようと思い､こっそりとまた尼

16/dolmaihuwesibeh馳 afi,sisheiamarglCljasak
ドラムのナイフを盗んで布団 の後ろから旗長と

17/katunitebuhe baiteisu cemi uJu

夫人の横になった所に向かって彼らの頭と
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231b123

1/cejentkbaimeamaqgi fajiran itulerglCIJuWemudantokoho huwesi foholon
胸 を探し､後ろのフェルト壁の外から二 回 突き刺しました｡ナイフが短く

ceni

て､彼らの

2/beyedeisibum emutehe臨 , inekuaniyasunjabiyade inenggitxsarka emu
体 に届かせ られませんでした｡その年の五 月 に､日 は知りませんが､あ

doborijasak katun
る夜､ 旗長と夫人が

3/amgahamanggl emkebenungneki seme gelicibagancidolmaihuwesibe
寝た 後､ (どちらか)一人を傷つけようと思い､また尼 ドラムのナイフを

hAhafi jasak katunideduhe bai
盗んで､旗長と夫人 の横になった所に

4/teisu ceni bethetxjorime amugi fajiran itulerglClemumudantokofi inu
向かって彼らの足 をめがけて後ろのフェルト壁の外から 一 度 突き刺し､また

tXyedeisibune
体 に 届 かせ

5/mutehekB, cibak onggolomimibamjasak booi tule bisireurgan idorglCl
られませんでした｡ チャバクは以前 私に､ 旗長の天幕の外にある 捕馬樺の中か
ら

(indebukiの誤り)

6/emketxhdhafiintebuhi124semealaha bihe, bi urgan hGhara蓋olobahaqak5
-本 を盗んで彼にくれ と いったのです｡私は､捕馬棒を盗む 隙が見つからな

123このページは､1行目から8行目までは大変小さな文字でびっしりと詰めて書かれており､各行の

文章圭が多い｡逆に9行目から17行目までは大変大きな文字でゆったりと間隔をあけつつ書かれていて､各
行の文章圭が少ない｡9行目から書記が交代したのであろうか｡ちなみにこのページを除く本文書のそれ以

前とそれ以後の全てのページは､ほぼ一定の大きさの文字で書かれており､このページの前後半のみが､極

端に小さい文字､大きい文字となっている｡

124この語のhiの文字は､kiと書くべき所を最初書記が誤ってheと書いてしまい､左下に伸びるeの文
字を後から2本の縦線で抹消して､iの文字を上から書き直している｡しかし､血の文字は訂正していない｡
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ofi

いので､

7/g缶nindedebuhei, JuWarinlnggunbiyade tereemudoboriemu urgan hBhafi
考え に入れておいて､夏 六 月 に､そのある夜､ 一本の捕馬禅を盗んで

(bukiの誤り)

8/cibakde buhi seme jasakibooi baruyaburede ayur kederemeyaburetx
チャバクにあげようと思い､旗長の天幕の方-行 く と､アヨールが巡回しているのに

9/ucarafi mimb farh融Idobori ainame jihe

出会って､ (アヨールが)私に 『(こんな)暗い 夜に (いったい)何をLに来たの

だ』

10/semefonjire de, bi bai yabumbi sefi
と 尋ねますので､私は 『ただ出歩いてるんです｡』といって

1I/uthai amgarabodai boode dosiha,
すぐに (私の)寝る 穀物 (貯蔵用)の天幕に入りました｡

12/jai inengglmemi tusalakci dasidondob
次の日､ 私たちの協理 (台書)ダシドンドブが

13/mimtxhBlame gamafi monggoboobe
私を 呼び出して連行し､モンゴル天幕を

14/tokoho baitatxmincisibkime

突き刺した件 を私から詳しく

15/fonjiha ombogobi damucibak 1
尋問しました｡私オンボフはただ チャバクが

16/onggolotacibuhagisun bedahafi, indesargan
以前 教えた 言葉 に従って､彼の妻に

17/oki semebuyembime, geh
なろうと 望んでいたのであって､また
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232a

1/katun mimbjuwemudant弧taha bekimutulefi,
夫人が私を 二 度 打ったことを憎んで､

2/jasak,katunb emke nungneki seme tokohongge
旗長か夫人の (どちらか)一人を傷つけようとして突き刺しましたことは

3/yaqglyan Semejabum bi, cibagancidolma1jaburengge,
確かです｡｣と 供述している｡ 尼 ドラムの供述は (以下の通りであった｡ )

bi

｢私は

4/ereamyamnJunadanse, bi jasakitx)dai boode
今 年､ 六十七 才です｡私は旗長の穀物 (貯蔵用)の天幕に

5/sarganJu10mbogo isasatembi, mindebisire
娘 オンボフと共に住んでおります｡私の 所有する

6/emu aJlge huwesi, en iucuri bi um ait"yede
一本の小さなナイフは､普段の時には私は全く身には

7/asharakn,babade maktamesindanbihe, sarganJulOmbogo
着けず､あちらこちらに放 置しています｡娘 オンボフが

8/ai 蓋olodehBhamegaifi, jasakibootx
いかなる隙 に盗み 取って旗長 の天幕を

(daruhaiの誤り)

9/tokoho batk fuhalisaqka, l gditaruhaimhiemu

突き刺したのかということは､全く 知りません｡彼女はまたいつも私と同じ

10/boodededurengge waka, fhlgai dolobabade dedumbi,
天幕で寝るわけではありません｡このあたりの中のあちこちで寝ます｡

ll/mimi蓋an gelijigeyen,i doboritucimedosime yaburede
私の耳はまた遠く､彼女が夜 出たり入ったりするのを

12/biinudonjime muteraka tumenyarglyan Semejabum bi,
私が 聞くことができないのもまた､本当に確かです｡｣と 供述している｡
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13/hehebayar ijaburengge, bi jasakurjinjab ialbatu,
女 バヤルの供述は (以下の通りであった｡) ｢私は旗長 オルジンジャブのアルバ ト

で､

14/ereanlyagasin止anse, minielgenCibak,
今 年､ 三十 三 才です｡私の夫 チャバクが､

15/memi jasak boodetakb蓋ara sarganJulOmbogoi
私たちの旗長の天幕で召し使っている娘 オンボフと

16/emgiadanggici deribumehebei latume yabuhah,
いつ から始まって申し合わせて情交していたのか､

17/bi um aiSarakB emuinenggijasak jasakkatuni
私は全く知りません｡ ある日､ 旗長と旗長夫人

232b

1/beye,jetxkundamba hBtuktu dehengblemejihe,
自身がジェブツンダンパ ･ホトクトに祈って 来ました｡

2/jasakihancialbanyabtuecimet jasaki
旗長 のそばで公務を勤めるチミッドが､ (その留守の間)旗長 の

3/boohB tuwakiyametehebi, tereinengglyamjis旭n
天幕を (留守)番して 泊まっていました｡その日の 夕方

4/erinde,bi umyensariki seme cimet iboode
頃､ 私は雌牛を搾乳しようと思ってチミッドの天幕に

5/tanpmgamegenerede boodedosifi, mimielgen
桶を 持って行く 際､天幕に入って､私の夫

6/cibak sarganJulOmtX)gO iemgl latumeyabure tx
チャバクが娘 オンボフといっしょに情交 しているのを

7/sabuha, ede bi jili banjifi,mimigalaiblemi
見ました｡そこで私は怒りが生じ､ 私の手に既に

125



8/jafhha moobejafdl, Ombogo bejuwenggeritantaha de

握っていた木 を撞っ (り直し)てオンボフを二回 打ちましたところ､

9/mhielgenCibak, ombogobehar蓋ame mhijafdla
私の夫 チャバクがオンボフに味方して私の握った

10/mootkdurifi,mimhttantara de, bi uthai

木 を奪い､私を 打ちますので､私はすぐに

Il/j由lafi, suJumetuCihe minielgenCibak daci farara

離れて (その天幕から)走って出ました｡私の夫 チャバクには､もともと気絶する

12/nimekubi, sarganJu10mbogo iemgiuttu balai yaburengge
病気があります｡娘 オンボフと このようにぼかなことをしていれば､

13/imi txyehamiraka semejotx)孟ome,amalahonoimtxt

彼の体が 耐えられないと 心配し､後で また彼を

14/t誠山ambihe, mhielgenCibak 血 am e jasak

諭しました｡私の夫 チャバクがどうやって旗長と

15/htun benungnerejalin, sarganJulOmtDgOde
夫人 を傷つけるために娘 オンポフに

16/tacibuha, ombogo besarganobumegaiki sehe

教えたのかということと､ (チャバクが)オンボフを妻 としてめとろうといった

233a

1/turgun be bi fuhalidonjihaba akB, semejabumbi, cimet I

こと を､私は全く 聞いたことがありません｡｣と 供述している｡チミッドの

jaburengge, bi jasakurjinjab I

供述は (以下の通りであった｡) ｢私は旗長オルジンジャブの

2/gBsaiJangglnWangCuki nimi miyalma,ereanlyaguSlnnlnggunSe,

旗 の佐領 ワンテクの (管理する)ソムの者で､今 年 三十 六 才です｡

bi menl

私は､私たちの

126



3/jasakijakadealban kame yabumbi, emuinenggijasak,katun JuWe
旗長 のそばで公務を勤めております｡ある日､ 旗長と夫人の二

4/miyalmajebdzundamba hBtuktu dehengkilemejihe,
人が ジェブツンダンパ ･ホトクトに祈って 来ました｡ (その留守の間)

cimetbi jasaki
私チミ ツ ドが 旗長の

5/bootk tuWakiyamebisire de abkayamjishBnerindejasaki

天幕を (留守)番して いますと､空が夕方の 頃､ 旗長の

6/albatu cibaki elgenSargan,SarganJu10mbogo ce ishunde

アルバトであるチャバク夫 妻と 娘 オンポフの､彼ら (三人)が互いに

7/sureme kaiCame Jamararabedonjiha, al baitaijalinjamarahab

どなったり叫んだりして騒ぐの を聞きました｡どんなことで 騒いでいたのか

8/sarkB, inuumaifonjihaka, te hehebayarijabunci temi tere

知りません｡また全く尋ねもしませんでした｡今､女 バヤルの供述 からようやくそ
の

9/fondecibak, ombogo ibaれlhtume yabuhabaitajalintuttu

時 チャバクがオンボフと 情交していた 件 で このように

10/jamarahaht sahabi semejabum bi, geliharanggagGsaitusalakci

騒いでいたのだと知りました｡｣と 供述している｡また管轄の 旗の協理

dasidondob tk

(台書)ダシドンドブを

11/selgiyemegajifi fonjici alaqangge,
布告 連行して尋問すると､その話したことは (以下の通りであった｡)

mem jasak tereboodeududumudanhuwesii
｢私たちの旗長が住む天幕に何 度も ナイフで

12/sanggatucike de, aym lJergiudumiyalma be,jasakibooi tuletuwakiyame

穴が 開けられたので､アヨールら 何 人かの者に旗長の天幕の外で番をさせて
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13/tebuhe, emudoboriniyalma amgahaerinde,sarganJu10mbogo,jasakiboobe
おりました｡ある夜､ 人が (普)寝た 時 に､娘 オンボフが旗長の天幕を

233b

1/蓋urdemeyabuha semeaym elgenSarganbealanjaha manggi,uthai
周回していましたと アヨールが (旗長)夫 妻 に報告してきましたので､すぐ

ombogo he
に､オンボフを

2/gajibufi turgunbefbnjire de sarganJulOmbogo tuktan
連行させて (その)事情 を尋問すると､娘 オンポフは最初は (供述が)

kelfi弘mey町glyanjabun
揺れて 確かな 供述を

3/buheka bicitkebsi culganidaibadetxnjiburede i uthai buksuri
Lませんでしたが､ こちらの盟 長の所へ来させると､彼女はすぐにあいまいなが

ら､

4/jasakeigensargan125 emb tokokisemecibak 辞ninderibufiinde tacibuha
旗長 夫 妻の (どちらか)一人を刺そうと チャバクが考えを起こして彼女に教唆L

kemuni inde emu homhOn

たこと (を供述しましたし)､さらに (チャバクが)彼女に一本の鞘の

5/aka amba huwesibuhe, l aShara demangga gelimiyalma

ない大きなナイフを渡しました (こと)､彼女は､身につけるのが難しく､かつ人

ikenehunjeredegeleme
が疑うの を恐れて

6/terehuwesih:ani cibak deaJnaSibuhe,

そのナイフをいつも通りにチャバクに返 却しました (ことを供述しました)｡

cibak isarganbayar defonjici,
チャバクの妻 バヤルに尋問しますと､

125このjasakeigeASargaJlの3語は､書記が書き忘れた後､行の左側に書き込み､挿入場所を十の記号
で示している｡

128



7/memi boodeemu homhonakBamba huwesi bisirengge yarglyan Sehebime
『私たちの天幕に一本の鞘の ない大きなナイフがあることは確かです｡』といいます

geli
L､また

8/hehebayartxdulekean1yaCulganidaibadeh:njiburedeimi
女 バヤルを去 年 盟 長の所-送る 際その

9/ulhahtbaiCamet血 aha hundugombuinucibak iboodeemu
家畜を 調べに派遣した農騎校ゴンボも､ 『チャバクの天幕に一本の

10/homllOnakaamba huwesi bisire126sabuha sembi seme

鞘の ない大きなナイフがあるのを見ました』と言っています｣と

alambi127, baicaci h弧a

(ダシドンドプは)話している｡調べてみると､盗人である

ll/lamanawang, ereideowangdui,morinhalhabuhataijiengkejirgal,
ラマ ･ナワ-ン､その弟 ワンドイ､馬を 盗まれた台書エンフジヤルガル､

12/erebaitabeiderededahalameyabuhas也ngsei jabuha glSun,
この件を裁くのに従って 行ったスンらが (庫倫で)供述した言葉と､

13/kemuminenemeharanggaculgamidatkisesun tx5idefi
また 以前 管轄の 盟 長月子スン (デブドルジ)が審理して (理藩)

234a

1/jurgandetx)olahajabun emuadali haranggaculganidaibaci emgeri
院 に 報告した供述とは同じである｡ 管轄の 盟 長の所から既に

2/monggofafunibitheisongkoiweilegisurefiboolaha txBdahamC,adarane
蒙古 例 に従って 罪を論じて 報告して来ているので､ どうやって

126このhuwesibisireの2語は､書記が書き忘れた後､行の左側に書き込んで挿入場所を+の記号で示

し､その2語と挿入場所を---一一の記号で綿居ている｡

127この語の後に､｣の記号が書き込まれている｡誰がいつ書き込んだのか不明である｡
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3/ obuciacara babe,(途中改行)

(罪を)与えるべきかということを

4/ (平出)jurgancitoktobumeicihiyma citulgiyenweilengge sarganjuiombogo sei
(理藩) 院 が決定して 処罰するほか､ 犯人である娘 オンボフらの

5/ jabuha glSun,inu haranggaculganidaitxtidefi tx)olaha jabunde

(庫倫で)供述した言葉 も､管轄の 盟 長が審理して報告して来た供述と

6/adah bicitx,cibak aide damuombogobes訂ganObure tx
同じであるが､ チャバクはどうして､ただ オンボフを妻に することだけに

7/kicere teile, uthai jasakurjinjabi ellenSarganbenungneki
努めるだけで､すぐに旗長オルジンジャブ夫 妻 を傷つけよう

8/sere ghinderibuhe, turgun yala kenehunjecuke,ede we止engge
という考えを起こしたのかという事情は本当に疑わしい｡ そこで､犯人である

9/sarganJu10mbogode cibak ainahaidamusimbe sarganobure tx
娘 オンポフに ｢チャバクは､なぜ､ただ おまえを妻に することに

10/kicere te止e, uthai simtxt jasakieigensarganbenungnekiseme
努めるだけで､すぐにおまえに､旗長 夫 妻 を傷つけよと

11/tacibure deisibumbi, eHike nungnehemangglurnakaujenweile
教唆するに到ったのか｡一人を傷つけた後は､ 必ず 重い罪と

(arambikaiの誤り)

12/arambikai,aduame simhtsini amaemeiboodeam asibume

なろうぞ｡どうやってお前をお前の父 母 の天幕に返し与えることが

(mutembimiの#n

13/mutembini, eTei dorgl llrunakBencu turgun bi
できるというのだ｡この (事件の)中にはきっと 別の (隠された)事情がある｡

(siの誤りと見なす)
embid sei

あるいはお前が､
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234b (1aidambiの誤りと見なす)

1/cibak belaidan be txdjociojorakBakaci uthai jasak
チャバクに罪をなすりつけているのかもしれ ない｡ さもなくば､すなわち旗長が

an 1

普段の

2/ucuriainci cibak tntadungglyamejobobure128ba bifi cibak
時にあるいはチャバクをいじめ 苦しめる ことがあり､チャバクが (旗長を)

3/kimutulefiuttu sinde tacibuha, daci sini amataijiengkejirgal
恨んで､ このようにお前に教唆したのだろう｡もともとお前の父が台書エンフジヤル
ガル

4/ci sini deobebaifi gamaha amala,inusuweni jasakijakade
からおまえの弟 を請うて連れて帰った後､ またおまえたちの旗長の所でも

5/simhBgaime baiha babi, suwenl jasak ohakB de
おまえを取り返そうと請うたことがある｡ おまえたちの旗長が返さなかったので､

si teI止

お前はやがて

6/uttu seyemeganiha dere cibak barusuweemgengunln
このように恨みに思ったのであろう｡チャバクと お前は既に 考えが

7/acaha kai urunakaishundegisurehe babi, Sini ere huwesi
一致したのであろう｡きっと互いに話し合ったことがあるはずだ｡お前のこのナイフ

●-

を

8/tuwaci, gohminici manggaij血 njurhunbi, monggobui tulergici
見ると､長 さはわずか 八 寸 である｡モンゴル天幕の外から

9/miyalmi txtyedeisibum e tokome muterak缶blme si ududumudan

人 の体 に達するように突き刺すことはできないのであって､おまえは何 度も

128この語のboの文字の右側に､書記が誤って点を記し､後から横線でその点を抹消している.
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10/tokofi fuhalideduhe miyalmi txyedeisibume muteheka, huwesi
突き刺して､全く 横たわった人 の体 に届かせることができなかった｡ナイフ

が

11/foholon batx ainucibak dealarakB si erecibagancii
短いということを､なぜチャバクに話さないのか｡おまえはこの尼 と

12/emuboode tehe kai ere cibaganciinuumnakdturgun
同じ天幕に住んでいた｡この尼 が きっと 事情を

(Sambidere hBdunの誤り)

13/Sambidere hGtuny打glyanbatx tucibu semedasame ciralame
知っているであろう｡早く本当の ことをいえ｡｣と 繰り返し厳しく

235a

1/mohobum etxtideci, ombogoijaburengge taijiengkejirgal
問いつめて審理すると､オンポフの供述は (以下の通りであった｡) ｢台書エンフジヤ

mimtx:

ルガルが私を

2/jasakdebuhe, jai amyaJuWariforgonde mimiama
旗長 に与えました｡次の (1785)年 冬の 季節 に､私の父

3/wangdui jifi, mimbgaiki sememenl jおakde tx:yejifi
ワンドイがやって来て､私を 連れて行こうと 私たちの旗長の所に自ら来て

4/baiha bihe, jasak mimiamaibarusimi sarganjuiubade
請うたのです｡旗長は私の 父 に 『おまえの娘は､ ここに

5/baci um aiimb jobobtlrehacin aka, Jal eture jederengge
居れば全く彼女を苦しめるものはない｡その上､着たり食べたりする物は

(ekiyehunの誤り)

6/gemuede eyehun akB si urunakBamasiganafiainambi
全て彼女に不足することがない｡お前は無理に 連れて帰ってどうするというのだ｡

7/taka mimiubadebikimi sehe batx, mimiamawangdui
とりあえず私の所 においておけ｡』といいましたことを､私の父 ワンドイが
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8/mindealaha turgundeede mlnlgunln de maJlge
私に 話しましたので､ それで私は心の中で (旗長を)少し

9/korsombi, amalacibak iemgig血血 acafi, ere
憎んでおりました｡後に チャバクと 考えが一致して､この

(gasameの誤り)

10/baitatXbi cibak ibarugasameglSurehemudan
件 を私はチャバクに 嘆いて話した ことが

(tuwakiyaraの誤り)

ll/bi cibak ocijasakiaduntktuWakintaramiyalma,
あります｡チャバクは旗長の馬群を管理する 者で､

12/i jasakiadunci sainnlnggetX,SOnjofi
彼は旗長の馬群から良いもの を選んで (勝手に)

13/yalumbimekemunijasaktxdaldamegurgusere
乗り､ さらに旗長 に隠れて､狩りをする

235b

1/ursedemorinturimebufi basa gaimbi, ani

人々に馬を貸 貸してまた (その馬を)受け取ります｡普段の

2/ucmi morinadulahangge gelisainaha
ことで､馬を 放牧したのがまた良くない

3/seme jasak imhtgelebumedangsihababi129, cibak
といって旗長が彼を叱 責した ことがあります｡チャバクは

4/ere baitade kimutulehebi akB txt umZu

この件 で (旗長を)恨んでいたのかどうかは (私に)全く

5/gisurehekB, cibak daci mhdeemu amba
話しませんでした｡チャバクはもとから私に 一本の大きな

129この語は､書記が書き忘れた後､行の左側に昔き込み､挿入場所を十の記号で示している｡
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6/huwesi buhe bihe, JaCi amba beyedeashaci
ナイフをくれたのです｡非常に大きくて､身に つけていると

7/miyalmakenehunjereayoo seme, terehuwesibe
人が 疑う だろうかと思い､そのナイフを

8/bi gaihakA an l Cibak deamasibuhe,
私は受け取らないでいつも通りにチャバクに返 却しました｡

9/cibagancidolmaiaJlgenhuwesi booidolo
尼 ドラムの小さなナイフは天幕の中の

10/babade maktanebifi bi 蓋olojakadehAhamegamafi,
あちこちに放って あり､私は間 隙 に盗んで 持ち出し､

11/ainci beyedeisibume tokome muteresemehalhidameghifiilan
きっと (旗長らの)体 に届かせて突き刺すことができると 愚かにも考えて三

12/mudantokoho bi cibagancidolmaiemuboode sasa tecitx,
度 突き刺したのです｡私は尼 ドラムと同じ天幕にいっしょに住んでおりま

bi umaidaruhaitmi dolo

すが､私は全くいつも天幕の中で

13/amgarangge waka, eid dukaituleeici gawaniyalmi boode
寝るわけではありません｡あるいは戸 外､あるいは他の 人 の天幕で

bahara tXtuwame

(寝る場所が)得られるのを見て､

236a

1/dedumbi,bi cibak 1glSunhBdahamejasakieigen
寝ます｡私は､チャバクの言葉に従って旗長 夫

2/sarganbe130tokome nungneki sere baita bi ai gelhunakn
妻 を 突き刺 して傷つけようと思っていたことを､私はいかなる恐れもなしに

130この語は､書記が書き忘れて､後から行の左側に書き加えているが､挿入場所の印はない｡
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3/encumiyalmadealanbimi, ereemubaitacibagancidolma
他 人 にいえます｡この一 件を尼 ドラムは

4/umaisarka, cibak damumimbeyaya wede

全く知りません｡チャバクは､ただ 私が いかなる誰にも

5/sereburaka, doborimiyalmacibsehe erinde, jendu

知られずに､夜､ 人が 静まり返った時 に (私が)こっそりと (出て)

6/genefi jasakocitkkatun ocibe emketx:nungnehe

行って､旗長でも 夫人 でも (どちらか)一人 を傷つけた

7/manggihonosimbesarganobumegairede ja seme

後は､ またお前を妻 として めとるのは容易だと

(asihanの誤り)

8/gisurehe turgunde,bi se aslganhBhi, jasaki
いいましたので､ 私は年も若く 愚かで､旗長

9/eigensarganbenungnehemanggl,mindeai weile
夫 妻 を傷つけた後､ 私にいかなる罪が

(sarakaの誤り)

10/bisire tx:bi inusark色, bi damucibak iemgl

あるのかも 私はまた知りません｡私はただチャバクと

ll/g丘ninacaha, gelijasak mimb bibufi, mimi

考えが一致しただけなのです｡また旗長が私を (自分のもとに)居らせて私の

(btuekaの誤り)

12/amadeamasiburkA bseyemee血 e tokoho manggl,

父 に返さ ないのを恨み､一人を突き刺した後は､

13/uthai mimiamaemeitmdemarici ombime, geli

すぐに私の父 母の天幕に帰ることができるということと､また

14/cibak iemgihBdun elgenSarganOJOrO tXB

チャバクと 早く 夫 婦に なるということとに
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15/kiceme,cibak 1glSunbedahameyabuhangge yarglyan
努め､チャバクの言葉 に従って行動したことは確かです｡｣

16/semejabumbi, gelibucehecibak isarganbayar de
と 供述している｡また死んだチャバクの妻

236b

1/simi elgenbuceheamala,ktueniJarguCl jifi
お前の夫が死んだ後､ 庫倫 の裁判官が来て

2/giranbebaiCametuwaranerginde, si inuhanci
死体を 調べて見る 時 に､ ｢おまえも 近くへ

バヤルに､

3/nikenefituwaho, txyedeai feyebio akB,
寄って見たのだ｡ (チャバクの死)体 にどんな傷があったのか､なかったのか｡

4/sinde korsoro babio kemmi ai kenehunjecuhebabio,
おまえには恨みに思うことがあるか｡また 何か疑わしく思うことがあるか｡

5/bici cingkaiyarglyanbabe tucibu,si aika sini
あるなら､全く 確かな ことを話せ｡お前が､もしもお前の

6/eigen,ombgo tkhar蓋ame simtxt tantaha tx
夫と オンボフをかばったり､ (あるいは夫が)おまえを打ったことを

7/seyeme tucibur血 oci, tere ainahaseme
恨んだりして､話さない ならば､それはどう あっても

8/Ojoraka, urunakByarglyanbabe jabume tucibu
許されない｡必ず､確かな ことを供述して話せ｡｣

9/semedasane sibkime fonjici, bayarijaburengge, tk

と 繰り返し追究して尋問すると､バヤルの供述は (以下の通りであった｡) ｢私た

ちは､

10/eigensaqganofi JuWanuduanlya Oho,
夫 婦と なって十 何 年にもなりました｡
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(emuの誤り)

ll/banjiha jui131emgenJuWanemOSe Oho,
生まれた子供も既に 十 一 才になりました｡

12/i ombogobhar蓋ame,mimbetantaranerginde,
彼がオンポフに味方して私を 打った時には､

13/yarglyanimhIbseyembihe, teimi bucehe tx
確かに 私を 恨んだのでしょう｡今彼が死んだのを

14/sabufi,gen umesijederakB umesig缶ninefujeme,
見て､また大いに耐えられず大いに心が 痛んで､

15/onggoloimbseyeregunln gemuakGoho
以前の､彼を恨む 気持ちは全て なくなりました｡

16/aika unenggikorsoroba132 bici, uttu fonjirede

もしも本当に憎む ところがあるのなら､このように尋問されて

237a

1/bi ainuyarglyanbabe tuciburakB mi JarguCl jifi
私がなぜ確かな ことを話さなかったりしましょう｡ 裁判官がやって来て､

(hBの誤り)

2/mhielgen1glranbabaiCametuwaranerginde bi hanci
私の夫 の死体を調べて見る 時 に､私は近くに

3/nikenefituwaha tobgiyaogo ibademaJlgeniltajaha feyebi
寄って見ました｡膝と 脇の下の所に小さくすりむいた傷がありました｡

4/ereci tulgiyen,umi encufeyeaka, JarguCl gemuminde

これ以外には 全く別の傷はありません｡裁判官が全て私に

る｡
131この語の後に､書記が誤って先にjuwaJlと書いてしまい､後で上から大きな○の印で抹消してい

132この語の右側に､書記が誤って点を記し､後から斜線でその点を抹消している｡
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5/jorime tuwabuha, tobgiyaogo ba133ifeyeoci, i
指し示して見せてくれました｡膝と 脇の下の所 の傷 は､彼が

6/Saini niyakbaka gaitaiilime gaitaidedume ofi,
ちゃんとひざまづかず､突然立ち上がったり突然横たわったりするため､

7/ajigeu蓋ebeogo derisindafidergibammonggobooi
細い革紐を脇の下に かけて上 方へモンゴル天幕の

8/sondehoiwatafiniyakbabum e glSunfonjire jakade
梁 に?? ひざまづかせ､言葉を尋問している間 に (膝と脇の下が)

9/niltajame aibiha deisibuha mhiellen daci emu
すりむけて腫れるに到らせたのです｡私の夫は､もともと一つ

(gaitaiを誤って二度書いている)

10/fenimekubi, gaitalgaitaifukderembi, fukderehe manggl
持 病が ございます｡突然 発作が起きます｡発作が起きた後､

ll/uju liyeliyeme dolomurhu farhh eitenbeulhirakade
頭が失神して (頭の)中がぼんやりどんよりし､一切が わからなく

12/isinambi, ainci u蓋e lakiyafi miyakbahai gaitaifenimeku
なります｡きっと革紐でつるしてひざまづかせている間に､突然 持病の

13/fukderefi bucehe dere, minde tlmaikenehunjerehacin
発作が起きて死んでしまったのでしょう｡ 私に (とって)は全く疑わしい ことは

14/akB semejabumbi, gelijasakurjinjab iboo tx
ありません｡｣と 供述している｡ また旗長オルジンジャブの天幕を

tuwakiyaha
(留守)番していた

15/Cimet de si suwenl jasakibootX tuwakiyaraniyalma
チミッドに ｢おまえは､おまえたちの旗長 の天幕を (留守)番する 者

133この語の右側に､書記が誤って点を記し､後から斜線で抹消している｡
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16/kai, tulemiyalmakaiCaneJamararahtdonjifi, geli u(m)ail34
である｡外で人が わめき 騒ぐの を聞いたし､また (その場所も)全く

(emuの誤り)

17/goroaka gemusuweni emobooiniyalmaai¢a)135
遠くなく､皆 お前たちの同じ家の者だ｡ もしも､

23¶I

1/tucifi tuwaraka, erei dorgl enCu turgun136
出て行って見ないとすれば､この (行動の)中には他の (隠された)事情が (確かにあ

るはずだ｡だから､この)

2/baitadesinde um aiweileakB turgunbi(ci)137
件 でおまえに全く罪が ないという事情があるのなら､

3/Cingkaigistlre,miyalmi fundegidamedaldaci ojoraka
完全に話せ｡人 のために隠しだてをしてはならない｡｣

4/semedasame yargiyalamefonjici, cimeti jaburengge,
と 繰り返し確かめて 尋問すると､チミッドの供述は (以下の通りであった｡)

bioci,
｢私は

5/nukteci jasakibadealban kane jihe miyalma,memi jasak
牧地 から旗長 の所-公務を勤めるべくやって来た者です｡私たちの旗長は､

134この語の皿の文字は､紙の破れのために確認できず､推定した｡

135この語のbの文字は､紙の破れのために確認できず､推定した｡またもしかすると､この語の後
にもさらに1､2語あったかもしれない｡

136この語の後は､舵の破れのために確認できない｡もう1,2語あったはずなので､ここでは一応チ

ミッド氏によるモンゴル語版からの転写 (tbtM町1958,p.24)に依拠して､推定した訳文のみを ( )内に
示す｡

137この語のciの文字も､舵の破れのために確認できないので､ここでは､一応このように推定して
おく｡

139



(solimeの誤りとみなす)
6/mi血htsolima138 no血on seme bibufi booht

私を 呼んで (人格が)穏やかだといって (そこに)居らせ､天幕を

tuwakiyabuha, an luCtm
(留守)番させたのです｡普段の時は､

7/bi139umi cemi manggifeliyeraka, tereemuinenggicibaki elgen
私は全く彼らの後を ついて行きません｡そのある日､ チャバク夫

8/sarganJamarara bdonjiha, inugoidahaka dartai andande
妻が 騒いでいるのを聞きました｡またまもなく､しばらくの間 に

9/uthainakaha ofi, bi tucifituwahakn, 孤 turgun
すぐおさまったので､私は出て調べませんでした｡どういう事情が

10/bisire aよa 也 s血 ngge yaqglyan, unenggl
あるのかないのかということを (私が)知らないことは確かです｡ (もし)本当に

saci140 bi 血

知っているならば､私がなぜ

11/miyalmaifundegidamedaldambi semejabumbi, ede gelidad
人 のために隠したりしましょうか｡｣と 供述している｡このため､またもとも
と

12/haranggaculganidaibadecibak htbeidehe
管轄の 盟 長 の所でチャバクを審理した

13/jakirukci dzayajab jalan arsi sedecibak h,adarame141
管旗 (章京)ザヤジャブ､参領アルシらにチャバクをどうやって

14/beidehe arbunmurubekimcime fbnjici, dzayajab sei
裁いたかという状 況 を調査して尋問すると､ザヤジャブらの

138この語は､書記が書き忘れた後､行の左側に書き込み､挿入場所を十の記号で示している｡

139この語は､書記が書き忘れた後､行の左側に書き込み､挿入場所を十の記号で示している｡

140この語のsaの文字の右側に､書記が誤って点を記し､後から斜線でその点を抹消している.

141この語のraの文字の右側に､書記が誤って点を記し､後から斜線でその点を抹消している｡
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15/alarangge, cibak bebeidere de,cibak fuhaliSaini

話は (以下の通りであった｡) ｢チャバクを審理する際､チャバクが全く ちゃんと

16/niyakbaka ilire dedure Jerglaqgadame yarglyanjabun
ひざまづかないで､立ち上がったり横たわったりして 策を使って確かな 供述を

17/burakB ofi, haranggaculganidadealafi afabuhat治

しませんので､管轄の 盟 長に話して (その)命令 に

18/dahame cibak 1JuWeOgO deu蓋e sindafi,dergiergl
従って､チャバクの両 脇の下に革紐をかけ､左 側で

238a

1/S町ganJulOmbogodefonjici142,adueo,
娘 オンボフに尋問しますと､並ぶか｡｣143(旗長オルジンジャブの供述は)

cibak

｢チャバク

2/ocimi adunbetuwakiyambihe, aniucuricibak

は､私の馬群を管理しておりました｡普 段 チャバクは､

3/adun tuwakiyaradeheolensula, geli mhisain
馬群を管理するのが 怠 慢です｡また､私の良い

4/morintxtmimbdaldameyalum egtugusere ursedeturime

馬 に 私に 隠れて乗り､狩りをする人々に貸

5/bufi, basagalre Jergi turgun bifi, bi imtx esukiyeme
貸してまた返却させるなどのことがあって私は彼を叱

142この語のCの文字は､書記が誤って左下へ長く伸ばしてしまった後､2本の斜線でそれを抹消して

いる｡

143どうも､ここに何らかの文章の脱落があるらしく､管旗章京ザヤジャブの供述から､族長オルジ

ンジャブの供述へと文脈が飛んでいる｡この文書は､th 町1958が依拠したモンゴル語文書の原本なので､

th 町1958,pp.24でも､やはり同様に文章が飛んでいる｡そして､adar印のここでの正確な意味も不明であ

る｡
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6/dangsiha bihe, umaitantaha tooha ba akB damu
責していたのです｡全 く打ったりののしったりしたことはありません｡ただ､

7/sarganJulOmbogo inl amabairede, bi buheka cibak
娘 オンボフ (の身柄)をその父が請うた際､私は与えませんでした｡チャバクは

8/mimimorinijalin mindedangsibuhaturgundekimutulefi,
私の馬 のことで私に 叱られた ため､ 恨みに思って

9/ombogo, cibak se gunlnaCafl memi elgen
オンボフ､チャバクらの考えが一致して私たち夫

10/sarganbenungneki sembidere, erecitulgiyen,umi encu
妻 を傷つけようとしたのでしょう｡これ以外には 全く他の

11/turgun aka, damuereJergiturgunbeonggolouthai
事情はありません｡ただ これらの事情 を以前 すぐに

I2/tucibumeboolaciacambihe, urjinjabmhi bye duleke
捷出して報告す べきでありました｡私オルジンジャブ自身が､去

13/aniyaminggunbiyade(途中改行)
年 六 月 に

14/(二宇治頭)endminggeejeni
聖 主 の

15/(二宇治頭)tumenjalafunambaurgunidoroihzu･angga mmanCl
万 寿の 大 祭 の礼 で所属の (トウシェ-ト汗)部 から

16/(一字拍頭)jafara uyun蓋anyantxtginggulemetxnebuhe, b00deaka
捧げる九 白 を謹んで 届けました｡ (私は自分の)天幕に居ら

ず､

17/jakanambasai baci selgiyere de rnimibye nimehe
最近大臣たちの所から布告して来た際には私 自身が病気で

18/turgunde genememuteheka, te afabuhah:
あったため､行け ませんでした｡今､命令に
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1/dahameunenggiturguntxttucibumebool(anjiha)144
従って真実の事情 を提出し､報告いたしました｡｣

2/semedoron gidahabithe boolanjihabi,
と 印鑑を押した文書で報告して来たのである｡

3/baicaci cibak ibucehettlrgun, imi sarganbayar,
調べてみると､チャバクが死んだことは､その妻 バヤルが

4/uthai cibak hB daci farara mimekubi, gaitai
すぐにチャバクのことを､ ｢もともと気絶する病気が ありました｡突

5/gaitaifukderembi, fukderehe manggl,uJuliyeliyeme
然 発作が起きます｡発作が起きた後､ 頭が失神して (頭の)

6/dolomtlrhufuh缶neitentxtulhiraka deisinambi

中がぼうっとし､何 もわからなくなります｡

(emgiの誤り)
7/ombogo i145enikilatumeyaburebaitabe,i hono
オンボフと 情交 した ことを､彼はむしろ

8/tafulaha mudanbi146 sembime, daci erebaitatxtxidehe
諭した147ことがあります｡｣といっている｡ もともとこの件 を審理した

9/jakirokci dzayajab148se nergindehancibisireJangglnCibak 1
管旗 (章京)ザヤジャブら､その時に近くに居る 章京やチャバクの

144この語は､途中から柾が破れていて読めないので､ ( )内のように綴りを推定した｡

145この語iは､書記が書き忘れて､後から行の左側に書き込み､挿入場所を十の印で示している｡

146この語の右側に､書記が誤って点を記し､後からその点を斜線で抹消している｡

147以前の所では､パヤルがチャバクを諭したことになっている｡このままでは､意味が通じないの
で､おそらく書記が書き誤ったものと思われる｡

148この人名は､書記が書き忘れた後､行の左側に書き込み､挿入場所を十の記号で示している｡
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10/jabun jai kurenihBdai lrgeSei baitatxkadalameicihiya(ra)149

供述 (があり)､更に庫倫 の商売をする漠人たちのことを管轄 処置する

(baiCameの誤り)

ll/ejeku hafanjalafun ibaci cibak iglranbebaiceme
記録係の役人 ジヤラフンの所からチャバクの死体 を調べて

12/tuwafi,k肌 buhebitheiidorgi, slyuWanlu bithede
みて 返って来た文書 の中で､ ｢『洗菟 録』の書 に

13/juweogoi ba,ergendeisinara bawaka bicihe,
両 脇の下の所は命 にかかわる所ではないが､

14/dorgiderisubegiranggidehafunambi, feyeuJen OCi
内側から筋や骨 に通じている｡傷が重ければ

15/bucembi sehe Jergi babe dasame acabumekimcimebaicafi,
死ぬ｡ (とある)｣といってきたなどのことを繰り返し照合し 調 査しても

16/umaiencu turgunakAbedahame,hono gunln
全く他の (隠された)事情がないので､ やはり窓

(monjir蓋ameの誤り)

17/cihai munJlrSamebuceburedeisibuhanggewaka,
意的に力ずくで 死なせるに到らせたのではない｡

239a

l/ombogo tXcibak deanggaacabume
オンボフをチャバクと口供を照らし合わせて

2/txiderede, cibak weiledegelemeerkenterkeni
審理した際､チャバクは罪 を恐れてあれ これ と

3/anatame yarglyanjabun bur血 bime, gelisaini
口実を作り､確かな 供述をしなかったのであり､またちゃんと

149この語の最後の部分は､筆者がアルヒープで複写した際､複写用紙に入りきらなかったようで､

写っていない｡そこでここでは文意をみて ( )内に推定した｡
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4/niy血 r∬akG ofi, JuWeOgO deu蓋e tatafi,monggo
ひざまづかないので､両 脇の下に革紐を張ってモンゴル

5/booi sondehBwaitafifonjime miyakbabuhai erin
天幕の梁 につないで尋問し､ひざまづかせたまま時間が

6/goidam jakade,beye菖adafisuJamemiy血 amemuteraka
永く過ぎる間 に 体が弱り､支えてひざまづけなくて､

7/emgerihBsungunirekemangglOgOi badetataha
既に 力が 抜けた 後､ 脇の下の所に張った

8/u蓋e ele cira oJOrOdeisinafifeyeesi ujen
革紐が一層きつくなる に到り､傷が自然と深く

9/ombi, gelifenimekubisiremiyalmagaitaifarafi bucehengge
なった｡また持 病の ある 者が 突然気絶して死んだことは､

10/honoyarglyan, ]al jasakurjinjabi elgenSarganbe
むしろ確かである｡ 更に旗長 オルジンジャブ夫 妻 を

11/tokoro baitabekimcime ombogotxtuktanjafane
突き刺 (そうと)した件 を調査して､オンボフを最初に捕らえて

12/gaifl fonjire de uthai cibak inde gunln bahabuha
連行し尋問する際､すぐにチャバクが彼女に考えを授けた

13/semejabumbime, te150gelidah缶n dahani ciralamemohobume
と 供述したのであって､今 また繰り返し繰り返し厳しく 問いつめて

14/htideci kemumiOnggolojabuha songkoitengseme aclngglyarakn
審理したが､なお 以前に 供述した通りに しっかりと揺れることなく

15/jabmbi, ombogo emgericibak iemgigaminfahha
供述している｡ オンボフは､既に チャバクと 心を合わせていた｡

150この語の右側に､書記が誤って点を記し､後から斜線でその点を抹消している｡
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16/cibak, ombogobehar蓋ameimi sarganbayartxtmtaha
チャバクはオンボフに味方して彼の妻 バヤルを打った

17/babi, ombogo hon° cibak tklaidara de isinaraka,
ことがある｡ オンボフはむしろチャバクに罪をなすりつけようとしているのではな

い ｡

239b

1/ombogo imi amawangdui haranggajasakurjinjab de

オンボフ (の身柄の返還)をその父 ワンドイが管轄の 旗長オルジンジャブに

2/baiha, tujinjab umi amasi151buhek白 gurunudu
請うた｡ (しかし)オルジンジャブは全く返 却しなかった｡心にいくら

3/seyereg丘nin bicibe, emu aJlge SarganJul Ofi,
恨む 気持ちがあってもー人の小さな娘 (にすぎないの)だから､

4/g缶min bal1abureniyalmaaka, inu ainaha
考えを授ける 者が 居なければ､またどう

5/seme gehun akBenteke uJenambabaita yabure g丘nin
転んでも敢えて このような重い大 事件を行なうような考えを

6/deriburaka, te152haranggajasakurjinjab ibenjihe bithede
起こしはすまい｡今､ 管轄の 旗長オルジンジャブが届けて来た文書と

7/acabumebaicaci, sarganJulOmbogo beiniarm
照合して調べると､娘 オンボフ (の身柄の返還)をその父

8/Wangdui baimegalre dejasakurjinjab umaibuheka
ワンドイが請うて連れて行こうとした際､旗長 オルジンジャブは全く与えなかった

9/bime, morln ibaitaijalinjasak gelicibak bedangsiha

のであって､馬 (の勝手な使用)の件 で 旗長がまたチャバクを叱った

151この語は､書記が最初誤った語を書いてしまい､縦線でそれを抹消した後､その左側に音き直し

た語である｡

152この語の右側に､書記が誤って点を記し､後から斜線でその点を抹消している｡
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10/turgundecibak seyemeombogo iemgihtumeyaburede
ため チャバクは (それを)恨み､オンボフと 情交 したのに

ll/sirkedehei,cibak nenemeg8minderibufi, jasak,katunhB
続いて､ チャバクが先に 考えを起こして､旗長と夫人 の (どちらか)

12/emkenungneki semeemu homhonaknamba huwesibume ombogo153de
一人を傷つけようと､一本の鞘の ない大きなナイフを与えてオンボフ に

13/ glSuntaCibuhanggeyarglyange且e bime huwesibenerginde
(殺人を)教 唆したことは確かなようであり､ナイフ をその時には

14/ombgo amba seme gaihaka, amala cibak iboode
オンポフは､大きいからといって受け取らなかった｡後で､チャバクの天幕を

15/baicaci, geliyarglyaniuttu emu huwesibi, ere Jergl
調べてみると､また確かに このような一本のナイフがあった｡以上のような

16/ttugunbe daci culganidaibaci getukenitucibume
事情 を､もともと盟 長の所から (理藩院に)明らかに提出､

17/boolamemuteheka ofi, kenehunjecuhedeisibuhabi, te
報告 できなかったからこそ､ (あのように)疑わしい結果となったのである｡今､

18/ JurganCi unggihe bithede, damu
(理藩)院 から (私､庫倫難事大臣に)送って来た文書には､ただ

erebaitatx154

｢(庫倫耕事大臣が)この件 を

240a

1/yargiyalanekimcimetxidefi, Jurgandeboolanjiha
確実に 調査して審理し､ (理藩)院 に報告して来た

2/erinde,jai toktobumeicihiyaki sehe, umaimuseibaci
時に､更に定めて 処置しよう｣とのみある｡ 全く我々の所で

153この人名は､書記が書き忘れた後､行の左側に書き込み､挿入場所を十の印で示している｡

154この語の後に､書記が何かを書きかけて○の印で抹消した跡がある｡
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3/uthai weiletoktobufiboolanjikimi sehe ba akade
すぐに罰を定めて 報告して来るようにといった箇所がなくて､

4/museibaciuthai weiletoktobumebanjinarakabe
我々の所はすぐに罰を定め られないの

5/dahamebaitai dorgl ele ursebeanamedasame beidehe batx,
で､ 事件の渦中に居る全ての人々を順々に繰り返し審理したところを

6/tulergigolobedas打aJurgandeyabubufi,toktobum e
理 藩 院 に送り､ 定めて

7/icihiyabuki, erebe kemmi jasakurjinjab deafabum e
処罰させよう｡ これをまた 旗長 オルジンジャブに命じて

8/yabubufi,weilengge sarganJulOmbogo, hBlhanawang sebe
送り､ 犯人である娘 オンボフや盗人ナワ-ンらを

9/ciralametuwakiyabumealiyabureciturgiyen,g屯waursebe
厳しく 監視させて 待たせるほか､ 他の 人々を

10/gemu glSurereba aknobufi, damuwangduibeselefute
骨 (罪を)論じる必要なしとして､ただ ワンドイを鉄の鎖で

11/taburaka sula tuwakiyabure batx suwaliyame yabubukisembi,
つながずに､ゆるく監視させるということをいっしょにして送ろうという｡

12/acabuha155

合わせた｡156

155この語は､11行目から4行文ほど右に離れて書かれており､行末にこの1語のみが書かれている｡

またその左側には､書記がこの語を書き誤って縦線で抹消した跡がある｡

156今の所､この語の意味は不明である｡あるいは､発送した原本と一致していることを ｢照合し

た｣の意か｡
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｢オンボフの事件｣の4通日の文書157

文書番号

旦班 旦

王道塾｣._i
X.H.Ho_277

X.1 6ym

所蔵場所 :モンゴル国立歴史中央文書館

(理藩院から我々ハン･オール盟長衛門へ､以下のように命じてきたので､この文書をお

前たち盟内の各旗長に送った｡ ｢庫倫難事大臣衛門から我々理藩院へ､以下のように報告

してきたので､処置し終えた上でこの文書をハルハ4盟の盟長であるお前たちに送った｡

『一一一一一一)158

(aeikdの誤り)

1/lama navang-un6edk也anu, bi JyaSa†urJvinJyab-un
ラマ､ナワ-ンの供述 は (以下の通りでした｡) (私は旗長 オルジンジャブの

qOSlYun-u
旗 の

2/k血n也n eneJvn Jyirantabunnasu, minudeg舶vangdui-yl
者です｡今 年､六十 五 歳です｡私の 弟 ワンドイに

3/da†aleanqaraein modun 6rtegen-屯とayda†-a-dursaYuYsan
従って ハラチンモドンの駅姑 の警備 に 就いて

157これは､th 町1958,pp,26129に収録されている文書の原本である｡すなわちチミッド氏が収録し
た ｢オンポフの事件｣に関する3通の文書の内の第3文書の原本に当たる｡

この文書は､ハン･オール盟の役所から左翼右末旗を含む盟内の全旗にあてた通達であり､トシェ-ト汗

部 (ハン･オール盟)盟長衛門に残った控えである｡折り本形式の長い単独の文書で､最初の部分が欠けて
いるため､ここでは仮に残存部分の-行目から行数をつけている｡残存部分は､庫倫桝事大臣衛門から理藩

院への報告の途中の部分から始まっている｡ここでは､最初に訳者萩原による補足を ()内に付け加えた｡
またⅦMq1958はこの文書の残存部分の内､236行目の5語目以降のみを収録している.原本の236行目の上
部欄外には､おそらくチミッド氏本人によるものと思われるWのような印が鉛筆で大きく書き入れられてお

り､明らかにこの印から後のみを意図して収録したものである｡

158ここまで全て欠落｡庫倫耕事大臣衛門から埋藩院への報告がこの後も続いている｡
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4/b61Bge, d6einyis也d並ger on,navangbi minuu† qoslγun-d///
おりました｡ (乾隆)四十 九 (1784)年､私ナワ-ンは私の元の旗 -

5/oeiy-akemenqaraein 6rtegen-uorgqyikB-dBr unuqumori
行こうとしてハラチン駅苑 のウルグジフに乗る 馬を

(kiJyalangの誤り)

6/yuyuysan-dur nlge keJyalanqaralaY mOriJyiyaJyu oggugsen
請いましたところ､一頭の四歳の黒まだらの馬を指示してくれました｡

7/qoyln-a, bi 6rgBJyikB-yin morin-uJyisBteiadalibombukemekd払m也n一也
それから､私はウルグジフの馬 の毛色と同じボンポという 人 の

8/nige keJyalanqaralaγ mOn-yiendeg血enbarijyu unu†adu†
一頭の四歳の 黒まだらの馬 を 間違えて捕らえて乗り､ 元の

9/qosIYun-durkBrk也Iylnmida, eeeJyB Gk也gsentula,
旗 - 到着する前に (その馬が)弱って死んだ ので､

(qulayuquの誤り)

10/genedtequlγuqusanaY-aeg也sged,nlgenqOSlγun-utayiJvi
急に 盗む 気が 起こり､同じ 旗 の台書

11/engkeJviryal-un Turbanmom-yiqul†uJyuminudeg也也vangdui-dur
エンフジヤルガルの三頭の馬 を盗んで私の弟 ワンドイに

12/ueir-ikeleged, vangdui daruieneTurbanmom-yiqudalduYan-u
事情を話しました｡ワンドイはすぐにこの三頭の馬 を 商人である

13/irgendasi-durqayuein6ri qarieaYulba, daraY-a-bar
漢人ダシに 古い 借金の代償として渡しました｡後 から

14/man-u6rtegen一也aradminuqulaYaibolJyuyabu†san-i
我々の駅姑 の民が私の盗みを おかしたことを

15/medeged,man-uqoyar姐m血-ibariJyu qara己in 6rtegen一也
知って､我々 二 人 を捕らえてハラチン駅砧 の
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(namayiの誤 り)

16/k血dBbosu†ueevengJyab-mar namyi6rgBjvikB-yin morikemen
蒙騎校 ツエウェ-ンジャブらは私が ウルグジフの馬だといって

(endegむeJv也の誤り)

17/bombu-ylnmom-yiendeg叫也unuγsanyabudal-ima†adlaJyu
ボンボの 馬 に 間違えて 乗った こと を確かめて

18/endegBregsen ca†aJa-yinbieig一也nyosu†arnlgenylSun

間違った (場合の)法律 の 書 に 従って 一 ･九

19/maltoryuJvu bombu-dur6gbe, tayiJyiengkeJyiryal-un
音を徴収してボンボに 与えました｡台書 エンフジヤルガルの

(iJvaYu ,-aeaの誤 りとみなす)

20/moriqul†u†sanyabudal-itodurqayilan slguJulJ†ur-aEa
●●●ヽ′●●●ヽ′

馬を盗んだ こと を明らかにして裁き､元々

21/qalq-a-yind6rbenaym a†-untusala†己iJangJyun-nar-un
ハルハ 四 部 の 副 将軍 たちが

22/toYta†a†sanqauli yosu†arnlgenJvil一也n d6nggeemusgeJu
定めた 法律に従って 一 年 (間)の伽を 着けさせ､

23/Turbanyis屯nmal tor†qyu,Vangdui man-uqoyark也m也n-dBr
三 ･ 九 音を課 し､ ワンドイと私の 二 人 に

24/yal-a-dur 6gk也mal qgeitula, vangdui-yinnige kdbeg也n
罰 (として被害者)に与える家畜がない ので､ワンドイの 一人の息子と

25/nige keGken-iman-unlge mOngYulger-iγurbanylSunyal-a-yln
●●●

一人の娘と 我々の一つのモンゴル天幕を三 ･ 九の 罰

(qarieayulunの誤りとみなす)

26/mal-durqarieanγulunboduJvu tayiJviengkeJyir†al-dur olγu†san anu
音 に 相当させて 換算し､台書エンフジヤルガルに得させたことは

27/也nen kemen8eimdi, vangdui-yln6Eikuanu, bi JyaSaY
本当です)と 供述している｡ ワンドイの 供述 は (以下の通り｡) く私は旗長
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28/urJyinJyab-un qosl†un-uk缶m也n, qaraein modun6rtegen-也
オルジンジャブの旗 の 者です｡ハラチン ･モドン駅姑 の

29/eaγtaγ-a-duralbanqaγaJyuyabumui,minuaq-alama navang
警備 に 勤 務しております｡私の 兄 ラマ ･ナワ-ンが

30/ d6einyis也dBgerontayiJviengkeJyirYal-un mom-ylqulγu†san
(乾隆)四十 九 年台書 エンフジヤルガルの馬 を盗んだ

31/kereg-tarminukdbeg也nnlge, ke故ennlge, mOngγulgernlge-yl
事件で 私の 息子 一人と､娘 一人と､モンゴル天幕一つとを

32/TurbanylSun-也malbol†an tayiJyiengkeJvirγa1-dur 6ggugsen,
三 ･ 九 音 として (換算し､)台舌 エンフジヤルガルに与えました｡

33/qoyin-a binige k6gsintemege-yiengkeJyir†al-dur ogcu
その後､私は一頭の老いたラクダをエンフジヤルガルに与え､

34/minuke也 ke&en-IγuyuγSan-dur engkeJvirYal-un 也ge, ke也ken159
私の息子と娘とを 請いましたが､エンフジャルガルのいうには､ (娘 を

●●●●ヽ′●●
35/nigenteJyaSa†-tur6gbe, e血geeimadurqoylSIOgCu
既に 旗長に 与えた｡今 お前に返却する事は

36/己idaqu也gel geJyu kdbeg也n ninadur6gbe, qoyituJyil一也n

でき ない)といって息子 (だけ)は私に 与えました｡翌 年の

37/Sunvangduibi beyeberJyaSaY-tur Oei5u minuke故en
夏 私ワンドイは自ら 旗長の所に行って､ (私の娘

(芸angnam uiuuの誤りとみなす)

38/ombuqu-yinadurEagnamu kemen yuyuysan-dur, JaSaY-un
オンボフを私に 授けてくれまいか)といって請いました所､旗長の

39/卑ge, einu ke故enminuendebayiqui-duryerBJyobaqu
いうには､ (お前の娘は 私の所にいることで全く苦しむ

159ここは､ ｢ketiken｣の後にあるのが トi｣なのか ｢,｣なのか判読できない0
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40/沖il 也gel,teg也n一也em地 租idekd 沖ilmanyerBeg也n-dur
ことがない｡彼女の着たり食べたりする物 も 全くそれ故に

(dulimayに同じ)

41/dutayudulima屯gei,ei edugeerke也gel abaeiJvu
欠 乏し ない｡お前は今 是が非でも連れていって (一体)

(yaγuBこ同じ)

42/yayuukimBi, tBr minugerte bayituγal kemegsen-1yer

どう する (というのだ)｡ とりあえず私の 天幕においておけ)といいましたので､

43/vangduibi ar†-a ugel,minukedken-dBrei saylqan
私ワンドイはしかたなく私の娘 に くお前は充分に (旗長を)

44/k也ndBleJyByabu kemen surγa†sanbBl屯ge,kemen busuyabudal-i
尊重して暮らせさといって諭したのです) といって､他のこと は

45/66mnavang-u yosuγar6eimBi, tayiJyiengkeJyir†al-un 6eikB
全てナワ-ンと同様に 供述しています｡台書 エンフジヤルガルの供述

46/anu, bi JyaSa†urJvinjyab-un qoslYun-ud6tBger〕ergetayiJyi
は (以下の通り｡) (私は旗長 オルジンジャブの旗 の四 等 台吉です｡

47/ d6einyisGd也ger onman-uqosl†un-ulama navang minu

(乾隆)四十 九 (1784)年､我々の旗 のラマ､ナワ-ンが私の

48/Turbanmom-ylqulγuYsanuear-a,man-uJaLSaγ-un
三頭の馬 を盗んだ ために我々の旗長の

49/†aJyar-aea†arya†sanJvangglVangCuY-nar Sig申Jvdsidkeged
所 から派遣した佐領 ワンチュクらが裁いて処置し､

50/lama navang-nar-untoryubasuJvokiquyurbanylSunmal-un
ラマ､ナワ-ンらに課す べき 三 ･九 畜 の

51/qubi-durnlge ke也, nlge ke故ennlge mOng†ulger-inadur
分 に 一人の息子､一人の娘､ 一つのモンゴル天幕を私に

52/6gbe, eg也n-dBrJyaSa†-turTurbanmal degeJvi baribasu
与えました｡そこで 旗長に 三 畜の上級品を献上する
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53/JyOkimui, mal ugeitula,ke也kenombuqu-ylTurban
べきなのです｡ (受け取った中に)家畜がないので､娘 オンボフを三

54/malbolyanJaSaY-tur6gbe, qoyln-anadurnlge
音 として旗長に 与えました｡その後､私に 一頭の

55/k6gslntemege OgCu teg也n-也ke也 ke也ken-I†uyu†San-dur
老いたラクダを渡して (ワンドイが)彼 の息子､娘 を乞いましたが､

56/bi vangdui-dur einu keBken-inlgenteJvaSaγ-tur6ghe, eimadur
私はワンドイに 〈お前の娘 を既に 旗長に 与えた｡お前に

57/6gと缶 eidaqu也gel, kemenkelegedteg也n一也kBbeg缶n-1qOylSl
与えることはでき ない)と いって彼 の息子 を元通り

(qubiyaJyuに同じ)

58/teg也n-dBr6gbe, mongγulger-i nlgenqa†aSqubayaJvuelei
彼 に 与えました｡モンゴル天幕を一 半を分割して使者

59/S也ng-ddr6gg也gsen nlgenhaγas-iJyangglVangEuγ-tur
スンに 与えました｡一 半 を佐領 ワンチョクに

60/6ggugsen, temege k6gsln tula故缶be, kemen6Eimui,
与えました｡ラクダは老いていたので死にました)と 供述している｡

61/S也ng一也n6eik屯anu, man-uqoslγun-unaVang Vangdui
スンの 供述 は (以下の通りであった｡) く我々の旗 のナワ-ンとワンドイが

mom
馬を

62/qulYuγsankereg一也ntula, man-uJaSa†-un†aJaraCa
盗んだ 事件 の ために我々の旗長 の 所から

63/†aryaγSanJyangglVangCuγ namayl-yiJvarulyan-durbeledken
派遣した佐領 ワンチョクが私 を使者として用意して

64/abeu abaeiYsanbBIBge,navang-nar-itodurqayilan sig也ged
連れていったのです｡ ナワ-ンらを明らかにして裁き､ (罰として)
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65/tor†uysannlge, mOngγulger-1 JangglVangCuγ, Sung man-u
■ ′ヽ

課した 一つのモンゴル天幕を佐領 ワンチョクとスンの我々

66/qoyark也m缶n-dBrqubayaJvu6gbe, JvangglVangEuγ nlgente
二 人 に 分けて 与えました｡佐領 ワンチョクは既に

67/ebedein-iyerugeibolba, kemen busu yabudal-ie6mnavang
病気 で 亡くなりました)といってその他のことは 全てナワ-ン

68/-nar-unyosu†ar6eim也i, ayur-yln 6eik屯anu, bi
ら と 同様に供述しています｡アヨールの供述 は (以下の通りでした｡) (私は

Jyasay
旗 長

69/urJyinJvab-un qoslγun-ualbatu, man-uJaSaγ-unger一也n
オルジンジャブの旗 のアルバ トです｡我々の旗長 の 天幕の

70/qoyituetegedTurbanudaY-akitu†-a-barb山egsen nBke
北 側に 三 度 小刀 で 突き刺した穴が

71/†aru†san-dur,sergeyileJyBnamayl†arγaJu S6ni manaYan-dur
現れたことで警戒して 私を 派出して夜中に警備に

72/yabutal-a, nlgen S6nijyasaγ-unJyaruea ke也kenombuqu
行っておりましたところ､ある日の夜 旗長の 召使いである娘 オンポフが

73/JvaSarunger一触 oylr-ayabuqul-yi,qjyeged とi qarangqul
旗長 の天幕の近くを出歩くのを見て､ くお前は暗い

74/S6ni yaγuugeJu ireゎe, kemen asaγuqui-dur ombuqu bi
夜中に何 だって出て来たのだ)といって尋ねますと､オンポフは く私は

75/沖geryabumui, kemenkeleged,boru gertBroruba, maryata
ただ 出歩いているだけです)と いって､灰色の天幕に入りました｡翌

76/edBrayurbi eneueir-iman-utusala†eitayiJyidasidungdub-tur
日､私アヨールがこの件を 我々の協理 台書 ダシドンドプに
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77/keleged,dami ombuqu-yida†udaJyuabとiryad asayuba,
話し､ すぐにオンボフを呼んで 連れてきて尋問しました)

78/kemen66im也i, kedkenombuqu-yln6eik也anu, bi Jyasa†

と 供述している｡娘 オンボフの供述 は (以下の通りでした｡) (私は旗長

79/urJyinjvab-un qoslγun-uVangdui-yinke故en,uridaminuaba†-a
オルジンジャブの旗 のワンドイの娘です｡以前 私の伯

80/aq-alamanavang, qoslγun-uγaJar-aOeiy-a kemen oeiba,
父 ラマナワ-ンが く旗 の所 へ行こう)といって行きました｡

81/qoylSliregedminueclgeVangdui-dur unuysanmomqosIYun-u
′ヽ●

戻ってきて､私の 父 ワンドイに ≪乗った 馬が旗 の

82/γaJyar-akBre也eidaγsan也gei血滋be, unuquyaγuma也gel
所 に到着 でき ずに死んだ｡乗る 物が ない

83/tula,†urbanmorlqulγuJyuabeiraba, kemegsen qoyln-a
ので､三頭の馬を盗んで連れてきた)といいました｡その後､

′ヽ●
84/minueclgeVangdui eneTurbanmom-yiqudalduγan-ulrgen-dBr
私の 父 ワンドイがこの三頭の馬 を 漢人商人 に

85/dutaγsan 6rin-dBr t6lBgsenqoyln-aminueeige,aba†-a
不足していた借金 (の代わり)に払った 後､ 私の 父と伯

86/aq-a-yl bariJvu yalalaγsan, namayl,minunlge deg舶-yl,
父 を (旗の役人が)捕らえて､処罰しました.私を､私の 一人の弟 を

tayiJvi

(被害者の)台書

87/engkeJyir†al-dur oggumegee, engkeJyirYal basanamayiJyaSaγ-tur
エンフジャルガルに与えるとすぐに､エンフジヤルガルはまた私を 旗長に

88/6gg缶gsen, Jaruγulu†saγar doluγanJvil bolbai,
与えました｡ (旗長の召使いとして)召し使われ続けて七 年になりました｡
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tabin

(乾隆)五十

89/†urbadu†aron,man-uJaSa†-unadaγu-yiada†ulqueabaγ
′ヽ

三 (1788)年 我々の旗長 の 馬群を 放牧するチャバクが

90/namaylYuyuJyuyabulduy-akemekiii-dBr,bi sana†-a dayaJvu
私に 乞うて情交しようというので､私はその考えに従って

91/yabulduγsan, teg也nee eilBge-yiBJvejyBkedBkeddnudaγ-a
情交しました｡ それ以来隙 を見て何 度か

92/yabuldunyabu†san, eabaY-un nadurkelegsen anu,
情交しておりました｡チャバクが私に いいましたことは､ (以下の通りです｡)

とi JvaSa†
(お前が旗長と

93/qatunqoyark蜘n也n一也doturaeanlge-yialabasuerke也gel
奥様の二 人 の 内 の 一人を殺せばきっと

(abaliの誤りとみなす)

94/eimayieeigeeke-ddr6ggmth, tereea†-tur,bi minu abalyi
お前を父 母 に 渡してくれる｡その時 に 私は自分の最初の

95/em-e-yiorki†ad,eimaylem-ebolγay-akemen manqulugel
妻 を捨てて お前を妻にしよう)といってその鞘のない

96/kituY-a-yinadurGggBgsen, terekitu†-a了egdkui-dBr, berke tula
小刀 を私に 渡しました｡ その小刀は 身につけるのが難しいので､

97/k也liyenabu†sanugel bolbaeu, bi Eibarun qamtuer-e
受け 取り ませんでしたけれども､私はチャバクとともに夫

98/em-ebolqusanaY-aegもskeJyB,Eiba†-un surya†san屯ge-yl
婦となる 気を 起こし､ チャバクの教唆した 言葉に

99/daγa5u,JvaSaγqatun-ialay-a kemensana†an-duraγuluγsa†ar
従って､旗長と奥様を殺そうと 考え に 入れ続け
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100/man tabinγurbaduγar on Jun, ediir-imartaba, JvaSa†
その (乾隆)五十 三 (1788)年の夏に､日 は忘れましたが､旗長と

101/qatun ariki uγujyuSOγtaγad umta†san, eg也n-dBrbi
奥様がお酒を飲んでお酔いになり､眠られました｡そこで 私は､

■●●ヽ′ヽ′●●●●■
102/EilBge-yluJeJuSOnlSem-1yer man-u qamtuSa†uγSan
隙 を見て夜 こっそりと私たちと一緒に暮らす

103/eibYangeadulama-yinbarakituγ-a-yiqulγuJvuqatun-u
老婆 ドラムの 小 刀 を 盗んで奥様の

104/umtaysanorun-uqoylYurqalqalan talbiysanqabtyayl
寝た 寝台の後ろに さえぎって置いた 平たい

105/modubui, sibtu b山ebes屯 也IQbolqutula, ger一也n†ada†-a-aea
木が あって貫通して突き刺すことができない ので､天幕の外 から

106/degebdr-isekdJyB tuyurγan-u qoyulai-bar bBlekai-dBr dabqur
覆い を持ち上げてフェルト壁の喉元 (?)を突き刺しますと､二重の

107/degebBrbuitula,Turbantab山ebeと也 boγunikituγ-a
覆いが あるので､三 度突き刺しても､短い 小刀

108/bolγad,†aYeak也dabqurdegebBr-tBrTurbann也ke,
なので､ただ 二重の覆い に 三つの穴だけを

109/kigsen qatun-ubeyen-ddrkむgeJvdeida†san也gel, tabin
作りました｡奥様 の体 に 届かせられ ませんでした｡ (乾隆)五十

Ilo/d6rbedBger on Jvun,JyaSaY qatun gerte 也gel, nigen
四 (1789)年の夏､旗長と奥様が天幕に居ませんでした｡ある

111/Sula ger-tBr,yerdkGm屯n申gel, nlgeneddreildge-yl
空いた天幕に全く人が 居らず､ある 日 隙 を

112/叫eJvB,teregertBroei†ad,己iba† minu-1u†-aqarγan
見て その天幕に行き､ チャバクが私 と 会って
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113/yabuldaJyubayiqui-dureibaγ-un em-ebayar dhersaYaqu
情交して いる と チャバクの妻 バヤルが牛を搾乳する

114/qubin abur-aireged,eibaγ minu-1u†-ayabulduJyu
バケツを取りに来て､ チャバクが私 と 情交して

115/bayiqu-yiqveged,teg也n一也†ar-turbariYsanmodu-bar
いるのを見て､ その 手に 持った木 で

116/namayiJvangeiYsan, eibaγ namaylOm也gere沖te紳n一也em-e-yin
私を 打ちました｡チャバクは私を かばって 彼 の妻 の

117/bari†sanmodu-yiabu†adbayar-i JangCIJuqarilean
′ヽ Y●ヽ′

持った 木 を取り､バヤルを打って 互いに

118/keruldegseger bayar γarEuoei†san, nidununJyilqabur
争い続けるうちにバヤルは出て ゆきました｡去 年の春､

119/JvaSaY qatunnamayluSuabayulur-a JaruYadiregsen anu
旗長と奥様が私に 水を汲ませようとして使い､戻ってきたのが

120/sayatabakemen nlgennarin modu-barminuniruyun-uyaJar-a
遅れた といって一本の細長い木 で 私の背中 の所を

121/Jyangeiγsan, bi JaSaγ qatun-duuuquとai ein-a kemekBi-dBr
打ちました｡私は､ (旗長と奥様 に 飲むお茶を煮ろ)といわれた時に

122/bi sonusu†Sanugei-dBr yabuγsanugel tula,namayl
私が聞いて いなくてし なかったので､私を

123/Jyalqaγurbakemen basanlgenudaγ-aJvangとi†san-dur ombuqu
怠けた といってまた一 度 打ちましたので､私

(6SiyeleJydに同じ) (surγaγsanの誤りとみなす)

124/bi qatun-dur6siyelJvB eibaY-un uridasura†aγsanuge-yl
オンボフは奥様 に 恨みを抱き､チャバクの以前 教唆した 言葉を

125/sanaγan-duraγuluγsa†arnidununJvild6rbensaradur,
考え に 入れ続け､昨 年 四 月に
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126/edBr-imartaba, nlgenS6niJyaSa† qatunumta†SanqOyln-a nlge-y1
日 は忘れました｡ある夜､旗長と奥様が寝た 後､ (どちらか)一人を

127/alay-akemengem-1yer basaeibYangとadulama-yinkitu†-a-yl
殺そうとしてこっそりと､また老婆 ドラムの 小刀 を

128/qulYuJvu,orun-uqoyln-a-aeaqatun-ukebtegsen γaJar-unkiri
盗んで､寝台の後ろ から奥様 の横たわった所 の 辺りを

129/teden一也toluγaieegeJyi-yiereJvB tuγur†an Yadan-a-aeaqoyaruda†-a
彼らの 頭や 胸 を求めてフェルト壁の外 から二 度

130/b山egsen kituγ-aboYunibolu†adteden一也beyen-dBrkdrgeJvdeida†san也gel
突き刺しました｡小刀が短く て 彼らの体 に 届かせられ ませんでし

た｡

131/manJviltabunsaradur,ed触Iimartaba, 了asaY qatunumtaysan
同 年五 月 に､日 は忘れました｡旗長と奥様が寝た

132/qoyln-a,basaeibYangEadulama-yinkitu†-a-ylqulYuJvu
後､ また老婆 ドラム の 小刀 を 盗んで

133/jyasaγ qatun-ukebtegsenγaJar-untuS teden-也k61-iJyiYajyu
′ヽ

旗長と奥様 の横たわった所 に 対して彼らの足をねらって

134/qoyitutuyuryan-u †adan-a-aeanlgenuda†-abBleJy也, mon
後ろのフェルト壁の外 から 一 度 突き刺して､また

135/beyen-dBrkBrge沖 eida†san也gel, eibaY uridanadalu†-a
体 に 届かせられ ませんでした｡チャバクは以前 私 と

136/Jvasay-unger一也nYadan-abuiuurγan-aeanlge-yiqulγuJvu
く旗長の 天幕の外に ある捕馬竿から一本を盗んで

137/nadur6gs也geikemenkelegsenbile, jvunjyirγuγansaradur,
私に くれ) と いって おりました｡夏 六 月 に､

138/nigens6ninlge uura†-a qulYuJueabay-tur ogg也y-ekemen
ある夜､一本の捕馬竿を盗んで チャバクにやろう と思い､
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139/JvaSa†-unger一也n沖gyabuqui-durmana†an-uayur ueirγad
旗長の 天幕の方に行く 際､警備人 アヨールに出会って (アヨールが)

140/qarangqulS6ni yaYugejviirebe kemen asaγuqui-dur bi Jy屯ger
(暗い 夜中に何だってやって来たのだ)といって尋ねる ので､ (私はただ

141/yabumui kemegeddarui umtaqubudayan-u gerte oruysan,
出歩いているだけです)といってすぐに寝る 穀物 (貯蔵用)の天幕に入りまL

qoyitu
た｡翌

142/eddr,man-utusalaγとi dasidungdub namayidaγudaJvu abaeiγad
日､ 我々の協理 (台書)ダシドンドプが私を 呼び出して連行し､

(kereg-iの誤り)

143/ger-i b山igsen kereg-yinadaeanaribeilanasaγuba, ombuqu
天幕を突き刺した件 を私から詳細に 尋問しました｡私

144/bi eibaY-tur em-eboluy-akemenk也sekdb6ged,basa
オンボフがチャバクに妻になろう と 望んでいて､また

145/qatun namaylqOyaruda†-aJvangeiγsan-i 6siyellyBJvaSaγ
奥様が私を 二 度 打ったことを恨んで旗長と

146/qatun-ialay-akemenbdlegsen anu屯nen kemen6eimdi,
奥様を殺そうとして突き刺した事は本当です)と 供述している｡

147/dulama-yin6eikuanu, bi eneJyilJyirandolu†annasu
ドラムの 供述 は､ (以下の通りでした｡) (私は今 年六十七 才です｡

148/nadurbui nlgen ba†-akitu†-a-yleng-unuear-a,bi
私の所有する一本の小さな小刀 を 日常的には 私は

149/beyen-d血JvigBkBもgelYaJar†aJar-aOrkiJyutalbida†
● ′ヽ

身 に 付け ずにあち こちに放 置している

(ahの誤りとみなす)

150/bdl祖ge, ombuqu alai eildgen-dむqulγqyuabu†san-i
のです｡オンボフがいつの間 に 盗み 取ったのか
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151/bi medekB也gelanu也nen kemen6eim払, em-ebayar-un
私が知ら ないのは本当です)と 供述している｡ (チャバクの)妻 バヤルの

152/6cikBanu, bi eibaY-un em-e, Jyasa†-ungerte jvar†ulqu
供述 は (以下の通りであった｡) (私はチャバクの妻です｡旗長の 天幕で召し使う

153/akinombuqu minuer-eeiba†-1uY-akeJyiy-e-eeeekileJy也
娘 オンボフが私の 夫 チャバクといつ から始めて

154/yabulduγsan-i bi yerB medek也也gel,nlgened融也desi-yln
情交していたのかを私は決して知りません｡ ある 日､ 夕方の

155/己a†-turbi 屯niy-esaYaqu kemenmong†ul gerte qubin abur-a
時､ 私が雌牛を搾乳しようと モンゴル天幕へバケツを取りに

156/oeiqui-duroruγadminuer-eeibaY 6kinombuqu-1uY-a
行って 入り､私の 夫 チャバクが娘 オンポフと

157/yabuldunyabuqul-yiqyeged,minuγar-turbari†sanmodu-bar
情交しているの を見て､ 私の手 に 握った木 で

′ヽ ′ヽ■
158/ombuqu-p qoyarudaγ-aJangClγSan-durminuereOmbuqu-p
オンボフを二 度 打ちますと､私の夫がオンボフを

159/6m也gereJu,minubariγsanmodu-yibuliyaJyuabu†adnamayl
′ヽ●●

かばって 私の 握った木 を 奪い 取って私を

160/Jyangとiqui-dur bi darui5ayila5uYaru†san minuer-e
打ちますので､私はすぐに逃げて 出ました｡私の 夫は

(ma†uJyiraquに同じとみなす)

161/iJva†ur-aeamuujyarquebeeinbui, 6kinombuqu-1u†-a
元 から気絶する病気があります｡娘 オンボフと

162/eyinkB demei yabuquanubi qarin teg屯n-1qOriγulu†san
このようにくだらないことをするの は､私はむしろそれ を禁止して

163/bile, minuer-eeibaγ JyaSa† qatun-ialay-a kemen
おりました｡私の 夫 チャバクが旗長と奥様 を殺そうと
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164/akinombuqu-dursuryaγsan也ge-yibi medekd也gel
娘 オンボフに教唆した言葉を私は知りません)

165/kemen6eimdi, bayiea†abasu, qulaγal lamanavang-nar-i
と 供述しています｡調べてみますと､盗人たるラマ ナワ-ンらを

I66/qarlyatu ei†ul†an-udaru7-a-yln†ajar-aCanlgente
所属の (ハンオール)盟 長 の 所 から既に

167/mongyulea†aJva-yinbieig-也nyosu†aryal-akelelとeged
蒙古 例 に 従って罪を議し

168/medeg也はgsen一也 tulada,JyurYan-aeato†taYaJyusidkekかeee
報告し (て来)たので､理藩院から定めて 処置する

(6eigsenの誤りとみなす)

169/†adan-a,yalatu6kinombuqu-nar-un6ei†sen use, m6nqanyatu
外､ 罪ある娘 オンポフらの 供述した言葉は､また所属の

170/ eiγul†an-udaru†-a-ylnSig也gedmedeg也lGgsen6eig-tor
(ハンオール)盟 長 が 裁いて報告した 供述に

171/adalibolbaeu,γaγとak也とaba† ya†un-dumanombuqu-ylem-e
同じですが､ただ チャバクがどうしてそのオンボフを妻と

172/bol†aqu-yikieiyek由一ylntedBi,darulJaSaγurJyinJvab
■Y

することに努める ほど､すぐに旗長 オルジンジャブ

173/er-eem-e-yialay-akemektisanaY-aeg也skegsen uとir unen
夫 妻 を殺そうという考えを起こしたのかという事情は､本当に

(seJyiglelteiの誤り)

174/sejyigleletei eneakinombuqu-dur eg也n一也 dotur-a

疑わしいです｡この娘 オンボフに くこ の (事件の) 中には

175/erke也gel ueir bui esekBl-e ei eaba†-yl

必ずや (隠された)事情がある｡ さもなくばお前はチャバクを (ことさらに)

gBJyirlekd-yi
中傷 してい るの
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176/boIJyuSi 也gel abasu darui 了asay eng-也n ueir-a labta
かもしれない｡ (事情が)あるとすればすなわち旗長は日常的なことできっと

177/eiba†-i qaladan JvobaγaquiYaJyar bui b6ged, eiba†
チャバクを侵害して苦しめるところがあったのであって､チャバクは (旗長を)

6siyeleJy屯
恨んで

178/eyinku eimadursurγa†san, iJyaYur-aeaeinu eeige
このようにお前に 教唆したのであろう｡元々 お前の父は

179/tayiJyiengkeJvir†al-a己a einu degも缶-ylYuyujyuabaei†san
台書エンフジヤルガルからお前の弟 を 請うて連れていった

180/qoyln-amantan-u JaSa†-undergedeeimayiabur-a
後､ また お前たちの旗長の そばで お前を連れていこうと

181/YuyuYsanYaJyar bui, tan-u JvaSa†boluγsan也gei-dBr
請うた ことがある｡ お前たちの旗長が許可し なかったので

182/ei sayi eyink祖 JyanuJusana†sanbayiJva eibaγ-un qamtu
お前はようやくこのように恨みをいだいたのであろう｡ チャバクと共に

183/ta migentesanaγ-aneyilegsen bolai, erke申gelqarilean
お前たちは既に 考えを一致させていたのだ｡必ずや 互いに

184/keleleegsenYajvar bui, 己inu enekituγ-a-yiqyebes也urtu

話し合ったことがある (はずだ)｡お前のこの小刀 を見ると長さ

185/anuyekedebeei naimanBunbui, mong†ulger一也nYadan-a-aea
は 大きく見ても八 寸 160 である｡モンゴル天幕の外 から

186/k吐m也n一也beyen-ddrkBrgeJyGbdlin eidaγsanugel b6ged
人 の 体 に 届かせて突き刺すことはでき なかったのであって､

160清代の ｢寸｣は約3.2cmなので､8寸は約25.6cmである｡
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187/ei kediikedh uda†-abBli沖 beyen-dむkむgen
お前は何 度か 突き刺して体 に 届かせることが

188/eida†san也gel kitu†-aboγuniyabudal-iyaγun-dueiba†-tu
でき なかった｡ 小刀が短い こと をどうしてチャバクに

189/keleku也gel 也nen yabudal-iγara†-akemendakineingdalan
言わ ないのだ｡本当のこと を言え) と 再び厳しくしたり

190/moqu†uJu SigBbes也ombuqu-yln6eik也anu,

緩やかにしたりして (我々庫倫難事大臣の衛門で)裁くと､オンボフの 供述は

′ヽ■
minueclge

(以下の通りでした｡) (私の 父

191/Vangdui man-u Jasay-turnamayiabuy-a kemen yuyuysan
ワンドイは私たちの旗長 に 私を 受け取ろうといって請うた

192/bile, man-u Jyasa† boluγsanugel,minueとigevangdui
のです｡私たちの旗長が許可せ ず､ 私の父 ワンドイが (そのことを)

193/nadurkelegsen一曲 bi baγ-a γomudumui, eiba† ada†u-yl
私に 話したので､私はやや (旗長に)不満を持っております｡チャバクは馬群 を

(sayin-ianuの誤り)

194/qariYulqu姐m也n,tere Jvasa†-unada†un-aeasayln
放牧する人です｡彼は旗長 の 馬群 から良い

(unuda†の誤り)

195/anu-ylSOngγuJu unudu†b6ged,basakBg6rdgelekな

の を選んで (自らふだん)乗って いて､また 狩りをする

196/arad-tur morik6lBsBleJv屯6gg申gedk61鮎也abumui,
人たちに (旗長の)馬を賃 貸しして料金を取ります｡

197/eng一也nueir-a, ada†uadaγulqu anubasamaγukemen
日常のことでも､馬群を放牧するのが また下手 だといって

198/JvaSaγ teg也n-iayulγan dongγuduγsanYaJyar bui,
旗長が彼 を威嚇してしかった ことがあります｡
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(daneiの誤り)

199/eiba† uγ-aeakitu†-anadur6ggugsenbdl申ge, dangei
チャバクは元々 小刀を私に 与えた のです｡ (私は)大いに､

200/yeke k也m也nseJviglek也bolbau kemenabu†san由gel, eib†angca
大きな (地位の)人が 疑う だろうかと思って受け取りませんでした｡老婆

201/dulama-yinbaγ-a kitu†-ager一缶ndotur-aγaJarγaJyar-tur
ドラム の 小さな小刀は家 の 中に あちこち に

202/orkidaγb6ged, labta beyen-dBrkBrgen bBleJvd eidaqu

放って あって､きっと (旗長夫妻の)体 に 届かせて突き刺すことができる

203/kemenmungqaYdansanaJu yaγumaeilBgen-dむqulγuJyu

と 愚かにも 考えて (何かの)事の 隙 に 盗んで

204/abaeiγad γurbanuda†-ab山igsen, dulama eneueir-i
持っていき､三 度 突き刺しました｡ドラムは このことを

205/medek也吐gel kemen6eimdi, basa 故也gseneibaγ-un
知り ません)と 供述している｡また､死んだ チャバクの

206/emebayar-tu 己inu er-edkBgsenqoyln-akBriyen一也
妻 バヤルに くお前の夫が死んだ 後､ 庫倫 の

207/Jvar†uei ireJvByasu-yibayiea†andJye姐tuqaiJurei
裁判官161が来て死骸を調べて 見る 時に､ お前

208/manoylr-atulJyu 也Jyebe也 beyen-dBryambarsyiraq-a

も 近くに寄って見たか､ (チャバクの)体 に どんな傷が

209/bayinuu 也geitは, eimadurγomudaqu †aJvar bayinuu,basakB
あるのかないのか､お前に 申し立てるべきことがあるか､また

1615aryuei(訴訟担当者)という名の訴訟専門の役人が庫倫難事大臣の下にいたので､その役人のこ

とだと思われるocoHOMTtarBa1961,pp.42143を参照Oすなわち､ここに現れるのは中国本土の件作に相当す
る検屍担当役人そのものではないが､ラマ ･ロプサンの事件では､明らかに件作と思われる漠族の下級役人

が登場する.CoHOMW Ba1961,pp.42-43によれば､この訴訟専門の役人の下に検屍を担当する件作が居た0
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210/yambarseJviglelteiγaJar bayinuubuibolbasu,tusa†ar也nen
′ヽ

どんな疑わしいところがあるか､あるのなら一人で本当の

211/yabudal-i†araγ-a kemen dakiJvunaribeilanasaγubasu
こと を述べよ)といって再び 詳しく 尋問すると

212/bayar-yln6ei払anu, Jvar†uei iregedminuer-e-ylnyaSu-yl
バヤルの供述 は (以下の通りでした｡) (裁判官が来て 私の夫 の 死骸を

(ebBd也gの誤り)

213/bayiea†anqvekBi-ddrbi oylr-atuljvu uJegSen ebBdeg
●●ヽ′

調べて 見る 時 私は近くに寄って見ました｡膝と

(silbura†sanに同じ)

214/su†u†aJyarbay-asilbaraγsanslrq-abayin-a, eg屯nee†adan-a
脇の所に小さな擦り 傷が あります｡この ほかには

(6ber-eの誤り)

215/yer也 6bersirq-a缶gel, JvarYuei 己GmJyi†aJu nadur
決して他の傷は ありません｡裁判官は全て指し示して私に

216/叫egBl也gsen,ebBdegsu†u†aJar-unslrq-abolbasu,tere
見せました｡膝と 脇の所 の 傷 は､ 彼が

217/sayln-1yarS6g也dkekB ugel,genedteJoYsujyu, genedte
ちゃんとひざまづかさせず､突然 立ち上がったり突然

(talbiJyuの誤りとみなす)

218/kebtek也 tula, ba†-asur-yl SuYu-bartalbaJyudegegsl
寝そべったりするために､細い革ひもを脇 に 通して上の

219/mongyulger一也nunin-duruya†ad s6g也dkeJyG 也ge
モンゴル天幕の梁 に つないでひざまづかせて､言葉を

(silburaJvuに同じ)

220/asaYuqui-dur岩ilbaraeu qabuduYsan-durkBrgegsen
尋問する際に擦りむいて腫れる に 到らせたのです｡

221/minuer-eiJaYur-aeanlge qa†ueinebeEinbui, genedte
私の夫は元 から一つの持 病が あります｡突然
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222/genedte也gdereJyB tolu†alerglJu
突然 発作が起きて目が 回り､

dotur句abqarangqul

(頭の)中が 真っ暗で

223/yayuneiuqaqu也gei-dBr kBr血nBi, labta sur-1yar
何 もわからないようになるのです｡きっと革ひもで

224/elgBJv缶 S6g也ddBgseger genedteqaYueinebeeininu
つるしてひざまづき続ける内に､突然 持 病の

(bui十aの誤り)
225/BgdereJyB 地租gsenbui-Jya-a, nadur yerB sejviglekii沖il
発作が起きて死んだのでしょう｡ 私としては決して疑うべきことは

226/也gel kemen6eim也i, dakin dakin-iyareingdalan
ありません)と 供述しています｡繰り返し繰り返し厳しくしたり

227/moquγuJvu Sig也bes也 basakdurida-yln6eigsen yosuYar
濃やかにしたりして裁いても､また 以前に 供述した通りに

(nutada k6delbBriに同じ)

228/nutuda k6dGlbむi 也gei6Eimdi, bayiea†abasu Jur†an-a己a

しっかりと揺れることなく供述しています｡調べてみますと､ (理藩)院からは､

229/Ya†己akdenekereg-idakinmaγadlaJyukinan sig叫屯 JvurYan-dur
ただ くこの件を 再び確認 ･ 点検して裁き､ (理藩)院に

230/medegBIBJy屯iregsenearturJyiei toYtayansidkes屯gel
報告して きた 時 に 改めて定め 処罰しよう)

231/kemebei, yerB man-u γaJyar-aeadaruiyal-atoγta†aJvu

と言っています｡決して我々 (庫倫新車大臣)の所 からすぐに罪を定めて

232/medegBltdgel kemegsenγaJar 也gel, man-u †aJyar-aEa

報告するように､といった ことはありません｡私たち (庫倫難事大臣)の所 から

233/dami yal-ato†taγaJyu山也JyOkilduqu-yintulada
すぐに罪を定めるべきではない ので､
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(darayalanの誤り)

234/kereg一缶ndotur-ael-e arad-idaryalandakin
事件の 渦中の全ての民 を順々に 再び

235/sig也gsenyabudal-i Jyur†an-duryabuγuljvutoYtaYan
裁いた 事柄 を (理藩)院 に 送って 定め

236/sidkegBl也S也gel kemen ktirgeJv缶ire沖kBi,
処罰させましょう』と言って (庫倫耕事大臣から理藩院-)届けて来たのである.

162bayiEayabasu, ene
(我々理藩院の官僚が)調べてみると､この

237/kereg urida ei†ul†an-udaruγ-abeyises也ndGbdurJyi
事件は以前 (ハン･オール)盟 長 月子 スンデブドルジ

238/-nar-un†aJvar-aea sigBJv也 il†ansalγaJyuyal-aunaγaJu
ら の 所 から､審理し (各人を)区 別して罪に当て､

239/medeg山政一eiregsen-i kinabasu seJyigleleteiγaJvarma島iolan,
報告して 来たものである｡それを調査すると､疑わしい 点が 非常に多く､

240/darui yosu†ar bol†aJyusidkebes故山也Jyokilduqul-yintula,
すぐにそのままにして 処置すべきではない ので､

241/kBriyen-dむsaγuYsan ambas-tur yabu†ulJyudakin maγadlaJyu
庫倫 に 駐在する (庫倫難事)大臣たちに送って 繰り返し確認し､

242/ eingdalannaribeilansigdJy也medeg叫沖iregseneaY-tur
(大臣が)厳しく 入念に 審理し報告して 来た 時 に､ (我々理藩院がまた)

243/6bersidkesBgeikemen yabuγuluYsanbBl也ge, e(坤ge
自ら処置しようといって (庫倫難事大臣に)送った のであった｡今､

kむiyen-dBr
庫倫 に

162ここまではthtM叩1958では省略されており､ここから後はキリル文字転写によって全文が掲載さ

れている｡またこの行の上部欄外にチミッド氏の付けたと思われる鉛筆によるWのような大きな印が残され
ている｡
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244/sa†uγsanambas-un †aJvar-aea kereg-torqolbuγdaγsan
駐在する大臣たちの所 から 『事件 に かかわった

245/arad-i ama neyilegGl一也nsig也bes也JvOkiqukdm也n-1qunyaJu
人々を､口供を照合して 審理す べき 人 を集め､

(6ber-eの誤り)

246/己ingdalansig也bes也 yer也 6ber ueirJvBil缶gel, dami
厳しく 審理しますと､決して他の (隠された)事 情はありませんでした｡則ち

247/Eibaγ m6n屯nekBrqaγueinebeeinbui maγuJlraqu
′ヽ●

チャバクも 本当に持 病が あり､気絶する

248/ebeein也gdere沖 sig屯kB tuqai-dur也kBjyBkGi, qariyatuEiYulYan-u
病気の発作が起きて､審理している時 に 死んだのです｡管轄の 盟

249/daruγ-aqarin eibaY-yl maγueilanJyObu†ujyubayi†sa†ar
長は､ むしろチャバクを責め 苦しめていて

250/也kkGi-dBrkBrgegsenueir 也gel kemenmedeg叫沖iregsen一也
死 に 到らせた訳ではありません｡』と 報告して 来た｡

251/tulada,bayieaγabasu ke故enombuqu teg也n一也Jy6bsigsen
そこで 調べてみると､娘 オンボフは､彼女の相談した

252/ereeibaγ-un surYaγsan也ge-yida†aJvu163kitu†-a bariJyu
男 チャバクの教唆した言葉に従ってナイフを撞り､

253/teg岱n-uJaSaγurJvinJyab-un sa†u†sanmong†ulger一也nγadan-a-aea
彼女の 旗長 オルジンジャブの住む モンゴル天幕の外 から

254/yurbanuda†-ab山ibes也 kituy-a boYunitula,JyaSa†urJvinJyab-un
度 突き通した｡しかしナイフが短く て 旗長 オルジンジャブ

255/ereeme-yinbeyen-dむkBrge沖eida†san也gel, Yaγeak也
夫 妻 の 体 に 届かせられ なかった｡ただ

163この単語のdの文字は､語中形が用いられている｡
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256/enemetB yalatu比m也n-1ya†akin yal-aunaγaqu yabudal-i
このような罪 人 にどうやって罪を宣告するかということを､

257/mongγulea†aJya-yinbieigtGr,yerBil†ansalyaJvutO†taγaγSan
蒙 古 例 には全く区 別して定めてい

258/也gei,沖i inu, sig也k缶とaγaJya-yinbieig-unyosuγar
ない｡正しくは (『大浦律例』の) ｢刑律 ･刑例 ｣ に 従って

259/sidkebes也JvOkimui, bayieaYabasu sig也kGとa†aJya-yinbieig-tar
処罰す べきである｡調べてみると､刑律 ･刑例 に

260/bieigsen anu,bo†ulsibegeink61ds也n一也kdm也n ger一也neJyen-i
記してあるのは､ 『奴 妹､ 賃金 労働者が家 の 主人を

(ebBgeの誤り164)
′ヽ●

261/araT-a-bar alabasu kBbeg也da己inar eb軸eemegeeclge
策を用いて殺せば､子や 孫たちが祖父､ 祖母､父､

262/eke-yiar†-a-bar alaγsan yosu†arterig也nded qorlu†san
母を 策を用いて殺したのに準 じて､首犯か 従犯か､危害を加えたか

263/eseqorluγsan yabudal-i il†aquugel e6meabeaJvu
加えなかったかということを区別 せずに､管 切り

264/ala, basaqariyatuirgen teg屯n-iJvakiru†santBsimed-i
殺せ｡また 所属の 民が､自分を管理する役人 を

(ary-a-barの誤り)

265/ara†-a-bar alaqui-dur yabuJyu qOrlu†san 也gel bolbal,
策を用いて殺そうとした際､行なって165危害は加えなかったならば､

(ming†an-uの誤り)

266/JyaYunとatiiry-aJangCIJuqOyarmlng†aan-u†ajar-a
′ヽ ′ヽ■Y ′ヽ

百回 杖で 打って 二 千 里 (の所)へ

164ここの也は語京子音に続く也のように左へ出る線が一本多くなっている｡

165 この単語は ｢行なって｣と ｢行って｣の両様に訳せるが､ここでは ｢行

なって｣と解釈しておく｡
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267/661也g也l kemeJvtikBi, eibaY kemegeiurJyinJyab-un albatu
流刑に処せ』ということである｡ チャバクという オルジンジャブのアルバ トは､

268/teg屯n-也yabuldaysanem-eombuqu-dursur†aJvu teg也n-也
自分･の情交した 女 オンボフに教唆して､自分 の

269/eJyenurJyinjyab-un ereeme-ylarY-a-bar alay-a kemenyabuγsan
主人オルジンジャブ夫 妻 を 策を用いて殺そうと したのである｡

270/kerbe eibaγ-unbey-ebui b6ges屯 Jul inuboyulsibegein
もしもチャバク自身が生存していれば､正しくは 奴 妹が

271/ger一也neJyen-iary-a-bar ala†san yosu†ar eabeiJyualaqu

家 の 主人を策を用いて殺したの (場合)に準じて､切り 殺す

272/yal-aunayabasujvokimui, eibay eddgenlgenteebedein-iyer
罰を課す べきである｡チャバクは､今 既に 病

273/BgeiboluYsantula,keleleek也γaJyar也geibolYaqu-aea†adan-a,
没 した ため 論ずる 必要なしとする ほか､

274/ombuqubolbasueibaY-un yabulduYsanem-eman,yerB teg也n一也
オンボフは､ チャバクの情交した 女である｡ 決して彼 の

275/em-e busub6ged,monJaSaYurJvinjvab-un bo†ulsibedとin
妻ではなく､ また旗長 オルジンジャブの奴 妹でも

276/busu vangdui-nar,tayiJviengkeJyir†al-un moriqulYujvu vangdui
ない｡ワンドイらが台書 エンフジヤルガルの馬を盗んで､ワンドイ

277/-nar-aea mal torYuqui-dur vangdui mal 也geitula,
らから (罰の)家畜を徴収する際､ワンドイに家畜がないので､

278/teg也n一也ke也kenombuqu-ylmal-unOrun-durtayiJyi
そ の娘 オンボフを家畜の代わりに台書

279/engkeJviryalJur qarieayul-unolYaJyuqul engkeJviryal basa
エンフジヤルガルに､代替させて与えたのである｡ エンフジヤルガルはまた､
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280/ulamJvilan qanyatulvasa†urJyinJvab-tur oggugsen,
続けて (オンボフを)管轄の 旗長オルジンジャブに与えた｡

281/urJyinJvab Jyasaγ b6ged o†tuqauli yosuYarvangdui-nar-i
オルジンジャブは､旗長でありながら､全く法律に従って ワンドイらを

282/661Bg也1-位n sidkekB中geidami engkeJyir†al-un dur-a-bar
流刑に処して処罰せ ず､すぐに､エンフジヤルガルの意のままに､

283/mal tor†u†sanorun-dur比m也n-i qarieaγul-un

家畜を課す 代わりに人間を (それに)代替させて (エンフジヤルガルに)

●●ヽ′●t Y●
OgCu JOn†-1yar
与え､恋意的に (事件を)

284/da†us†aγsan b6ged,basa engkeJvir†al-un oggugsen-iqyeJy也
終結させた｡そしてまた､エンフジヤルガルが (自分に)くれたのを見るや､

285/dami ombuqu-yl aγulaJvuJyarudasubol†aγsananu, dangei
すぐにオンボフを (自分の所に)置いて召使に した｡ このことは､大いに

(58rieeJyBの誤り)
286/qauli-yiJv6reiJy也yabuJvuqul,Ombuqu kedBiurjyinJvab
法律に違反している｡ オンポフはいくらオルジンジャブが

287/ger-tara†ulaJyu,doluγanJyil JvaruYda†san bolbaとu oγtu
天幕に置いて 七 年間召し使われたといっても､全く

288/eJyen boγul-unner-e-yintedBi 也gei JyBi inueng-un
主人と奴隷 の 名目の ほどはない｡正しくは 一般の

289/kdm也n一也 yosuγaryalalbasu JyOkimui, Yaγeakuombuqubolbasu
人 (の場合)に準じて 罪を決めるべきである｡ただ オンポフは､

290/erkebisiurJyinJyab-un Jyakiruγsanqosl†un-uke屯kenb6ged,
確かに オルジンジャブの管理する 旗 の娘 であって､

291/eibaY-tur yabuldunyabujyubasaeibaγ-un sur†a†san-i
チャバクと情交を し､ またチャバクの教唆 に
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(syoYlay-aの誤り)

292/dayajyuayumslY也geiurJyinJyab-un ereeme-isyoγlauy-a
従って敢えて オルジンジャブ夫 妻 をなぶり苦しめよう

293/kemenyabuYsananu,mannlgen nlγur也gei douradumaγu
と したことは､また一人の恥知らずで下 劣で

294/qarglSemlさ kert光Ombuqu-yl γaYeakBqariyatuirgenteg也n-i
残酷な女である｡ もしもオンボフを､ただ 所属の 民が 自分を

295/Jyakiru†santuslmed-iara†-a-bar alay-akemenyabuJyu

管理する 役人 を策を用いて殺そうとして行なって

296/qorlu†san也gel terigBlegsenkh 也n-aea†a5a-yinbieig一也n
傷つけ なかった (場合の)首 犯 の法 律 に

297/yosuYarJyaYuneibeiry-aJangCIJuqOyarmlngYan-uγaJar
′ヽ ′ヽ●ヽ′ ′ヽ

従って､百回 杖で 打って二 千 里 (の所)へ

298/己81ukn yal-auna†abasu basakBteg也n一也qaldaγsanya1-a-dur
流刑に処す罪に 当てるなら､また 彼女の犯した 罪 に

299/tengeekB也gel,Oldubasu ombuqu-yl khdB-yiqve沖 nemengdegBl一也n

釣り合わない｡ できれば､オンポフ (の罪)が重いのを見て (罪を)加え､

300/guvangtungmuJvi-dure61Bg叫押 sergey止ensaγuYsaneerig-tBr
広東 省 - 流刑に処して､守備 駐屯の 兵 に

301/boYulbol†ansagnaJu qasir†ul-un Jyaruγuluy-a, basabayiea†abasu
奴隷 として賞与し､苦い経験をさせて召し使わせよう｡また調べてみると､

302/uridaqariyatueiγulYan-udaruγ-a-yin†aJvar-aea †urban
以前 管轄の 盟 長 の 所 から (『)三頭の

303/moriqulyu†San terigdlegsenqulaγayieilama navang-i sakil-i
馬を盗んだ 首犯の 盗人､ ラマ ･ナワ-ンを還
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304/ebdeJy也 quguvangfBgeyen一也5ergemujyiJurと61dged 6rtegen-dむ
俗させて湖広 ･ 福建 等の 省 - 流刑に処して駅姑 に

305/tusiyaJyuJyobaqualban-duryabuyulqu, yer由 qantuqulγuJvu
渡し､ 苦しい賦役を 担わせます｡決して共に 盗みは

SO尉yabu†sanugelqulYuγsan-uqoyln-aed qubiya†san vangdui
せ ず､盗んだ 後で 物を受け取った (だけの)ワンドイは､

307/Ja†untasi†urJangeiqu tayijvienglEeJvir†al-un qulγuγdaγsan
百回 轍 打ちます｡台書エンフジャルガルの盗まれた

308/yurbanmom-yiと6m u† jvis屯ber olba,
三頭の馬 は全てもと通り (エンフジヤルガルが)得ました (ので問題ありませ

qul†aカeinavang
ん)｡盗人 ナワ-ンは

309/endegむeJyu bariJvi unuYad 由k也gdl也gsenueir-tornlge
誤って (別の馬を)捕らえて乗り､ (それを)死なせた ために 一 ･

310/yis也nmaltoryuquyal-auna†aJu medegBl也gsen anu
九 畜を課す 罪に当てて (処罰しました』と)166報告して来たことは､

311/qauli-durneyilegsen一也tulada,eg屯n-i darulqariyatu
法律に 合っていたので､これを､すぐに管轄の

312/ei†ul†an-udaru†-as也ndubdurJi-yin una†a†san yosuγar
盟 長 スンデブドルジが当てた (罪の)通りに

313/bol†asuγai,Jvasa†urJyiqyab-un qatun,ke也kenombuqu-yl
Lよう｡ 旗長オルジンジャブの夫人が娘 オンボフを

314/qunya†san anu,teg也n一也er-eurJyinjyab-un medel-dBrbui
受け取ったことは､そ の夫 オルジンジャブの権限内にある

166ここの引用は直凄爵法ではなくて間孝箭法になっているが､引用部分を明示するために rJを補

足しておく｡
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315/amui, 己ibaγ-un em-ebayar teg屯n一也er･モEiba† ke也ken
のである｡チャバクの妻 バヤルは､そ の夫 チャバクが娘

316/ombuqu-taiJv6bsigsen-i medek也也gel-yln tulada,
オンボフと謀議したことを知ら なかったので､

(eimid-iの誤り)

317/qamly-adgel dulma, eimd-i e6m kelelEekdyabudalBgel
無関係である｡ ドラムとチミッドは､共に (罪を)論じる 必要 なしと

318/bolγasuYal,urida qarlyatuJvaSaγurJyinJyab endegむeJy也
しよう｡ 以前､管轄の 旗長 オルジンジャブが誤って

319/sidkegedtorγuYsank也m岱nyaγum-a-ylmank也tataJvu
処置し､徴収した人や 物 をまた 取り

320/abuγad uγ k也m屯n-dむolyubasuJyokimui, toryuγsan
もどしてもとの持ち主に 返す べきである｡ 徴収した

321/kdbeg也n-i vangdui, tayiJviengkeJyir†al-dur nlge temege Ogg也ged
男の子を､ワンドイが台舌 エンフジャルガルに一頭のラクダを与えて

322/kBbeg也n-iyen abaeiYsan-u tulada,engkeJyir†al-aea enenlge
自分の男の子を連れて行ったので､エンフジヤルガルからこの一頭の

323/temege, JangglVangCuY S&e-nar-tu6ggugsenmongyul
ラクダを (追徴し)､そして佐領 ワンチク､ (使者)スフら に与えた モンゴル

324/ger-i tustusk6ge沖†ar†a†adu† k血n也n-ddol†asuγal,
天幕をも､各 々 追 徴して､もとの持ち主に返そう｡

325/Jviei uridaqariyatuEiγul†an-udaru†-as也ndGbdurJyi-yin
さらに､以前管轄の 盟 長 スンデブドルジの

326/†aJvar-a払 enekereg-ylmedeg叫沖†arγa†san卑gelSana†an-u
所 から 『この件 を 報告 提出せ ず､窓

327/Jyori†-iyarsidkegsenbBged,tayiJviengkeJyiryal-un
意 的に 処置した上に､台書エンフジヤルガルの
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328/6ggugsen6kenombuqu-ylger-tor-iyen a†uljyu
与えた 娘 オンボフを自分の天幕に置いて

329/Jvaru†San, tdsiyetd qanaym aγ-unJaSa† tayiJyi
召し使ったトシェ-ト汗 部 の 旗長 (である)台書

330/urJyinJvab-i yal-akeleleeg也ls由gel, ebeein-iyerugel
オルジンジャブについて罪を論じさせましょう｡病気で 死亡

331/bolu†sanJvalanayusi, Jyanggivangeu†, tanyiengkeJvir†al,
した 参領アヨーシ､ (そして)佐領 ワンチク､台書 エンフジヤルガル､

332/elEis也ke-nar とbmteden一也了asa†-untusiyaYsan-i
使者スフらは､皆 彼らの旗長の命令 に

333/daYaJyuSidkebei, yerB eden一缶 sanayan-uJyoriγ-1yar

従って処置したのです｡決して彼ら (自身)が窓 意 的に

334/sidkegsen anubusu-yintulada,己6m kelel&kuyabudai

処置したわけでは ない ので､皆 (罪を)論じる 必要

335/Bgeibol†asuγal, .beyises也ndBbdurJi 己ibaγ-i
なしとしましょう｡ (私､盟長である)月子 スンデブドルジは､チャバクが

也kuku-yin
死ぬ

336/urida Brese也 也nen 6eig-isigqjy也 †aryanese
以前に探し求めて真実の証言を審理して出せ

337/eida†san b6ged,lama navang qulYayiとiboIJyuyabuYsan
ませんでした｡また ラマ ･ナワ-ンが窃盗を 行なった

338/kereg-1qanyatuJvaSaγurJvinJyab-nar sanayan-ujyori†-1yar
件 を管轄の 旗長オルジンジャブらが窓 意 的に

339/sidkegsenyabudal-i tuqai-dur yerBbayieaYaJvu†ar†a†San
処置したこと を､その時､ (私スンデブドルジが)全く調べて 提出し
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340/也gel anu,eSeJyOkiJyuqul, teg也n-i qamtubar ya1-a
なかったことは､ 不適当でありました｡そのことをいっしょにして (私の)罪を

keleleegBlk也
論じて

341/aJviyamu kemen erg也n kBrgeJy屯ireJydkdi,
いただけますか』といって (盟長から我々理藩院へ)提出して届けて来た｡

bayieaYabasu, JaSaY
′ヽ

調べてみると､旗長

342/urJyinJyab bolbasu,nlgenqOSlYun-ukereg-ylterigBleJvB
オルジンジャブは 一 旗 の ことを 指揮し

343/sidkekB kBm也n qul†ayieinavang-u kereg-ylyerBmedegdldgsen也gel,
処置する者であるのに､盗人 ナワ-ンの事件を 全く報告せ ず､

344/dami sanaYan-uJOnrlyarqauli-yiJdrei了也medemkeyilensidkegsen
′ヽ●

すぐに窓 意 的に法律を無視し偽って 処置した

345/bdged,basademei keBkenombuqu-ylqurlyaJu JaruYSan anu
上に､また軽率にも娘 オンボフを受け取って召し使った｡これは､

346/heker tusiyal-iγuta†aJyuqul, urJyinJyab-i 芸iyudJvasa†-aea
まことに (その)地位 を汚した行ないである｡ オルジンジャブを直ちに旗長より

(eegerlelの誤り)

347/bayilYa†ad cegerilelBJyegBIs也gei,Jyalanayusi, tayiJyiengkeJyiryal,
退職させて､ (それによって)懲戒しよう167｡ 参領アヨーシ､台書 エンフジャ

ルガル､ (使者)

348/B也ke-nar kedBiJyasaγ-untuslyaYSan-ida†aJyuSidkebe
スンらは､いくら旗長 の 命令 に従って処置した

349/kemebee也 erkebisituqai-duryer也 uEir-iYar†aJu medegdl也gsen也gel
とはいえ､確かに､その時 決して事情を提出して報告せ ず (無条件に旗長に)

167このeegerilelBJy.gBl由gei,という表現は決まり切った定型句で､裁判文書に頻出する｡
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350/da†al己aJvuyabu†san yal-a-aea keldBreJv也也ldbolumui,Jyalan
従って 行動したという罪からは､免れ 得ない｡ 参領

(p血glGの誤り)

351/ayusi, tayiJviengkeJyir†al S也ng e6m p也ngled也gel-yln
アヨーシ､台舌エンフジャルガル､ (使者)スンは皆 (もともと)俸禄が ない

tulada

ので､

352/JyOkis-i qjye沖 k也m也nbdriTurba†adyis屯nmaltorγuJu
妥当な所を見計らって各 人に各々三 ･九 畜を課し､ (徴収した罰畜は)

353/qauliyosu†ar
法律 通りに､

354/beledkes也gel,
備えさせよう

355/urJyinJyab-un
オルジンジヤ

jvitg也gsen arad-tuk也kigBl-tin岩angnaqui-dur
(何らかの)努力をした民 に､励まして 賞与するのに､

′ヽ●ヽ′■
JICl qariyatueiYul†an-udaruY-as也nddbdurJvi,
｡更に､管轄の 盟 長 スンデブドルジが､

′ヽ■
JOn†-1yarSidkegsenkereg-ylyerdbayiEaYaJyu
プの窓意的に処置した事件を全く調べて

(omtuγayidaJvuquiの誤り)

356/ese†aru†a†san anu,dangei168omta†ayidaJvuqul, kerbebayieaγaqu-yl
提出しなかったことは､大いに 不注意であった｡もしも査察を

357/aldaysan Ea†aJya-yinbieig一也nyosuγarqaγasJyil-吐n p也ngle也
失した (場合の)法律 の 書 に 従って半 年間の俸禄を

358/tatabasu bay-ak也nggen metB s也ndBbdurJyi-yi k也ndBde nemeg叫也
削るなら､軽 微に過ぎるようである｡ スンデブドルジに重く (罪を)加えて､

359/nigenJyil-也nJyaSaY-unP也ngle由一yitatay-a,dedeiYul†an-u
一 年間の旗長の 俸禄 を 削ろう｡ 副 盟

168この語は語頭のdが語中形で表記されている｡
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360/daru†-akeJveyidur了i, JangglVangCu† nlgenteebedein-iyerugel
長 へジェイドルジと佐領 ワンテクは､既に 病気 で 亡く

361/boluγsan-utulada, keleleek也yabudalBgeibolYasu†ai,basa

なった ため､ (罪を)論じる 必要 なしとしよう｡ また

362/bayieayabasu qariyatuqosIYun-utuSala†己itayiJvidasidundub,
調べてみると､管轄の 旗 の協理 台書ダシドンドプと

363/dasi-ylm6nJyBi inuyal-akeleleebes也jyokimui, qanyatu
ダシをも､正しくは 罪を論じる べきである｡管轄の

364/eiYulγan-udaruγ-a-yln†alyar-aea yerBteden-idurdu†san
盟 長 の 所 からは､全く彼らに言及した

365/†aJyar也gel bidegBlig sidkebes也jvokilduquugel-ylntulada,
所が ない｡いいかげんに処置す べきではない ので､

366/eg故ni s也ndBbdurJi-dur tusiyaJyu urJyin了ab uridaenekereg
これをスンデブドルジに命じて､ 『オルジンジャブが以前 この事件を

367/sidkek屯 tuqai-dur dasidundub, dasi qosl†un-uYaJyar-abuibBged
処置したその時に､ダシドンドプとダシは旗 の所 に居 ながら

368/ueir-i†arYaJumedeg也はgsen也gel, eSebes也busualban-dur
事情を提出 報告し なかったのか､それとも他の公務で

369/oeiYsan eseoeiγsanyabudal-i todurqay止anbayiとayaJu JyurYan-dur

出かけていたのかどうか､ ということを明かにして調べ､ (理藩)院に

370/medeg叫沖iregsenear-tu sayid bide qauli yosuγar

報告して 来た 時 に､我々 (理藩院の)官僚169が法律に従って

371/bayieayansidkes也gel kememBi, jvia enekereg,γadaγadmongyul-un
調べて 処置しよう』といった｡さらにこの事件を理藩

169当然のことながら､モンゴル語ではsayid(｢官僚｣)とbide(｢我々｣)という言葉が日本語
と逆の語順で出てきているが､訳文では入れ替えて日本語らしい語順とした｡
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■ヽ′
372/t6rB-ylJaSaquyabudal-unyamun-aeak山iyeJvB nlgentOYta†aYSan

院が 受理して､一度 定めた

373/yabudal-iJvBi inuqamtubartodurqayilan †arγabasuJyOkimui,
ことを 正しくは､共に 明らかにして､提出す べきである｡

374/sayid man-uJOrl†-1yarbol†aqu yabudalbusu tula,kieiyengg也yilen
『我々 (理藩院の)官僚が勝手に なすべきこと ではないので､謹んで

375/(一字拾頭)ayiladqaba,(途中改行)
上奏しました｡

376/(二宇治頭)Jya,li7-yiyuyum ui kemen tngri-yintedkdgsen一也tabinJyiryudu†ar
勅 を 請います』といって乾 隆 五十 六(1791)

377/ondolu†ansarayinqorintabun-du(途中改行)
年七 月 二十 五日 に

378/(一字拾頭)ayiladqaba,mankdsar-a-yinqorinnaiman-a(途中改行)
上奏した｡同 月 二十 八日 に

379/(二字拾頭)Jya,liYurJvinJyab-i JaLSa†-aeabayilγ-a, S血dBbdurJvi-yi JaSaγ-un
『勅｡オルジンジャブを旗長から退職させよ｡スンデブドルジの旗長 の

p也ngleB
俸禄を

380/migenjyn-iyertatan,busud-i keleleeegsenyosuYarholy-a kemegsen-i
一 年間 削れ｡他のことは､ (理藩院が)論じた 通りに なせ｡』と (皇帝

が)いったことに

381/kiayenggByilenda†aJvueg也n一也tulailegebe, kemen
謹んで 従い､このために送った｡｣といって (理藩院から私ハン･オール盟

kdrと屯

長の役所に)届いて

382/ireJv故Bi, e辞n一也dotur-a qul†aiqudal-unkereg-yl†ar†aJu
来た｡ (また) ｢『こ の 中には､窃盗と虚偽の 事件を 提出
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383/medegBl也gsen也gelSnaYan-uJOnγllyarquuli-yiJy6rEeJyB
報告せ ず､窓 意 的に法律を 無視して

384/medemkeyilensidkegsenJaSaY-yitusiyal-aeabayil†aJyu sidkegsen
′ヽ

偽って 処置した旗長を地位から退職させて処罰した

385/keregbui-yintulada,egun-itBsiyet也 qan,ee&n qan,
件が ある ので､これをトシェ-ト汗､ツエツェン汗､

386/sayln nOyan,JyaSaγtu qand6rbenaylma†-unei†ul†an-u
サイン･ノヤン､ザサクト汗の四 部 の 盟

387/daruγ-a,tusalaYeiJyangJyun-nar-tutuSlyanyabuYulu†ad
長､ 副 将軍 ら に 命じ 送って､

388/ulamJyilan 6ber6ber一也nqariyatuJvasarnar-tur
引き続いて各 々 の 所属の 旗長らに

389/neyitebertuslyaYadnigenadalidaγaJvuSidkegdl由也gel
全て 命じて 一 様に従って処置させましょう

390/kemem缶ikemen ergBJy也kdi,eg也n一也tula tusiyanilegebe,

という』といって (我々理藩院が皇帝に)提出した｡こ の ために､命じて送っ
た｡｣

391/kementusiyan kBrと也irejvdkBi,eym u-yintula,
と 命じて (理藩院から各盟に)届いて来た｡ こ の ため､

JvaSaY
(我々ハン ･オール盟の役所は) ｢旗長､

392/tusalaYei, tBsimed一也nγaJyar-aea, bieig一也ndoturaki
協理 (台舌)､役人たちの所 から､ (この)文書の 中にある

393/el-e kereg-〆kinan naribenanbayieayaJyuqiegednigen
当該の事件を 調査し､入念に 調べて みて､-

394/adalidaYaJvusidkekBi-yi medet也gel kemen e紳 n一也tula

棟に従って処置させることを知るように｡｣といってこ の ために､ (盟から各旗

に)
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395/tusiyanilegebe,

命じて送った｡
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第二章 ダシジドの事件に関する
裁判文書

萩原1988で扱った ｢ダシジドの事件｣に関しては､以下に5通の文書を提示する｡ これ

は､ ｢ダシジドの事件｣に関してチミッド氏が収録した5通の文書､すなわち各々

Ⅶ m叩1958,pp.30-57に収録されている計5通の文書の各原本である.

｢ダシジドの事件｣は､乾隆53(1788)～54(1789)年にかけて ｢オンボフの事件｣
と同じハルハのハン･オール盟左翼右末旗で発生展開した殺人 (一家心中)事件である｡

｢ダシジドの事件｣に関する1通日の文書170

文書番号 所蔵場所 :モンゴル国立歴史中央文書館

◎.…

TnoJ トシェ-ト汗部 (ハン･オール盟)盟長衛門の来文櫓
X.H.Ho.428
X.T. 164a-1736

164a (urJinJab-unの誤り)

1/Jasay-unterig血JergetayiJiurJinJab-yin bieig,(途中改行)
旗長 一 等 台吉 オルジンジャブの文書｡

2/(一字拍頭)kiyaneingmen-dむyabuquqan a†ula-yinei†ulγan-udaru†-aJasa†-un
乾 清 門 行走 ハン･オール 盟 長 旗長

3/qoslγun-ubeyise, eiγulyan-udeddaru†-aterig也nJergetayiJitan-a
固山 貞子 (殿と)､副盟 長 等 台書 殿に

4/erg缶be, medegBlku-yinuar, eneonγubanSar-a-yinqorinJiryu†an
提出しました｡報告する ためです｡今 年 三 月 の 二十 六日

5/JuminuqosiYun-uquya†urJin-u medegBIBr増iregsen†aJar-tur
に 私の旗 の 箭丁 オルジンが報告しに 来た ところによると､

6/teg也n一也ger一也nboYul emedasiJid 6ber一缶nbutaei k也beg也n-iyen
彼 の家 の 埠である女 ダシジドが自分の私生児である息子 に

170これは､thM叩1958,pp.30-37に収録されている文書の原本である｡すなわちチミッド氏が収録し
た ｢ダシジドの事件｣に関する5通の文書の内の第1文書の原本に当たる｡
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164b

1/qourla†san nlgenkeregll medeg也Idr-eiregsen uとir-tu,
危害を加えた一 件 を (オルジンが)報告しに 来たのでした｡そのことで､

urJin jyabm inu
私 オ ルジンジ ャブの

2/†a了ar-aeanlgentegegむSum un-uJangglnVangCuγ, bo岩uYueibaγ-mar-i
′ヽ

所 から一 方では佐 領 ワンテク､領催 チャバクらを

(叫eg也1血 に同じ)

3/†arγaJu 6be r一也neke-dBr qourluγda†san k也beg也n-uyasu-yi也JvegBl一也n
派出して､自分の母によって危害を加えられた息子 の遺骸を検視させ､ (また)

4/nigentegegむ 払m也n一也amin-dur noeu†daγsanemedasiJyid, tuqai-du

一 方では人 命 (案件)にかかわった 女 ダシジドと､その時に

5/BJyegSenmedegsen el-e arad-idaγudan abeu ireg山屯gedbayieaYaqui-dur
見たり知ったりした全ての民を 呼び出して連れて来させ､ 調べてみますと､

6/daruiJvangglVangCuY, bosvuγueiba†-nar qoylSl kBre也iregedmedeg屯lk也
すぐに佐領 ワンチク､領催 チャバクらがこちら-戻って来て 報告したことは

7/anu, bide tuslya†San-ida†aJvuemedasiJyid-tur

(以下の通りでした)0 ｢我々が (旗長の)命令 に従い､女 ダシジドによって

qourlu†da†sam
危害を加えられた

8/tegもn一也kdbeg也n一也yasu-ylnaribeilan也Jyebes屯 qoγulaikqv申g舶-yl
彼女の 息子 の遺骸を詳細に 検祝しますと､のどと首 の

(†ubara叩叫sanの誤り)

9/toYmiJvuγuburaγutaγsanbiteg舶sorbi nigekesegbui, egun-eee
まわりに腫れ上がって 閉じた傷跡が-カ所 あります｡これ以

10/6ber-eilete ulayiYsan ba,biteg舶k6keregsen qabudu†san 岩irq-asorbi
外､ 明らかな赤くなったり､また閉じて青くなったり腫れたりした傷 跡は
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ll/yerB Bgel kemenmedegdlBr-eireJyBkBi, eg血-dBrurJyinJyabminu †aJyar-a
決してありません｣と 報告して 来ました｡そこで､私オルジンジャブの所で

12/tusalaγeitBsimed-i abeu yalatuemedasiJyid-turasa†ubasu
補佐する役人たちを連れて (派出して)罪ある女 ダシジドに尋問しますと､

13/6eikGanu, bi tayiJiaγsangarbi-yinqariyatunomungegei
その供述は (以下の通りでした)0 ｢私は台書 故 ガルビの 所属の ノモンという

kdm也n-也

者 の

14/ke故en,eneJyilγueinqoyarnasutai mida namayibaγ-abBkBi-dd
娘です｡今 年三十 二 才です｡以前､私が 助かった 頃､

(yada†urajvuに同じ)

15/eeigenomun amlJlYuquyaγuma屯geiyada†uuraJu, nlgenqOSlγun-u
●ヽ′■

父 ノモンは生活する 物が なく貧しくなって､同じ旗 の

(turaJyuの誤り)

16/tayiJyivang5i1-du qudaldu†sandaruieeigeturuJu dkqy放ui, qoyln-a
台書 ワンジルに (私を)売って すぐに父は痩せ衰えて死にました｡その後

(bey-eに同じ)

17/minubiy-e tayiJyivangJyil-tai ebnayirjyOkildu†sanugeiyabutal-a
私 自身は台書 ワンジルと仲が うまくいかないで

165a

1/namayiarbanYarunnasutai-duminueketayijvivangjvil-du nigeker
私が 十 才を 魅えた時､私の母は台舌 ワンジルに牛 一頭を

(bey-e-yiに同じ)

2/t618gelen ogcu abuγad,minubiy-e-yi(途中改行)
代償として与えて (私を引き)取り､ 私の身柄を

3/(拾頭なし)gegegen-也svabi enedkeg daru7-a-yln ger一血k屯m血 bayar-tu
(ボグド)ゲゲ-ンのシャビであるエネトへク長 (?)の 家 奴であるバヤルに
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(gergeiに同じ)

gergiibolYajvu

妻 として

4/qudalan 6gg也ged,†urba†ad也kerbo†tulan abubai, bi manteden一也 k也m也n
縁を結んで与え､ 牛三頭ほどを結納として受け取りました｡私はまたそれらの人

5/-ner-teieng一也n ueir-anayiraldunjyokildajvuyabuqu也gei-dur,er-e
たちと 日常的なことで和 合して 行け ず､ 夫

6/bayar-turgegegdeJyu 6ber一缶neke-dur bueaJyuirebe, basaekedakin
バヤルに離縁されて､自分の母のもとへ戻って来ました｡また母は再び

7/namayibeyisedeeinrambi1-un qosIYun-uerinein-du gergiibolγaJyuqudalan
私を 月子 デチンランピルの旗 の エリンテンに妻 として縁を結んで

(血a†-aに同じ)

8/6ggdged,nigemori,tabunyama bo†tulan abubai, bi mantendeben

与え､ 馬 一頭､山羊 五頭を結納として受け取りました｡私はまたそこで

(niJyegedに同じ)

9/baLSaJvOkilduYsanugeinijyiged各ar-a-ylntedGyikenboluγad,er-e
も 和合 できず 約-ケ月 ほどだけたって､夫

10/erinein-dur gegegdeged,basaeke-dむ-iyenbueaJyuirebei, basa qoyln-a
エリンチンに離縁されて､また母の所- 戻って来ました｡また､その後

1I/nigenqosIYun-uJvayibil kemegei姐m也n-dBmigensar-a-ylntedBi

同じ旗 のジヤイビルという 人の元で 一カ月 ほど

12/gergiibolun yabu†ad,mannayiralduneidaγsan也gel gegegdebei,
妻と なって暮らし､また和合 でき なくて離縁されました｡

13/eg屯n-dむminueke mal boYtulan abuγsan 也gei, darui eke-tei

この時は私の母は､家畜を結納として受け取りませんでした｡すぐに母と

14/qamtuyabutal-a, ami Jviyuquyaγumaugel,geryadanggitula,eke-yin
ともに暮らしていると､生計を立てる物が なくて家が貧しい ので､母
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15/†aYEabiy-e-yi,(途中改行)
一 人 を

16/(始頭なし)gegegen一也岩abi minuna†acu quvaraYgelegbanJyur
(ボグド)ゲゲ-ンのシャビで私の母方のおじである僧侶 ゲレクバンジョールが

t6rBl一也ns山bege-ber
親戚の 縁 で

(d6terke沖 こ同じ) (ulJyi†ulunの誤り)

17/d6tBrkeJvG amiuljyi†ul-un teJyiyesugeikemen abaeibai, bi 6ber-eec
親切心を出して何とか暮らさせて扶養しようといって連れて行きました｡私は自分自

身から

165b

1/t6rdgsenbutaei nlgen k仏祖 qoyarke也ken-tei qoslYun-udotur-aami
生まれた私生児である一人の息子､二人の娘 と共に旗 の 中 で何とか

(tungに同じ)

2/ulJyin sayuYad,qoslγun-aea qoni mal teJyiyen 6gbeと也 tun

暮らして住み､ 旗 (の役所)から羊等の家畜を育てて (私に)くれてもどうしても

qOγ Slqu
豊かにな ら

3/也gel qOYuSun-dur,nidununJyun-udumdadusar-a-dur nlgenqOSIYun-u

ないで貧しいので､去年の 夏の 中の 月 (五月)に同じ 旗 の

4/tayiJyieevang-u qoniqulayujyubariYdaba, tuqai-durmeylren

台書 ツエワンの羊を盗んで 捕えられました｡その時､副 (章京)の

(amin血baの誤りとみなす)

5/amingdau-a kereg-isidkeJyu minunlgenbutaei ke屯ken-itayiJyieevang-du

アミンダワ-が事件を処置して私の 私生児である娘一人を台吉 ツェワンに

6/yaladu bariJyu6ggBged,也ldegsenkB也 ke也kenbide†urba†ul-a-ylqanyatu
罪 (の代備)に捧げて与え､ 残った 息子と娘と 私の三人 を所属の

7/ba†-durneyileg叫也yabuYsanbile,nidununnamur-unterig屯nsar-a-du
バグに合流させたのです｡ 去年の 秋 の 最初の月 (七月)に
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8/man-u ba†-unbosyu†ubordui-yinkelegsenanu とim ayl
私たちのバグの 領催 ボルドイが話したことは､ (以下の通 りで した｡) 『お まえを

eneqOyar
この二人の

(beye-teiに同じ)

9/keked-tei-yiqosl†un-udotur-abayanbii-teik也m也n-dBrqudalduJvu
子供と共に 旗 の 中 で金持ちの 人 に 売って

10/amiuljviyuluy-a kemen meylren amingdau-a-dumedeg山並gsen-dB
何とかして暮らさせよう』といって副 (章京)アミンダワ一に報告したところ､

meylren

副 (章京)は

(bey-eに同じ)

ll/了6bsiyere祖qudaldutu†aikemebe kemen dami minubiy-e k舶 ke也ken

了来して､売るように といったと (ボルドイは)いってすぐに私 自身と息子､娘の

12/†urba†u1-a-ylmanqoslγun-uOrjyin-du morinlge,temegenlge-eee
三人 を 同じ旗 のオルジンに馬 一頭､らくだ一頭で

13/qudaldubai, bi orjyin-un ger一也njyBil一也nkereg-tor66也kenJyaru†daJyu
売りました｡私は､オルジンの家 の 家 事 に 少し 召し使われて

14/edBgenaylmanSar-aboltal-a tusa†ar ger-tei qoγulaqubeasu aliba
現在､八か 月 たつまで､独立した天幕を持ち､食事や衣服などいかなる

(Joba†sanに同じ)

15/Jydil-iyerJvObuYsan也gelSa†uYSan bolbaeu,ene qabur-unseg也1
物にも 困ら ずに暮らしましたが､ 今年の春 の 末の

16/sarayln qOrintabun-u也desi-yln S6niminudoluYannasutaibutaei
月 (3月)の二十五日の日が暮れた夜､私の七 才 の私生児である

(erkeleJyBの誤り)

17/k也beg也neng一也n ueir-aerkilijydyarda†laYsan-dur genedtemin yekede
息子が 日常的なことで甘えてわがままをいったので突然 怒りが大いに
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166a

(k6del沖 こ同じ)

I/k6ddlJyB mungqaγdan sanaγsananu, bi eeigeeke-eec†aru†san-aea
こみあげて愚かにも (次のように)考えました｡ 『私は､父 母から生まれて以

(inaγsiの語頭のiの歯が一本不足している)

2/inaγsi6einen nasu oltal-a e己igeekekedBkedBnudaγ-aolan k也m也n-dB
来､ かくも多くの年齢を重ねるまで父 母が何 度も たくさんの人 へと

(6gbee也に同じ)

3/qudalduyulu†san kiged,qudalan6gbe也 egenegtenigen 66日ken amur
(私を)身売りさせました.そして嫁に やってもいつも 一つのささやかな平

4/yabudaloluYsanugei,olan-tagegegdeJy缶 edugequdalduγulunknm也n一也
穏をも得 ず 何度も離縁されて､今や 売られて 人 の

5/boYulboluγsanmaγu qubiJyayaYan-da†an†omudaJyueiquldan 6ber一也n
姓と なった 悪い自分の運 命 を 嘆き 絶望して､自分の

6/butaEi kB也, ke也kenqoyar-talqamtu放血也geikemensanaJuman
私生児である息子､娘の 二人 と 共に 死のう』と 思い､その

7/S6mi k屯m也numta†san-u dami bi sem-1yer †urbannasutuke故en
夜､人が 寝静まった後すぐに私はこっそりと自分の三 才 の娘

(titimに同じとみなす)

8/-iyenk也JyBg也也Iyiilgin一也 titeme-berbo†uJvu,doluγannasutukBbeg也n一也
の 首 を なめし皮の茨飾りで 絞め､ 七 才 の息子 の

9/kqy也g也屯ba,6ber-也nkBJy缶gBB-hernlgenkeseg66也bndeges也n-dBr

首 と 自分の 首を 一 本の小さな毛細 に

10/kBbeg也n-也b也se各ur Jyalya†adqolbun boYuqui-durkBbegもneJyi bayiy-a
息子 の 帯の革ひもをつないで結び付けて絞めると､息子は 『お母さん､やめよう

よ』
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ll/kemen barkirabai, bi m6n 比 m也n-dBrmedegdekかyinuridadkBJv由daγusuy-a
といって叫びました｡私はまた､人 に 知られる 前に死に 終わろう

12/kemendayun†aryaqu也ge1-yl bodujvuk也beg血一也tolu†aieegeJyi-yi
と思い声を 出さ ないように考えて息子 の頭と 胸 を

(khdBrenの誤りとみなす)

13/6ber一也neegeJvibeyeberkh血lendaruJyu kebtegsen darui umta†san
自分の胸と 体 で 強く 押さえて横たわるとすぐに､眠った

(ergieegd血の誤り)

14/metB uqaγan也geiboIJyuqul, genedteseregsen metBuqaYareu ergeeeg也1-也n
ように意識が なくなりました｡突然 目が覚めたように気が付いて思案して

(bo叩ltaの誤り)

15/SanaJu BJyebes也 knbeg也nbideqoyar-unkqjv也g也n一也boYultu卑gel,
思い出して見ると､息子と 私の二人 の 首 の ひもはなく､

16/kBbeg也nminudergedeukuJdkbi, kedkenamidu bui, minudergedeurJyin,
息子は 私のそばで死んでいました｡娘は 生きておりました｡私の そばにオルジン

や

166b

1/eonyab-nar sa†umui, tede nadaeaminubiy-e qoyarke也ked一也n
チョイジャブたちが座っています｡彼らは､私から私 自身と二人の子供 の

2/kdJyBg也也bo†u†sanueir-iasa†uYsan-dur, bi enek也beg也n-ieng一也n
首を 絞めた 訳を尋ねましたので､私はこの息子 が日常的な

(erkeleJyGの誤り)

3/ueir-aerkeliJy缶yarda†laγad, ar†adaJyu 也lBbolqui-dur,kedh
ことで甘えて わがままをいい､機嫌をとることができなくて､何人の

4/er-e-dむoeibaeu yerB nlgenllu†-aJyokilda5u66故enJviryal qegsen
夫 に 嫁いでも決して一人とも 和合して小さな幸せを見ることが

5/Bgei,己am-dBrgegegdeJvB edBgek由m也n一也bo†ulbolu†san6ber一也n
なく､皆 に 離縁されて今や 人 の妹となった 自分の
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6/maYuqubiJyayaγan-durYomudaJyugenedteurin yekedek6dBliiged

悪い 運 命 を 嘆き 突然 怒りが大いにこみあげて､

7/mungqaYdaJvuqOyar kedked-teiqamtu boYuJyu故もS也geikemen 6ber一也n

愚かにも 二人の子供 と 共に (首を)絞めて死のう と思い､自分

8/biy-eba,qoyarke也ked-tei-yl bi 6ber-iyendeges也sur-1yarbo†uJyu
自身と 二人の子供もろとも (の首を)私は自分の 毛細と革ひもで絞めて

9/kdbeg也n-idaruJyu kebtegsenminu, k也be紳nminu bo†uJyudaru†san-dur

息子 を押さえて私が横たわったことと､息子が 私が (首を)絞めて押さえたため
に

10/地租gsenanu maγad屯nen uclr-1yankelemegce, urJvin-nar
死んだこととは 確かに本当であるという事情を 話すとすぐに､オルジンたちは

namayl
私を

11/bariγad kdrgeJyBirebe kemem也i, urJyin-dur
捕えて (本旗のこの役所へ)届けて 来ました｣と話しております｡オルジンに

asayubasu 6eikuanu

尋ねますと､その供述は (以下の通りでした｡)

12/bi JyangglVangCuY-un Sumun-uldm也n nidununJyil一也nnamur-untengun
｢私は佐領 ワンチュクのソム の者です｡去 年の 秋 の 最初の

(eevang-uの誤り)

13/Saradu man-unlgenqOSl†un-uJanggieivang-u sumun-ubosvuYu
月 (七月)に我々の同じ旗 の佐領 ツエワンのソム の領催

14/bordui-ylnnadurkelegsenanu, man-utayijyigarbi a†san-u

ボルドイが私に 話したことは (以下の通りでした｡) 『我々の台書ガルビの元の

qadyatu
所属である
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15/Sula emedasiJyid ba†-ab屯姐i-eeeeeigeeke-ddr-iyen qudalduγulu†san
貧しい女 ダシジドは､幼い 頃 から自分の父母によって売られて

16/ba,olan k也m屯n-ddrqudalaJyugergeibol†an6gbeと也 tustus YaJyar-tu
また多くの人 に 嫁いで妻 として与えても､それぞれの所 で

167a

1/yerBJyOkildun yabuJyu eida†san也gei,edBgebutaとi nlgen kdbeg屯n,nlgen
全く和合していくことができず､ 今 私生児である一人の息子､ 一人の

2/kedken-tei bui, teg也n-dBro†tuamiJi†uqu yayuma也gei neng
娘 と共に居る｡ 彼女には全く生計を立てる物が なく､大変

(yadayuに同じ) (bey-e-teiの誤りとみなす)

3/yadayuutulada,qosIYun-udotur-abayanbei-teik也m也n-durqudalduJvu
貧しい ので､旗 の 中で 金持ちの 人 に 売って

4/amiulJyiyu1-un tBsig也lBy-e kemen meylren amingdau-a-du medegBlJv屯
生計を立てさせて頼らせよう､といって副 (章京)アミンダワ一に報告して

(teyimiiに同じ)

5/Jy6bsiyeregdegsen,teim也 nlgen qudalduquTurbanamakdm也nbayinam,
東認を得た｡ そういう一緒に売るべき 三 人の者が 居る｡

(beye-teiの誤り)

6/己i bayanbei-teikもm也ntula, abqubuyukemen asayu†san-du, bi
おまえは金持ち だから､買うか』といって尋ねましたので､私は

7/dami abqusanaγ-aolJyu bordui-tai qudaldu-yl qarilEankeleleeJy也
すぐに買う気 になって､ポルドイと売買のことを互いに 話し合い､

8/nigemori,nlgetemege-herqudalduJyuabuy-ageJu 也n-etoYtaYad
馬一頭と らくだ一頭で 買い 取ろうといって値を定め､

9/urJyinbi daraY-a-bartama†-a-yln meylren amingdau-a-du oeiJyu
私､オルジンは後 で 印務 (所)の副 (章京)アミンダワ-の所-行って

10/bordui-yln也ge-yiburin-emedeg叫也tereeme-yiabeu bolquBI祖
ボルドイの言葉を全て 報告し､ その女 を 買ってよいか
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11/bolqu-yilablaysan-du, tereemedasiJyid eeigeeke-dBr

どうかを確かめましたところ､ (アミンダワ-が) 『その女 ダシジドは父 母 に
tus

よって本

12/qosiγuba,(途中改行)

旗 および

13/(拍頭なし)gegegen一也 言abi, beyisedeEinrampi1-un qosl†un-dubay-abGkBi-eeeina†sl
(ボグド)ゲゲ-ンのシャビヤ月子 デチンランピルの旗 に幼い 頃 以 来

14/kedhkedhudaY-aqudalduYulqukiged,qudalaYulJvugegegdegsenanu
何 度も 売られて いて､嫁がされて離縁された の

15/bolai, qoyln-aeu tayijyieivang-u qonlqulaYuJvubari†dayad,yal-a
である｡ その後 も､台書 ツェワンの羊を盗んで 捕えられ､ 罪を

16/olu†san沖il bui, ei qudaldunabeu asaranqayiralaJyu Jvarubasu
得た ことがある｡ おまえが買い 取って養い いとしんで召し使えば

167b

1/bolumuikemegsen-1yer, urJyinbi nidununnamur-unterig也nsarayln qOrin
よい』といいましたので､私オルジンは去年の 秋 の 最初の月 (七月)の二十

2/d6rben-dBemedasiJvid-unbiy-e,egun-ibutaei Jyiryuyannasutainige
四日 に､女 ダシジド自身､その 私生児である六 才の 息千

3/k屯beg也n,qoyarnasutainigeke故enqamtu-yl nlgemOri,nlgetemege-ber
一人､ 二 才の 娘一人 もろともに､馬一頭と らくだ一頭とで

4/qudaldunabeu moritemege-yi bo言u†ubordui-du tusiyaJvu6gg也gsen,
買い 取り､馬とらくだとを領催 ボルドイに渡し 与えました0

5/teg也n-eeeqoylSlnaimansar-aboltal-a, emedasiJyid, urjvinminu
それ 以 来 人か 月に なるまで､女 ダシジドは私オルジンの

6/ger-也nyabudal-durbaγ-aJvaruYulJyu em也nebenger-tei qoYulaqubeasu一
家 事 に 少し召し使わせて､以前の 天幕を持ち衣 食
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7/barm6姐S也gei,ebJv6b-teiyabutal-a, eneJyilqabur-unsegBI sarayln

に 不自由なく円満に 暮らしておりました｡今 年 春 の 最後の月 (三月)の

8/qorintabun-u也desi-yln S6nimanqosl†un-uJanggiubasi-yln
′ヽ

二十 五日の 日が暮れた夜､本 旗 の 佐領 ウバシの

(aedenpilの誤りとみなす)

9/Sumun-u mal aldaJvuSura†lanyabu†san eedenbil, minuger一也nkdm也n
ソム の､家畜を失って探し まわっていたツエデンピルと､私の 家 奴

10/EoyiJyab qoya†ula,minuger一也ndotur-aqur†-alSlge niliye血bui
チョイジャブの二人が､ 私の 天幕の中は 子羊や子山羊がかなり 居

ll/b6ged,jvai m6kBs-tar, Yadan-aumtaYsanbile, urJvinbi gerteben
て 場所が不足しましたので､外で 寝たの です｡私オルジンが自分の天幕で

12/umtaγsandarui, 芭edenbil eoyiJvab-nar minuger一拍Ⅰ･oruJu namayl
寝て すぐに､ツェデンピルとチョイジャブたちが私の 天幕に入ってきて私を

13/seregBl一也nkelegsen anu, bide qoyaYula†adan-aumtaJyu
起こして話しましたことは (以下の通りでした｡) 『私たち二人が 外で 寝て

kebtetel-e genedte
おりますと､突然

(bBgegenger一血 tus eJyiiの誤りとみなす)

14/tan-u ayil qoyltuetegednigenb鞄engger一也ntug eJyei bayiy-a
あなたのアイルの後ろ 側の 一つの薄白い天幕の方で､ くお母さん､やめようよ)

(bieiqanの誤りとみなす)

15/kemenbieayanketiked-也ndayunYaru†ad,dami quuglnaqueimege
と 幼い 子供 の 声が して､ すぐに騒がしい 音が

16/ulamulam sonustamui kemenkelemegce, urJyinbi dami m6n&denbil,

益 々 聞こえます』と いうのですぐに､私 オルジンはすぐにそのツエデンピ

ル､

195



168a

1/eoyiJvab-mar-i 申JvetBgel kemen ilegeged, yerBsanamsar也geikebtegseger

チョイジャブたちを 『見てこい』といって送り出し､全く心配せ ずに横になったまま

2/noylr-unmungqaY-turdaruYdajyudakinum taJyuqul, m6nEedenpil
眠りの まどろみに まみれて再び眠ってしまいました｡そのツェデンピル､

3/eoyiJvab-nar namaylSereg叫沖 kelegsen anu

チョイジャブたちが (戻ってきて)私を 起こして話しましたことは (以下の通りでL

bide qarangqui-dur
た｡) 『私たちは､暗いので

4/modusita†an oeijvu 屯Jyebes也, emedasiJyid bBgeng-ddr
木に火をともして行ってみますと､女 ダシジドが薄明るい中で

(bo†dta-taiの誤り)

5/tul†an-uqoyltueteged-tGrk仏神g也nanudeges也nboYultu-tai
五徳 の後ろ 側 で 首 に 毛細と ひもをつけて

(tBrdg山geの誤りとみなす) (eme-1Bgeの誤り)

6/tdr也g也le kebte沖kdi, teg也n一也eegeJyin一也dour-amaneme-lu†-a
うつぶせに横たわっていました｡彼女 の胸 の 下 にまた女 (ダシジド)と

7/qolbuγatai k仏神g也nanusurbo†ultu-tai nlgenbieiqank也beg也n

つながって首 に 革 ひもをつけた一人の幼い 息子が

8/kebtem也i, tul†an-ubarayunqoyitueteged-tarnlgen bieiqan
横たわっています｡五徳 の右 後ろ 側 に 一人の幼い

9/ke故enk也Jvdg也nanuJvis也melilgen boYultu-tai kebteku-yi dJyeged
娘が 首 に 細長いなめし革のひもをつけて横たわっているのを見て､

10/manbideqoyar teden一也k叫也g也nboYultu-yitayilJyu a了i†labasu
また我々二人が彼等 の首の ひも をほどいてよく見ますと､

1I/bieiqank也beg也nnlgentebkqiydkdi, eme ke也ken-tei amidubolbaeu
幼い 息子は 既に 死んでいました｡女 (ダシジド)は娘 と共に生きておりまし

たが､
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(tengkelの#n

12/Bge 屯ggBleneidaqutengkdlBgei kemenkelemegce urJvinbi
言葉を話 せる 元気は ありません』と いうのですぐに､私オルジンが

13/ya†aranbosとu EoyiJyab-un qamtuemedasiJvid-un b也gengger-tar
急いで 起きてチョイジャブと共に 女 ダシジドの薄白い 天幕に

14/oeiJyu 屯Jyebes也 tul†an-uqoyitueteged-tBemedasiJyid
行ってみますと､五徳 の後ろ 側 で 女 ダシジドは

15/amidukebtek也 bolbaeu,也ge 也ggdlen eidaquugel, teg也n-ii
生きて横たわっておりますが､言葉を話すことはでき ません｡彼女の

16/qoyitueteged-tBbieiqank也beg也nanudkdJyBkbi, k申JyBg舶
後ろ 側 に 幼い 息子 が 死んでおりました｡首と

168b (†ubara†uta†sanの誤り)

1/qoyulaito†urinyubura†uta†Sanbiteg舶sorbitai, busubiyen-dBr
のどの周りに腫れあがって 閉じた傷跡があります｡他の体 には

2/芸arq-asorbi也gel, tulYan-ubara†unqoyitueteged-tGteg也n一也

傷 跡はありません｡五徳 の右 後ろ 側 に 彼女 の

(bieiqanの誤り)

3/baEi†anke也kenamidukebtek屯 bolbaEuyurbannasutaikeledBorura一

幼い 娘が 生きて横たわっておりますが､三 才で 言葉がまだ話せ

4/aduidegerebasaeutengkdlmaYu, k仏神gB也qo†ulaitoyunn
ない上に また 体調が悪いのです｡首と のどの周りに

5/†uburayuta†Sanbitegt氾sorbitai, busubiyen-dBr言arq-asorbi
腫れあがって 閉じた傷があります｡他の体 には傷 跡は

6/也gel bolai, eedenbil uker-iyen erir-e mordaJvuqul, urjvinbi
ありませんでした｡ツエデンピルは自分の牛を探しに出発しました｡私オルジンは
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(qarayalJvanの誤り)

7/eoyiJvab-un qamtu故也gsenkBbeg也n-1qara†alaJvanemedasijyid
チョイジャブと共に 死んだ 息子 を監視し 女 ダシジドと

8/kedken-tei-yisakilyu saYutal-a, emekedkentengkdregsen-dBr
娘 と を 見守っておりますと､女と娘が 元気を回復しましたので､

9/emedasiJvid-eee teg也n一也biy-ebaqoyarke故ed一也nkdJy也g触
女 ダシジドから彼女 自身と二人の子供 の 首を

10/boYuγsan, k也beg也n也kBgsenueir-i asayubasu, eme-yinkelegsen
絞めた (理由と)息子が 死んだ 理由とを尋ねますと､女 の 話したこと

(erkeleJvBの誤り)

ll/anu, bi enekBbeg也n-ieng一也n ueir-aerkeliJydyardaγla†ad
は (以下の通りでした｡) 『私はこの息子が 日常的なことで甘えて わがままをい

aryadaJyu
い､機嫌をとることが

12/dl缶bolqui-dur bi kedh er-e-dBroeibaeu yerB nlgen-1u†-a
できないので､私は､何人の夫 に 嫁いでも決して一人とも

13/JyOkildajvu6edkenJyirYalBJyegSen 屯gei,己6m一曲gegegde沖 edBge
和合して小さな喜びを兄い出すことはなく､皆 に 離縁されて今や

14/kum屯n一也boYulboluYsan,8ber一也nmaYuqubiJyayaYan-dur
人 の 奴妹となった 自分の 悪い 運 命 を

15/†omudaJyugenedteurin yekedek6dBldged mungqa†daJyuqoyar
嘆き､ 突然 怒りが大いにこみあげて､愚かにも 二人の

16/ke故ed-teiqam tu bo†uJvu故Bsdgeikemen 6ber一也nbiy-eba,
子供 と 共に (首を)絞めて死のう と思い､自分 自身と

17/qoyar ke也ked-tei-yl bi 6ber-iyendeges也sur-1yar boyuJyu
二人の子供 もろとも (その首を)､私は自分の 毛細と革ひもで絞め
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169a

1/kdbeg也n-idaruJvu kebtegsen-dBr kdbeg也nBk也Jvdkdi, kemenkelemegce
息子 を押さえつけて横たわりましたところ､息子は 死にました』と 話しますの
ですぐに

2/emedasiJyid-i bariYad, k血ge沖iregsen kememti, eoyi5ab-tur
女 ダシジドを捕えて (この旗の役所-)届けて 来ました｣といいます｡チョイジャブ

に

3/asa†ubasu 6eik也anu, bi JyangglVangCuγ-un Sumun-u

尋ねますと､その供述は (以下の通りでした｡) ｢私は佐領 ワンチュクのソム の

′ヽ●
UIJlm-un
オルジンの

4/ger一也nk也m也n,teg也n一也ger一也ndotur-aayulu†sanqurralSlge
家 奴です｡彼 の 家の 中 に入れた 子羊と子山羊が

(neliyed山こ同じ) (Jekeiに同じ)

5/nileyedBolanb6ged,jvai jyekii tula,dula†an-uca† boluYsa†ar
かなり 多くて 場所が足らないので､暖かい 時期になれば

6/ger一也n†adan-aumtamui,ene qabur-unsegBIsarayln qOrintabun-u
天幕の外で 寝ます｡今年の春 の 最後の月 (三月)の二十 五日の

7/S6ninlgenqOSlγun-uJanggiubasi-ylnSumun-uEedenbil aldaγsan
夜､同じ旗 の 佐領 ウバシのソム の ツエデンピルが､失った

8/故ersuraYlaJvuiregedqonuba urラin-u ger一也nbaraγunqoyltu
牛を探しに 来て 泊まりました｡オルジンの天幕の西 北

9/eteged-tBuya†santeg缶n一也morin-udergedeminubiy-e maneedenbil一也n
側 に つないだ彼 の馬 のそばで 私 自身がその ツエデンピルと

10/qamtukebtegsen-uqoyln-aurJyin-u ayil qoyltueteged-tdman
共に 横になった後､ オルジンのアイルの北 側 で これもまた

ll/urJvin-u ger一也n払m也n emedasiJyid一也nt泊gengger一也ntus biとiqan
オルジンの家 奴である女 ダシジドの薄白い天幕の方で､幼い
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12/keked一也nda†uneJyi bayiy-a kemeged daruiquuglnaqueimegeulam
子供 の 声で 『お母さん､やめようよ』といって､すぐに騒がしい 声が 益

(sonustaqui-durの誤り)

13/ulamsonustqui-dur, minubiy-e qamtukebtegsen eedenbil-tei
々 聞こえるので､私 自身は共に 横たわっていたツエデンピルと

14/daruiboseuurJyin-i sereg叫也kelegsen-dBr urJyin-u kelegsen
すぐに起きてオルジンを起こして話しますと､オルジンの話したことには

15/ta qoyaroeiJvu 也JyetBgel kemegsen-1yer, bide qarangqui-dur
『あんたたち二人で行って見て来なさい』といいましたので､私たちは暗いので

modu

木に

16/sitayan oei5u 也了ebesも emedasiJyid t泊geng-dBr tulYan-u
火をつけて行って見ますと､女 ダシジドが薄明るい中で五徳 の

(tBr也gdgeの誤りとみなす)

17/qoyltueteged-tBkqjyBg也nanudeges也nboyultu-tai tdr也gBle
向こう側 で 首 に 毛細とひもをつけてうつぶせに

169b (eme-1dgeの誤り)

I/kebteJyBkBi, teg也n一也eegeJyin一也dour-aman eme-1u†一aqOlbu†-a-tai

横たわっておりました｡彼女の 胸 の下にはまた､女 と つながって

2/kqy也gh anusurboγultutai bieiqankBbeg也nanukebtemdi, tulγan-u
首 に 革 ひもをつけた幼い 息子 が 横たわっております｡五徳の

3/barayunqoyitueteged-tBbieiqankekenanukqjyBg屯n-dBJyis屯mel

右 向こう側 には幼い 娘 が 首 に 細長い

4/ilgen bo†ultu-tai kebtek也-yi BJyegedmanbideqoyarteden一也
なめし皮のひもをつけて横たわっているのを見て､また我々二人は彼らの
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5/kdjv也g也n一也bo†ultu-yitayilJyuaJyi†lan もJyebes也 bieiqankBbeg也n
首 のひも を 解いて注意深く見ると､幼い 息子は

(bolbaeuに同じ)

6/nigente故Bjy也kBi, emeke也ken-teiamidubolbaEi uge 也gg也len
既に 死んでおりました｡女は娘とともに生きておりますが､言葉を話すことが

7/eidaqu也gel, eneueir-ieedenbil bideqoyar urJvin-dur dakin
できません｡この事情をツエデンピルと私の二人がオルジンに､再び

8/seregBl一也nkelegsen daruiurjyin boseuminuqam tuemedasi了id-un
起こして 話しますと､すぐにオルジンは起きて私とともに女 ダシジドの

9/t油geng-dむ Oeijyu teg也n-i屯kugsenkBbeg由nba,mandasijyid-un
薄白い天幕へ行き､彼女の死んだ息子 と､またダシジド

(tengkelの誤りとみなす)

10/bey-e kedken-tei-ben 也ge 也gg也leneidaqu tengkBl也geiamidu
自身が自分の娘と共に言葉を話すことができる体力もなく生きて

11/bayiqu-yi叫ebe, eme-yluge 屯gg山eneidaqu-yln urida
いるのを見ました｡ 女 が言葉を話すことができる (ようになる)以前に

12/eedengbil 屯ker-iyen erir-emordaJyuqul, m6nurJyin minuqamtu
ツエデンピルは自分の牛を探しに出かけました｡ またオルジンが私と共に､

13/emedasiJyid ke也ken-teiba, 故也gsen-ik也beg也n-isakin sa†utal-a
女 ダシジドヤ娘 と そして死んだ 息子 を見守っておりましたところ､

14/6r山也geanuemeketikentengkdregsen-dBr emedasiJyid-aea teg也n一也
その朝 女と娘が 回復しましたので､女 ダシジドから､彼女

15/biy-eba,qoyarkeked一也nkBJyBg触boYu†san,k也beg也nBk也gsen
自身と 二人の子供 の 首を 絞めて 息子が 死んだ

16/ueir-iasa†ubasu emekelegsenanu, bi ene

事情を尋ねますと､女が話しましたことは (以下の通りでした｡) 『私は､この

kBbeg也nlleng-un
息子が 日常的な
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(yardaYla†adの誤り)

17/ueir-aerkiliJyGyardaγalaγad ar†adajvu Bl也bolqui-dur,bi keddn
ことで甘えてわがままを言い､機嫌をとることができないので､私は､何人もの

170a (nigen-1Bgeの誤 り)

1/ere-dBroeibaeu yerも nlgen-1uY-aJvOkildun66也ken Jyiryal BJvegSen
夫に 嫁いでも決して一人とも 和合してささやかな幸せをも見ることが

2/缶geiと6m-dむgegegdeJyd edGgekBm也n一也boγulboluγsan6ber一也n
なく皆 に 離縁されて今や 人 の 奴隷 となった自分の

3/ma†uqubiJvayaγan-durγomudaJyugenedteurin yekedek6dBIBged,
悪い 運 命 を 嘆き､ 突然 怒りが大いにこみあげて

(Bkdy-eの誤 り)

4/mungqaYdan qoyar ke缶ked-teiqamtu boγuJyuukk也y-ekemen6ber一也n
愚かな考えを起こし､二人の子供 と 共に (首を)絞めて死のう と 自分

5/biy-eba,qoyarkeked-tei-yi, bi 6ber-iyendeges也surllyar

自身 と二人の子供 と (の首)を､私は自分の 毛細と皮ひもで

6/boyuJyuk屯beg也n-idaruJvu kebtegsen-dBr kBbeg缶ndk屯Jydkiii
絞めて息子 を抑えつけて横たわりましたところ､息子は 死んでしまいました』

kemen

と

7/kelemegce, emedasiJyid-ibariba kemen6eimBi, eedengbi1-dBr
言うのですぐに､女ダシジドを捕えました｣と 供述しております｡ツエデンピルに

8/asayubasu 6eik也anu bi Jvanggiubasi-ylnSumun-uk也m也n,
尋ねますと､その供述は (以下の通りでした) ｢私は佐領 オブシのソム の 者です｡

ene

今年

(si叩叩 n-durに同じ)

9/Turbansat-a-ylnqOrinqoyar-unSlurYan -dur6ber一缶nk6畑ngge
月 の 二十 二日の 嵐 で 自分の 財産である
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10/故eralda†aderir-eyabuJvubolungγ-aneret也 γaJvar nlgenqOSl†un-u
牛を失い､探しに行ってボロンゴ という名の場所で同じ 旗 の

11/jyangglVangCuγ-un Sumun-uurJln-u ger-tBrqorintabun-u也desi
′ヽ ′ヽ●

佐領 ワンチョクのソム のオルジンの天幕へ二十五日の晩に

12/加re也 m6ns6niqoYulaumda ideged, ger-tar qurra
到着し､その夜 食事や飲み物を (そこで)食べ､ (オルジンの)天幕には子羊や

isige

子山羊が

13/olan buib6ged, Jyai ugeidegereunuysanmori-ban erte
たくさん居 て (寝る)場所がない上に､自分の乗った馬を (翌朝)早く

14/ talbisuγaikemen tegもn-uger一也nbaraγunqoyltueteged-tむuya†san
(草原に)放とう といって､彼 の天幕の西 北 側 に つないだ

15/morin-1yan dergedeurJyin-u ger一也nkdm也n eoyiJvab-un qamtukebtegsen
自分･の馬のそばで､オルジンの家 奴であるチョイジャブと共に 横になった

16/qoyln-a,teden-屯ayil qoyltuetegednigen bdgengger一也ntus eJvi
後､ 彼等のアイルの北 側の 一つの薄白い天幕のあたりで 『お母さん､

17/bayiy-a kemenbieiqanke故ed一也nda†unγaruγad,daruiquukinaqu
やめようよ』と 幼い 子供 の 声が して､ すぐにかすれた

170b

1/eimegeulam ulamsonustaqui-dur minubiy-e qamtukebtegsen eoyiJvab-tai
声が 益 々 聞こえるので､私 自身は共に 横になっていたチョイジャブと共に

2/dami boseu, urJyin seregBIJyd kelegsen-dBr,urJyin-u kelegsen,
すぐに起きて､オルジンを起こして (事情を)話しますと､オルジンの話したことは

ta

(以下の通りでした) 『あんたたち
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3/qoyaroeiJyu 缶Jye抽gel kemegsen-1yer, bide qarangqui-durmodusita†an
二人で行って見てきなさい』と言いましたので､私たちは､暗くて 木に 火をつ

けて

4/oeiJyu 也Jyebes屯 emedasiJyid bdgeng-ddr tul†an-uqoyitueteged-tB
行ってみますと､女 ダシジドが薄明るい中で五徳 の 向こう側 で

(tB坤紳lgeの誤りとみなす)

5/kqjy也g屯nanudeges也nboYultu-tai, tBr也gBle kebteJy缶kBi, teg也n一也eege5in
首 に 毛綱とひもをつけてうつぶせに横たわっていました｡彼女 の胸の

6/dour-amaneme-luγ-aqolbu†ataikdJy也g也nanu各urboγultu-tai
下にはまた女 と つながって首 に 皮 ひもをつけた

7/nigenbieiqankBbeg也nkebtemBi, tulγan-ubaraγunqoyltueteged-tar
一人の幼い 息子が 横たわっています｡五徳 の右 向こう側 に

8/nigenbieiqanke屯kenkii沖g屯nanulyis也melilgen boγultu-tai kebtekBi-yi
一人の幼い 娘が 首 に 細長い なめし皮のひもをつけて横たわっているのを

9/6Jyeged,manbideqoyar teden一也kd沖g也n一缶bo†ultu-yitayilJyu
見て､ また我々二人は彼等の首 の ひも を 解いて

10/aJvi†labasu bieiqankBbeg也nnlgente故BJvdkBi, emeke故ed-tei
注意深く見ますと､幼い 息子は 既に 死んでおりました｡女は娘 と共に

ll/amidubolbaEi 申ge 申ggBlen eidaqutengk也lBgei bayinam bile,
生きておりますが､言葉を話すことのできる体力が ありませんでし た｡

12/eneueir-ibi m6neoyiJyab-un qamtuurJyin-dur dakinseregBl一也n
この事情を私はまたチョイジャブと共に オルジンに､再び 起こして

(erteに同じ)

13/keleged,bi 也ker-iyen erir-e marYasianuertenmordaYsan kememti
話し､ 私は自分の牛を探しに翌日 早く出かけました｣といっています｡

14/bo岩u†ubordui-aeaasaYubasu 6eik也anu, biJyanggl
領催 ボルドイに尋ねますと､その供述は (以下の通りでした) ｢私は佐領
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eevang sumun-u
ツエワンのソム の

15/k也m也n,man-utayiJyia†sangarbi-yinqariyatusula emedasijvid
者です｡我々の台善 政 ガルビの所属の 貧しい女 ダシジドは､

16/ba†-ab故Bi-eecteg也ni6ber-也neとigeeketusqoslYun-utayijvi
幼い 頃より 彼女 自身の 父 母が本 旗 の台書

17/vangJyu-duqudalduJyuqul,qOyln-aVang了il-aea manekeanuqudaldu-yl
ワンジルに売りました｡後に､ ワンジルからまた 母 は 売買の品物を

171a

1/t6lBgelen 6gとも buea†an abuγad,(途中改行)
代償として与えて返し､ (ダシジドの身柄を)受け取って､ (次いで)

2/ (拾頭なし)gegegen一缶 差abi-yinenedkeg daruy-a-yinger-血kdm血 bayar, beyise

(ボグド)ゲゲ-ンのシャどのエネトへク長 の 家 奴であるバヤル､月子

3/deeinrampi1-un qosl†un-uerin己in, tusqosl†un-uJyayibil †urban
デチンランピルの旗 の エリンテン､本 旗 の ジヤイビル､の (合計)≡

k也m也n-d故

人の人に

(gergeiに同じ)

4/dam damteg也n-iekequdalan6gbee也 teden-ddr gergiiboIJvu JyOkildun
次 々と彼女を母が嫁に 与えましたが､彼等のところで妻 としてなじむことが

5/eida†San也gel, 66m-dGrgegegde沖 m6neke-dGr bueaJvuireged
できませんでした｡皆 に 離縁されて､また母のもとへ戻って来て

6/yabubai, teg也n一也eke-yi mant6r屯gsendegtはanu,
暮らしました｡彼女 の母 を､その 実の 弟で

7/ gegegen一也syabi quvaraγgelegbangJvur amiulJyiYulur-a
(ボグド)ゲゲ-ンのシャビである僧侶 ゲレクバンジョールが何とかして暮らさせよ
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abaeiγad, eme
うと連れて行き､女

8/dasiJyid 6ber-eeet6rBgsennlgen butaei kdbeg也nqoyarkedken-tei
ダシジドは､自分が 生んだ 一人の私生児である息子､ 二人の娘 と

9/uulγaJvar-turSaγuJvubayi†ad, tusqosIYun-utayiJyieevang-u
元の場所に 住んでいましたが､本 旗 の 台書 ツエワンの

10/qomiqula†uJyuideged,daruibariγdaJyu kereg-1 meylrenamingdau-a
羊を盗んで 食べ､すぐに捕えられて､その事件を副章京 アミンダワ-が

11/sidkeged,nigenke也ken-1yal-a-dur bariJvu6gg也ged,eme-yinbiy-e-yl

裁き､ 一人の娘 を罪 (の代備)に差し 出し､ 女 自身を

(qara†alJyaYuluysanの誤り)

12/butaei kd屯 keaenqoyar-tai borduiman-dur tusiyaJvuqara†alJya†ulusan
私生児の息子､娘 二人 と共に我々ボルドイ (ら)に命じて世話をさせたの

13/bile,yer故nigekenberqo†siJvu Jyangt6lBbolqu JvBil 也gei,
です｡全く一つ も豊かになってを得ようとすることがありません｡

●●●
14/nigenγaJyar-tutoγtaJvu yabuqu也geiueir-tuegunlqOSl†un-u
-か所 に 落ち着いて暮らさないため､彼女を旗 の

(bey-e-teiの誤りとみなす)

15/ali bayanbei-tei姐m缶n-dBrqudaldunogcu amiulJvi†ul-un
●●′ヽ●■

誰か豊かな身上の人 に 売り 渡し､何とかして暮らさせて

16/tBsig叫也qudalduγ-a-yllnuteg也n一也qariyatu noyan tayiJvigarbi
頼らせ､その売買代金を 彼女が所属していた領主である故台書 ガルビ

17/aγsan-uekek由begBd maldorbi yadanggitula, tedenJBr
の 母と息子たちが家畜財力に乏しい ので､彼等 に

171b

1/olγa†ulJyu bolquaJviyamukemenJyaSaγ-untama†an-umeyiren amingdau-a-du
与えさせてよろしいか､と 旗長の 印務所の 副 (章京)アミンダワ一に
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2/medegBl也gsen-dB, meylren-yln tuSlyaγSan anu, dasiJyid

報告した ところ､副 (章京)の命令したことは､ (以下の通りでした｡) 『ダシジ

bolbasusula

ドは 貧しい

3/eme, ba†-a帆k也i-eecdam dam qudalduγulu†san,qudalan6ggBl也gseger

女である｡幼い 頃 より次 々と売られたこと､嫁に 出されて

4/iregsen anu uEir e6m也nentula, teg也n-1qOSlγun-udotur-a

戻ってきたことは､その事情が全て真実だから､彼女を旗 の 中 で

5/ami ulJyiqu bayanbei-tei YaJar-aqudaldubal-abolun-a kememegce,

生計を立てられる豊かな身上の (人の)所 へ 売って よろしい』というのですぐ

bordui

に､私

(saraカnの誤り)

6/bi nidununJyilnamur-unterig也nsarayrn qorind6rben-dB,emedasiJyid

ボルドイは､去 年の秋 の 最初の月 (七月)の二十 四日 に､女 ダシジドと

7/butaei kd也 keukenqoyar-tatqamtu-yl tuSqOSl†un-uurJyin-du
私生児の息子､娘 二人とをもろともに本 旗 の オルジンに

8/nige temege,nlgemOrin-aeaqudalduJvuenemOritemege-yl uγ

ラクダ一頭､ 馬 一頭で 売り､ この馬とラクダを (ダシジドの)元の

9/qanyatunoyan tayiJvigarbia†san-ueke eibγangeaJyangjyin-dur
所属の 領主であった故台書ガルビ の母である尼僧 ジャンジンに

10/6gg缶ged,enekG ueir-iyanmanmeylren amingdau-a tan-amedeg也lGgsen

与え､ まさにこの事情を また 副 (章京)アミンダワ-殿に報告しました｡

I1/eg也n-eEe6ber medeg山kiiJyBil ugel kemen6eim払,

これ以 外に (今ここで)報告する事柄はありません｣と 証言しています｡

meylren amingdau-a-aea
副 (章京)アミンダワ -か ら
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12/asayubasu medeg也比也anu, nidununJvil-也nnamurea†JvaSa†tan-i

尋ねますと､その報告は (以下の通りでした｡) ｢去 年の秋の 時､旗長殿が

13/uliyasutaトyln alban-umorimalJyakire屯 saγuγsanJyabsar-a

ウリヤスタイの公有の 馬 音を管理すべく駐在した間 に

14/amingdau-anamayitanaγ-a-yinkeregsidkek屯 udaγ-atusqoslγun-u
私アミンダワ-が印 務を処理しました時､ 本 旗 の

15/Jyanggieevang sumun-ubosyuγubordui-ylnmedegBlugsenγaJyar-tur

佐領 ツェワンのソム の領催 ボルドイが報告した ところでは

16/man-u tayiJviaysangarbi-yinqariyatusula emedasiJvid-i
『我々の故台書 ガルビの所属の貧しい女 ダシジドは､

17/baY-abBkGi-eecteg也n-i6ber一触eeigeeketusqoslγun-u
幼い 頃 より彼女を自分の 父 母が本 旗 の

172a

I/tayiJyivangJvil-duqudalduγadqoyln-aekeanu,tayiJyivangJyil-du
台書ワンジルに売って､ その後 母 が 台書ワンジルに

2/t6坤ge-yi6ge由 bueaγanabuγad,
代償 を与えて (ダシジドを)戻して 引き取り､

3/ gegegen一也syabi enedkeg daruγ-a-yinger一缶nkBm也nbayar, beyise
(ボグド)ゲゲ-ンのシャどのエネトへク長 の 家 奴 バヤル､月子

4/deeinrampil-un qoslγun-uerinein tusqoslYun-uJyayipi1-du dakin

デチンランピルの旗 のエリンチン､本 旗 の ジヤイピルに､吹

(gergeiに同じ)

5/dakinqudalan ogcugergiibol†abaeu tustusoeiγsan†aJyar-taγan
々と縁を結んで与えて嫁と しましたが､各 々 嫁いだ所 で

6/JyOkildunyabuJvu とidaγsanugel,er-e-dBrTurbanudaγ-agegegdeJvu
なじんで暮らすことができ ず､夫 に 三 度 離縁されて､
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7/eke-dBr-iyen bueaJvuireged,yabubai, teg屯n一也eke-yiman

母のところに戻って来て 暮らしました｡彼女 の母をその

8/t6rGgsendeg也屯anu,(途中改行)
実の 弟､

9/ gegegen一缶syabi quvaraYgelegbanJyur ami

(始頭なし) (ポグド)ゲゲ-ンのシャビである僧侶 ゲレクバンジョールが何とか

ulJyiγulur-a abaeiγsan, emedasiJyid
生活させるべく連れて行きました｡女 ダシジドは､

10/6ber-eEet6rBgsenbutaei nlgenkBbeg也n,qoyarke也ken-tei man
自分から生まれた私生児である息子 一人､ 娘 二人 と共にまた

ll/qariyatu†aJyar-tuSaYuJvu tuSqOSlγun-utayiJvieevang-u qoni
所属の場所で 暮らし､本 旗 の 台書ツェワンの羊を

12/qula†uJyuideged,dami bari†da†sankereg-1meylren tan-ubiy-e
盗んで 食べてすぐに捕えられた事件を副 (章京)殿 自身が

13/sidkeged,nigenke也ken-iyal-a-du 6gg山也ged,eme-yinbiy-e
裁き､ 娘 一人 を罪 (の代償としてツエワン)に与えさせ､女 の 身柄を､

butaei

私生児である

14/ qoyarkedken-tei-yi borduinadur tusiyaJyuqaraγalJya†uluγsan bile,
(残った)子供 二人 ともろともに私 ポルドイに渡して 面倒を見させたのでした｡

15/emedasiJid yerB ke瓜nudaγ-aer-e-ddr 6gbe紬 nigekenk山地n-tei

女 ダシジドは､決して何 度 夫 に (嫁として)与えても一人の 人 とも

16/JvokildaJyut6ldboIJyuqanilan eidaqu卑gel gegegdeJviiqarin
なじみ 向上して仲良くすることができ ないで離縁され､逆に

(qaraγalJvaquiJuの誤り)

17/qula†aiboIJyu yabuqutula, 6eBkenkBm也nqaraγalJyqui-du berke,
盗人となっています ので､ (私のような)小さな人間が 面倒を見るのは困難です｡
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172b

1/eg屯n-ialinigenbayanbei-teikh也n-dBqudalduJyuamiuljyi†ul-un
彼女を誰か 豊かな身上の人 に 売って 生計を立てさせ､

2/ qudaldu-ylanuteg也nqariyatunoyan tayiJvigarbia†san-ueke
その (売買の)代価を､ 彼女の所属の領主である台善 政ガルビの母と

3/kdbeg也danu,mal dorbi yadanggitula, teden-dGrolγaγulJyu
子供たちが 家畜の裕福さに乏しい ので､彼らに 与えさせて

4/bolqu ajyiyamu kemegsen-ddr, sanabasu sula emedasiJvid bara
よろしいでしょうか』といいましたので､考えますと､貧しい女 ダシジドが幼い

5/bdkBi-eecqudalduγuluγsanba,
頃から 売られたこと や､

6/gegegdeJvBiregsen,
離縁されて戻ってきたこと､

7/tula, toγtaYaγsanqauli-dur
なので､定めた 法律で

dakindakinqudalayulu†sanbolbaeu
次 々に嫁にやられた のに

basaeuqulaγaiboIJyuyabuγsanueir と6m也nen
また 盗人となったこと､の事情は全て真実

Jyangtur-unadalik蜘n也n-itu島qoslγun-u
『荘頭 と 同じ人 を該 旗 の

8/dotur-aqudaldu5ubolumui,tusaγarqosl†un-duqudalduJyubolqu
中では売って よい｡ 別の 旗 に 売ってほなら

9/屯gel kemegsenbBged,yer也誠qjyebes也 tayiJvia†sangarbi-yin
ない』といって いて､概況を見ると､台善 政 ガルビの

10/Orunkiged,qariyatu anue6mmat mayu,teg也niteJviyekdkBe也n

家 と 所属 (の民)は 皆 家畜が悪く､彼女を養う 力が

I1/也geitulada, emedasiJyid-i tusqosl†un-udotur-aqudalduJvu
ないので､ 『女 ダシジドを本 旗 の 中 で売って

12/bolun-akemegsen darui,tusqosIYun-uJangglVangCuY-un Sumun-u
よい』といいますと､すぐに本 旗 の佐領 ワンチュクのソムの
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13/urJvin-u medegBl也gsenanu, tayiJvigarbiaYsan-uqariyatu
オルジンが報告したことは､ (以下の通りでした｡) 『台書 故ガルビの所属の

sula

貧しい

14/emedasiJvid, teg也nibutaとi qoyarke也ken-tei-yi urJyinbi
女 ダシジドと彼女の私生児である子供二人をもろともに､私オルジンが

15/bo芸u†ubordui-aea qudaldunabeu asaranJaruJu bolumu
領催 ポルドイから買い 取って養い 召し使ってよろしいか』

16/kemekni-dむ, qudaldunabeu asaranqayiralaJvu Jvarutu†al kemegsen 也nen
というので､ 『買い 取って養い いつくしんで召し使いなさい』といったのは本当

です｡

17/basaeudara†-a-barbo言u†ubordui-yln dakinmedeg山卑gsenanu,
また 後から 領催 ポルドイが再び報告したことは､ (以下の通りでした｡)

eme

『女

173a
●ヽ′ ′ヽ

l/dasiJvid-i butaei nigektは, nileke故en-tei-ylJangglVangCuγ-un Sumun-u
ダシジドを私生児の息子一人､娘一人もろとも佐領 ワンチュクのソムの

2/urJyin-du nlgemOri,nigetemege-eeequdalduJvuqudalduYan-umori
オルジンに馬一頭､ ラクダ一頭で 売り､ 代価 の 馬と

3/temege-ylemedasiJyid-un qariyatunoyan tayi了igarbiaγsan-u
ラクダを女 ダシジドの所属の 領主であった台善 政ガルビ の

4/ekekBbeg也d-tor6gbei kemegsen-eEe†adan-amangarbiaYsan-u
母と子供たちに あたえました』といった ほか､ また 故ガルビの

5/ekeと也 emedasiJyid一也n qudaldu†an-umoritemege abuγsan-1yan
母 も､ 女 ダシジドの代価 の馬とらくだを受け取ったことを
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6/mankiimedegdltigsen kememBi, eden-dBr dakindabtan sig也bes也 yerB

同様に報告しました｣といっています｡これらの人を再び 繰り返して裁いても､決し

6ber

て偲の

7/age ugel, tuStusnOtada k6dBlb也ri也gei6eimdi, bayiea†abasu
言葉はありません｡各 々 しっかりと変化 なく証言しています｡調べてみますと､

8/ger一也nboγul eme6ber-也nbutaとi kBbeg也nllyenurin-umungqaγ-1yar
家 奴である女が自分の私生児である息子 を 怒り 狂って (その首を)

9/boγuJyu故BgBl也gsen 也nengk也, eg也ni沖i inuyalatuemedasiJyid,
絞めて死なせたことは本当であります｡これを規則上は､罪ある女 ダシジドと､

10/kereg bayiとaYantodurqqayilaqu-du qolbuγdaγsanele arad-iqamtuda

事件を調べて 明らかにする際にかかわった 全ての民を､共に

(abquyulunの誤り)

11/abqayul-un, dabeyise,ded datan-uYaJyar-a kBrgeJyBkereg-I
連れてこさせて､ (盟)長 月子､副 (盟)長 殿のところに届けて事件を

12/sidkeg山地Iyi γuyunerg也besもJvOkiqubile, eneuda†-ayalatueme
裁かせることを請うて提出す べき でありました｡ (しかし)今 回､ 罪ある女

13/dasiJvid siltaγatai dabqur b6ged,biy-einundserkhdBneng
ダシジドは事情により妊娠していて､身 重で 大変

(Jvobayuriの誤り)

14/jyobuTun kerkebeeiJyam-duryabuneidaqu屯geiueir-tu,yalatu

苦痛であり､どうしても道中の移動ができ ないので､罪ある

15/eme-ylminu †aJar-a batulanqadaγalaYad,故也gsenk由beg也n一也

女 を 私 (旗長オルジンジャブ)のところで厳重に保護し､ 死んだ息子 の

yaSu-yl
死骸を
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16/k也m也nYaryaJyu Sayitursakiγul-un,tedeger arad-un6eig-ib伽in-e,
人を 派出して充分に守らせ､ それらの民 の 証言を全て

17/abeu erg也nmedegBlbe, γuyuqu anu,enenlgenkereg-1,

取って提出し報告しました｡請うらくは､この一 件 を

173b

1/ dabeyise,ded datan-uγajyar-aea kerken bolγaJyu JyiYanto†ta†aJyu

(盟)長 月子､副 (盟)長 殿の ところから､どのようにすればよいのか指示 決定し

2/tusiyaqu-yl †uyun egun一也tula erg也be,

命令してくれることを請い､この ために (この文書を)提出しました｡

3/tngn-yintedk也gsen一也tabind6rbe(帖geronJun-udumdadusarayln Sineylnnlgen-e,

乾 隆 五十 四 年 夏 の中の 月 (五月)の初 一日｡

｢ダシジドの事件｣に関する2通日の文書171
文書番号 所蔵場所 :モンゴル国立歴史中央文書館

◎.…

T.… トシェ-ト汗部 (ハン ･オール盟)盟長衝門の行文樽
X.H.Ho.431
KT. 329a-3316

329a

1/ dabeyise,ded da-yinbieig,(途中改行)
(ハンオール盟)長 月子 ･副 (盟)長 の 文書｡

2/JasaYurJinJab, tama†-a-ym tusalaYei dasidundub-nar-tur

族長オルジンジャブ､印務 (代行)の協理 (台書)ダシドンドプらに

3/qamtubartusiyanilegebe, naribeilanbayi払†ar-a yabu†ulqu-yin

共に 命じ､ 送付 した｡綿密に 調べるべ く (文書を)送る

171これは､th 町1958,pp.37-39に収録されている文書の原本である｡すなわちチミッド氏が収録し

た ｢ダシジドの事件｣に関する5通の文書の内の第2文書の原本に当たる｡
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4/ueir, m6n故enman-u Yajyaraeajy打uYSan meylren †OmbuJyab-un

ためである｡最近 我々 (盟長)の所から 遣わした副 (章京)ゴンボジャブが

5/ erg也gsenbiEigtBr,
(我々盟長の役所に)提出した文書に (以下のように書いてあった) ｢(この文書を送っ

medeg山由一yinueir,†ombuJyabbi tusiyaYsan-i
たのは)報告するためです｡私ゴンボジャブは命令 に

(galsang-iの誤り)

6/da†aJyu, JaSaYurJyinJyab-un tama†-a-yln†aJyar-akもrBged,Jyalangalsang-yl
したがって旗長 オルジンジャブの印務 所 に到り､ 参領ガルサンを

(urjyin-uの誤り)
′ヽ■

7/abeu,manteden-uqoslYun-uquyaYurJln-un ger一也nemedasiJyid
連れてその彼らの旗 の箭丁 オルジンの家の 女 ダシジドが

8/6berh butaei k屯beg也n-1yenqOurlu†sannlgenkereg-unuear-a,Gk也gsen
自分の私生児である息子 を 傷つけた 一 件 の ことで､死んだ

9/k屯beg也n一也yasun-uγaJar-aOCIJu naribeilanbayieayan叫ebes也,teg也n一也
′ヽ ′ヽ●ヽ′

息子 の死骸 の所 へ行って綿密に 調べて見ますと､彼の

10/k中神g也ntoyurinboYuYsanmetB biteg也也g也beyigsensorbi bui, yer也
首の 回りに絞めた ような切れずに腫れた 痕跡があります｡全く

(silbura†sanに同じ) (sirq-aに同じ)

11/6ber-eulayi†san 芸albara†san metBsvarq-asorbi也gel, Jyiとi butaei
他に 赤くなったり引っ掻いたりしたような傷 跡はありません｡さらに私生児であ
る

12/kdbeg也n-1yenqOurluγsanemedasiJvid-aea asayubasu 6eik也anu
自分の息子を傷つけた 女 ダシジドから尋問すると､その供述は (以下の通りでし

た｡)

13/bi eneJyilγueinqoyarnasutai,minueeigekedBi故也gsen, mlnu
『私は今 年 三十 二 才です｡私の 父は以前死にました｡私の
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14/eke-yiteg也n屯uruY quvara†gelegbang了ur abaeiγsan, minu6ber也n
母を 彼女の親類の僧 ゲレクバンジョールが連れて行きました｡私が 自分の

15/k也beg也n-iala†sanuとirbolbasu,nidununJun-udum dadu
息子 を殺した事情は､ 昨 夏の 中の

(eeveng一山こ同じ)

16/古ar-a-du man-u qoslYun-utayiJyieiveng一也 qoniburuYan-dur
月 (5月)に私たちの旗 の 台吉ツエウェ-ンの羊が 雨 (の風)に

329b (qura†に同じ)

1/uruYudaJvuireged, nlge qurY-a 也k屯gsen, eiveng-u eme qubak血
押されて やって来て､一頭の一才子羊が死にました｡ツェウェ-ンの妻であるホブ

qonin-1yan
フ-が 自分の 羊の

2/qoyinaeaire沖 Bkdgsenqurγan-u mlq-aarisu-yinadur6g比
後から やって来て､死んだ 一才子羊の肉と 革 を 私に くれて

3/qoyln-aarisueldeJy8 6g kemegsen-1yer bi teg屯n-iabeu idegsen
く後で 革をなめしてくれるように)といったので､私はそれを受け取って食べたの

4/b山也ge,daraγ-a-bartayiJyiとiveng ireged namaylqurγ-a qula†uJyu
です｡ 後 から台書 ツエウェ-ンがやって来て､私が (一才子羊を盗んで

5/idebe kemenmeylren amindau-a-dur medegBl也gedminubey-e-yl
食べた)と 副 (章京)アミンダワ一に報告し､ 私 自身 を

6/dayudaJyu abaei†ad, meylren nadaeaueir-iasaYuYsan-dur
呼び出して連れて行って副 (章京)が私から事情を尋問しました｡それで

7/bi tayijyieiveng-u qury-a qulaγuJyuidegsen ugel,eiveng-u eme
私は､台書 ツエウェ-ンの一才子羊を盗んで 食べたのではなく､ツエウェ-ンの妻

8/qubakaかyln6gg也gsenueir-i medegdl也gsenb61也ge,qoyln-adakiJvumeylren
ホブフ-が くれた という事情を申し立てた のです｡後で 再び 副 (章京)
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9/amindau-a nadaEa8berlさuge aSa†u†San ugel とi qulayayiEieme
アミンダワ-は私から他の 言葉を尋問することなく(おまえは盗人の 女だ)

10/kemen yal-atorYaJyu yeke ke也ken-iminuγa†ca unly-e-teiqamtu-yl

といって罰を課し､私の大きな (方の)娘を 一頭の雌牛 と 共に

I1/tayiJyieeveng-dBr yaladu bariγulJyu 6gbe, qoyln-abosyu†ubordui ireJy也
台書 ツエウェ-ンに罰として献上させて与えました｡後で 領催 ポルドイが来て

12/kelegsen anu, eimaylmeylren amindau-a, m6ngke

話したことは (以下の通りです｡) (お前を副 (章京)アミンダワ-が (ムンフ

obuγ-akemek也†aJyar-a
オボーという所 に

13/saYulYaJyu Saγali 6g gebe geJyB qaγureu

住まわせて乳製品を与えろ》といった)といって (私ダシジドを)だまして

abeiraYad, urjyin-du
連れて来て､オルジンに

14/moritemege qoyar-aeaqudaldun6gbe, 66故enemek血n也nbi ya†um-a
馬とラクダの (計)二頭で 売り 与えました｡小さな 女 人の 私はものを

(eg也den-dBrに同じ)

15/esekeleneidaγad urJyin-un egt拍den-dむyabutal-a dam sonusbasu
いうこともできず､オルジンの (家の)戸口 - 行 くうちに人づてに聞くと､

(eevengの誤 り)
16/tayiJvieiveng kedken-iminuei ekebensanana geJu mangnai
台書 ツェウェ-ンは私の娘を (おまえは母を 恋しがっている)といって額の

deger-e
上に

330a

l/tamaγalaJyuqOyarul-a-yl eOrgiJvu bayin-agekB-yi sonusuYadke故en-1yen
焼印を押し両 足の裏を焼いた鉄で突いている というのを聞き､ 自分の娘が
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2/oeiJyu 也Jyeged,也nekerJyobaJyu yabuqui-dur, qula†aikigsen也gel
行ってみて 本当に苦しんで暮らしているのに､盗みをし なかった (我が)

3/bey-e-ylqula†ayieibol†aJvuke放en-iminubariJvu 6ghe, edBge bey-e-yl
身 を 盗人 にして私の娘を 献上して与えた｡今は (我が)身 を

4/kdm也n-血rboγulbolYaJvu6ggugsenmeylren amindau-a-dur γomudaJvu
人 に 奴隷 として与えた 副 (章京)アミンダワ-を恨み､

5/mungqaysana†an-daYan也kb屯geikemensanaJyu kdbeg也n,ke故en-tei-ben
愚かなる考え で 死のう と 思い､自分の息子 ･ 娘 と

6/qamtu也k也S也geikemensanaγad, k也beg也n-1yenalaγSanminu 也nen,
共に 死のう と 思い､ 私が自分の息子 を 殺したことは本当です｡

7/minuk也beg也n-1yerB busukdm也nireJyb qourlu†san JyBil oγtu屯gel,
私の息子 を決して他の人が やって来て傷つけたということは全くございません』

8/kemen6eimGi, eg也n-ddrbasa6ber-easaγuYsanueirbdkh -i
と 供述しています｡ここで また他の 尋問した こと全てを､

9/uridaJyaSaYurJvin了ab-un †aJvaraeamedegdlBgsen nlgenyOSuYar
以前 旗長 ウルジンジャブの所から 報告してきたのと､同 様に

10/6eigsen erg屯n medegGlkB-eeeγadan-a,basaeuyalatu emedasiJvid
供述したことを提出して報告します ほか､ また 犯人である女 ダシジドが

11/kedBi-ber6berhk也be紳n-1qOurluγsan anuunen kemekBbolbaeu,
いくら 自分の息子 を傷つけたことが 本当ですといっていても､

12/6bergemueirbui anuboIJyuSi 也geikemen niγtalankinamJyilan

他の罪 状があるか (どうか)は 予期できないと (考えて)綿密に慎重に

bayiea†abasu
調べてみても､

13/6berseJyiglekGmetB沖il也gel-yl erg屯nmedegqy也e紳n一也tula ergBbe,
他の疑うべきような点がないことを提出 報告し､ こ の ために提出しました｣
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14/kemegsen-i bayieaYabaLSu, emedasiJyid-un 6eig-tar,tayilyieiveng一也 qoni
といったのを調べてみると､女 ダシジドの証言で､台書 ツエウェ-ンの羊が

buruγan-dur
雨 に

15/uruYuduJyu 地色gsenquryan-u mlq-a-ylmaneiveng-也 eme

押されてやってきて (その内の)死んだ 一才子羊の肉 をそのツエウェ-ンの妻

qubak屯も, arisueldeJyB
ホブフ-が ｢革を なめして

16/aea kemen 6gg也gsen-1qubakd也Iylnereeiveng qoni
くれ｣といって与えたのをホブフ-の夫 ツエウェ-ンが ｢(ダシジドは)羊を

qulayubakemenmeylren amindau-a-du
盗んだ｣と 副(章京) アミンダワ一に

330b

1/medeg屯lGged,meylren amindau-a sigBJv也em-e-ylqula†ayieibol†an,
報告し､ 副 (章京)アミンダワ-は (この事件を)裁いて女 を盗人 とし､

●●●■
ke也ken-1unly-e-tei

(ダシジドの)娘 を雌牛と共に

2/yaladu bariYulJvu 6gg也ged,basateg屯n也bey-e-ylqaYureu urJvin-du

罰として (ツェウェ-ンへ)捧げさせて与え､ また彼女 自身 をだましてオルジン

qudalduba,Jyiei
に売った｡ さらに

3/tayiJyieiveng teg也n屯kedken-iekebensanan-a geJvB tamaYalan
台書 ツェウェ-ンは彼女の娘 が ｢母を 恋しがっている｣といって焼印を押し､

qoyarul-a-yl eorgiba,
両 足の裏を焼いた鉄で突いた｡

4/enebBg也deuとirtuemedasiJyid, meylren amindau-a-du也neker†omudaJyukedked-tei-ben
この全てのことで女 ダシジドは副 (章京)アミンド-を本当に恨み､ 自分の子ども
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qamtu
たちと共に

5/地色y-ekemensanaJu, qOyarke故ed-iyen boYuJvubayital-a kBbeg也n
死のうと 思って､二人の子ども連 (の首)を絞めているうちに息子 (の方)が

urid-iyer故也be kemegsenanu,
先に 死んだ､というこのことは､

6/emedasiJyid kedByiberkdbeg也n-1yen6beriyenqourluγsananu 也nen kemek也bolbaeu,
女 ダシジドがいくら 自分の息子を自ら 傷つけた ことが本当だといっ ても､

angqan
最初

7/Jvasa†urJyinJyab-un †aJyaraeamedeg由lkd-dBr,eneueir-iyerBtodurqayilan γar†aJu
旗長オルジンジャブの所から 報告する際に､このことを全く明らかにして提出

medeg也はgsenugeibBged, eg也n-ddr
報告して いなかった｡その際､

8/172ueiranu,seJviglenteitula,man-u †aJvaraea
事情が 疑わしいため､我々 (盟長)の所 から

9/meylren †OmbuJvab-i dakinγar†aJvu,JyaSaY
副 (章京)ゴンボジャブを再び 派出して旗長

10/urJyinJyab-un tamay-a-ylnYaJar-a
オルジンジャブの印務 所 に

11/ilegeged,dami teden-uqosIYun-u
派遣し､すぐに彼らの旗 の

12/tusala†ei dasidundub-nar-i abeu neyilen,
協理 (台書)ダシドンドプらを連れて合同で､

172この行から突然筆跡が変わる｡おそらく書記が交代したものと思われる｡ここまでは比較的小さ

な文字で単語をびっしりと詰めて書いてあるが､この行から後は､最後まで､大きな文字でかつ単語の末尾
を長く伸ばす筆跡となる｡そのため､-行当たりの文章量が少なくなる｡
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13/故也gsenqur†an-u mlq-a6gbe
死んだ 一才子羊の肉を 与えた

14/kemegsentayiJyieeveng-u em-equbak舐,
といった 台書 ツエウェ-ンの妻 ホブフ一､

15/manqonlqulayubakemegsentayiJvi
また羊を盗んだ といった台書

16/eeveng eden-u Jarγu-ylSlgugSen
ツエウェ-ン､これらの訴え を裁いた

331a

I/meylren amindau-a, basa qudalduJyuabuYsan
副 (章京)アミンダワ一､また (ダシジドらを)買い 取った

2/quya†urJyin-mar ba, Jyiei 6ber-e
箭丁 オルジンら､そしてさらに他の

3/qolbuydaysanaradbuibolbasu,qamtu-yl
関係した 民が居れば 共に

4/euYlayulJyu,nigennigen-iyerniribeuan
集めて､ 一人 一人 綿密に

(baカとayayadの誤り)
5/todurquyilan bayieaYaYaad,euqum ueir
明らかにして調べ､ 確かな事情の

6/也nen-iolu†adneyileg出色n
真実を得て､併せて

7/bayieaγaJyudaruiman-u†aJar-a
′ヽ

調べて､ すぐに我々の所 -

8/batulan medeg山Br-e ireg山k也-yl kereg

確認して報告しに (文書を)送ってこさせることを､事件を
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9/todurqayilayulur-a Jaruysanmeylren
′ヽ

明らかにさせるべく派遣した副 (章京)

10/†ombuJyab ba,qariyatuJvaSaγ
ゴンボジャブと 所属の 旗長

I1/urJyinJvab, tama†-a-yintuSala†ei
オルジンジャブ､印務 を 協理する

12/kergemten-dむqamtubartusiyan
官吏 に 共に 命じて

13/yabuyuluyad,tede qamtubar
送り､ 彼らが共に

●●●ヽ′●●ヽ′
14/todurqayilan SlguJuJaSaY -un
明らかにして裁いて旗長の

15/†aJaraeabatulaqutama†-a
所から確認の 印鑑を

331b

1/dara†sanbieig YarTaJu
押した 文書を出して

2/medeg也ldr-eireg也IBy-e, Jyiとi eme
報告して 来させよう｡さらに女

3/dasiJyid-un bey-eene
ダシジドの身体は今の

4/tuqaidabqur keme比tulada,
ところ身重であるというので､

5/bey-e-ylgemteg屯1沖 eing†alanasa†uJu
′ヽ

体 を 傷つけるほど厳しく 尋問しては

6/山屯bolqu-yl qamtubar†arYaJya tuslyan
ならないということを共に 提出して命じ
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7/yabuyulqu-aeaγadan-a,kerbe
送る ほか､ もしも

(omtuYaiに同じとみなす)

8/daldalanosulomtaYaibayiea†aラu,
隠して 軽 率に 調べ､

9/biteg山ig-iyer medeg也Ikdi-dBrkdrgebes也kerkibee也
隠しだてをして報告する に 到らせては､どうあって

10/berdl也bolqu-yl tusiyanyabuγulsuγal,
も ならないことを命じ 送ろう｡

ll/eg也n一也tula tusiyan ilegebe
こ の ため､命令して送付した｡

12/ tabind6rbeddger on5ir†u†ansarayln
(乾隆)五十 四 (1789)年 六 月の
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｢ダシジドの事件｣に関する3通日の文書173

文書番号 所蔵場所 :モンゴル国立歴史中央文書館

◎.Ho.9

TnoJ トシェ-ト汗部 (ハン･オール盟)盟長衛門の来文棉
X.H.Ho.429
XT. 5a-9a

5a (kereg-iの誤り)

I/Jasa†-unterig也nSergetayiJiurJinJab-un tamaγ-a-yinkereg-yitむ kBliyen
旗長 一 等 台書 オルジンジャブの印 務 を 臨時に引き受けて

2/sidkekG tusalaYeitayiJidasidundub-un bieig
処理する協理 台書ダシドンドプの文書｡

3/(一字拍頭)kiyanとingmen-dむyabuquqan a†ula-yineiYulγan-udaru†-aJasa†-unqosiyun-u
乾 橋 門 行走 ハン･オール 盟 長 旗長 固山

4/beyise, aYul†an-udeddaru†-aterig屯nJergetayiJitan-aerg也be
月子 (殿と)､副盟 長 等 台書 殿に提出しました｡

5/naribeilanbaカeayaysanyabudal一〆medegBlkiiuar
綿密に 調べた こと を報告する ためです｡

6/ dabeyise,ded datan-uYaJar-a払tusiyanilegegsenbiとigth
(盟)長 月子､副 (盟)長殿 の 所 から命じ 送付した文書に ｢(この文書を送ったの

nari悦地m

は)棉智に

7/bayiぬ†ar-ayab叩 Iqui-yinuar m6ndkenman-u γaJara払 子aruysan mey血n
調べるべく送る ためである｡ 最近 我々 (盟長)の所 から派遣した副 (辛

京)

8/†ombuJab-un erg也gsenbieigtむ, medegdrkBi-yin
ゴンポジャブの提出した文書に 『(この文書を盟長殿に提出したのは)報告する

173これは､tbM町1958,pp.39143に収録されている文書の原本であるOすなわちチミッド氏が収録し
た ｢ダシジドの事件｣に関する5通の文書の内の第3文書の原本に当たる｡
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ueir, bi tusiyaYsan-ida†aJvu
ためです｡私は命令 に従って

(urJyinJyab-unの誤り)

9/JyaSaYuriJvnJvab-un tama†-a-yln†aJvark也rBged Jyalan†alsang-yiabeu
旗長 オルジンジャブの印務 所に到着して (その旗の)参領ガルサンを連れて

(teden一也の誤り)

10/mantede一缶qoslYun-uquya†urJyin-u ger一也ndasiJvid 6ber一也n

その彼らの旗 の 箭丁 オルジンの家の ダシジドが自分の

I1/butaei kBbe紳nllyenqOurlaysannlgenkereg-也nueir-a, 也k也gsen
私生児である息子 を 傷つけた 一 件 の ために､死んだ

12/k也beg也n一也yasun-uYaJyar-aOeijvu naribeilanbayieaγadBJyebes(a)174
息子 の遺骸 の 所 - 行って綿密に 調べて 見ますと､

13/teg也n一也k叫也g也ntoγurinboYuYsanmetB bitegB也g也beyigsensorbibui yerB 6ber-e

彼 の 首の 回りに絞めた ような閉じて腫れた 傷跡があります｡決して他に

14/ulayi†san 岩albara†San metB 岩arq-asorbi也gel, jviei butaとi
赤くなったり皮がむけたりしたような傷 跡は ありません｡さらに私生児である

kBbeg也n-1yen
自分の息子を

15/qourlaysanemedasiJyid-aea asayubasu 6eik也 anu bi
傷つけた 女 ダシジドから尋問しますと､その供述は (以下の通りでした｡) (私は

eneJyilyuanqoyar
今 年三十 二

16/nasutai min也eeigekedBi-yln dk由gsen min也eke-yiteg也n-也uruY quvara†
才です｡私の 父は ずっと以前に死にました｡私の母を 彼女の姻戚175の僧侶

174この最後の由は読みとれないO

175別の所では､このゲレクバンジョールはダシジドの母の実の弟だと述べられている｡
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17/gelegbanJyur abaei†san min也6ber一也nk也beg也nalaysan

ゲレクバンジョールが (養うために)連れていきました｡私が 自分の息子を 殺した

ueirbolbasunidunun

訳 は､ 昨年の

5b (eeveng掘nの誤り)

1/jvun-udumdadusaradu man-u qosl†un-utayiJyiとeveg-un qoniboru†an-dur

夏 の中の 月 (五月)に､私たちの旗 の台書ツエウェ-ンの羊が 雨の降る方向
に

(uruyudaJyuに同じ) (qonin-uの誤り)

2/uruudaJyuireged nlgen qurY-a 也kBgsen-i eeveng-u emequbak舶
押されてやって来て一頭の一才の子羊が死んだのを､ツェウェ-ンの妻 ホブフ-が

qonin-pn
羊 の

3/qoyln-a-a己aireJ弘 也kBgsenqurγan-u mlq-aarisu-yinadur6gと也 qoyln-a
後 からやって来て死んだ 一才の子羊の肉と 皮 を 私に くれて､ く後で (皮を)

4/elde沖 og kemegsen-1yerbi teg也n-iabeu idegsen bBldgedara†-a-bar
なめして､くれ)といったので､私はそれを受け取って食べたのです｡後 で

5/tayiJyieeveng ireged namaylqurYa qulaYuJyuidebe kemen meylren
台書 ツェウェ-ンがやって来て､私が 一才の子羊を盗んで食べたといって副 (辛

京)

6/amindau-a-dur medeg也はgedmin也bey-e-yidayudaJvu abaEiYad meylren nada-aea

アミンダワ一に申し上げ､ 私の 身柄を呼び出して連れていき､副 (章京)が私 から

(uar-iの誤り)

7/ueir-ylaSaYu†San-dur bi eeveng-u qurY-a qulayuJyuidegsen 也gei
訳を 尋ねましたので､私は､ツェウェ-ンの一才羊を盗んで 食べたのではなく､

(6gg也gsen-iの誤り)

8/eeveng一也 emequbakdかylnOggugSen-yl medeg山也gsenb山也geqoyln-adakiJyu
ツエウェ-ンの妻 ホブフ-が くれたということを申し上げたのです｡その後 再び
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9/meylren amindau-a nadaea6ber-eqge asaγuγsan 也gel ei
副 (章京)アミンダワ-が私から他の 言葉を尋ねたことはありません｡ (お前は

■ヽ′●
qulayaylCl
盗人の

10/eme kemen yal-atorγujyu yeke ke故en-imindγa†caunly-e-teiqamtu-yl
女だ)といって罰を科して私の大きい (方の)娘 を 一頭の雌牛 と 共に

11/tayiJyieeveng-dBr yal-a-dubariyulJyu 6gbe qoyln-abosyu†ubordui ire沖
台吉 ツェウェ-ンに罰として献上させて渡しました｡その後 領催 ボルドイがやっ

て来て

12/kelegsen anu eimaylmeylren amindau-a
言いましたことは､ (以下の通りです｡) 《お前を副 (章京)アミンダワ-が

m6ngke obuy-akemekB†aJyar-a
[ムンフ･オポー という所 に

13/sayulYaJyu saγali 6g gebe geJyB qaγurJvuabaeiγad
住まわせて乳の出る家畜を与えよ]と言った》と言ってだまして連れていき､ (私た

urJyin-du moritemege
ちを)オルジンに馬と ラクダ

14/qoyar-aeaqudaldun6gbe 66也ken176emek也m也n bi ya†um aesekelen
二頭で 売り 与えたのです｡か弱い 女 人である私は､ものを 言うことも

15/eidaYad urJyin-un eg也de-d也ryabutal-a dam sonusbasu tayijyi
できず､オルジンの家の扉- 向かう内に､人づてに聞いたところでは､台書

eeveng keken-i
ツェウェ-ンが私の娘 を

16/min也とi ekeben sanaγ-a ge沖 maynaideger-etamaγalJyu qoyar
(お蘭は自分の母を恋しがっている》と言って額の 上 に焼き印を押し､両方の

176この語の3文字目の由は､語藻の子音に続く時の形になっていて､左へ出るシュッド (歯)が一本
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ula-yl eOrgiJyu bayin-a
足の裏を焼けた鉄で突き刺している

(qvegedの誤り)

17/gekBi-yi sonusuYadke故en-1yen OeiJyu uJyeged也nBker177JyObu了u

と言うのを聞き､ 自分の娘が (取り上げられた先に)行ってみて 本当に 苦し

んで

6a

1/yabuqui-durqulaYaikigsen也gel hey-e-yiqulayayieibol†alvu ke也ken-ylmin也
いるのは､ 盗みをして いない (私のこの)身 を 盗人に して私の娘 を

bariJyu 6gbe,
捕らえて与えたのです｡

2/edBge bey-e-yik屯m也n-dGrboYul bol†aJyu6gg也gsenmeylren amindau-a-dur
今､ (私のこの)身 を 人 に 奴隷にして 与えた 副 (章京)アミンダワ-を

†omudaJyu mungqa†Sana†an-da†an
恨み､私の愚かなる考え で

3/血 sBgeikemensanaJyu178 k也beg也nkeもken-tei-benqamtuGkGs也geikemensana†ad
死のう と 思い､自分の息子､ 娘 と 共に 死のう と 思って､

(kBbeg血-iyanの誤り)

kBbegh-yln
自分の息子を

4/ ala†san min也也nen min也kdbeg也nllyerd busukh 也nireJvB
私が殺しましたことは､ 本当です｡私の 息子 を決して他の人が やって来て

qourla†sanJyBil oYtu179屯gel kemen6eimBi
傷つけた ことは全く ありません)と 供述しています｡

177この語の語頭には誤って右下に延びるmの記号が記されているが､×印で上から消されている｡

178この語の後にboと書き誤った語があるが､斜線で消してある0

179この語は､さき忘れて､行の左側に書き足した後､挿入すべき場所に×印が付されている｡
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5/eg也n-dBrbasa6ber-easaγu†sanueirb血 n-imidaJvaSaYurjvinJvab-un tama†-a-yln
その際､また他の 尋問した 事情全てを､以前 旗長 オルジンジャブの印券

′ヽ

YaJar-a
所に

6/ medegBl缶gsennlgenyOSu†ar6eigsen-i ergunmedeg也此 -eec†adan-a
(ダシジドが)申したのと 同 様 に供述したことを提出し報告しますほか､

basaeuyal-a-tuemedasiJvid
また 罪ある女 ダシジドが

(6ber-e-iyenの誤り)

7/keddi-her6ber-tinkiibeg屯n-i6ber-e-yinqOurla†sangekB bolbaeu6bergem bui anu

boIJyuSi屯gel
いくら 自分の 息子 を自ら 傷つけた と言っていても､ 他の罪があることは

boIJyuSi也gel
計 りが た い

8/kemen niYtalankinamJyilanbayieaγabasu 6berseJyiglekGmetB 沖il 也gel-yl
と言って綿密に用心して 調べましても､他に疑わしいようなことはないということ

ergunmedeg屯lJyBeg也n一缶tula
を提出 報告し､ こ の ために

(6eigの誤り)

9/erg也be kemegsen-yibayi己a†abasu emedasiJvid-un 6ieg-tar tayiJyi&veng一也
提出しました』と言ったのを調べてみると､女 ダシジドの供述で､台書 ツエウェ-

qoniboru叩n-dur
ンの羊が 雨の降る方向に

(uruyudaJyuの誤り) (qurYan-uの誤り)

10/uruyuudu了u 也k払gsenqurya-u mlq-a-ylmaneeveng-u emequbak也屯 ansu
押されてきて､死んだ 一才羊の肉 をそのツエウェ-ンの妻 ホブフ-が 『皮を

elde沖 aea kemen 6ggugsen-i
なめしてくれ』と言って与えたのを
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ll/qubak也屯-yiner-eeeveng qonlqulγuba kemen meymen amindau-a-du
ホブ7-の 夫 ツエウェ-ンが 『羊を盗んだ』と言って副 (章京)アミンダワ一に

medeg屯lBged180meylren amindau-a
報告し､ 副 (章京)アミンダワ-が

12/sig申JyBem-e-yl qulaγayieibol†anke也ken-i也niy-e-tei yal-a-du bari†ulJvu6gg也ged
裁いて女 (ダシジド)を盗人に して､娘 を雌牛と共に罰として献上させて与

basate紳n一也bey-e-yl
え､また彼女 自身 を

13/qayureuurJin-du qudulduba Jyiとi tayiJyieeveng teg缶m-ike也ken
だましてオルジンに売ったのである｡さらに台書 ツエウェ-ンは彼女 の娘を､自分の

eke-bensana†-a geJyG tam†alan
母 を 恋しがっていると言って､焼き印を押して

14/qoyarula-yl eorgibe enebBg也deueir-tu emedasiJvid
両方の足の裏を焼けた鉄で突き刺したのである｡この全ての 事情で､女 ダシジドは

meylren amindau-a-du 也neker†omudaJyu
副 (章京)アミンダワ-を本当に恨み､

15/ ke也ken-tei-benqamtuBkB y-ekemensanaJu qOyarke心ken-1yen boyuJyu
自分の子供 と 共に 死のうと 思い､自分の二人の子供 (の首)を絞めて

bayital-a kubeがnurid-iyar故也bei
いる内に､息子が 先に 死んだのである｡

16/kemegsen anuemedasi5id keddi-ber kBbeg也nllyen1816ber-iyenqourlaysan
以上のようなことは､女 ダシジドがいくら自分の息子 を 自ら 傷つけた

anu缶nen kemek屯bolbaとu,
ことが 本当だと言っ ても､

180この語の後に二文字ほどの書き誤りらしき語があるが､抹消されている｡

181このiycnは､一度migeTLと書き誤りかけた後､再び上からiyenと書き直したように見える0
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17/angqa JaSaYurJvinJyab-un †aJar-acamedeg也Ik也i-ddr eneueir-ylyerB todurqayilan
最初に旗長 オルジンジャブの所 から報告した時に､この事情を決して明らかにして

medeg放吟gsen

報告しては

6b (man-uの誤り)

1/Bgel bBged eg也n-dBrueiranuseJyiglelteitula man †aJyaraeameylren

いなかったのであり､この故に事情が 疑わしいので､我々 (盟長)の所 から副 (辛

γombujyab-yi

京)ゴンボジャブを

(teden一也の誤り)

2/dakin†aryaJuJaSaYurJyinJvab-un tamaY-a-yin†aJyarilegeged daruitede一也qosl†un
再び 出して旗長オルジンジャブの印務 所へ 派遣し､すぐに彼らの旗 の

(dasi血ndub-nar-iの誤り)

3/tusala†ei dasidugdub-nar-yiabeu neyilenBkBgsenqurYan-umlq-a6gbe kemegsen

協理 (台書)ダシドンドプらを連れて共に､死んだ 一才羊の肉を与えたと言った

tayiJyi
ム =ヒ
ロ ロ

4/eeveng-u emequbak触, manqoniqula†ubakemegsentayiJvieeveng eden一也

ツエウェ-ンの妻 ホブフ一､また羊を盗んだ と言った 台書ツエウェ-ン､彼らの

Ja叩 -ySlgugSenmeylren
訴えを 裁いた 副 (章京)

(おそらくurJyin-narの誤り)

5/am indau-a basa182 qudalduJyuabu†sanquyayurJyin-nar-a ba Jyiei

アミンダワ-､また (ダシジドらを)買い 取った箭丁 オルジンら､またさらに

6ber-eqolbuydaysan

他の 関わった

182この語の後にtoと書きかけたらしさ語があるが､すぐ抹消されている｡
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6/aradbuibolbasuqamtu-yieu†la†ulJyu nigennigen-iyernaribeilantodurqaynan bayiea†ad
民がおれば 共に 集合させて､一人 一人 綿密に 明らかにして調べ､

7/euqum ueir 也nen-yioluγadneyileg也lhbayieayaJyudaruiman-uγaJyar-abatulan
確かな事情や真実を 得て､併せ 調べて､ すぐに我々の所 に確認して

medeg也lBr-e
報告しに

8/iregdlk払yl keregtodurqayilaYulur-a Jvaru†Sanmeylren †OmbuJvab ba
来させることを､事件を明らかにさせるべく派遣した副 (章京)ゴンボジャブと

qanyatuJyaSaYurJyinJyab, tamay-a-yln
所属の 旗長オルジンジャブ､印務

9/tusalaγei kergemten-dBr qamtu-bartusiyanyabuYuluYadteden-uqamtu-bar
協理 (台書)183の地位にある者に､共に 命じ 送って､ 彼らが共に

todurqayilansigBJv也
明らかにして裁き､

10/JyaSa†-un†aJvaraeabatulaqutama†-adaruγsanbieig †arYaJvumedeg也lBr-eireg也1也y-e Jyiei
旗長の 所から 確認の 印鑑を押した 文書を出して報告しに 来させよう｡ さらに

eme

女

(eangyalanの誤り)

ll/dasiJyid-unhey-e enetuqaidabqur184 keme比tula bey-egemtegqy屯eang†lanasa†uJu
ダシジド 自身は､今の所､ 身重であるという ので､体を傷つけて 厳しく 尋問し
ては

(kerbeの誤り)

12/dlBbolqu-yl qamtu†arYaJyutusiyanyabuYulqu-aeaγadan-akerebe daldalan
ならないということを､共に 述べて命じ 送る ほか､ もしも､隠して

183 協理台吉は旗内に2-3人居ることも多い｡その際､旗長に代わっ

て旗長印を使う公務を担当する協理台書のことを印務協理と呼んだ｡

184この語の後に､二文字ほどの書き間違えた語があるが､すぐ抹消されている｡
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(omtu†aiの誤り)

osulomtayai
いいかげんに

(bitegdug-iyerの誤り)

13/bayieaYaqu bitegBli†一iyer medegBll由i-ddrkdrgebes也 kerkebeと也-herdl也bolqu-yl
調べるとか､隠し立てをして報告する に 到らせるならば､どうあっても許されな

tusiyan
いということを命じて

14/yabuyulusuγaleg也n一也tula tusiyanilegebe kemen tusiyaγsan-yida†aJyu
送ろう｡ こ の ために命じて送った｣と言って (盟長が)命じたのに 従って､

dasidundub, yonbuJyab
我々ダシドンドプ､ゴンボジャブ

15/-narbide也kugsenquryan-umlq-a6gbe keme姐tayi了iEeveng一也 emequbakB也 tayiJyi
らは､ 死んだ 一才羊の肉を 与えたという 台書ツェウェ-ンの妻 ホブフ一､台書

&veng
ツエウェ-ン､

16/bo芸uYubordui quya†urJyin-mar-aea nlgennlegn-1yernaribeilanbayiea†abasu
領催 ボルドイ､箭丁 オルジンらから､一人 一人 綿密に 調べますと､

也k也gsen
死ん だ

17/quryan-umlq-a6gbe kemekdemequbakB由一yln66ikdanu

一才羊の肉を与えたという妻 ホブフ-の供述 は (以下の通りでした｡)

nidununJun-udumdusar礼

｢去年の 夏 の中の 月 (5月)に
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7a (yama†an-uの誤り)

I/yekeboru7-aoruysan man-u185qonlyamaYa-uqaYaStereboru7-a-dur
大 雨が 降りました｡私たちの羊と山羊の 半分はその雨の降る方向に

2/uruyuuduJvualdaγdaJyuqul tuqai-durminuer-eeeveng
押されて いなくなってしまいました｡その時､私の夫 ツエウェ-ンは (他の人の)

ayil-duroeiγad
家 に 行って (うちの)

3/ger一帖r eJyegBi tula aldaγsan qonin-uqoyln-a-aeaqubakd也bi
天幕にはいなかったので､いなくなった羊 の 後 から私ホブフ-が (追いかけて)

oei†ad
行って

(syabi-yinの誤り)

4/emedasijyid-dura†ulJya†adeina†sl Oeibasu岩abai-ylnPilkemegeik也m也n一也
女 ダシジドに出会い､ 向こうへ行くとシャどのピルという 人 の

5/qonin-du minualda†san qonibayimui ilyaJvuabubasu
羊 (の群の中)に私のいなくなった羊がおりました｡ (自分の羊を)選び取ります

●●●
nlgenqOnlugel
と､一匹の羊がおりません｡

6/boIJyuqul eribes也 emedasiJyid-un ger一也noylr-abaraYunem也n-eeteged-tBr186
予想できる所を探しますと､女 ダシジドの天幕の近く､西 南の 側 で

7/故BJy也k也i qubak批bi 6ber一也n血色gsenqonin-umlq-aarisu-ylemedasiJvid-tur
死んでおりました｡私ホブフ-は自分の死んだ 羊 の 肉と皮 を 女 ダシジドに

8/6ggBgedtuqai-dur 6gg岱gsen-1yeneeVeng-dBr kelegsen屯gel bile dara†-a-bar
与えて､その時私が与えたことをツェウェ-ンには話し ませんでした｡後で

る｡

185この語には､右下に延びるmの記号が誤って二つ記されているが､二つ目は正しく抹消されてい

186この語の最初のeの文字は､紙が破損していて読みとれない｡
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(qonin-uの誤り)

9/minuer-eeeveng emedasiJyid-aea qoni-umlq-aarisu-yioIJvu abu†ad
私の夫 ツェウェ-ンが女 ダシジドから羊 の 肉と皮 を 見つけて取り､

10/ireJy也 nadaeaasayu†san-dur187 emedasiJvid-tur qonin-umlq-aarisu-yl
戻ってきて私に 尋ねましたので､ 『女 ダシジドに羊 の 肉と皮 を

11/qubak舶bi 6gg也gsen unen kemek也-dBrer-eeeveng-u nadurkelegsen
私ホブフ-が与えたことは本当です』というと､ 夫 ツエウェ-ンが私に 言いまし

anu

たのは (以下の通りです｡)

(也gebenに同じ)

12/emedasiJvid-turmlq-aarisu6ggugsen 也nen kemegとi 屯gbenyerG
『女 ダシジドに肉と 皮を与えたことが本当だという自分の言葉を決して

(keleの誤り)

13/kam也n-dBrbuukelenkemegsen kememGi tayiJyieeveng-u 6eikdanu

人 に 話すな』と言いました｣と言います｡台書 ツエウェ-ンの供述 は (以下

nidununJun-u
の通りでした｡) ｢去年の 夏 の

14/dumdadusara yekeboruγ-aoru†san-dur minuqonin-uqa†as tereboruyan
中の 月 (5月)に大 雨が 降りましたので､私の羊 の 半分がその雨の

15/-dur uruYuudajyualdaJvuqul tuqai-dureevengbi ger-tarugel
降る方向に押されて､いなくなりました｡その時､私ツエウェ-ンは天幕におらず､

irebes也 mlnu

戻ってくると､私の

16/emequbak地 aldaYsan qonin-1yaneri沖 oeiYad olJvu abeira†san
妻 ホブフ-がいなくなった自分の羊 を 探しに行って､見つけて連れてきた

187この語の後にemeという語を書くつもりが､誤ってm eと書いてしまったようで､それを抹消し
た後で新しく書き直している｡
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17/qonin-durqjy心血1-e nlgenqOnlugei-dBr daruieevengbi
羊 を 見ますと､一匹の羊がおりませんので､すぐに私ツエウェ-ンは

7b

1/eri)vu oei†ad emedasiJyid-yiseJyigleJyBteg也n一也ger-tordJvebes也 qonin-i
探しに行って､女 ダシジドを疑い､ 彼女の天幕を見ますと､羊の

2/miq-aarisubayiqu-yiolJyu abuγademedasijyid-aeaasaγubasu kelek也anu
肉と 皮があるのを見つけて取り､女 ダシジドに尋ねますと､話すには､

3/einu emequbakG也 6ggugsenkemegsen-dBr Eevengbi gertegen
『あんたの妻のホブフ-がくれた』と言いましたので､私ツエウェ-ンは自分の天幕に

iregedeme
戻って妻

(Bk也gsenの誤り)

4/qubakB由一eee asaγubasu emedasijvid-turdkkdgsenqonin-umlq-aarisu
ホブフ-から尋ねますと､ 『女 ダシジドに死んだ 羊 の 肉と皮を

5/6ggugsen 也nen kemegsen bolbaeueme6ggugsen-i daruJvuemedasijyid
与えたのは本当です』と言いましたが､ 妻が与えたことを隠して女 ダシジドが

6/minuqonlqulaγubakemen meylren amindau-a-du medegdl也gsen-dBr meylren
私の羊を盗んだ と言って副 (章京)アミンダワ一に申し上げましたところ､副 (辛

YaJaraCa
京)の所から

7/emedasiJvid-yi dayudaJvu abaei†ad bide-i ama aYulJvaYulun asayu†san
女 ダシジドを呼び出して連れてきて､我々を､口供を照らし合わせて尋問しました

8/-dur emedasijyid-un kelegsen anu dasiJyidbi
ところ､女 ダシジドの話しましたことは (以下の通りでした｡)､ 『私ダシジドは

qoniqulayuγsan 也gel eeVeng-u
羊を盗んでおりません｡ツエウェ-ンの
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9/emequbak触 6gg也gsen kemenmedegBl也megce eevengbi manu
妻 ホブ7-がくれたのです』と 申し上げるやいなや､私ツエウェ-ンは 『私ども

emeteyinkB

の妻はそのように

10/nadaeadalda nlgen qOnin-ubBk山imlq-amedeJy屯 k也m也n-dB6g紬 eidaqu
私に 隠れて一匹の羊 の全部の肉を､知っていて人 に 与えることはでき

(ertekiの誤りとみなす)

ll/也gel kemenmedeg山並gsen-dGr meylren eu emedasiJyid-un也rteki tere
ません』と 申し上げましたところ､副 (章京)も 『女 ダシジドの先ほどのその

12/kelegsenuge 也nen 也gebusu kemen keregseldgel,em-e-yiyal-a
話した 言葉は真実の言葉ではない』と言って考慮せ ず､ 女 に 罰を

13/torγuJu nlge ke也kennlge unly-etuYultai-yibariyulJyu nadur6gbe,
科して､一人の娘と 一頭の雌の 子牛 を 献上させて､私に くれました.

(yabuyadの誤り)

14/eevengbi euabuγsan terekeken-ibi ke血nBar-ayabuγun,
私ツエウェ-ンも受け取ったその娘 を私は何ヶ 月かたって

15/beyisedeeinrampil-un qosIYun-u188quvara†darJyiy-a-du nlge mOri,
月子 デテンランピルの旗 の 僧侶 ダルジャーに一頭の馬と

16/qoyarJyaYundalan eai-aea nidununnamar-undumdaBar-a-dur

二 百 七十個のお茶189で､去年の 秋 の 中の 月 (8月)に

17/qudalduYsan ke也ken一也mangnaitam aγalaba, qoyarula-yi Eorgiba
売りました｡娘 の 額に 焼き印を押したとか､両方の足の裏を焼けた鉄で突き

刺したとか

188ハン･オール盟左翼後旗のこと｡

189このお茶は､モンゴルでよく用いられる碑茶 (蒸した後圧縮して固めたお茶)だと思われる｡単

位はおそらくお茶の固まりであろう｡
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8a

1/kemegsenanuoYtuqudal, bi yerB ke故en-itamaYalaJvu eorglγSan
言うの は 全く嘘です｡私は決して娘 に焼き印を押して焼けた鉄で突き刺しては

2/dgel kemen6Eimdi, bo言uYubordui-yln 6eikBanu,
おりません｣と 供述しております｡ 領催 ボルドイの供述は (以下の通りでL

eme

た｡) ｢女

3/dasiJyid-i qaγuran neg故山geJy也 qudaldun6gbeikemegeiueirbolbasu,
ダシジドをだまして引っ魅しさせ､売り 渡したという 事情は､

4/meylren amindau-a-dur borduibi oeiJvu, emedasiJyid-i negtiBlgeJy屯
副 (章京)アミンダワ-の所に私ポルドイが行って､女 ダシジドを引っ越しさせて

5/irekBi-dBr b也le-yink也m也n aeakemenmedeg址igsen-dBr,meylren-yln

来る時に (ダシジドの)家族の 人を (私に)くれと 申し上げた際､ 副 (章京)

が

6/nadurtusiya†san anu, eimadurk血n也nb也le keregugel,Ei
私に 命じましたことは (以下の通りです｡) 『お前には人や 家族は必要 ない｡お前

は､

7/dasiJyid-dur oeiJyu saγali tataJvu6ggum也igek也 nlgen use-ber
ダシジドの所に行って､乳の出る家畜を集めて与える という一つの言葉で

8/qayurとuneg也lgen abeiraYad, urJyin-dur moritemegeqoyar-aea
だまして引っ越しさせて連れてきて､オルジンに馬とラクダ二頭で

9/qudaldu†adabuYsan moritemegeben,emedasiJvid-un qarlyatu
売り､ 受け取ったその馬と ラクダを 女 ダシジドの所属の

10/noyan tayiJvigarbiaγsan-uekeqatunkBbegBd-tB6ggurei
貴族である故台書ガルビ の母と夫人と子供たちに与えてくれ』

11/kementusiyaysan-1yar borduibi emedasiJyid-i qaratuluyal kemek也

と 命じましたので､私ポルドイは女 ダシジドをハルトルゴイという
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12/YaJyar-aeasa†ali euYlayuljyu6ggum也ikemen qayurankele沖 neg山gen
所から 乳の出る家畜を集めて 与える と言ってだまして話し､引っ越しさせて

(沖lged舶dBに同じとみなす)

13/abaeiJyu m6ngkebuYan-u6ber JyugededBbaYul†a†adteredegere-eEe
連れていき､ムンフォポーの自分の草地で 止まらせてそのうえ で

14/urlyin-dur moritemegeqoyar-aeaqudaldu†san 也nen kemem也i190,basa
オルジンに馬とラクダ二頭で 売ったことは本当です｣と言います｡また､

15/emedasiJyid-aea 6ber一也nbutuei k也beg也n-1yenqOurlaYsansilta†an-idakin
女 ダシジドから自分の 私生児である息子 を 傷つけた 理由 を再び

16/naribeilanasayubasu 6己ikiianu manurJvin eimayl
綿密に 尋問しますと､その供述 は (以下の通りでした｡) ｢またオルジンがお前

tayiJyieeveng-dG
を台書 ツエウェ-ンに

17/qudalduqugen-e
売る と言っ

kemegsen uridaea sonuseuyabuba tereuda†-abolbasu
ているということを以前から聞いておりました｡その時 は､

nadur

私には

8b

1/oYtuidekB yaYumam6k鮎 とuqumdasiJyidnamayl k也beg也n-1yenqOurlaqu
全く食べる物が 足りず､本当に私ダシジドが自分の息子 を 傷つける

(S6niの誤り) (beden-dBrの誤り) (JyingnegBrの誤りとみなす)

2/S6neibolbasuurJyin bede-ddrnige芸anaYan-u JyignegiberbolYaysaneisun-uJerge
夜 は オルジンは私たちにひしゃく一杯分の蒸し器で蒸した 血液 などを

(6gJy批 iの誤りとみなす)

3/6geik吐i teg也nik也也 ke故enbide†urbaYulaqubiyanidegsen bolbaeuminukBbeg血
くれました｡それを息子､娘､ 私の3人で 分けて食べましたが､ 私の息子は､

190この語の二つ目のmの下に､右上へ延びる1の記号を誤って書いているが､三本の線で抹消してい
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4/dakinnadaeaidekByaγumaaeu 61Bs由mBi umtaquugel
再び 私に 『食べる物を ちょうだい｡おなかすいた｡』 (と言って)寝 ないで

uyilaqui-dur 6gkdi gebeE也
泣くのですが､与えようといっても

5/6ber一也nger-tBr6gkdnigeeiyaγuma也gelqOb qo†usuntula 6gk吐 ya†um a也gel
自分の 天幕に与える一つの物も なく全くの空っぽ なので､ 『あげる物が ない

(aryadanの誤り)

6/bayin-akemenkedh uda†-akeleJyB ar†ada yada†adgenedteurin eguscu
のよ』と 何 度か 話しても機嫌をとることができず､突然 怒りがこみあげ

edBgeki
て､今の

7/uuquidekO-ber m6k也S, basaurida-yintayiJyieeveng-u yal-a-durabu†san
飲 食するのが足らないことや､また以南の 台書ツェウェ-ンが罰 に 取った

8/keken-iyenJyObulangsanayadmeylren amindau-a-nar-tu yomudaJvu
自分の娘の苦しみを思い､ 副 (章京)アミンダワ-らを恨んで､

(barueasiの誤りとみなす)

bami easidkds也gel
『必ず 死のう』

9/kemegedmungqa†dan6ber-iyenqamtu-bar boγuJyuuna†San-aea kdbeg也nminu
と思って愚かにも 自ら 共に (首を)絞めて倒れたことから､私の息子は

GkGJyGkGi

死にました｡

10/minuk肋eg也n-ibusudqourla†San 屯gei dasiJvidbi alaysan unen
私の息子 を他人が傷つけたのではありません｡私ダシジドが殺したことは本当で

odu-anadur

す｡今 私に
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ll/e紳nee6ber-emedegBlk也 nigeei也ge ugel maneuurJyinllu†-a
これ以外に 申し上げるべき一つの言葉もございません｡また オルジンについて

sanaquyerd
決して思う

12/ueirJyBilBgel kemekd-eee†adan-abusud anuJaSaY-un†aJar-aCaurida-カn

ことは ありません｣と言いますほか､ その他のことは､旗長の 所 から以前に

(-1Bgeの誤り)

13/medegBl屯gsen-luγ-anlgenadali6eim也i, basaemedasiJvid-aea eu kedken-i
報告したの と 同 様に供述しています｡また女 ダシジドからも､ ｢娘 に

14/tayiJvieeveng tama†alaba eorgiba kemegeiken-eee
台舌 ツエウェ-ンが焼き印を押したとか焼けた鉄で突き刺したとかいうのを誰から

sonusbai kemenasayubasu
聞いたのか｣と 尋問しますと､

15/gelhgγongeu† nadurkelegsen kemekBi-dBr gelhgYongeuγ-aea
｢僧 ゴンチョクが私に 話しました｣と言いますので､僧 ゴンチョクから

asayubasu
尋問しますと､

16/†ongeuY man dasiJyid-un 6ber-e-1yen kelek也i-yisonusuγsan-aeaγadan-a
ゴンチョクもまた ｢ダシジドが自ら (そう)話すのを聞いた 以 外､

17/nadur1916ber-esonuseumedegsenγaJar-a
私には 他に 聞いて知った ことは

9a

1/o†tu也gel kememdi basaquyaγurJyin-u 6eikGanu
全くありません｣と言っています｡また箭丁 オルジンの供述 は (以下の通りでし

191この語の後に､ ｢kelegsenkene姐iJむgeltingYongeuy-aea｣と､誤って15行目の表現を繰り返して
写してあるが､すぐ誤りに気づいたようで､その不要な部分を円で囲んでいる｡抹消の印であろう｡
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(gertdrの誤り)

teretuqai-duteg屯n-ugeretBr
た｡) ｢その時 に 彼女の天幕に

2/ yaYumabui 也gel-yl medegsen屯gel
(食べる)物が あったかなかったかを知り

idekB baraba geJya
食する物がなくなったと

emedasiJyid uuqu
ませんでした｡ 女 ダシジドは飲

(bayibaeuの誤りとみなす)

3/nadurkeledeg baeu, teg也n-dBryaYumabBrin-e6gg也deg
私に いつも話しておりましたが､彼女に 物は 充分にいつも与えております｡

idekBya†uma屯gel
食べる物が ない

4/geJyitereuda†-anadurkelegsentigel, basaqudalduqugeJvieng一也nueir
と その時は 私に話し ませんでした｡また売る と 日常のことで

(eeveng-daの誤り)
5/duradeusa†u†san也neker tayijyieeven-dd qudalduqukemegsenugel
話していたのは本当ですが､台吉 ツエウェ-ンに売る とは言い ませんでした｡

句a血
むしろ

6/6ber-也nger一也nnlgenkBbeg屯n-dBgergeibol†an6gk屯 kemensanajyubayiYsan
自分の家 の 一人の奴隷192に 妻 として 与えようと 考えておりました｣

kemem也

と言っています｡

7/basa tayiJvieeveng一也n emedasiJvid-a己a yal-a-durabuYsanke也ken-iyen
また､台書 ツエウェ-ンの妻はダシジドから罰として取った娘 を

192この語は､息子という意味の単語であるが､ここでは ｢ger一血 kBtkgtin｣ (家の息子)という表現
で､奴隷､つまり平民の所有する不自由民を指している｡オルジンは､ダシジドを自分の所有する奴隷の妻

にするつもりだったと言っているわけである.第-部第-章第四節を参照｡ ｢ger-血 姐beg軌｣ (家の息

チ)という表現については､二木1987a等を参照｡

241



8/beyisedeein一也nqoslγun-duqudalduJyuquleg缶n-dBrtereke也ken-i
月子 デテンの旗 に 売りました｡それで その娘 に

9/tam ayalaJyu eorgiba gedeg-yl BJyeg也lBr-e bo蓋u†urampil
焼き印を押して焼けた鉄で突き刺したというのを見させるために､領催 ランピルを

JaruYSan-dur
派遣しましたところ､

10/ke故enBJyebes也mangnaiula tuqai-dur193syarq-asorbitemdegyerB 也gel
娘を 見ると額も 足の裏もその時は､ 傷 跡や 印は 決してありません

11/kemenkeleJyBire沖kBi eylmu-yln tula kereg一也ndotur-aqolbu†da†sanarad
と 話して戻ってきました｡このようであるため､事件の 中 に 関わった 民

12/bdkBn一也tustusγarYan medegも1也gsenyabudal-yiqamtu-barmedeg叫也e紳n一也
全員の 各 々 提出して申した ことがらを共に 報告し､こ の

13/tula erg也be,
ために提出しました｡

14/tngn-yintetg也gsen一也tabind6rbeddger onJun-uSegdlsarayln arbannlgen-e194
乾 隆 五十 四 (1789)年 夏 の 末の 月 (6月)の十 一日｡

193この語の最初のtは､誤って語中形で表記されている｡

194この14行目は､通常の改行よりもさらにもう1行分､離して書かれている｡
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｢ダシジドの事件｣に関する4通日の文書195

文書番号 所蔵場所 :モンゴル国立歴史中央文書館

◎.Ho.9

TJIo.1 トシェ-ト汗部 (ハン･オール盟)盟長衛門の行文樽
X.H.Ho.437
X.T. 125a-1356

125a

1/ da196beyise細n197 , ded dake198 -yinbieig,
(盟)長 月子 スン (デブドルジ)､副 (盟)長 へ (ジェイドルジ )の 文書｡

2/yeke Juryan-a erBgBbe, medegもlk也199

2/beyisedeehram pil-dur tusiyanilegebe yabuγulqu-yinuEir, man-u†aJar-aea

2/JaLSa† urJinJab

大 衛門 (理藩院)に提出しました｡ 報告する (ためです｡)

月子 デチンランピルに命じ 送付した｡送る ためである｡我々の所から

旗長 オルジンジャブ

yeke了uryan-a ergqgsenbiとigtむ

大 衡門 (理藩院)に提出した文書に

195これは､th 町1958,pp.43-50に収録されている文書の原本である.すなわちチミッド氏が収録し
た ｢ダシジドの事件｣に関する5通の文書の内の第4文書の原本に当たる｡

196この-行目は､拾京なしに平出で始まっているが､ここから新しい文書が始まることを示すため

に､血の語の上に○印が付してある｡

197この語は､盟長S血dBbdurJviの名の第-音節のみを記した語であり､この後は開字となって少し空
白になっている｡

198この語も､副盟長ke5eyidurJviの第一音節のみを記した語であり､この後は開字となって少し空白
になっている｡

199この2行目は､beyisedeeinrampil-durで始まる本来の2行目の左右 (行間)にも上部のみ文字が書
き込まれ､合計3行が一体となって記述されている (行の下部は､中央の本来の2行目のみ).この文書の

宛先が､理藩院､貞子デチンランピル､族長オルジンジャブ､の合計3カ所であって､手間を省くべく全く
同じ文面の文書を計3通作成したため､3カ所の宛先をここにまとめて記述したのである｡その際､この文

書の発送者である盟長から見ると､理藩院のみが上司に当たるので ｢erBgdbe,medeg也1蛾｣という上行文書

の表現になり､後者2人は下級の役職であるため､両方まとめて ｢tusiyanilegebeyabuγulqu｣という下行文
昔の表現になったのである｡以上のような理由で､ここでは3行ともまとめて､2行目扱いとする｡上行文

書､下行文書の表現については､萩原2000,pp.16-17,19を参照｡なお､tLq 1958,pp.43でも､この3行
は､ほぼそのままの配置で正しく転写されている｡ついでに言うと､理藩院へはここの2行目の末尾に出て

くる文盲を､この直前に既に送っているはずであるが､デチンランピルとオルジンジャブにもその理藩院-

の報告内容を通知したということを埋藩院へ知らせるために､改めてこの文書を追送したものと思われる｡
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3/man-utBsiyetB qanaym a†-unJaSa†urJyinJyab-un YaJvar-aea tuSqOSlYun-u
｢我々のトシェ-ト汗 部 の 旗長 オルジンジャブの所 から､その旗 の

4/quyaYurJyin-u ger一也nemedasijid 6ber一也nbutaei k也beg也n-i boYuJyu
箭丁 オルジンの天幕の女 ダシジドが自分の 私生児である息子 (の首)を絞めて

5/Bkdg山也gsenqoyln-aeg也n一也yasu-yiqyegBl也gsenJergekereg一也nueir-a
死なせた 後､ 彼 の遺骸を見させた 等の件 の ために

6/medeg也1政一eiregsenbieig一也ndotur-a,em-edasiJvid-un 6eikBanu
報告して きた 文書の 中で､ 『女 ダシジドの供述 は､ (以下の通りでした｡)

7/bi taiJyia†Sangarbi-yinqariyatunomun-uakin eneJyilYuein
(私は台書故 ガルビの所属の ノモンの娘です｡今 年 三十

8/qoyarnasutai,minueclge geryadayutula,namaylmanqoslYun-u
′ヽ●

二 歳です｡私の父は､家が貧しいために私を 同じ旗 の

′ヽ●
9/taiJyivangJyi1-dBrqudaldun6gg也gsenqoyln-a,minueclgenOmun
台書ワンジルに売り 与えた 後､ 私の 父 ノモンは

10/ebedと也 故也gsen bi taiJvivangJyi1-tai neyilegsen也gei-dBr, mlnu
病気になって死にました｡私は台書ワンジルと気が合わ なかったので､私の

11/ekenamayiJyOlijyu qOyisiaearaγsan qoyln-a,namayihbi bayar
母が私を 請け戻してもとへ連れ戻しました後､ 私を シャビであるバヤル､

12/beyisedeeinrampil-un qoslYun-uerinein, tusqosl†un-uJyayipil-nar-tur
月子 デチンランピルの旗 のエリンテン､本 旗 のジヤイピルらに (計)

(teden-1Bgeの誤り)

13/yurbanudaY-aem-ebolγan6gg也gsen bolbaeu,bi teden-1uY-a
回 妻 として与えましたが､ 私は彼らと

14/oγtuneyilegsen屯gei ueir-tur,qoylSlminueke-dBr
全く気が合わ なかったために､もとへ私の母の所-
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125b

1/bueaJvuiregsen qoyln-aminueke-yiminunayacuquvaraYgelegbangJyur-tur
′ヽ

戻って来ました後､ 私の母 を私の 叔父の僧侶 ゲレクバンジョールに

2/abaeiyulJyu teJyegelgegsen qariyatuqosl†un-aEateJyigelma1 6gbe拙 ,
連れて行って養ってもらいました｡所属の 旗 から食料や家畜をくれますが､ (私

は)

3/masiyadaYutula,nidununJyilnigenqosl†un-utayiJvieeveng-eee qoni
大変 貧しいので､去 年 同じ旗 の 台書 ツエウェ-ンから羊を

4/qulaγuJyubariγda†san-dur maylren amindava sidkeJvB minunlgen butaei
盗んで 捕らえられました時､副 (章京)アミンダワ-が処罰して私の 一人の私生児

6kin-i

である娘を

5/yaトa-durabu†sanqoyln-aqarlyatubo岩u†ubordui meylren amindava-dur
罰として取った 後､ 所属の 領催 ボルドイが副 (章京)アミンダワ一に

medeg山屯ged,
申し上げて

6/minuk也beg也n,akin,man-uTurbankdm也n-imanqosl†un-uurJvin-dur nige
私の 息子､ 娘､ 私の 三 人 を本 旗 の オルジンに､一頭の

7/mori,nlge temege abuYad qudaldunoggugsen, bi urJyin-dur JyaruYdaJyu
馬と 一頭のラクダを受け取って売り 渡しました｡私はオルジンに召し使われて

8/yabu†ad,eneJyilyurbansaraylnqOrintabun-us6niminudolu†annasutai
きて､ 今 年三 月 の 二十五日の 夜､私の 七 才の

(mungqa†dajyuの誤り)

9/kBbe紳nukilajubayiqui-duro†tuar†-a 也gel, mungqandajyusanabasu,
息子が 泣いている時､ 全く方法がなくて､愚かにも 考えますに､

10/kedBkedBnuda†-aolan n6kBr-eeesaluγsanb6ged,basaqudalduYda†san
何 度か たくさんの夫 から別れた 上に､また売られたこと
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ll/anudami maYuJayaYantaikemen eiquldaJyu aYurlayad, kBbe紳nakin-tei-ben
が すなわち悪い 運命 だと思っていらいらして怒り､自分の息子や 娘と

12/qamtu也k也y-ekemen 各ur-1yarman-u†urban払m也n一也qoYulai-dur
共に 死のうと思って革ひもで我々 三 人 の 首 を

13/uya†ad, kBbeg也n-1yenbey-e-berdaruJyu kebtegBl也gsen qoyln-a,darui

くくり､自分の息子 を 体 で 押さえて横たわらせました後､ すぐに (私

dk也dkeJyBkBi,
は)気絶しました｡

(sekegedの誤 り)

14/genedtesekdged叫ebes也, minuk也beg也nman-uqoyar姐m也n一也qoYulai-dur
突然 気づいて見ますと､私の息子と 我々 二 人 の首 に

126a

1/uya†sansur oYtuもgeiboluYsan bolbaeu,k也beg也nnlgentedkdbei"
くくった革ひもは､全くなくなっておりましたが､ 息子は 既に 死んでおりまし

た｡

2/akinyer也 也kugsen ugel, qaJyiYu-dururJvin, EoyiJyab-nar saγuJuqul,
娘は決して死んでおりません｡ そぼ に オルジン､チョイジャブらが座っておりまし

た｡

3/tede nada己a boYujyudkBgdlk也ueir-i asayubasu, bi minukdbeg也n-i
彼らが私から (首を)絞めて死なせるわけを尋ねますと､私は､私の 息子 が

4/ukilaqui-duraYurlaγad eldeb-iyerJyObaJyuJyBdekdi-ben sanaγad,
泣 くので 怒 り､自分が色々と 苦 労していることを思い､

5/masieiquldaJyu, kBbeg也nllyen bo†u了udk也g也IBgsenJverge-ylnueir-i
大変いらいらして､自分の息子 (の首)を絞めて 死なせた 等 の わけを

kelegsen-dBr,
話しますと､

6/urJyin-nar namayibari†ad kGrgeJyBirebe kemen6eimGi,
オルジンらは､私を 捕らえて (旗の役所へ)届けて きたのです)と 供述してい
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urJyin-u 6eikd
ます｡オルジンの供述

7/anu, bi JangglVangCuγ Sumun-uk屯m也n, nidununJyilman-u
は (以下の通りです｡) (私は､佐領 ワンテクのソムの 者です｡去 年我々の

qOSl†un-u
旗 の

8/bo差uγubordui-ylnnadurkelegsen anu, man-utayiJyigarbi-yin
領催 ボルドイが私に 話しましたのは (以下の通りです｡) (我々の台書 ガルビの

qadyatu
所属の

9/em-edasiJyid kedh uda†-aqudalduYda†sanba,basake血nudaY-a
女 ダシジドは､何 度か 売られ､ また 何 度か

10/er-e-dBr 6gg也gsenbolbaeu,e6mneyilekd 也geitula saluγsan,
夫 に (妻として)与えた が､ 皆､気が合わないために別れた｡

11/butaEi k也beg也nakinqoyar-tai, masiyada†utula, qoslγun-u
私生児である息子､ 娘 二人と共に､大変 貧しいので､旗 の

12/dotur-abayan mal-tai kGm也n-dBr qudaldu†adamijviYul†asu†al
中で 豊かな家畜持ちの人 に (彼女ら自身を)売って 生活させましょう

13/kemenmeylren amindava-dur medeg也IBgsen-dBr,Jy6bsiyebe kemen,nadaea
と 副 (章京)アミンダワ一に申し上げたところ泉認してくれた》､と 私に

aSaYuYSan

(買うかどうか)尋ねました

14/tula,bi nlge mOri,nlge temege-ber也n-etoYtaJvu tamaY-a-yln†aJar-un
ので､私は､一頭の馬と 一頭のラクダで 値が定まり､印務 所 の
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126b

I/meylren amindava-dur medeg也1缶ged bordui-durnlge mOri,nlge temege OgCu,
副 (章京)アミンダワ一に申し上げて､ボルドイに一頭の馬と一頭のラクダを渡して

2/em-edasijyid, Jviとi teg也n一缶kBbe辞n,akinyurbankiim也n-iqudaldunabuγsan
女 ダシジド､さらに彼女の 息子､ 娘の三 人 を買い 取りまして

3/-aeaina†sl, urJyinnadur JyaruYdaJyu, †adan-ager barijyuSaYuYSan,
以 来､ (三人は)私オルジンに召し使われて外に 天幕を建てて住みました｡

●ヽ′▼●
4/eneJyilyurbansaraylnqOrintabun-us6nimal enju iregsen
今 年 三 月 の 二十 五日の夜､家畜を探しに来た

5/tusqosIYun-ueedenbal, minuger一也nl由m屯neoyiJvab qoyayulager一也n
本 旗 のツエデンパルと私の 家 奴 チョイジャブの二人が 天幕の

6/Yadan-aumtaysanb山也ge,urJyinbi ger一也ndotur-aumta†San
外で 寝たの です｡ 私オルジンは天幕の中で 寝ました｡

7/eedenbal, eoyiJyab-nar nadurkelegsenanu, tan-u
ツエデンパルとチョイジャブらが私に 話しましたのは (以下の通りです｡) く貴方の

ayilqoyitukigerte
家の後ろ側の天幕で

8/ba†-akBbeg也n一也daYun-isonusbasu,daruiqo†ulai-ban boYuYsanmetB
幼い 男の子の声 を聞くと､ すぐに自分ののどを絞めた ような

(kiqunaquの誤りとみなす)

9/kiyiqanaqudayunYarumuikemegsen-dむ,urJyinbi tereqoyar
しわがれた声が します)と言うので､私オルジンがその二

10/姐m缶n-iqyegBIBr-eilegebes也 eedenbal-nar qoylSliregeddakin
人 を見に 行かせますと､ツエデンパルらが戻って来て 再び

ll/kelegsen anu, bide qjyebes也, ger-tarem-edasiJvid,
話しましたのは (以下の通りです｡) く我々が見ますと､天幕に女 ダシジドが
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qoyarke故ed一也n
二人の子供 と

12/qam tuqo†ulai-ban sur-1yarbo†uYad,kebte沖kBi, teden一也uya†san
共に 自分ののどを革ひもで絞めて 倒れておりました｡彼らの くくった

13/台ur-i tayilJvu 叫ebes屯, nlge k也beg也nnlgenteiikqjy也kbi kemegsen-dBr,
革ひもをほどいて見ますと､一人の男の子が既に 死んでおりました)と言いました

ので､

14/urJyinbi yaγaranboseu, eoyiJyab-un qamtuoeiJyu Bjyebes屯
私オルジンは急いで 起きて､チョイジャブと共に 行ってみますと､

127a

l/kBbe辞n-i也kGJyi,em-edasi了id 6kin-tei-ben amidubolbaとu 也ge
息子は 死に､女 ダシジドは自分の娘と共に生きておりますが､言葉を

2/kelejy也 とidaquugel, urJyinbi 由k也gsenkdbeg也n-1qarYalJyaJyu,
話すことができ ません｡私オルジンは死んだ 息子 を保護して､

3/e-medasiJyid-i qada†alajyusa†u†san, qoyin-ateden-itengk也rBgsen
女 ダシジドを監視して おりました｡後で 彼らが 回復した

4/qoyln-a,TurbankBm也n-i bo†uJvu也k也g也Ik由ueir-iasaγubasu, teg也n一也
後､ 人 (の首)を絞めて死なせるわけを尋ねますと､彼女の

5/kdbeg也n-iukilaqui-duraYurlayadbasa kedBke血nudaγ-aqudaldu†daYsanba,200
息子 が 泣くので 怒り､ また､何 度も 売られた

6/teg也n-屯jyaya†an-durYomudaJyuqamtudkny-ekemen kelegsen-dBr,
彼女の 運命 を 恨み､ 共に 死のうと (思ったと)話しましたので､

7/em-edasiJyid-i bariγad kBrge沖irebe kemen6eimBi,
女 ダシジドを捕らえて (旗の役所-)届けてきました)と 供述しております｡

200この行から次の行にかけての文脈はやや不自然である｡次の行の行涙部分に ｢何度も夫と別れ
た｣等の表現が抜け落ちた可能性もある｡
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eoyiJyab-un
チ ョイジ ャブの

8/6eikBanu, bi urJyin-u ger一也nknm也n,eneYurbasarayln
供述 は (以下の通りでした｡) (私はオルジンの家 奴です｡この三 月 の

9/qorintabun-us6niman-unlgenqOSlYun-ueedenbal aldaYsan
二十 五日の 夜､我々の同じ 旗 の ツエデンパルが失った

10/dker-iyen eriJvB iregedqonuγsan, eoyiJyab, eedenbal man-uqoyar
自分の牛を探しに来て 泊まりました｡チョイジャブとツエデンパルの我々 二

11/k也m也nYadan-aum taYsanqoyln-a,urJln-u ger一也nqoyituetegedem-e
人が 外で 寝た 後､ オルジンの天幕の 後ろ 側､ 女

(kiqunaquの誤りとみなす)

12/dasiJvid一也n ger-屯ntus baY-akeiiked一也nqoYulaiboYuYsanmetu kiyiqanaqu
ダシジドの天幕のあたりで幼い子供の のどを絞めた ようなしわがれた

13/da†un-isonusuYad,eedenbal一也n qamtubosとu urJyin-durIkelebes屯,
声 を聞き､ ツエデンパルと共に 起きてオルジンに話しますと､

14/qoyar姐m也noeiJyu BJyetugei kemegsentula, bide oeiJyu BJvebes屯

tan-u

くあんたたち

人が 行って見てきなさい)と言った ので､我々が行ってみますと､

127b

1/em-edasiJyid teg也n一也kd也, ke由kenqoyar-talqamtuqOYulai-banboYu†ad
女 ダシジドが彼女の息子､娘の 二人 と共に 自分の首を絞めて

2/kebteJy故di, teden一也boYuysansur-i tayilJvu 申Jyebes也, kGbeg也n-i
倒れていました｡彼らの絞めた 革ひもをほどいてみますと､息子が

3/nigenteBkugsen ueir-iyaYaranurjyin-dur kelegsen-dBr urJvin dami
既に 死んでいたその事情を急いで オルジンに話しましたところ､オルジンはすぐに

4/boseuqamtuoeiYadtiJyebes也, em-edasiJyid, teg也n一也6kin-tei
起き､共に 行ってみますと､女 ダシジドは彼女の娘 と
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5/qamtuamidu bolbaeu, keleleen eidaquugel, eedenbal dami 故er-iyen
共に 生きておりますが､話すことができ ません｡ツエデンパルはすぐに自分の牛を

6/eriJy也 oeiYsan, urJyin nadalu†-aem-edasiJyid, Jyiとi tegもn一也okin
探しに行きました｡ オルジンは私 と共に女 ダシジド､さらに彼女の娘､

(qadayalajvuの誤り)

7/地租gsenkdbeg也n-iqadaγalanJvusaγuYsan teden-itengkBrBgsen
死んだ 息子 を保護して おりました｡彼らが回復した

(tedenlさeeの誤り)

8/qoyln-a,tede-eec †urba†ula-yinqoYulai-banboyu†sanueir-i
後､ 彼らから三人 の 首 を 絞めた わけを

(ukilaqui-durの誤り)

9/asaYubasu kBbeg也n-1yendkilaqui-duraγurla†adkedBkedBnuday-a
尋ねますと､自分の息子が泣く ので怒り､ 何 度も

10/qudalduYda†sanyabudal-isanaJyu,teg也n-uJayaYan-dur†omudaJvu
売られた こと を思い､彼女の運命 を 恨んで

ll/qamtu故也y-ekemensana†sanllyan kelegsen tula bariba kemen
共に 死のうと 自ら思ったことを話しましたので､捕らえました)と

12/6eimGi, Eedenbal-也n 6eik也anu, dkererir-e

供述しております｡ツエデンパルの供述 は (以下の通りでした｡) (牛を探しに

′ヽ●ヽ′ ′ヽ●
OCUu uIJln-u
行ってオルジンの

13/†aJyar-aqOnu†adbaY-akBbeg也n一也nkiyiqanaqudayun-ISOnuSu†adurjyin-dur
所 で泊まり､幼い男の子 の しわがれた声 を聞き､ オルジンに

14/keleJyBqamtu申Jyer-eOeibasu teg缶n一也kdbegもnnlgente放血gsen ba,
話して共に 見に 行きますと､彼女の息子は 既に 死んでおりました｡そして

12Sa

1/em-edasijyid, Jyia teg也n一也okin-tai己6mamidu bolbaeu, kelel&n
女 ダシジド､さらに彼女の娘 と皆 生きておりますが､話すことが
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2/eidaqu也geiboluYsan kemekBlyergeyabudal-ie6meoyiJyab-un migen
でき なくなっておりました)と言う等の こと を皆､チョイジャブと同

(oei†sanの誤り)

3/adali6eigsen-eat Yadan-a,eg也n一也qoyln-adarui也kererir-eoclgSan
′ヽ●

棟に供述しましたほか､ くその 後 すぐに牛を探しに行った

(bosyu†uの誤り)

4/ueir-turbusuyabudal-imedek也屯gel kemen6eim山, bosuyubordui-yln
ために他のこと を知り ません)と 供述しております｡領催 ボルドイの

6eikB

供述

5/anu man-utayiJyigarbi-yinqariyatuem-edasiJvid keddkedBn
は (以下の通りでした｡) (我々の台書 ガルビの所属の 女 ダシジドは､何

uday-aqudalduydaysan
度も 売られ

6/ba,kedBke血nudaY-aer-e-ddr 6gbeと也 tustu島neyilegsen也gel,em-edasiJyid
何 度も 夫 に (妻として)与えましても各 々 気が合わず､女ダシジド

は

7/teg也n-也butaei kdbeがnokin-taiajyut6rdk缶 anumasi yadayutula,bayan
彼女の 私生児である息子､ 娘 と 生活するのが 大変に貧しいため､豊かな

8/mal-tai 姐 m也n-dGrqudalduYadamijyiYul†asu†al kemen,meylren amindava-dur
家畜持ちの人 に 売って 生活させましょうと 副 (章京)アミンダワ一に

medeg山並ged
申し上げ､

9/em-edasiJvid-i, Jyiei teg也n一缶k也beg也n,okin-tal-ylqamtubartusqoslYun-u
女 ダシジドを､さらに彼女の 息子､ 娘 とを共に 本 旗 の

10/urJyin-dur nlge mOri,nlge temege-eEequdaldun 6gg鞄edmoritemege-yltayiJyi
オルジンに一頭の馬と一頭のラクダとで売り 渡し､ 馬とラクダを台書
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11/garbi-yineke-dBr6gg也gedene ueir-imeylren amindava-dur medeg也lBgsen
ガルビの母 に 与えて､このことを副 (章京)アミンダワ一に申し上げました)

12/kemen6eimBi, meylren amindava-yln 6eik也anu,

と 供述しております｡副 (章京)アミンダワ-の供述 は (以下の通りでした｡)

nudunun了il namar
(去 年の秋､

13/JyaSa†-unbey-e uliyasutai-dur oeiYad,alban-umal-iJyakireu saYuYsan
旗長 自身がクリヤスタイに行って公 の家畜を管理して駐在した

14/ea†-turamindavanamayltamaY-a-yinkereg-yisidkeJvB saγul†aysan
時に､私アミンダワ-を印 務 を 処置すべく配置しました

128b

1/qoyln-a,tuSqOSlYun-ubosyuyubordui-yln medegBl也gsenanu,
後､ 本 旗 の 領催 ポルドイが報告しましたのは (以下の通りでした｡)

man-u

(我々の

2/tayiJyigarbi-yinger-也nem-edasiJyid ba†-a-aea kedBkedh uda†-a
台書 ガルビの家 妹 ダシジドは幼い頃から何 度も

3/qudalduγsanbasakedBkedhudaY-aer-e-dむ, 6gbeと屯 yerB neyilegsen
売って､ また何 度も 夫 に (妻として)与えても決して気が合わ

4/也gei,basaqula†uJvuyabu†san-utulada,teg也n-ibayanmal-tai
ず､ また盗みを 行なった ので､彼女を豊かな家畜持ちの

5/kdm也n-dBrqudaldu†ad,amilyiγulYasuγal kemegsen-dBr, sanabasu
人 に 売って､ 生 活させましょう)と言ったので､考えてみると､

6/em-edasiJyid ba†-a-aea kedBkedhuda†-aqudalduYdaγsanba,basa
女 ダシジドが幼い頃から何 度も 売られ､ また

7/qula†uJyuyabu†san anu也nentula, qudaldun6gbesもbolumui
盗みを 行なったのは 本当なので､売り 与えてよい
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8/kemen darui tu島qoslYun-uurjyin-dur kelegsenyosuYarem-edasiJyid
と言って､すぐに本 旗 のオルジンに､話した 通りに女 ダシジド､

9/Jviei tegもn一也k也beg也nokin-ta1-ylqamtu-barurJyin-dur qudaldun
さらに彼女の息子､ 娘 と を共に オルジンに売り

10/6g己也 JvaruYuluYsan kemen6eimBi, Jydi inuyalatuem-ら
与え､召し使わせました)と 供述しています｡正しくは､罪ある女

ll/dasiJid, Jiei keregtむqolbu†da†sanel-e arad-iabqayulJyu
ダシジド､さらに事件に 関わった 全ての民 を連行して

12/ dabeyise,ded datan-uYaJyar-aSidkeg山由一yi yuyuJuerg故bes也
(盟)長 月子､副 (盟)長殿の所 で処罰していただくことを請うて提出する

13/JyOkiqu abaeu,Yayeak也eg也geyalatuem-edasiJvid dabqur
べきですが､ ただ､現在 罪ある女 ダシジドは身重で

14/boluYadkerkebeと也 jyam yabuJyu eidaquugeiuとir-tur ene
あって どうしても道中を行くことができ ない事情で､この

129a (kereg-iの誤り)
● ′ヽ●

I/migenkereg-ylJlYantOYtaYajyutuSlyaqu-yl †uyuJuerg也nkdrgeJyB
一 件 を､指示 決定して命ずることを請うて提出し届けて

2/ireJvdkui, egもnJBrman-u γaJyar-aeameymen †ombuJyab-nar-i
来ました｡その際､我々 (旗長オルジンジャブ)の所 から副 (章京)ゴンポジャブら

′ヽ ′ヽ
JaruJu,
を派遣し

3/enenlgenkereg-ylmaγadlanbayieayalYar-a ilegegsenqoyln-a,
この一 件 を 確実に 調べさせるべく送った 後､

4/meylren γOmbuJyab, lyalangalSang-u qam tubayieaya†admedeg也1政一eiregsen
副 (章京)ゴンポジャブが､参領ガルサンと共に 調べて 報告して きた
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5/bieig一也ndotur-aurJyin-u ger一也nem-edasiJyid, butaei kdbeg也n-1yan

文書の 中で (オルジンの家 妹 ダシジドが､私生児である自分の息子 (の首)を

6/bo†ujyu故也g山並gsennlgenkereg一也ntula, 屯k也gsenk也beg也n一也
絞めて死なせた 一 件 の ため､死んだ 息子 の

7/yasun-u†aJar-aoとiJvu bayieayanqjyebes也 teg也n一缶k申JvGg也toyurin
遺骸 の所 に行って調べて みますと､彼 の 首の 回りに

8/k6ker吐gsenmarbui, busu言arq-augel, eg也n-d血em-edasiJyid-aea
青くなった跡があります｡他の傷は ありません｡そこで 女 ダシジドから

9/asaTubasu 66ikdanu, bi enejyilyuとinqoyarnaLSu-tai,
尋問しますと､供述 は (以下の通りでした｡) (私は今 年 三十 二 才です｡

10/minueeigekedGyin 也kdgsen, minueke-yiminuuruY
私の父はずっと以前に死にました｡私の母を 私の親戚の

11/quvara†gelegbanJyur abaEiJyu teJvigeJvdkBi, bi minukGbeg也n-i
僧侶 ゲレクバンジョールが連れていって養いました｡私が私の息千 (の首)を

boyuJvu
絞めて

12/dk吐g山也gsenueirbolbasu,nidununJyilman-uqosIYun-utayiJvi
死なせた わけは､ 去 年我々の旗 の 台書

13/&veng一也 qonin-aeaboruYun-dur quruYdaJyu也kugsennlge
ツェウェ-ンの羊 から雨の降る方向に押されて死んだ 一匹の

14/qonl-yieeveng-u em-equbak拙, arisueldekBk61Bs屯
羊 をツエウェ-ンの妻 ホブ7-が､皮をなめす貸金

129b

1/bol†aJyunadur6gg也gsen ueir-turbi kBliyeJvBqunyaJuqu1,
● ′ヽ

として私に くれましたので､ 私は受け 取りました｡

2/daray-a-bartayiJyieeveng namaylqOniqulaγubakemenmeylren amindava-dur
後で 台書ツエウェ-ンが､私が羊を盗んだ と言って副 (章京)アミンダワ一に
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(nadaEaの誤り)

3/medeg山也ged,namayidaγudan abaeiJyu,meylren nadaneaueir-iasayuqui-dur
申し上げ､ 私を 呼びだして連行し､副 (章京)が私からわけを尋問しますので､

4/bi Eeveng-u qonl-ylqulaYuYsan 屯gei, eeveng-u em-e-ylnOgg申gsen
私はツエウェ-ンの羊 を 盗んだのではなく､ツェウェ-ンの妻 が くれたという

5/yabudal-ibBrinぺさkelebe誠, namayiqulayaylC1-ylnyOSu†ar,yal-atOr†ajvu
●ヽ′●●

こと を全て 話しても､私に 盗人 として 罰を科し､

6/minunlge Okin,basanlge 也niy-e-yiabaeiJyu tayiJyiとeveng-dBr
私の 一人の娘､また 一頭の雌牛を 連れていって台書 ツェウェ-ンに

7/olYaJyusidkeJydkdi, qoyln-a bosyuYubordui ireJyB, qaYureukeleged,
与えて処置しました｡その後､領催 ボルドイがやってきてだまして話し､

8/man-iurJyin-dur nlge mOrinlge temege-e& qudaldun6ggBgsen bi
我々をオルジンに一頭の馬と一頭のラクダとで売り 渡しました.私は

9/urJyinJur JyaruYdaJvu yabuYsanqoyln-a,SOnuSbasu minuke故ennadur
オルジンに召し使われていた 後､ 聞くところによれば､私の 娘が 私に

10/JyolYuy-akemensanaγsantulada, tayiJyieeveng teg也n一也mangnai-dur
会おう と 思った ために､台書 ツェウェ-ンが彼女の 額 に

(ula-yiの誤り)

11/tamaγ-a qa†ariJvuqOyar ulan-yl eorgiJyuqul kemem也ikemegsen
焼き印を押して 両方の足の裏を焼けた鉄で突き刺したという､といった

(tese也yada†sanに同じ)

12/yabudal-isonuseu masi teseiyadaysan tula, minusana†anJur
こと を聞いて､大いに我慢できませんでしたので､私の 考え で

13/qon1-ylqula†u†san也gei bolbaeunamaylnlgentequlaYayieibolYaJyu
羊 を 盗んで いないのに 私を 既に 盗人 として

14/sidkeged,basanamaylger一缶nk血n也nbolγaJyuqudalduYsanmeylren amindava-dur
処罰し､また私を 家 妹 として売った 副 (章京)アミンダワ-を

256



130a

I/†omudaJyukGbe紳nokin-taiqamtu也k也y-ekemensanaJvukdbeg也n-lyen

恨み､ 息子､ 娘 と 共に 死のうと 思い､自分の息子 (の首)を

2/boγuJvuBkBg出払gsen anu,也nen kemen6eim也, kemegsenyabudal-i
絞めて死なせたことは 本当です)と 供述しています』と言った こと を

3/kinabasu, uridaJvasaγurJyinJyab-un †aJvar-aeamedeg也1むIeiregsenbieigtGr
検討しますと､以前 旗長オルジンジャブの所 から報告して きた 文書に

4/neyilekB也geib6ged, uY bieig一也ndotur-a eneJeregu己ir-iyerB
合致し ないのであって､元の文書の 中では (旗長は)これらの事情を決して

5/todurqayilan YarYaysan tigel, kereg一也nueir-a seJyiglelteitula,
明らかにして提出していませんでした｡事件の 事情が疑わしい ので､ (私､盟長が)

6/meylren YOmbuJyab-i dakinyaryaJyu JyaSaYurJyinjyab-un tamay-a-yln
副 (章京)ゴンボジャブを再び 派遣して旗長 オルジンジャブの印務

7/†aJyar-ailegeJyBdami tedenBqosIYun-utuSala†ei dasidundub-nar-i
所 に送り､すぐに彼らの旗 の協理 (台書)ダシドンドプらを

8/abeu dakinbayieaYatu†aikementusiyan yabu†uluYsanb61Bge,

連れて再び 調査せよ と 命じて (文書を)送ったの でした｡

9/eddgetusalayei dasidundub-nar-unergugsenbieig一也ndotur-a,也kdgsen
今､ 協理 (台書)ダシドンドプらの提出した文書の 中で､ 『死んだ

10/qonin-umlq-a6gbe kemegsen em-equbakB8-eEeasaγubasu

羊 の 肉を くれたと言った (ツェウェ-ンの)妻 ホブフ-を 尋問しますと､

6eikBanu,

その供述は (以下の通りでした｡)

11/nidununJyilman-uqOniburYan-dur quru†daJyu,qubak舶bi
(去 年我々の羊が雨の降る方向に押されて､私ホブフ-は

12/qonin-ban erijy也 oei†adsvabi bal一也nqonin-udoturaea
自分の羊を探しに行き､シャビ､パルの羊 の 中から
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13/minuqon1-yitaniJvu ilγaYad, nlge qOnidutaJyuqul, erlrC
私の羊 を見つけてより分け､一匹の羊が足りませんでした｡探しに

14/oeibasu em-edasijyid-un ger一也noylr-a也k吐gsen tula, enemgen
行きますと､女 ダシジドの天幕の近くで死んでおりましたので､この一匹の

130b

1/qoni-umlq-a-yidasiJvid-tur oggugsen anuunen, daray-a-bar
羊 の肉 を ダシジドに与えましたことは 本当です｡後で

2/minun6kdrEeveng, dasiJvid-un ger-eee qonin-umlq-aarisu-yl
私の夫 ツエウェ-ンがダシジドの天幕から羊 の 肉と皮 を

3/eri沖 oluYad nadaeaasayu†san-dur bi dasiJyid-tur 6gg也gsen

探して見つけ､私に 尋ねましたので､私がダシジドにやった

4/yabudal-ikelegsen-dBr &veng一也n 也ge, dasiJyid-tur
こと を話しますと､ツエウェ-ンの言葉は (以下の通りでした｡) (ダシジドに

qonin-u
羊 の

5/miq-a6gg也gsenyabudal-i姐m也n-dBrbuukelenkemegsen kemen
肉をやった こと を人 には話すな)と言いました)と

6/6eimBi, tayiJyieeveng-u 6eik也anu, nidununJvilminu
供述しています｡台書 ツェウェ-ンの供述は (以下の通りでした｡) (去 年私の

qoniburuγan-duT
羊が雨の降る方向に

7/quruYdajvu批 gsen tuqai-durとevengbi gerte ugel, qOyln-a
押されて死にました｡その時､私ツエウェ-ンは天幕におらず､後で

8/ireged minuem-equbakd也-yineriJy也 oluγsanqonl-yibayieayan
帰ってきて､私の妻 ホブ7-の探して得た 羊 を 調べて
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9/BJvebes也 nlgen qOnidutalyuqul, eeVengbi eriJyB oとiYad,
みますと､一匹の羊が足りませんでした｡私ツエウェ-ンが探しにいって

10/em-edasiJvid seJyigle沖teg也n一也gerte oei†adBJyebesも, minuqonin-u
女 ダシジドを疑い､ 彼女 の天幕に行ってみますと､私の羊 の

Il/miq-aarisubayiqul-yiBJveged,dasiJvid-aea asa†ubasu einu em-e
肉と皮が あるのを見て､ダシジドから尋ねますと､ (お前の妻

12/qubak也屯 6ggugsenkemekdi-dむ, eevengbi qoylSliregedminu
ホブフ-がくれた) と言いますので､私ツエウェ-ンは戻ってきて 私の

13/em-equbakd也Ie&asa†ubasu qubak舶 dami dasiJyid-tur
妻 ホブ7-に尋ねますと､ホブフ-はすぐに (ダシジドに

14/6ggugsenanu屯nen kemegsen bolbaeu,bi qubak舶-yln6ggugsen
やったのは 本当です)と言いましたが､ 私はホブフ-が やった

131a

l/yabudal-idaru†ad, dasiJyid minu201qonl-yiqulayubakemen
こと を隠して､ くダシジドが私の 羊 を盗んだ)と

2/meymen amindava-dur medegBl也gsen-dBr, meymen-也 †aJyar-aeadasiJyid-i

副(章京)アミンダワ一に申し上げましたところ､副 (章京)の所から ダシジドを

3/dayudaJyu aeira†ad,am-a neカleg叫沖 asa†u†san-dur dasiJvid-un
呼び出して連行し､口供を照合しつつ尋問しますと､ダシジドの

4/kelegsen anu, bi qonlqulaγu†san屯gel,
話しましたことは (以下の通りでした｡) ≪私は羊を盗んで おりません｡

eeveng-u em-equbakt拍
ツエウェ-ンの妻 ホブフ-が

5/nadur6gg屯gsen kemenkeleJydkdi, eevengbi minuem-enadaEa
私に くれたのです)と 話しました｡私ツエウェ-ンが (私の妻は私に

201この語の後に誤って再びminuという語を書いているが､すぐ気づいて抹消してある｡
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6/ni†uJunige qonin-umlq-a-yikerkebeと也 ber姐 m屯n-ddr6ge屯
隠して一匹の羊 の 肉を､ いかにしても 人 に やることは

7/eidaqu屯gel kemegsenueir-tur meylren amindava dami

でき ません)と言った ために､副 (章京)アミンダワ-はすぐに

8/daLSiJyid-i qudalBge JyOkiyaJyu6eibe kemen teg也n一也okin,
(ダシジドは嘘の 言葉を作って 供述した)と言って彼女の娘と､

9/basanlge unly-etuYultai-yiqamtu toryayadnadurolyaJvu

また一頭の雌の 子牛 とを共に (罰として)徴収して私に 与えて

10/sidkeJy也kBi, eevengbi eneokin-ikedh各ar-aJyaru†San qOyln-a,
処置しました｡私ツエウェ-ンはこの娘 を何ヶ月か 召し使った後､

11/beyisedeeinrampil-un qosIYun-uquVaraYdarJya-dur nlge mom,
月子 デチンランピルの旗 の僧侶 ダルジャーに､一頭の馬と

12/qoyarJyaYundalan eai-barqudalduJyu6gg也gsen, tere
二 百 七十個のお茶とで売り 渡しました｡その

13/okin-iyerB tamaY-aqa†打1†San〕erge JvBil ugel kemen
娘に決して焼き印を押した などということはありません)と

14/6eimti, bordui-yln 6eik也anu, borduibi emC
供述しております｡ボルドイの供述 は (以下の通りでした｡) く私ボルドイが女

dasiJyid -i
ダシ ジ ドを

131b

1/qunyan neg触lgekdi-dBr nadur b屯le 姐m也n6gtBgeikemenmeylren

受け取って引っ越しさせる時､ く私に (ダシジドの)家族の人を くれ)と 副 (辛

京)

2/amindava-dur medegdkd-dtir, meylren一也 nadurkelegsen anu,
アミンダワ一に申し上げますと､副 (章京)の私に 話しましたことは (以下の通りで
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eimadur

した｡) (お前に

3/b山e kdm也nkereg也gei,ei dasiJyid-tur saYali mal oggum也i
家族の人は 必要 ない｡お前はダシジドに [乳の出る家畜をやる]

4/kemen qaYurとuaeiraYad urJyin-dur qudaldun6ggBged,也n-e-yl
と言ってだまして連れていき､オルジンに売り 渡して､代価を

5/dasiJvid-un qariyatutayiJyi-dura†sangarbi-yineke-dBr6g
ダシジドの所属の 台書に､故 ガルビの母 に 与えよさ

6/kemenkelegsen tula,borduibi dasiJvid-tur eimadursaYaqu mal
と 話しましたので､私ボルドイはダシジドに くお前に 乳を搾る家畜を

7/6gg蜘n也ikemen qa†ureu aeira†ad urJvin-dur qudaldun
やる) と言ってだまして連れていき､オルジンに売り

8/6ggugsen anuunen kemen6己imBi, basaem-edasiJvid-aea
渡しましたことは 本当です)と 供述しています｡また女 ダシジドに

9/kdbeg也n-1yen boYuJyu故也g也はgsenyabudal-idakin202asaγubasu 6eik也anu,
自分の息子 (の首)を絞めて死なせた こと を再び 尋問しますと､その供述は

(以下の通りでした｡)

10/urJyin-u aカ1†ongcuY-unokindeg舶-ylnnadurkelegsen anu,
くオルジンの家のゴンテクの妹 が 私に 話しましたのは (以下の通りです｡)

urJyin
(オ ルジンが

(己evengJBrの誤り)

11/amayitayiJvieeden-dBr qudaldumuikemensonusuγsankemem也i,
お前を台書 ツエウェ-ンに売る と 聞いた) と言います｡

202この語は､書記が書き忘れて抜かした後､それに気づいて行の左側に後から書き込み､挿入すべ

き所を十の記号で示している｡
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12/teretuqai-durnadur idek也 uuqu ya†um augel ueir-tur
その時 に 私には食べたり飲んだりする物が ありませんでしたので､

13/k也beg也n-iBktigdLkBs6niurjyin nadurnlge Sinay-a eina†San
息子 を死なせた夜､オルジンは私に 一杯のひしゃくの煮た

14/mal-uneisu6gg也gsen-iman-uYurbaγulaqubiyaJvuidegsen,
家畜の血をくれたのを我々 三人で 分けて 食べました｡

1328

1/minukGbeg也nnadaeadakinidek也 yayumaabqu-yintula, um taquugel
私の息子は 私から再び食べる物を もらう ために､寝 ないで

2/bayin bayinukilaqui-dur 6gg也y-e gebes也 6gk也 yaYuma屯gei,
何度も何度も泣きますが､あげようといってもあげる物が ありません｡ (私は)

o†tu
全く

(Sandayaranの誤り)

3/sandayur-unaYurlaγsantula, genedtesanaYdaJvu edBgeidekB uuqu
混乱して 怒った ため､突然 思いまして､今 食べたり飲んだりする

4/yaγumaugeib6ged,tayiJyiとeveng minukeken-itorYaJvu abu†san
物が なくて､ 台書 ツェウェ-ンが私の娘 を徴収して取り上げた

5/ueir-turYomudaJvuteSとiyadan, basameylren amindava-dur
ために恨んで 我慢できず､また副 (章京)アミンダワ-を

6/†omudaqu-yintula, bari己鮎i 故也bes也sayinkemensanaYad
恨む ため､どうしようもなく､死ねば よい と 思って

7/己amsur-1yar qOγului-yiboYujyuminuk也beg也n-i也kBgBl也gsen,
皆 革ひもで首 を絞めて私の息子 を死なせました｡

8/yerd 6ber-eueir 也gel minubey-e kBbeg也n-i boYuJyu缶k也gBl也gsen
決して他の 事情はございません｡私 自身が息子 (の首)を絞めて死なせたこと
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9/anu也nen eg也n-eeeYadan-a6ber-ekelek也 uge 也gel kemen
は 本当です｡これ以 外に 他の 言うべき言葉はありません)と

10/6eimBi, eg屯n-iokin-ieeveng tamaY-aqaYaribakemenkenlさee
供述しています｡彼女の娘に ツェウェ-ンが焼き印を押した と 誰から

11/sonusuγSan yabuda1-iasaYubasu, gelhg†ongeuγ kelegsen kemem也i,
聞いたのかということ を尋問しますと､ く僧 ゴンテクが話しました)と言いま

す｡

12/Yongcu†-aca asaγubasu, Yongcu†-unuge, dasiJyid-un
ゴンチクから尋問しますと､ゴンチクの言葉は (以下の通りでした｡) (ダシジドが

kelegsen-i
(そう)話したのを

13/sonusu†san, nadur busu sonusuγsanmedegsen YaJarugel kememもi,
聞きました｡私には､ほかに聞いたり 知ったりしたことはありません)と言いま

す｡

14/quya†urJyin-u 6eik也anu, teretuqai-durteg也n一也gerte idekB

箭丁 オルジンの供述は (以下の通りでした｡) (その時 に 彼女の天幕に食べる

132b

1/ya†umabui 也gei yabudal-ibi medek也也gel, em-edasiJyid idek色
物が あったかなかったかということ を私は知り ません｡女 ダシジドは食べた

uuqu
り飲んだりする

2/yayumabaraba kemennadurkelebes屯,bi dami teg也n-dBridek也 yaγuma
物が なくなったと 私に 話せば､私はすぐに彼女 に 食べる物を

3/6gg也deg bile, teg也n-idakinqudalduquyabudal-ieng一也n ueir-a
いつも与えておりました｡彼女を再び売る こと を 日常的なことで

4/duradとukelegsenbolbaeu, yerd tayiJyieeven-ddr qudalduy-akemegsen
話しました けれども､決して台書 ツェウェ-ンに売ろう と言った
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5/†aJyar Bgel kemen6eim也i, basatayilvieeveng yal-a-durabu†san
ことはありません)と 供述しています｡また台書ツエウェ-ンが罰として受け取っ

た

6/okin-ibeyisedeeinrampn-un qosIYun-durqudalduγsantere
娘 を月子 デチンランピルの旗 に 売った その

7/okin-itama†-a qaYanYsanba也gel yabudal-iBJyeg也胤i-yin
娘 に焼き印を押したの か 否かということ を見させる

8/tula, bosyuγuarampil-i JaruYSan-dur, arampi1-un uge,
ために､領催 アランピルを派遣しましたところ､アランピルの言葉は (以下の通りで

した｡)

9/tereokin-i屯)Yebes也, teg也n一也mangnai,ula-dur yerB tama†-a
くその娘を見ますと､彼女の額や 足の裏に決して焼き印を

10/qaYarlYSan203surbi ugel kemem屯i kemen erg血 kBrgejydirejvdkdi,
押した 傷跡はありません)と言っています』と言って提出して届けて きまし

た｡

11/eg屯n-dむman-u †aJvar-aeameylren †OmbuJvab-tur em-edasiJyid

そこで 我々 (盟長)の所 から副 (章京)ゴンボジャブに､女 ダシジドが

12/toytauda†-aqariyatuJvaSaY-unYaJyar-amedegBl也gsen6eig,
??回 所属の 旗長の 所 に申し上げた 供述が､

13/edBgetusala†己i dasidundub-mar-un†ajvar-aEabayiEayanerg也gsen
今 協理 (台書)ダシドンドプらの所 から調べて 提出した

14/bieig一也ndoturaki6eig-teiqarilean 山並neyileku-yintulada,
文書の 中 の 供述と比べて､合致しない ので､

133a

l/euqum 也nen 6eig-yiabqu-yintula, †ombuJvab-i γaryaJyu
確実な本当の供述を取る ために､ゴンポジャブを派出して

203この語の上､すなわち行賓に一文字､書き誤った後抹消した文字がある.
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2/tusala†己i dasidundub-un qam tuem-edasiJyid-aea asa†ubasu 6eik也anu,
協理 (台舌)ダシドンドプと共に 女 ダシジドから尋問しますと､その供述は204 (ゴ

ンボジャブが)

3/ dasiJyidminu t6rBgsenkdbeg也n-i boYuJyu屯kdg山也gsen anu也nen
『(ダシジドは) く私ダシジドの生んだ 息子 (の首)を絞めて死なせたことは 本当

4/bolbaei,yerG tayiJyieeveng一也 qon1-yiqula†uγsanγaJvar ugel,
ですが､決して台書 ツェウェ-ンの羊 を 盗んだ ことはありません｡

5/angqanasaγuqui-dur dasiJyidbi ereg地tol†aqu-aea ayuqu-yln
最初に尋問する際､私ダシジドは拷問を科されるのを恐れた

6/tula, mungqaγdansanaJu qula†uba kemenkeleJydkBi kemen6eimBi,
ために､愚かな 考えを持ち､盗みましたと 話しました)と 供述していま

す｡

7/eg血Iima†adlaqu-yintula, tayiJyieeveng, em-edasiJyid-nar-i
これを確認する ために､台吉 ツエウェ-ン､女 ダシジドらを

8/nigennlgenllyernarib拙anasaYubasu, em-edasi5id, tayiJyi
一人 一人 綿密に 尋問すると､女 ダシジドが台書

9/eeveng-dむ musgi†dan g也dkBgdegsenJyergeyabudal-i e6m
ツエウェ-ンに (事実を)ねじ曲げられて誕告された 等のこと を､皆

10/dasiJyid-un kelegsenadali nutada k6dBlb也ri 申gei6eimdi
ダシジドの話した 通りにしっかりと揺れることなく供述しています』

11/kemegsen yabudal-imedeg也IBgsen-eeeγadan-a,basak也man-u
と (ゴンボジャブが)言ったこと を報告します ほ か､ また､ 我々 (盟長)の

YaJar-aCa
所 から (ゴンボジャブを介して)

204ここでは､ゴンボジャブの得たダシジドの供述だけを取り出して引用するような形で引用文が始
まっているが､この引用文の終わりの方を見ると､ゴンボジャブによる報告ごと一緒にして二重に引用して

いることがわかる｡
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12/meylren amindava-dur asayubasu

副 (章京)アミンダワ-を尋問しますと205､ (ゴンボジャブの言うのには)

kelek也 anu, nidununJyilJyun-ueaT-tur
『(アミンダワ-が)話しますのは (以下の通りでした｡) (去 年夏 の 時 に

13/man-uqoslYun-utayiJvieeveng teg缶n一缶qoniqulaγubakemen
我々の旗 の 台書ツエウェ-ンが､彼 の羊を盗んだ と言って (ダシジドを)

14/bariγad kBrgeJyBiregsen em-edasiJyid-un 6eikdanu,
挿らえて (役所に)届けて きました｡女 ダシジドの供述 は (以下の通りでL

bi tayiJyieeveng-u
た｡) (私は台書 ツェウェ-ンの

133b

1/boruγ-ausun-durquruYdaJyu故也gsenqonin-umlq-a-ylte辞n一也em-e
雨の 水 に 押されて死んだ羊 の 肉 を､彼 の妻

2/qubak也也 6gg也gsen-iabeu idegsen anu也nen, yer也 amidu qoni
ホブフ-がくれたのを受け取って食べたのは 本当です｡決して生きている羊を

3/qulaγuJyuidegsenγaJar也gel kemen66igsen bolbaei,yerti
盗んで 食べた ことはありません)と 供述しましたが､ 決して

(ayuYulanの誤り)

4/bayieayaqutemdeg 也gei tula, basaayuγulateg也n-ieingdalan
調べる 手がかりがありませんので､また脅して彼女を厳しく

5/asayuγsan-dur emヾ dasi了id qoniqulaγuJuidegsen anu也nen
尋問しましたところ､女 ダシジドは く羊を盗んで 食べたのは 本当です)

6/kemen6eigsen ueir-turteg也n-iqul†ayieibolYanteg也n一也nlge
と 供述しましたので､彼女を盗人 として彼女の一人の

205ここでも､あたかもゴンボジャブが得たアミンダワ-の供述のみを取り出して直接引用するかの

ような始まり方をしていながら､この引用部分の終わりを見ると､実はゴンポジャブの報告ごとまるまる二
重に引用していることがわかる｡

266



7/okin,nlge 故er-tei tor†uJyu tayi了ieeveng-ddr 6gg也gsenbile,
娘と一頭の牛 とを (罰として)徴収して台書ツェウェ-ンに渡した のです.

8/†a†eak也em-edasiJyid urida qoniqulayu†sanugel kemegsenb6ged,
ただ､ 女 ダシジドが先に､羊を盗み ませんでしたと言った のに､

9/qoyln-abasaqula†uYsananu也nen kemen6eigsen tula,
後で また 盗んだの は 本当ですと 供述しましたので､

10/dami teg血-i 6eigsen yosu†armungqaγdaJvutO†taγanSidkegsen,
すぐに彼女を (後から)供述した通りに 愚かにも 定めて 処罰しました｡

ll/yer也 ma†adlanniYtalaysan ugel, dami sana†an-udurabartoγta†an
決して確認して 綿密に調べたのではなく､すぐに悪 意 的に定めて

12/sidkegsen anuyer也 eseJvOki†san-u tulada, taslyara†Sanyal-a-yl
処罰したことは 決して理にかなっておりませんので､ (判決を)間違えた 罪 を

13/duratay-akuiyemBi kemegsen yabudal-iqamtu-barmedeg山be
喜んで 受けます)と言いましたこと を共に 報告しました』

14/kemeJy也kBi, bayiea†abasu meymen amindava bolbasu

と (ゴンボジャブが)言いました｡調べてみますと､副 (章京)アミンダワ-は

Cuqumnlgen
本当に-

134a

1/qosIYun-ukereg-yida†aJvuSidkek也 k也m屯ntulada, aliba kereg-yl
旗 の ことを担い 処置する人 なので､あらゆること を

2/Jyui-iyer niYtalanbaカeayaJyusiduryu-yibariJvu Sidkebes缶
規則通りに綿密に調べて､ 正直 を 旨として処置す

3/JvOkimui, em-edasiJyid, teg也n一也kBbeg也n-i bey-e-berboγuJyu地租gBl也gsen
べきです｡女 ダシジドが彼女の 息子 (の首)を自ら 絞めて死なせた

4/ueir-imaγadlanbayieaYaqu-yintula, meylren γOmbuJyab-i
わけを確認して調べる ために､副 (章京)ゴンボジャブを
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5/kedBke曲nudaγ-aγarγaJvu teden一也tusala†己i dasidundub, Jyalan
何 度も 派出して､彼らの協理 (台書)ダシドンドプ､参領

6/galsang-mar-unqam tubayiea†alγabasu dasiJvid-dur yerB 6ber-e
ガルサンらと共に 調べさせますと､ダシジドには決して他の

7/JvBil一也n6eig 也gel, γaYとakiitayiJyieeveng-u qonlqula†uJyu
種類の供述はありません｡ただ､ 台書 ツエウェ-ンの羊を盗んで

8/idegsen anubusu,eeveng-u em-equbakB也 oggugsen anu也nen kemen
食べたのでは なくツェウェ-ンの妻 ホブフ-が与えたことは 本当ですと

9/6eigsen b6ged, meylren amindava yerB niγtalansigBJy也asa†uYsan
供述したのであって､副 (章京)アミンダワ-は決して綿密に 裁き 尋問せ

10川gei,daruidasiJvid-i qulaγayieibolYansig也ged,teg也n-iokin-i tor†a†san
ず すぐにダシジドを盗人 として裁き､ 彼女の娘 を (罰として)徴収した

11/b6ged, basabosyuyubordui-yinkelegsenyosu†ardasiJvid-i sana†an-u
のであって､また 領催 ボルドイの話した 通りに ダシジドを恋

12/JyOriγ-1yarquyaYurJyin-dur qudalduJvu也nBsgBlengyadaγu-bar
意 的に箭丁 オルジンに売って ??? 貧しく

13/†aeaydaγulJyu qamtudk也y-ekemen tegh-ikBbeg也n-i boYuJvu
はまり込ませて､共に 死のうとして､彼女が息子 (の首)を絞めて

14/BkBgB1年gsen-dBrkBrgegsen anuyer也 eseJvoki†san-u tulada,
死なせる に 到らせたことは､決して理にかなわないため､

134b

1/amindava-aea JvOkiqu-yl uJeJu †urbanylSun一缶mal torTuJu
■●●

アミンダワ一に適切な所を判断して三 ･九

屯Jyeg也lBy-e,
示しましょう｡
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2/bosuyubordui bolbasu,em-edasiJyid-i tayiJvieeveng-u qonl-yiqulaYubakemen
領催 ボルドイは､ 女 ダシジドを台書 ツエウェ-ンの羊を 盗んだ と言って

mepren

副 (章京)

3/amindava bitegBligsig仏神toryaYad dasiJvid-i bordui-durtusiyaJvujyakiryaysan
アミンダワ-が不明瞭に裁き 罰を科して､ダシジドをボルドイに命じて 管理させた

b6ged
のであって､

4/bordui teg也n-1qar†alJvanjvakirquqgel demei 也ge JvOkiyaJyu払mk也n-dBr
ボルドイは彼女を保護 管理 せず､くだらない言葉を作って 人 に

(qudalduYuluysanの誤り)

qudalduyulusananu
売ったことは､

5/oyu†ataburu†uboluγsan-utulada,bordui-aEaJyOkiqu-yl uJeJu, nlgenyis也n一也mal
全くの 誤り である ため､ポルドイに適切な所を判断して､一 ･九 音を

6/toryuJyu eegerlelqjyeg山也y-e, quya†urJyin em-edasiJyid-i qudaldunabeu
罰として科し､警告を示しましょう｡ 箭丁 オルジンは女 ダシジドを買い 取って

ger-屯nboγul
家 奴

7/bolYaysanueir-iyer缶 qanyatuJyaSa†-turmedeg山也gsen也geib6ged,qudaldunabuγsan
とした ことを決して所属の 旗長に 申し上げ ず､ 買い 取った

8/qoyln-aur5in basayeru teg也n一缶teJyiyenqarγalJyaqu ugel JyOba†an araylqan
後､ オルジンはまた決して彼女を養い 保護することなく､苦しめてほとんど

9/bdrin-e血中卵胞i-dむkかgeged eyinkB urJyin-dur qoruseukereg dengdegegsen-i
完全に死なせるに 到らせて､このようにオルジンを恨んで ことを先鋭化させたのを

qjvebes屯
見ると､
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10/em-edasiJyid-i urJyin-u γaJyar-turaγulbasu Bl也bolqu-yintulada,dasiJyid Jvia206
女 ダシジドをオルジンの所 に 居らせてほならない ので､ダシジドとさらに

teg也n一也
彼女の

11/okin-taiqam tu-barquyaYurJvin-aea †arYaJuqariyatuqosl†un-uJyaSaY-turtuSiyaJyu
娘 とを共に 箭丁 オルジンから出して所属の 旗 の旗長に 命じて

12/qar†alJvanteJyiyelgeJv缶 keregγarYaqu也geibolγan eingdalanJyakiryaqu-aea †adan-a,
保護 扶養させ､ことが起こらないようにして､厳しく 管理させますほか､

urJvin
オルジン

13/-aeanigenylSun一也maltorYuJu CegerleldJyeg也1也y-e, Jyia em-edasiJyid-i
に 一 ･九 書を罰として科して警告を示しましょう｡ さらに女 ダシジドを

y●
UIJln-u
オル ジンの

14/gerieee γarYaJyuSidkegsen一缶tulada,沖i inuuY qudaldu-yiqoyisiol†abasu
天幕から出して処置した ため､正しくは元の (買った)代金 を 返 却する

135a

1/JyOkiquabaci, †ayeakBurJyin emlさdasiJvid-i tejyiye沖207 6idaysanugel ueir-tu
べき ですが､ただ オルジンが女 ダシジドを養うことができ なかったことで

2/keregYaryaysan-utulada,qudaldu-ylqOyisiol†aqu-yl keregsek也也gel bol†ay-a,
ことが起こった ので､代金 を返 却することを考慮し ないことにしましょ

tayiJyiaysan
う｡台善政

206この語は､書記が書き忘れて抜かしてしまった後､それに気づいて左側の行間に書き込み､挿入

すべき所を十の印で示している｡

207この語の後に､何らかの書き誤りを抹消したと思われる語がある｡
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3/garbi-yineke, eneem-edasiJyid-i qunyamJynanJvaruJyu eidaquugel,Sana†an-u

ガルビの母は､この女 ダシジドをきちんと 召し使うことができ ず､ 窓

yI
JOn†-1yar
意 的に

4/qudalduγuluYsan-utulada,dasiJvid-i u† γaJvar-turbueaYaqu也gel bol†an,qanyatuJyaSa†

売らせた ので､ダシジドを元の所 へは返さ ないことにして 所属の 旗長

5/-turlyakirya†san-utulada,dasiJyid-un qudaldu-yik6ge沖abqu也gei bolγansidkey-e,
に 管理させた ので､ダシジドの代金 を 追 徴しないことにして処置しましょ

tayiJyi

う ｡ 台書

6/eeveng bolbasuqamly-augeik也m也nllg申Jyirlen jvi†alduJyu kh 也n一也amin-ukereg

ツエウェ-ンは 関係の ない 人 を誕告して指し示し､人 命 案件を

yaryaqu-dur
起こすに

7/kBrgegsenb6ged, basaqauli-yijv6reiJyB kh 也n-ibusuqosIYun-durqudalduγSananu

到らせた のであって､また法律に違反して人 を他 旗 に 売ったこと は

8/dangei208sanaYan-u209durabaryabu†san-utulada,eeveng-eee TurbanylSun一也maltoryaJyu
大いに 窓 意的に振る舞ったので､ツエウェ-ンに三 ･ 九 音を罰とL

eegerlel
て科して､警告を

9/BjyegdlGy-e, basatayiJvieeveng-u qudalduJyuOluYsandasiJvid-unokin-uu†

示しましょう｡また台書 ツェウェ-ンが売って 得た ダシジドの娘 の 元の

qudaldu一㌢
代金を

208この語の最初のdの文字は､語中形で書かれている｡

209この語の最後のuの文字は､最初は書き忘れたらしく､後で左側の行間に書き込まれている｡挿

入の印はない｡
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10/eeveng-eec k6geJy屯γar†a†adokin-iqudaldunabuYsanbeyisedeeinrampil-un
ツエウェ-ンから追 徴 して､娘 を買い 取った 月子 デチンランピルの

qOSIYun-u
旗の

ll/k屯m也n-dBrol†aJyueneokin-iteg也n一也ekedasiJvid-tur ne〆leg叫沖 bueaYasu†al, tayiJyi
人 に 与え､この娘を彼女 の母 ダシジドと一緒にさせて返しましょう｡台書

eeveng-u
ツエウェ-ンが

12/yal-a-dur abuγsan 故er-imank6geJvBYarYaYad,mank也dasiJyid-turol†asuYal,
罰 として受け取った牛 をも 追 徴し､ また ダシジドに与えましょう｡

Eeveng-u
ツエウェ-ンの

(age-yinの誤り)

13/em-equbak舶 bolbasuteg也n一也n6kdreeveng一也 sur†aYsantige-uyosu†ardasiJvid-i
妻 ホブ7-は 彼女の 夫 ツェウェ-ンの教唆した 言葉に従って ダシジドを

g6rdegsen
笹告しま した

14/bolbaeu yerd teg也n一也sanay-aegusgegsenbusu,b6ged,asaYuqutuqai-durdami 也nen-i
けれども､決してそ の 考えを起こした のではなく､尋問する際に すぐ 真実

を

135b

1/bariJvumedegd也gsen一也tulada,em-equbak舶-yl keleleek也yabuda川geibolγay-a,
奉じて申し上げましたので､妻 ホブ7- (の罪)を論ずる 必要 なしとしましょ

dasiJyid
う｡ダシジドが

2/eeveng-dBr g也dken Jyiγalduγdaγsanueir masi kilis, eevenglさee
ツェウェ-ンに藤告 して指し示された ことは大いに間違っています｡ツエウェ-ンに
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●●●
torya†Sanyal-a-ylnTurbanylSun
科した 罰 の 三 ･ 九

3/mal-idami dasiJyid-turol†a†uluy-a, &veng-u qunya†sanokin210yerByal-a
音 をすぐにダシジドに与えさせましょう｡ツエウェ-ンの受け取った娘を､決して罪

dgei

が な い

4/b6gedueirBgeiJyObaγaysan anumanmasi gilis enetor†aγSanyal-a-yln
のに､故 なく苦しめたことも 大いに間違っています｡この科した 罰

mal-undoturaea

音 の 中から

5/nigeylSun一也mal-iJyaSaYurJyinJyab-un YaJyar-aeatoγan-uyosuγarγar†aJyu eneokin-dur
一 ･九 音を旗長 オルジンジャブの所 から数 通りに出して､この娘 に

6/ol†a†uluy-a, JaSa†-un†aJyar-aeabasakiienekereg-ylSigqjy也todurqayilaγSantusalaγei
与えさせましょう｡ 旗長の 所から また､この事件を 裁き 明らかにした 協理 (台

dasidundub

書)ダシドンドプと

7/lyalangalsang-durbdgBdenigeyis屯malk6gegBl也nol†a†uluy-a 山degsenTurbanylSun
参領ガルサンに全て 一 ･九 音を追 与させましょう｡残った 三 ･九

mal-i

音 を

8/eiYul†an-udaru7-a-yin†aJyar-akurge沖iregdl屯ged enekereg-yisig中神todurqayila†sanmeyiren
盟 長 の 所 に届けて来させて､この事件を 裁き 明らかにした 副 (章

†ombuJvab
京)ゴンボジャブ

210この語の後に､書記が書き誤って抹消した語がある｡
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(k6gegBlhの誤りとみなす)

9/-durnlgenylSunmalk6gelholγaγulqu-aea†adan-a,basakBBldegsenanualban-ukereg-tur
に 一 ･九 畜を追 与させますほか､ また 残ったのは 公 務 に

10/JidkBgsenarad-i岩angnaqu-durbeledkegdlBy-e, enenlgenkereg-yl,S也n,
努力した民を賞するのに 備えさせましょう｡この一 件 を スン (デブドル

ke211 man-u†aJyaraea eyinkd
ジ)､へ (ジェイドルジ)我々の所 からこのように

11/toγtayansidkegsen anuJvokiladaqu212湖心JvOkiladaqu yabudal-i(開字)yeke
定め 処置したことが 合っているか合っていない かということ を 大

JurYan-ah toYtaYansidkeged
衛門 (理藩院)から定め 処置し､

12/Jyiyan kBre也 iregseneay-tur daYajyusidkey-e kemen egun一也tula,
指示して届いてきた 時 に (それに)従って処置しましょうと言って､この ため

erg也be, kemen medeg山Bgsenmi213JvBiinu
に提出しました｣と言って報告したことを､ 正しく

13/beyisedeeinrampil, JyaSayurJvinJyab-tur medetBgel kemen
月子 デチンランピルと旗長 オルジンジャブに､ ｢知っておくように｣と言って

yabuyuluy-aegun-也tula tusiyanilegebe,
送ろう｡ こ のために命じて 送付した｡

14/ tabind6rbeddger onnaimansaraym slneylnnlgen-e,214
(乾隆)五十 四 (1789)年 八 月 の 初 一日｡

211この二つの語も､盟長と副盟長の名を省略した語であるが､この文書の最初の所で見られた開字

は､ここでは見られず､すぐ次の語が続いている｡

212この語のdの文字の右側に､書記が誤って1の文字の記号を書いてしまい､後から抹消している｡

213この語は､書記が一度書き誤って抹消した後､左側に書き直した語である｡

214この行は､13行目から2cmほども離して書かれている｡また行涙に ｢乾隆｣の語が省略されてい

るためか､他の行よりも5cmほど下がった位置から始まっている｡
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｢ダシジドの事件｣に関する5通日の文書215

文書番号

◎鞄 9

T.Ho.1
X_H_Ho.463
X.T. 58a-656

所蔵場所 :モンゴル国立歴史中央文書館

トシェ-ト汗部 (ハン･オール盟)盟長衛門の来文樟

58a

1/JyaSaY-untedg也nJvergetayiJviurJyinJvab-un bieiγ,
旗長 一 等 台書 オルジンジャブの文書｡

2/(一字拾頭)kiyeneingmen-dBryabuquqan aYula-yinei†ulYan-udaru7-a
乾 清 門 行走 ハン･オール 盟 長

3/JyaSa†-unquSlγun-ubeyise,clγun†an-udeddaru7-aterig缶njverge
′ヽ■

旗長 固山 月子､副 盟 長 等

4/tayiJitan-aergube, medeguku-yinueir, dabeyise,ded datan-aEa
台書 殿に提出しました｡報告する ためです｡ (盟)長 月子､ 副 (盟)長 殿が

5/tusiyan ilegegsenbieig-tBr,

命じ (我々の旗に)送付した文書に (以下のようにありました｡) ｢(この文書を送付

yabuγulqu-ylnueir,
したのは､指示を)送る ためである｡

6/yekeJvuryan-aea tusiyan kdrと屯 iregsenbieig-tar,
大 衡門 (理藩院)より命じ (我々の盟に)届けてきた 文書に (以下のようにあっ

′ヽ
man-uJurYan-aEa

た｡) 『我々の衝門 (理藩院)より

7/(二宇治頭)ayiladqaγsananu, sayidbide sigdkByabudal-un
(乾隆帝に)上奏したの は (以下の通りである｡) く我々大臣が刑

215これは､thM町1958,pp.51-57に収録されている文書の原本である.すなわちチミッド氏が収錬し
た ｢ダシジドの事件｣に関する5通の文書の内の第5文書の原本に当たる｡
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yamun-1uy-aneyileJvB
部 と 合同して

8/qaYaluγsan anu, tBsiyetB qanaylma†-unei†ul†an-udaru†-a,

決定しましたのは (以下の通りです｡)､トシェ-ト･ハン部 の 盟 長であ

JvaSaY
る旗長

9/beyises也ndBbdurJvi-nar-un †ajaraCaerがn kむgeJydiregsenbieig-tar
′ヽ ′ヽ

月子 スンデブドルジらの所から 提出し届けて きた 文書に (以下のようにありまし

た｡)

10/man-uaym aγ-unJyaSaγur了inJyab-un qoslYun-uem-edasiJyid, 8ber一也n
(我々の部 の 旗長 オルジンジャブの旗 の女 ダシジドが自分の

(BkBgblBgsenの誤り)

11/k也beg也n-i boYujyuGk出社gsennlgenkereg-ylSigBku216em-edasiJyid-un 6eikdanu
息子 (の首)を絞めて死なせた 一 件 を 裁く際､女 ダシジドの供述 は (以下

の通りでした｡)

12/bi tayiJyiaγsangarbi-yinqariyatu nomun-uokin, eneJyilγueinqoyar
[私は､台舌 故 ガルビの所属であったノモンの娘です｡今 年 三十 二

13/nasutai minueclge geryadaγu-ylntula, namaylmanqoslYun-utayijyivangJvかdur
′ヽ●

才です｡私の 父は､家が貧しい ために私を 同じ旗 の台書 ワンジルに

14/qudaldun6ggugsen, qoym-aminuekenamayiJyOhJu abeiraγad, namayl
売り 与えました｡後で 私の母が私を 請け戻して連れてきて､私を

15/岩abi bayar, beカ sedeeinrampil-un qoslγun-uerinein, m6nqosl†un-u
シャビであるバヤル､貝子 デチンランピルの旗 の エリンチン､同じ旗 の

Jvaカpu
ジヤイピル

216意味の上から考えると､おそらくここに-dBr等の語が抜け落ちたものと思われる｡
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(teden-1dgeの誤り)

16/-nar-turemebolγan6ggdgsen bolbaとubi teden-1uY-aoγtuneyuekB 也gei,
ら に 妻 として与えましたが､ 私は彼らと 全く気が合わず､

58b

1/qoylSlminueke-yingerte buとaJyuiregsen qoyln-a,minueke nanaylminu
元通り私の母 の 天幕に戻って来ました｡その後 私の母は私を 私の

2/naYacu gelegbayingJyur tuSiyaJyuteJyiyelgegsenb61也ge, bi minu
母方の叔父であるゲレクバンジョールに預けて養わせた のです217｡ 私が私の

kdbeg也n-i
息子を

3/故也g61年gsenueirbolbasu nidununJv止man-u qoslYuntayiJyieeveng一也n
死なせた 事情は､ (以下の通りです｡)去 年私たちの旗の 台書 ツェウェ-

nlge qOni
ンの一匹の羊が

4/boruYan-dur quru†daJyu Bk也gsen一也tula, eeveng一也n em-equbake也 ansu
雨の降る方向に押されて行って死んだ ので､ツエウェ-ンの妻 ホブフ-がその皮
を

5/eldekd也n-ebol†a了u, nadur6gkGi-dBr, bi払liye沖abu†san-IqOyln-a
なめす貸金として (その羊の肉を)私に くれましたが､私が受け 取った 後､

6/tayiJvieeveng namayiqoniqulayuγsanem-e meカren amindava-dur medeg叫也
台書 ツエウェ-ンが私を 羊を盗んだ 女だと副 (章京)アミンダワ一に申し上

げ､

7/namayidayudaJyuabaeijyu aSaYuqui-dur bi qonlqulayuYsan也geieeveng-un
私を 呼び出し連行して尋問しましたが､私は羊を盗んでおらず ツエウェ-ンの

217これ以前の4通の文書の内容から見て､おそらくこの1行目から2行目にかけての文は､何らかの

音き誤りだと思われる｡このままだと､ダシジドをゲレクバンジョールが引き取って養ったことになるが､

ここまでの4文書の内容では､ダシジドの母だけをゲレクバンジョールが引き取り､残されたダシジドと3
人の子供たちは引き続き一家4人で暮らしているからである｡
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(qulaYai-yinの誤り)

8/eme6gg也gsen yabudal-ikelebes也, basakBnamayiqulγai-yinyOSu†aryal-a
妻がくれたということ を話しても､また 私を 盗人 に 準じて罪に

9/unaγaJu,minuruse okin,basanlge unly-e-yltOr†uJyu tayiJyiEeveng-dBr
落とし､私の 一人の娘とまた一頭の雌牛 を 罰として科して台舌 ツエウェ-ンに

(olY叩叫 uの誤り)

10/olY†ulJyu SidkeJyBkdi, qariyatubosyuγubordui, meylren amindava-dur
与えさせて処置しました｡所属の領催 ボルドイが副 (章京)アミンダワ一に

11/medegqy也,minukBbeg也n,okinman-uTurbanama-ylmanqosIYun-u
報告して､私の 息子､ 娘と私の 三 人 を同じ旗 の

12/ur5in-dur nlge mOri,nlge temege abとu qudaldun6gbe, eneJy止yurban
オルジンに､一頭の馬と一頭のラクダを取って売り 与えました｡今 年 三

(nasutaiの誤り) (idesiの誤り)

13/sat-a-ylnqOrintabun-us6ni-dBrminudolu†annataikubeg也nides idekd
月 二十 五日の夜､ 私の七 才の息子は 食べ物の食べる

14/yaγum -aabunoldaqu也gei bayinbayinuyilajyubayiqui-dur mungqa†daJyu
物が 得られ なくてずっと 泣いていましたので､愚かにも (私が)

(saluYsanの誤りとみなす)

15/sanabasu kedBkedBnudaγ-aolan n6kBr-eecsanu†San,qoniqula†u†Sam
考えますに､ (私は)何 度も たくさんの夫 から別れ､ 羊を盗んで

16/Bgel b6ged,qulaYaibol†ansidkeged,basa ger一也n姐m也nbol†aJyuqudalduba
いないのに 盗人 として処罰し､また (私を)家 奴 として売りました｡

59a (dkBy-eの誤り)

I/ meylren mi ndava-dur YomudaJyukBbeg也nokin-iqamtudkkBy-ekemen
(その)副 (章京)アミンダワ-を恨み､ 息子､ 娘 と共に 死のうとして､

2/sur-1yar,man-uTurbankdm也n-uqoYului-duuya†ad,k也begtin-ibeyeber
皮ひもで私たち三 人 の首 を 縛り､息子 を 自分の体で
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3/daruJyu kebtegsen qoyln-adarui也k也Jydkdi, tedkeJy也也Jyebes屯 kdbeg也n
押さえて横たわった後､ すぐに死にました｡???みると､息子は

4/nigente也k也be, okin地租gsenugel eldeb JvobaquJyBdekBi-dBr
既に 死んでおりました｡娘は死に ませんでした｡いろいろと苦 労することに

(tikBgBldgsenの誤り)

5/†aea†dayad kGbeg也n-i boγuJyu故dlqgsen anuunen kemen6eim也i,
おとしいれられて息子 (の首)を絞めて死なせたことは 本当です]と 供述してい

ます｡

6/tayiJyieeveng一也n 6eik也anu nidununlilminuqoniboru†an-du
台書 ツェウェ-ンの供述 は (以下の通りでした｡) [去 年私の羊が雨 で

qoruγdajyu
損害を受けて

7/故也gsentuqai-dur bi gerte もgel, qOyln-aireged minuqoni

死んだ その時に､私は天幕に居らず､後で 戻ってきて (確認すると)私の羊が

dutaysan-u
不足していました

(seJyigleJyBの誤り)

8/tula, emedasiラid-i se了i†leJydteg也n-屯gerte odeu qjyebes也 minu
ので､女 ダシジドを疑い､ 彼女の天幕に行ってみますと私の

9/qoninarisumlq-abayiqul-yiBJyeged,dasiJvid-a己a asa†ubasu
羊の 皮と肉が あるのを見て､ダシジドから尋ねますと

10/minueme6ghe kememdi-dBr,bi minueme-eecasayubasu dasiJvid-tur

私の妻が与えたと言うので､私が私の妻に 尋ねますと､ダシジドに

ll/6ggugsenanu也nen gebe誠, bi 也nen yabudal-idaruJvu dasiJyid
与えたのは 本当ですといいますが､私は本当のこと を隠して､ダシジドが
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qulayuysankemen218
盗んだ と

12/meylren amindava-dur medegdlbe, meymen一也 †aJvaraeadasiJvid-i JyarlaJvu

副 (章京)アミンダワ一に申し上げました｡副 (章京)の所からダシジドを呼んで

ireged
きて

(qubak誠 二同じ)

13/asayuqui-dur dasiJyid o†ta qulayu†san 也gel,minuemequbake也
尋問した際､ダシジドは､ (自分は)決して盗んだのではなく､私の妻 ホブフ-が

14/6ggtigsen anu219 kemen6eigsen-ddr bi, minueme namayidaldalajyu
与えたのは (本当です)と 供述しましたので私は､私の妻は､私に 隠れて

nlgen qOn1-yn
一頭の羊 の

15/miq-a-ylyaγakiJyu kdm也n-dBr6gcu dl也eidaqu kemenkelegsenueir-tu
肉 を どうあっても人 に与えることはできませんと 話した ので､

16/meylrenamindava, daruidasiJyid-i qaYumui kemen teg也n一也okin,basa
副章京アミンダワ-はすぐにダシジドが嘘をついていると言って彼女の娘と

nige220
一頭の

59b

1/hiy-e-yi221tor†aYad, nadurolγaJyuqul, 己evengbi eneokin-ibeyise
雌牛 を 罰として科して､私に与えたのです｡私ツエウェ-ンは､この娘 を月子

218この語は､行の左側に小さな字で書き加えられている｡おそらく書き忘れて､後から書き込んだ

のであろう｡

219この語の後に､血en(｢本当です｣)という語が抜けたものと思われる｡

220この語の後に､書記が血iy七と書きかけているが､スペースが足りないと判断したらしく､抹消
している｡

221この語のnの字の右側に誤って1の字の記号を書きかけて､抹消している｡
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2/deeinrampi1-un qoslYun-ulama darJviy-a-dur nlge momqOyarJaYundalan
デチンランピルの旗 のラマ ･ダルジャーに､一頭の馬と二 百 七十個の

3/eai 也n-e abeu qudalduba kemen6eim也i, qubake缶-ylSig也bes也

お茶の代価を取って売ったのです]と 供述しています｡ホブフ-を裁きますと､

4/66ikB anu, bi tayiJyiceveng-u eme minuqoni
その供述は (以下の通りでした｡) [私は台書 ツエウェ-ンの妻です｡私の羊が

boruYan-durqoruγdaJvu
雨 で 損害を受けて

5/Bk也gsen一也tula, qonl-ylnmlq-a-yidasijyid-dur6gg也gsenanu缶nen kemen
死んだ ために羊 の 肉 をダシジドに与えたのは､本当です]と言い､

6/busudyabudal-itegiin一也er-eceveng一也 nlgenyOSuγar6己im也i, meylren
他の こと は彼女の夫 ツエウェ-ンと同 様に 供述しています｡副 (章京)

amindava-カ222
アミンダワ-を､

(man-uの誤り)

7/sig也bes屯 66ikB anu nidununJyn man JaSa† uliyasutai-
裁きますと､その供述は (以下の通りでした｡) [去 年､我々の旗長がクリヤス

duralban-umal-iJyakireu
タイへ 公 の家畜を管理しに

8/odu†san eaγ-turnamayltama†-a-yinγaJyar-akereg sidkejy並
行きました時 に､私を 印務 所 に事件を (代理として)処置すべく

saγulγa†san, man-u
駐在させました｡我々の

9/qosIYun-utayiJyiEeveng一也 qoniemedasiJyid qulaγubakemen
旗 の台書 ツェウェ-ンの羊を女 ダシジドが盗んだ と言って (ツエウェ-ン

222書記はこの人名の一文字目のaの右側に誤ってmの記号を書いてしまったため､抹消している｡
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medeg也l沖,dasiJyid-i
が)申し出て､ダシジドを (私が)

10/sig肋es也, dasiJvid oγtuqoniqulaTuYSan屯gel kemen6eibes也, yer也
裁きますと､ダシジドは､全く羊を盗んでは いませんと 供述しますが､決して

bayieayaqu
調べる

11/temdeg 也gei, basaayuYulJyu asaγubasu dasiJyid qoniqulayuJyu
手がかりはありません｡再び脅しつけて尋問しますと､ダシジドは､羊を盗んで

idegsen anuunen
食べたことは 本当です

(teg血-iの誤り)

12/kemen6eig駈n-dBr teg也n一也qula†aibolYajvu,teg也n一也nlge 6kin,nlge 屯niy-e-yl
と 供述しましたので､彼女を盗人 とし､ 彼女 の一人の娘と一頭の雌牛 を

13/torγaJvu Eeveng-ddr 6gbe, m6nqosIYunーubosyuyu
罰として科してツエウェ-ンに与えました｡ (その後)同じ旗 の領催

bordui-yln medegBl也gsen anu tayiJyi
ポルドイが報告しましたのは､ (以下の通りでした｡) 【台書

14/garbi-yinger一也nem-edasijyid ba†-a-aea kedBkedhudaY-aqudalduba, basa
ガルビの家 姓 ダシジドは､幼い頃から何 度も 売られました｡また

ked也ked也n

何

(tongに同じ)

15/uda†-aer-e-dBr ogg也gsen bolbaeuton neyilekd 也gei,
度も 夫 に (妻として)与えましたが､ どうしても (その夫と)気が合わず､

basa qulayuJyuyabuγsan, teg也n-i
また (今回は)盗みを 行ないました｡彼女を

16/qudaldu†adami JyiYuYuluy-a kemekBi-dBr, bi bolum ui kemen dami

売って 生 活させましょう】と言いますので､私は 【よかろう】と言って､すぐ

282



mankG qosl†un-u
この同じ旗 の

6Oa

1/noyad-turqudaldun6gbe, †a†己akBdasiJyid urida qula†u†san也gel
貴族223に売り 与えました｡ただ､ ダシジドが以前に 【盗んで いません】

kemegsen
と言 った

2/b6ged,qoyln-abasa224qulaγuYsananulinen kemen6eigsen一也 tula,teg也n一也
のに､後で また 【盗んだの は 本当です】と 供述しましたので､彼女の

■●ヽ′●
OClgSen
供述

3/yosuyar toytayansidkegsen anu,minutasiyaraysan yal-a-yibi
通りに (私が)定め 処罰したことは､私が 誤っておりました｡罪 を私は

duratay-akBliyeJvB
喜んで 受け

(bordui-yinの誤り)

4/abumui,kemen6eim瓜, bordu-yln 6eik也anu, man-u

ます] と 供述しています｡ボルドイの供述は (以下の通りでした｡) [我々の

tayiJvigarbi-yinqariyatueme
台書 ガルビの所属の 女

5/dasiJyid, kedBkedhuda†-aqudalduγuluYsan,keddkedhudaY-aer-e一曲
ダシジドは､何 度も 売られ､ 何 度も 夫 に (妻として)

6gbee也
与 え ました が､

223実際には､貴族ではなく箭丁 (平民)のオルジンに売った｡

224この語は､書記が何らかの誤った語を書いてしまった後､その上からbasaと正しくかき直してい
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6/66m neyileku 也gei, dasiJyid masiyadayu-yintula, bayan
皆 (その夫と)気が合いませんでした｡ダシジドが大変 貧しい ので､豊かな

arad-durqudaldunogcu
●●ヽ′●●

民 に 売り 与えて

7/Jyiyuyuluy-a kemenmeylren amindava-dur keleged,teden一也Yurbanamin-imankB
生活させようと 副 (章京)アミンダワ一に話し､ 彼女ら三 人 を この同じ

8/qosl†un-uurJyin-dur nlge mOri,nlge temege abeu qudalduJyu6gg也ged,
旗 の オルジンに一頭の馬と一頭のラクダを (代価に)取って売り 与え､

mom
その馬と

9/temege-ben,tayiJyigarbi-yineke-dBr6gg也gsen anuunen kemen6eimBi,
ラクダを 台書 ガルビの母 に 与えましたことは､本当です]と 供述していま

bayiea†abasu
す｡調べてみますと､

10/meylren maindava nlgenqOSITun-ukereg-yida†aJyusidkekB k也m也n,aliba
副 (章京)アミンダワ-は一 旗 の ことを担当し処置する者です｡全ての

kereg-1
案件を

ll/JyBiinusiduryu-yibariJyu SidkebesもJyokimui, edBgeemedasiJyid o†tuqoni
本来 誠実 を 旨として処置す べきです｡今､ 女 ダシジドが､全く羊を

12/qula†uJyuyabuYsanYaJar BgeikemenoclgSen b6ged,basakBqulaγaibolYansidkegsen
●●ヽ′■

盗んだ ことはないと 供述したのに､また 盗人 として処罰したこ

と｡

13/basadasiJyid 6kin-itoryuYsan bosvuyubordu-yinkelegsenyosuTardasiJyid-i quyay
またダシジドの娘 を徴収したこと｡領催 ボルドイの話した 通りに ダシジドを箭丁
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(siqamdaYadに同じ)

14/urJyin-dur qudalduJyu 61berkdda†araqu-dursyaqamdaγad qamtu
オルジンに売り､ (その結果ダシジドが)飢え 凍えるまでに追いつめられて共に

dkBy-ekemen 6ber-也n
死の うと考 えて自分の

15/kubeg也n-i boγuJyu故也g山kBi-dむkBrgegdl也gsen anumagi JvOkiγsan
息子 (の首)を絞めて死なせるに 到らせたこと｡ 以上のことは 大いに理にかなわ

ugel-yintulada,
ない ため､

16/meylren amindava-yl JyOkiqu-yl BJyejyd YurbanylSun-也mal torYaYadeegerlel
副 (章京)アミンダワ-からは妥当な所を判断して三 ･ 九 畜を徴収し､警告を

6Ob

1/qyeg山並y-e, bosyuγubordui oγtuemedasiJyid-i qarγalJyaJvuJyakirquugei,basa
示しましょう｡ 領催 ボルドイは､全く女 ダシジドを保護 管理 せず､また

(JvOkiyaJyuの誤りとみなす)

2/也ge Jy6ke沖 k也m也n-dGrqudalduyulu†sananuburuγuboluYsan-utulada,bordui-yl
言葉を控遺して人 に 売らせたこと は 誤り である ため､ボルドイから､

3/JyOkiqu-yl BIyeJyB, nlgenyis也n一缶maltoryay-a, quyaYurjyin emedasiJvid-i
妥当な所を判断して一 ･九 畜を徴収しましょう｡ 箭丁 オルジンは､女 ダシジド

を

4/ger-也nbo†ulbol†anqudalduJvuabuγsanueir-iyerB qariyatuJyaSaY-tur
家 奴 として買い 取った ことを決して所属の 旗長に

5/medegdlBgsen申geib6ged,qudalduJyuabu†sanqoyln-a,basasayln-1yarteJyige沖
申し上げ ず､ 買い 取った 後も またうまく 扶養

6/qaryallyaqu也gel, qamtu也k也y-ekemen kereg degdeg缶Idgsen-i
保護 せずに (結果としてダシジドに)共に 死のうと考えて事件を起こさせまし

也Jvebes也 eme,
たことを見ると､女
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7/dasiJyid-i urJvin-u gerte aγulbasu 屯ldbolqu-yintulada,dasiJvid,
ダシジドをオルジンの天幕に居らせることはできません ので､ダシジドは

8/teg屯n一也6kin-也qamtuurJyin-u gerte-e己e†aryaJu qanyatuJyaSaY-tur
彼女 の娘 と共に オルジンの天幕より出して､所属の 旗長に

9/tusiyaJuquriyaJyuJyakirya†ulqu-aea†adan-a,urJyin-i nlgenylSun-也mal
命じて 収容 管理させますほか､ オルジンから一 ･九 音を

10/toryaYad,emedasiJyid-un u† bey-e-yln也n七IyiurJin-dur
徴収し､女 ダシジドの (買い取られた時の)元の身代 金 は オルジンには

olyayulqu
返さ

11/dgeibol†ay-a, emedasiJyid-i tayiJyiaγsangarbi-yineke qudaldu†san
ないことにしましょう｡女 ダシジドは台書故 ガルビの 母が売りました｡

12/e鞘gedasiJvid-i qariyatuJvaSa†-turJyakiryaysan-utulada,dasiJyid-un
現在 ダシジドは所属の 旗長に 管理させた ので､ダシジド (を売った時)の

13/h-e-yltayiJyigarbi-yineke-eeck6geJyBabquqgeibol†ay-a, tayiJyi
代金を台書 ガルビの母から追 徴しないことにしましょう｡ 台書

14/eeveng qam1γ-augei姐m也n-1g6rleJyB Jyi†alduYad kereg
ツエウェ-ンは､関係の ない人 を轟告して示し (その結果､これらの)事件を

degdeg山地i-ddr
起こさせ るに

15/k也rugsenb6ged, basaqauli-yiJy6rijyB k也m也n-i6berqoslYun-durqudalduYsan-u225
到った のであって､また法律に違反して人 を他 旗 - 売った

16/tulada,eeveng-yl TurbanylSun-也mal toryay-a, eeveng-un
ため､ツェウェ-ンから三 ･ 九 畜を徴収しましょう｡ツエウェ-ンの

225この語の最後のuは､書くスペースがなくなって､行末の左側に書かれている｡
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qudaldu†sandasiJyid-un
売った ダシジドの

61a

1/akin-iuY 也n-e-yl k6geJyBγarya†ad,akinqudaldajyuabuYsan
娘 の元の代金を (ツエウェ-ンから)追 徴し､ 娘を買い 取った

2/beカsedeanrampil-un qoslγun-ulama darJyiy-a-dur olγaYulJyu,eneakin-i
月子 デテンランピルの旗 のラマ ･ダルジャーに (元通りに)与えさせ､この娘は

3/teg也n一也ekedasijyid-tur neyileg叫也egeg也lBy-e, eeveng-un abuYsandasi了id-un
そ の 母 ダシジドの所に合流させ 帰しましょう｡ツエウェ-ンが受け取ったダシジ
ドの

4/nige unly-e-ylmaneeveng-eat k6geJv也†arYaγad226dasiJvid-tur
一頭の雌牛 を も ツエウェ-ンから追 徴して ダシジドに (元通りに)

olyayuluy-a
与えさせましょう｡

5/eeveng一也n emequbake由 6ber一也nereとeveng一也n surYaYsanuse-yidaγajvu
ツエウェ-ンの妻 ホブフ-は､自分の夫 ツエウェ-ンの教唆した言葉に従って

dasiJid-i227
ダシ ジドを

(edBgsenの誤り)

6/g6rdegsen bolbaeu, ton 6ber一也nsana†-aedB†sen anubusub6ged,sig放心
おとしいれたけれども､決して自らの 考えで 企てたわけでは なく､ 裁く

7/tuqai-durdami 屯nen-ibarijvu 6eigsen tulada, keleleekiiγaJvarBgeibolγay-a
際には すぐに真実を旨として供述したので､ (罪を)論じる 余地 なしとしましょ

う｡

226この帯と次の語との間は､なぜか2cmほど間隔があいている0

227この語の最後の接尾辞iは､書くスペースがなくなったために､行末の左側に書かれている｡
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8/dasiJyid &veng-dBr gBdk也n Jvi†aldu†sananudang228kilisgqyir,
ダシジドをツエウェ-ンが轟告して示したことは､全く 不当不正であって､

eeveng-e& toryaYsan
ツエウェ-ンから徴収した

9/TurbanylSunmal-idami dasiJvid-tur olYaYuluy-a, eeveng-un qunya†san
三 ･ 九 音 をすぐダシジドに与えさせましょう｡ ツェウェ-ンの受け取った

dasiJyid-un
ダ シ ジドの

10/akinton yal-a也geib6ged, ueir ugel qudalduYsananumankBkilisgBJyir,
娘は決して罪はないのであって､いわれなく (娘を)売ったことも また 不当不正
であります｡

11/toryaYsanyal-a-ylnmal-undotur-a-aEanigenylSun一也mal-ieneakin-dBr22901Yayuluy-a,
徴収した罰 畜の 中 から一 ･九 畜をこの娘 に 与えさせましょ

enekereg-yl
う｡この事件を

12/todurqai-barsig也gsentusalaγei dasidungdub, Jvalangalsang-durnlgenylSun一也mal,
明瞭に 裁いた 協理 (台書)ダシドンドプ､参領ガルサンに一 ･九 音を､

meylren
副 (章京)

(nigenyis血-也malの誤りとみなす)

13/YombuJyab-tur nlgen一也malk6gegBl一也nol†aYulqu-aEa†adan-a,Bldegsen-i alban-u
ゴンボジャブに一 ･九 音を追 与させるほ か､ 残り (の罰畜)を公

14/kereg-tarJyidk也gsenarad-tur言angnaqui-durbeledkegBl屯y-e kemen
務 に 努力した 民 に 賞与すべく 備えさせましょう)といって (盟長が我々理藩

228この語の最初のdの文字は､語中形で表記されている｡

229この行の内､-iene6kin一曲rの部分は､書記が春き忘れた後､行の左側に古き加えて､挿入すべき
部分を×印で示している｡
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ergもn ireJydkBi,
院に)提出して来ました｡

15/bayieaYabasu, mongYuleaYaJyin-ubieig-tar sig也k也 tBsimelqayisikeregllyer
調べてみますと､蒙古 例230には､裁判をする官吏がどんな事件で

toytayaJyu
裁定するにも

16/demei kdm也n-dBryal-aunaγabasu yayakiJyu yal-akele16ekB
窓意的に人 に 罪を当てるならば､どうやって (その官吏の)罪を論じさせるか

yabudal-itoneuqum
ということの 全く確かな

61b

1/Jy山 中gel Sig故屯eaYaJyin-ubieigtBr, daγaγaJyusig故 也 tBsimedqaylSl
条文がありません｡大清律例231 には､担当して裁判をする官吏がどんな

2/kereg-1yeryal-atOYta†aJyu qOYurumdutemdeg-ylaYulqu 也gei-teik也n也n-dBr
事件で 罪を裁定するにも､間に 証拠 を 入れることなく､人 に

3/yal-aunayaqubolbasutGsimelebde, basamonYulEayaJyin-ubieigtBr
罪を当てる ならば官職を剥奪せよ (とあり)､また蒙古 例 に､

4/aliba tayiJyinar ma†usamayun-baryabubasu dami tayiJyi-yinJyerge-yl
あらゆる台書たちが悪い 乱れた 行ないをしたならば､すぐに台書 の 地位を

ebde

剥奪せよ

5/kemely故di, ed鞄emeylren amindava tamaY-a-ylnYaJvar-turkereg
といっています232｡ 今､ 副 (章京)アミンダワ-は､印務 所 で 事件を

230本書の第一部第-章第四節第二項及び萩原1988を参照｡

231本書の第-部第-章第三節第二､三項及び萩原1988を参照.

232ここで適用された二つの条文については､萩原1988を参照0
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sidkeg也卜也n
処置させるべ く

6/sa†ul†aγsankBm也n JyBi inualiba kereg-ylunen Sana†an-bar suduryu-yl
駐在させた者であり､正しくは あらゆる事件を真実の考えによって誠実 を

7/bariJvu Sidkebes也Jyokimui, eddgeemedasiJvid yer也 tayiJvieeveng-un
旨として処置す べきです｡今､ 女 ダシジドは､ (自分は)決して台書 ツエウェ-

qoni
ンの羊を

8/qalayuYsan†ajar 也gei, eeveng一也n emequbake也 teg也n-dBr oggugsenanu
盗んだ ことがなく､ツエウェ-ンの妻 ホブフ-が彼女に (羊を)与えたの は

9/也nen kemen6eigsenb6ged, meylren amindava tonk6ndBisana†-a-bar
本当ですと 供述 しております｡副 (章京)アミンダワ-が､全 く広い 考えで以っ
て

10/ma†adlannaribe止aJyuSigGkii ugel,Ya†eak也とeveng-un g缶dk由n Jvi†alduYsan
確認し 綿密に 裁 くことをせず､ただ ツエウェ-ンの趣告して示した

ll/nigen eteged也ge-yl itegeJyもemedasiJyid-i qula†aibol†ansidkegsen anu233
一方の側の 言葉のみを信用し女 ダシジドを盗人 として処罰したことは､

12/dami tusiyal-i †udaYaysanb6ged, basaqauli-yiJy6ri沖 dasiJvid-un
すなわちその地位を汚したわけであり､また法律に違反してダシジドの

13/akin-itoryaYsan anu,el-eendegBreJyBkBi, kerbeqariyatueiYulγan-u
娘 を徴収したことは､全て誤っております｡もしも所属の 盟

14/daruγ-a-nar-ununaYaysanyosuYar†aγとakdTurbanylSun-也maltorYabasu
長 らの 当てた 通りに ただ 三 ･ 九 番を徴収するだけならば､

15/dangk6nggen, amindava-yl Sig地租とa†aJvin-ubieig一也nyosuYarmeylren-aea
全 く軽すぎます｡アミンダワ-は大浦律例 に 従って 副 (章京)を

233この語は､書記が書き忘れた後､行末の左側に書き込んで､挿入すべき場所を×印で示してい
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16/bayilYa†ad,basakBeegerlel 叫eg叫也γurbanylSun一也maltorγay-a,
やめさせ､かつ 警告の意を示して 三 ･九 雷を徴収しましょう｡

62a

1/tayiJyieeveng 6ber一也nqonl-ylemedasiJyid tonqulaγaγsanγaJar
台書 ツェウェ-ンが､自分の羊 を女 ダシジドが全く盗んだ わけでは

2/也gel-yl ilerkei metti b6ged,basak也emedasiJyid, teg也n-uqonl-yl
ないことが明らかなようであるのに なお 女 ダシジドが彼 の羊 を

3/qulayubakemeng也dk也n jvi†aldu†sananudami keb-isakiqu也gel
盗んだ と 趣告して示したことは､すなわち規律を守ら ない

4/k也m也n basaJvabsiyan-ieri沖 dasi了id一也n 6kin-itoryaJyu qunyaYad
者であります｡また利益 を求めてダシジドの娘を 徴収して受け取り､

5/ulanJyilanqudalduysananusanayan-udura-barmayusamayun-1yar
続けて 売ったことは､窓 意的で 悪く 乱れた

6/yabuJyuqul, kertc qariyatueiγulγan -udaruγ-a-narunayaYsanyosuγar
行ないです｡もしも所属の 盟 長 らの当てた 通りに

7/γa†JvakdTurbanyis也n一也maltorγabasu ayuqu jvalqaqu-yl qjyegBIJy也
ただ 三 ･ 九 畜を徴収するだけならば､恐れる､懲りるということを示すこと

が

8/Bl也eidaqu-yintulada,eeveng-yl aliba tayiJvi-nar ma†usamaYun
できません ので､ツェウェ-ンを､ (あらゆる台書たちが悪い 乱れた

9/yabubasu dami tayijyi-yinJyerge-yiebdeged,qaraeukdm也nbolY-a
行ないをすればすぐに台書の 地位を剥奪し 平 民に せよ)

10/kemegsenmongYulea†aJyin-ubieig一也nyosuγartayijyi-aeabayilγaγad,
と述べた蒙古 例に 従って 台書を やめさせ､

11/basak缶γurbanylSun-也
●●●

かつ 三 ･ 九
maltor†aJyu jyalqa†ulqu-yl BjyegB1年y-e, basa
音を徴収して懲らしめの意を示しましょう｡ また
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12/bayieaYabasu, qariyatuei叩lYan-udaru†-a-nar-unYaJyaraea eeveng-un
調べてみますと､所属の盟 長 らの 所 から､ (ツェウェ-ンの

13/ner-ら-yindour-a-aea k6geJvd†arya†ad,akinqudalduJyuabu†san

名 下 より (娘を売って得た代金を)追 徴し､ 娘を買い 取った

14/beyisedeeinrampi1-un qoslYun-ulama darJyiy-a-dur ol†aYuluy-a
月子 デチンランピルの旗 の ラマ ･ダルジャーに与えさせましょう)

15/kemegsen yabudal-ikinabasu qauli-durbusudqosIYun-uk血n也n-i
といって来たこと を調査すると､法律に､他 旗 の 人 を

16/qudaldubasuqudaldunabuYsankGm也n-ikhdBteyal-ayalalayad
買えば 買い 取った 人 を重く 処 罰し､

62b

1/bayieayaqu-yialdaYsanqariyatuJyaSaγ,tuSala†己itayiJvi,eiγulγan-u
査察 を 失した 所属の 旗長､協理 台書､盟

2/daru†-a-mar-i yal-akeleleegBlkdqauli bui, et叫gedarJva busud
長 らについても罪を論じさせる法律があります｡今 ダルジャーが他

(Jy6ri二柳こ同じ)

3/qosIYun-uk8m也n-1qudaldujyuabuYsan anu,darui qauli-yiJv6rJv也
旗 の 人 を買い 取ったことは､すなわち法律に違反した

4/yabuγSanb6ged,darJva lama bolu†ad 6kin-iqudalduJyuabuYsan anuel-e
行ないであり､ダルジャーがラマ僧でありながら娘 を買い 取ったことはその

yosun-du234
道理 に

5/jvokiquもgel-yintulada,darJva-yin qudaldujyuabuγsanakin-iuY bey-e-yln也n-e-yl
合わ ない ので､ダルジャーの買い 取った 娘は､元の身柄の 代金を､ (ダル

234この語の最後のJuは､行末に書くスペースがなくなって､書記が行の左側に書き加えたものであ
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6/ ol†a†ulqu也geibol†aJyu eeVeng一也n ner-e-yindour-a-aeak6gejvB†ar†ayad,
ジャーに)与えさせないことにしてツェウェ-ンの名 下 より追 徴し､

7/qariyatuqosIYun-durqadaγalaJyu Jvidk也gsenarad-turk6geg山一也nsvangnay-a
所属の 旗 で 保管して (公務に)努力した民 に 過 賞しましょう｡

8/bas血 1ama darJva-yl Syar-a-yiqobquluγadkhdBteJyaγuntasiyurJyangeiγad,
また ラマ ･ダルジャーから僧籍を剥奪して 重く 百回 鞭 打ち､

9/qariyatuJvaSaY-turtuSiyanogcu eing†alanbarimtalanJvakira†ulqu-aeaγadan-a
所属の 旗長に 命じ 引き渡して厳しく 遵法して 管理させるほか､

10/eneakin-iteg血-屯ekedasiJvid-tur neyileg也1-也negeg也lBy-e, oYtuemedasi了id-i
この娘をその 母 ダシジドに合流させて帰しましょう｡ 全く女 ダシジドを

(JyOkiyaJyuの誤りとみなす)

11/qar†alJyaqu屯geidemeluse5okiJvu qudalduγuluγsanbo岩u†ubordui-yl
保護 せず 虚 言を控造して売らせた 領催 ポルドイから

12/nigenylSun一也mal tor†aJu, emedasiJvid-nar-iger一也nboYulbol†anqudaldu†ad,
一 ･九 畜を徴収すること｡女 ダシジドらを家 奴 として買い､

13/qudalduJyuabuγsan-uqoyln-a,basao†tusayln-1yarqarYalJvaJyuteJviyekdBgel,
買い 取った 後も なお全くうまく 保護 扶養 せず､ (結果的に)

14/kdbeg血-i boYuJvudk也g也lkdi-dむkdrBgsenurJvin-i nlgenylSun一也mal
息子 (の首)を絞めて死なせるに 到った オルジンからは､一 ･九 畜を

15/tor†aqu,dasiJyid teg也n-iakin-iqamtuurjvin-u ger-e& Yaryaju
徴収し､ダシジドとそ の娘 を共に オルジンの天幕から出して

16/qanyatuJyaSa†-furtusiyaJyuJyakiraγulqu, dasiJvid-nar-unuγ bey-e-ym
所属の旗長に 命じて 管理させること｡ ダシジドらの元の身柄 の

63a

1/血-e-yibasakBur了in-dur olYa叩lqu也geibolγaqu yabudal-i
代金もまた､オルジンに与えさせ ないことにすること｡以上のことを (盟長らが)
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toγta†aJvu,
裁定し

2/medeg也Idr<iregsenanuqarin yabuyulbasu bolqu-ylntulada,egunl darui
報告して 来たの は､むしろ実行に移してよい ので､ これをすぐに

3/qariyatuei†ulYan-udaruγ-a JaSaYbeyises也ngddbdurJvi-nar-un medeg山ur-e
所属の 盟 長 (兼)旗長 月子 スンデブドルジらの報告して

4/iregsenyosu†arbolγuy-a, qauli-yiJy6rijyB kBm也n-i6ber-eqosIYun-dur
来た 通りに しましょう｡法律に違反して人 を他 旗 に

5/qudalduγSan qariyatuJyasayterig屯njyergetayiJyiurJyinJvab busud
売った (ツエウェ-ンの)所属の旗長 一 等 台書 オルジンジャブと､他

qOSl†un-u
旗の

(qosi†un-uの誤り)

6/kdm也n-1qudalduJvuabuγsan qanyatujyasaYqoslγun-durbeyise
人 を買い 取った (ダルジャーの)所属の 旗長 固山 月子

7/deanrampil-un com, bayiea†aqul-yialdabakemegsenqauli yosu†ar
デチンランピルとをいずれも､査察 を 失したという 法律に従って､

8/Jyir†uYadsarayinJyasaY-unp也ngはqasuy-a, JaSa†urJyiqyab-un
各六ケ 月間の旗長 の俸禄を削りましょう旗長オルジンジャブの

9/qoslYun-utuSalaYei dasidungdub235 enekereg-yitodurqayilan sigtigsen
旗 の協理 (台書)ダシドンドプは､この件 を明らかにして裁いた

10/ueir-tur,S屯ngddbdurJyi-nar-un γaJyaraea k6gegBl一也n岩angnaqu-yintulada,
ことで スンデブドルジらの所から (家畜を)迫 真する ため､

11/yal-a山也keleleek由一eeeYadan-a,JyaSa† bayiea†aqu-yialdaγsantusala†ei
罪は論じない ほ か､ 旗長の査察 を 失した 協理

235この語の後に､書記が何か誤った短い語を書いて抹消した形跡がある｡
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12/tayiJvidasi,deeinrampi1-un qoslYun-utuSala†eitayijyigelegpungcuY
台書 ダシ､デチンランピルの旗 の 協理 台書ゲレクボンツアク､

13/m6ngkeJvuriYtu con P也nglB也gel-yintulada,qauliyosu†ark也m也nb也ri-eee
ムンフゾリク (の三人)は､いずれも俸禄がない ため､ 法律に従って各人 から

14/tabu†admal toryay-a bayiea†aqu1-yialdaysanqariyatuei†ul†an-udaru†-a
各五頭の家畜を徴収しましょう｡査察 を 失した 所属の 盟 長 (莱)

15/jvaSa†,beyises也ngdBbdurJyi-yi qauli yosuYarTurban占ar-a-yinJyaSaγ-unP缶ngは
旗長 月子 スンデブドルジを､法律に従って 三ケ 月間 の 旗長の 俸禄を

16/qasuy-a, dedeiyulYan-udaruY-akeJyeyidurJyi bolbasusula terig也nJyergetayiJvi
削りましょう｡副 盟 長 へゼイドルジは 間散236の一 等 台書で

63b(p血gl的gei-yinの誤り)

1/p也ngは-yintula, JyOkiqu-yl uJeJu Turbanmal tor†ay-a, torγa†sanmal-i
俸禄 が ないため､妥当な所を判断して三頭の家畜を徴収しましょう｡ 徴収した家畜

(qadayalayuljyuの誤り)

2/66m-ialban qadaγanaYulJyu237 JyidkBgsenarad-turk6geg山一也n芸angnaqui-dur
全てを公用で保管させ､ (公務に)努力した 民 に過 賞するのに

3/beledkeg山也y-e, busud yabudal-i mankBqariyatuei†ulγan-u238
備えさせましょう｡ その他のことがらはまた､ 所属の 盟

4/daru†-as也ngdBbdurJyi-nar-unsidkegsenyosu†arbolγay-a, Jyiei enekereg
長 スンデブドルジらの処置した通りに しましょう｡ さらにこの件は､

5/†ada†adumongYul-unt6rd-yiJyaSaquyabudal-unyamun-aea dayaJyu239eke
理藩 院 から､ (法律に)従って 元々

236貴族としての爵位や副盟長等の職を持ったりしているものの､族長の職を持たない者｡旗長では

ないため､一等台青の場合には俸禄がない｡

237この語の中央部にあるnは､書記が1と書こうとしていながら､右上にはねあがる綴りを書き忘れ

たものと思われる｡

238この籍の後､書記はdaru†-ashgdBbduと書きかけてから何故か抹消し､行を改めて書き直してい
る｡

239この語の後に､書記が何らかの語を書き間違えて抹消した跡がある｡
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6/toyta†aYsanyabudal-iJyGi inuqamtu-bartodurqayilan †ar†abasuJvOkimui,
裁定した こと を正しくは共に 明らかにして (皇帝に)提出す べきでありま

す｡

7/sayidman-u†oyaei-barabaeiqu yabudal busu-yintula, kieiyengg也yilen,
我々大臣がゆがめて 運用すべきことではない ので､敬意を払って

8/(二字拾頭)ayiladqabai
上奏いたしました｡

9/(三宇治頭)Jva,li丁-yi†uyumui, kemen tngn-yintedkBgsen-也tabind6rbedBgerJyil
勅 を 乞います)と言って､乾 隆 五十 四 (1789)午

ebdl一也nseg也1sarayln
冬 の 末の 月 (一二月)の

10/sineylnylSun-eayiladqaba,mansaraylnarbannlgen-e
初 九日に上奏した｡同 月の 十 一日に

11/(三宇治頭)JvarliYurJyinjyab, deeinrampil-i e6m Jasa†-unp血gld-eEe240
(勅｡オルジンジャブ､デチンランピルはいずれも旗長の 俸禄 を

′ヽ●
JlrYu†adsaraqasuYad,S也ngdBbdurJyi-yi
各六ケ 月間削り､ スンデブドルジは

12/JyasaY-unp也ngは-eee24lyurbansar-aqasu†ad busud-i keleleegsenyosu†ar
旗長の 俸禄 を 三ケ 月間 削って､他 は (理藩院の)論じた 通りに

13/boly-akemegsen-i kieiyeng也yilenda†aJyu eg也n一也tula tusiyanilegebe
せよ)と言ったことに敬意を払って従い､この ために命じて送付したのである』

14/kemen tusiyankdre也 iregsenegun-i beyise

と言って (理藩院から我々盟長の所に)命じ 届いて来た｡このことを月子

240この行のJvasa†-unp也ngl如eeの部分は､書記が書き忘れて､後から行の左側に書き込み､挿入すべ
き所を×印で示している｡

241この語のgの字は､書記が誤って左下へ線を長く伸ばしすぎ､後でその伸ばしすぎた部分だけを
多数の短い斜線で抹消している｡
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deeinrampn, JvasaγurJyinJyab
デチンランピル､旗長 オルジンジャブ

15/-nar-turtusiyanyabuγuluYad,bieig一缶ndoturakikereg-yibayieayanuJeJu
●●ヽ′ヽ′●●

ら に 命じて送り､ 文書の 中にある事柄を 調べて みて

16/beyisedeeinrampi1-un γajyarqanyatuqosl†un-ulama darJya-yi star-a-yl
月子 デチンランピルの所の所属の 旗 のラマ僧､ダルジャーから僧寿を

64a

1/qobqulJvu,JyaYuntasiYurJyangei†ad,eingdalanbarimtalanJyakiryasu†ai,
剥奪し 百回鞭 打って､ 厳しく 遵法し 管理させよう｡

2/dar了a-yin qudaldunabuγsanakin-iqoyisi egeg也l一也n5asa†urJyin5ab-un
ダルジャーの買い 取った 娘 を元通りに返させ 旗長 オルジンジャブの

(teg血一也を誤って二度書いている)

3/†aJvar-akむgegBl一也nteg也n-也teg也n一也ekedasiJyid-tur neyilegdl也ged6kin一屯
所 へ届けさせてその 母 ダシジドに合流させ､ 娘 の

4/h-e-dBr oggugsenyaγum-a-yl buea†anabqaγulqu也geibol†aqu

代金として与えた 物 を (ダルジャーに)返却 取得させないようにする

5/-aea†adan-a,tusalayeitayiJyigelegpungcu†, m6ngkejyuriγtu-nar-aea tOrYu†San
ほ か､ 協理 台書ゲレクボンツアク､ムンフゾリクトらから徴収した

6/tabutabunmal-iqauliyosu†arbBrin-ek6genYaryaγad,ene qaburun
各五 畜を法律に従って 完全に追 徴し､ この春 の

7/seg也lsarayln arbantabun-duman-u γajyar-akdrgejy也iregもIBgedalban-u

末の 月 (三月)の十 五日に 我々 (盟長)の所 -届けて 来させ､ 公

8/kereg-turJyidk也gsenarad-tuk6gegBl-也n岩angnaqui-durbeledkey-e
務 に 努力した民 に追 賞するのに 備えよう｡

9/Jyasayurjvinjyab-un †aJar-aCameylren amindava-yl
旗長オルジンジャブの所 で 副 (章京)アミンダワ-を
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10/meylren-モee bayilYaYad,TurbanylSunmaltor†aqu bosyuγu
副 (章京)から免職させ 三 ･ 九 音を徴収すること｡領催

11/bordui, quyaYurJvin-a己a nlgenlgeylSunmaltorYaqu
ポルドイ､箭丁 オルジンから各一 ･ 九 畜を徴収すること｡

12/tusalaYeitayi了idasi-aea242tabunmaltor†aqu, Jyia eeveng-eee
協理 台書ダシから 五 畜を徴収すること｡さらに､ツェウェ-ンから

●●●
13/toryu†sanTurbanylSunmal-iemedasijyid-turol†aqu, mon
徴収した三 ･ 九 畜を女 ダシジドに与えること｡また

14/eeveng一也n urida dasilyid-aEa abu†san nlge unly-e-yl
ツエウェ-ンが以前にダシジドから (羊泥棒の賠償として)受け取った一頭の雌牛を

eevengl∋&
ツエウェ -ン か ら

15/k6genabeu em-edasilvid-tu olγaqu, basa enetorYuYsanmal-un
追 徴して女 ダシジドに与えること｡ また､この徴収した家畜の

16/dotura己anigeylSunmal-iemCdasijyid-un qudalduYuluγsanokin-dur
●●●

中から 一 ･九 番を女 ダシジドの売られた 娘 に

64b

1/olγayad,akin-ieke-dBrneyileg也l一也nurJvin-u ger-eee YaryaJyuJyasay
与え､ 娘 を母 に 合流させて オルジンの天幕から出し､旗長が

2/barimtalanJyakirqu, em-edasiJyid-nar-un u† 也n-e-yiurJvin-dur
遵法して 管理すること｡女 ダシジドらの (身柄を売った)元の代金をオルジンに

buea†an
返却

3/olYayulquもgeibolYaqu, 6kin一也也n-e-dBr darJya-aea abu†san
取得させないようにすること｡娘 の代金としてダルジャーから受け取った

242この人名の語京のdは､語中形が用いられている｡
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4/yaYum-a-yl tOYan-uyOSuγark6genabeu qanyatuqoslYun-durqada†alJyu

物 を (その)数 の通りに 追 徴して所属の 旗 で 保管し､ (公務に)

(k6geg也1-血の誤りとみなす)

5/Jvid蜘gsenarad-turk6gegBl芸angnaqu, basaedeger yal-a-yln doturaeamigen
努力した民 に 追 賞すること｡またこれらの罰 (育)の中から 一 ･

6/yis也nmal-itusalayとitayiJvidasidundub Jyalan-uJvanggigalSang-nar-tur
九 音 を協理 台吉 ダシドンドプ､参 領 ガルサンらに

7/qubayan言angnaqu 〕ergeyabudal-i己am yekeJyurγan-a己a
分けて 賞与すること｡以上のような事柄 を全て､大 衡門 (理藩院)から

8/ayiladqaYad kdre也 iregsenyosu†ardaYaJyuSidkeg缶luged,Jyiei kerken
上奏して (その結果盟へ)届いて来た 通りに従って処置させ､ さらにどのように

9/da†aJyuSidkegsen yabudal-i JyBil dara†alannlgennlgen-1yertOdurqal
従って処置したかということ を､条項を並べて 一つ一つ 明らかに

YarYaJu
(書き)出し､

10/tamay-a-tubieig-iyer medeg也1むせiregul也y-e, basa dldegsenTurban
有印の 文書でもって報告して 来させよう｡ また､残った 三 ･

11/yis也, nigetabunmal-iqauli yosu†arbmin-ek6gen†ar†aYad,eneqaburun
九 (育)と一 ･五 音を法律に従って完全に追 徴し､ この春 の

12/seg山sarayln arbantabun-duman-u γaJar-aerke也geikdrgeJvBiregBIBged
末の 月 (三月)の十 五日に 我々 (盟長)の所 に必ず 届けて来させ､

13/nigeyi曲nmal-imeylren YOmbuJyab-tur olYaJyu, busud-iqada†alajvualban-u
一 ･九 音を副 (章京)ゴンボジャブに与えて､他 は保管して 公

14/keregtBrJvidk也gsenarad-turk6geg也1-也nsyangnaqui-durbeledkeg也IkB-eeeγadan-a,
務 に 努力した民 に 追 賞するのに 備えさせるほ か､

15/amindava-yln Orun-dur6tx:r-emeylren talbiqu 比m也n-iqauli yosuYarqosl†un-u

アミンダワ-の代わりに他の 副 (章京)に就かせる人 を法律に従って 旗 の
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16/dotur-asongYuJvunile-yituqayilan, nige-yida†ayul-un, da,
中で 選び､ 一人を特に取り立てて一人を次に従わせて､ (盟)長､

y ′ヽ
JangJun-narman-u

(副)将軍 ら 我々の

65a

1/†aJyar-amedeg山一屯nireg也lJyG,bey-e-yidJvegBl一也n,meylren talbiγulsuYal

所 -報告して 来させ､人物を 見せて 副 (章京)に就任させよう｡

2/eg也ni basakdayimaY一un Olan 了asa†-mar,erdeni sangJyudba-mar-tur

これ (この文書)をまた 部 (盟)の多数の旗長ら､エルデネシャンゾドバ243らに

3/neyiteberyabuyulJvu,6ber6ber一也nqariyatu†aJyar-turbBrin-e
一様に 送って 各 々 の 所属の所 で 完全に

4/uqa†ulJyu, eg缶neeqoyisialiba kBm也n-i言abi ba,busuqoslYun-u
理解させ､今 後 あらゆる人 をシャビ244や 他 旗 の

5/k也m也n-dBrqarileanqudaldunBl屯6gk也, busuqoslYun-uk也m也nba,
人 には互いに売り 与えないことと､他 旗 の人 や

6/hbi 姐m也n-ibasakBqari1eanqudalduJvuabeu 出色bolquyabudal-i
シャビである人 をまた 互いに 買い 取ってはならないこととに

(egBrideに同じ)

7/eg也也ridedaYajyuyabuyulsu†al,eg缶n一也tula tusiyanilegebe kemen tusiya†san-i245
永遠に 従って行かせよう｡ この ために命じ 送付した｣と言って命じたのに

8/da†aJyumeylren amindava-i tusiyal -aeaoYeura†ulu†san-aeaYadan-a,
従い､副 (章京)アミンダワ-を職務から 免職させた ほ か､

9/ ner-e-yindour-a-aeak6gen†aryaquyurbanylSun-屯yal-a-yl
(アミンダワ-の)名 下 より追 徴する三 ･九 罰 を

243本書の第-部第-章第四節第-項､及び萩原2001bを参照｡

244本書の第-部集一章第四節第一項､及び萩原2001bを参照0

245この語のγの文字の右側に､書記が誤って右下に伸びるnの文字を書いてしまい､後から抹消して
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(teg肋erに同じ) (jvisiyan-uの誤りとみなす)

10/m6namindava teg舐bernlgente, dabeyise,ded datan-uJyisiyan-a

そのアミンダワ-自ら 既に (盟)長 月子､副 (盟)長 殿の垢番の

11/γaJvar-abBrin-etusiyabakemegsen-i medegi山dIeeeYadan-a,&veng-1
所 に 完全に渡した ということを報告しますほか､ ツエウェ-ンの

12/d6tBgerJyergetayiJyi-eec bayilγaYad, ner-e-yindour-a-aea
四 等 台書の地位を剥奪し (その)名 下 より

13/abei, emedasiJyid-turol†aquTurbanyis也nyal-a,Jyiei
徴収して女 ダシジドに与える三 ･ 九の 罰､ さらに

14/akinbdted一也n也n-e-ddr beカsedeeinrampil-un qosIYun-u
娘 ブテドの代金として月子 デチンランピルの旗 の

15/lama darjyiy-a-aea abu†san nlge mOnqOyarJaYundalan246 とai
ラマ ･ダルジャーから徴収した一頭の馬と二 百 七十個のお茶

(selteの複数形とみなす)

16/seltes-ioldaqu-yl BJyeJv也b也rin-equnyanabeu nlge momqOyar
等 が得られるのを見て完全に収め 取り､一頭の馬と二

65b

I/Jya†un dalan247とai-yialban-durJyidkBgsenarad-tursvangnaqu-dur
百 七十個のお茶を公務 に 努力した民 に 賞与するのに

2/beledkeged,baLSauridaem-edasiJyid-aea eeveng一也 yal-a-du
備え､ また以前女 ダシジドからツエウェ-ンが罰として

3/abu†sannlge 也miy-e-yl t61BgBl一也n,busud-i也n-e taγaraγu1-un

取った一頭の雌牛 を (ツエウェ-ンから)払わせ､ その他を値段を-致させて

4/TurbanylSunyal-a-durbodujvuem-edasiJvid-tu olγa†san-aea
三 ･ 九の 罰 に 換算し女 ダシジドに与えさせましたほ

246この語の静索のdは､語中形で表記されている｡

247この語の市来のdも､語中形で表記されている.
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5/anggida,bosyuyubordui, quyaYurJyin-nar-un yal-a-ylnmal-i
か､ 領催 ボルドイ､箭丁 オルジンらの罰 音を

6/bBrin-eabeu tusalayとitayilyidasidundub, JvalanJvanggigalsang-nar-tu
完全に徴収して協理 台書 ダシドンドプ､参 領 ガルサンらに

●ヽ′
7/nigeylSu-ylSangnanOl†uYad,nigeyisも6kinbated-tBol†aJvu
一 ･九 を賞 与し､ 一 ･九を娘 ブテドに与えて

8/ekedasiJvid-luY-a248neyilegBl一缶nminiYajyar-aqmiyan iregsen, basa
母 ダシジドと 合流させ 私の所 - 収容して来ました｡また

9/urJyin-u dasiJyid-un249qudaldun-dur6gg缶gsentemege,mori-yiqoyisiegeg也卜也n
オルジンがダシジドの 代金として 渡した ラクダと馬 を 元通り返却

10/山並olYaqu 〕ergeyabudal-iel-e arad-turbかin-etustusuqayul-un
′ヽ

取得させない等のこと を全ての民 に 完全に各 々 理解させ､

11/tusiyaγsan-i er辞nmedegdlkB-eee†adan-a,tusalaYei daBi-yin250tabun
命じたことを提出 報告しますほか､ 協理 (台書)ダシの 五

12/yal-a-yinOrun-durarbantabunlangm6ngg也†ar†aJyukurgeg山也gsen-i
罰 の 代わりに十 五 両の銀を 出して届けさせたことを

13/medegGl一也neg也n一也tula erg也be,
報告し､ こ のために提出しました｡

14/tngn-ylntedkBgsen一也tabintabuduγar ond6rbensaraym arband6rben-e,251
乾 隆 五十五 (1790)年 四 月 十 四日｡

248この語の語京のdは､語中形で表記されている｡

249この語の語京のdも､語中形で表記されている｡

250この語の語寮のdも､語中形で表記されている｡

251この14行目は､13行目から2cm程度催して書かれている.
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第三章 ラマ ･ロプサンの事件に関する
裁判文書

ここでは､萩原1988で扱った ｢ラマ ･ロプサンの事件｣の満洲文文書原本-通を提示

する｡この事件は､道光13(1833)年にヘルレン･パル ･ホト盟中左旗で発生した殺人
事件である｡

文書番号252

◎.Ho.M-1

i.Hp_,__1
X.H.Ho.972
X.T. 139a-1466

所蔵場所 :モンゴル国立歴史中央文書館

庫倫難事大臣衛門の行文樽の中の一部 (満洲文)

(X.H.Ho.972の樽冊の表紙に記された文章)

1/doroel血ngge1JuWan血ici

道 光 十 四 (1834)

2/amyanlyerLnlyeriforgon,geren bade
年 春 期､ 多くの所に

3/yabubuhabaitai dangse

送った 事柄の樟子253

(ここからの棉案の原文)
139a254
1/ ilanbiyaiicenadande,
(道光十四 (1834)午)255三 月 初七日｡

2/ doroniba alarangge, afabumeyabuburejalin, baicaci,
(庫倫難事大臣の)印務 所256が発言するのは命じ 送る ためである｡調べてみ

ると､

252これは､q加町1958,pp.58-64に収録されているモンゴル文文書の原本となった清洲文文書であ

る｡チミッド氏は ｢ラマ ･ロプサンの事件｣に関しては1通しか文書を収録していない｡

253すなわち行文樽である｡

254この部分はtb 町1958,p.58に当たる.

255th 町1958,p.58では､この年次を､誤って道光13(1833)年としている.

256すなわち衛門のこと｡
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3/duleke anlyauym biyadekeru1un bar hotoniculgani

去 (1833)年 九 月 にヘルレン･パル ･ホトン盟

4/dacecen hZLnartaSida seibaci tDOlanjiha

長ツェツェン汗 アルタシドらの所から (我々の庫倫難事大臣衛門-)報告して来た

bitheidorgl,Cemi
文書の中で､彼らの

5/257aim ibeisepungcukdorji ig屯Sai1ama lobsang, ini boodetakb蓋打a
部258の月子 ボンツアクドルジの旗の ラマ ･ロプサンが､彼の天幕で召し使っている

6/Sarganjuidolgor be259huwesiitokomebucebuhebisemeboolanjiha nerginde
娘 ドルゴルを 小刀 で刺して死なせた､と 報告して来た｡その時に､

7/museibaci kooli songkoisarganjuidolgor ifeyehttuwanabure

我々の所から法律に従って娘 ドルゴルの傷 を見に行かせる

8/jalin Jurganibo蓋oknhengling260betucibufi,feyesi begaifi unggihe261,
ために (理藩)院 の領催 ヘンリン を派出し､検屍役人262を帯同して送った0

9/siramebo蓋okAhengling am asijififeyesi wang guwen tang263nialibuhangge,
後で 領催 ヘンリンが戻って来て検屍役人ワン･グウェン･タン が提出したことは

(以下の通りであった｡)

2575行目から7行目にかけての文章の上方欄外に､2行に分かれて ｢lio蓋iu,｣という書き込みがあ
る｡意味不明ではあるが､もしも漢語の ｢六十五｣だとすると､何らかの乗数のような物か｡

258外モンゴルでは盟と部が同じであるため､ここでいう部はツェツェン汗部 (ハン･アイマク)､
すなわちヘルレン･パル･ホト盟を指している｡末尾の地図を参照｡

259このtxtは､書き忘れて後から行の左側にはみ出して書き加えられたものである0

260tb 町1958,p.58では､この人名をxぅE3rJI3rと転写しているが､ここではそうは読めないOへンリ
ンとは漢字名である可能性が高いであろうが､漠族なのかどうかは不明｡

261この単語は読みとりにくいが､一応こう解釈しておく｡

262これは､中国本土でいう ｢件作｣に当たる役人である｡

263この人名のguwenの部分は読みとりにくい｡guwe或いはguwanかもしれない.いずれにして
も､湊族である可能性が高いであろう.ちなみにthhq1958,p.58では､この人名をBaⅡXyB3EftaHとしてい
るが､チミッドの見たモンゴル文文書の元となったこの滞洲文原文書では､姓の部分を除けばそうは読めな

い｡
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10/bucehemonggo sarganjuidolgor Iglranbetuwafi, se txtfonjici,
｢死んだモンゴル人の娘 ドルゴルの死体 を見て (関係者に)年齢を尋ねると､

(数え)

11/orinuyunse, txtyedeniciduinju蓋urusunJajurhun,
二十九 才でした｡身 長は 四 尺 五 寸264｡

12/dereicirag丘Waliyakabi, JuWeyaSamimimbi, znggamaJlgeneimbi
顔 色は変化していました｡両 眼は閉じています｡ 口は 少し 開いています｡

(蓋uluの誤りとみなす)

13/juwegalamaJlgeSeferembi, iciergi蓋ulo idergidemooidutni araha
両 手は少し 握っています｡右 側のこめかみの上 に木の 先端によってできた

14/feyeemuba,golmhiciemujurhunemufuwenoncoICIJuWe
傷が一ヶ所｡ 長 さ一 寸 一 分､ 幅

15/fuwen藍uminiciemufuweniciergi faitan idergiergidemooi
分､ 深 さ一 分265｡ 右側のまゆ毛の上 側 に 木で

16/tantahafeyeemu266 ba,golmhiciilanfuwen,oncoICIJuWefuwen,
打った傷が 一ヶ所｡長 さ三 分､ 幅 二 分｡

17/suka hBwajaha, glranggikokirahakd,
皮膚が切れていました｡骨は 損傷を受けていません｡

tokoho

刺した

1396

1/feyeemuba,gohminicistlnjafuwenoncoiciemufuwen,蓋mi n
傷が一ヶ所｡長 さ五 分､ 幅 一 分. 深

hashaergiebcidehuwesii
左 側の肋骨に小刀 で

264清代の一尺は32cm､一寸は3.2cmなので､四尺五寸は､144cmとなる｡

265清代の一寸は3.2cm､一分は0.32cmである.以下､同様.

266この単語は､書き忘れて後から行の左に音き加え､挿入すべき部分に×印が書き込まれている｡
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2/icidolohafunahabi, umu蓋uhunerglgalaidulinbaisimllun,gebuakn
さは中へ突き通っていました｡甲の 側の手の 中 指と 薬

3/simhundesiranumemooitantahafeyeemuba,golmhiciemu
指 に わたって木で 打った傷が一ヶ所｡ 長 さ-

4/jurhunjuwefuwenoncoICIJuWefuwen,蓋u蓋ufu1giyalaboco,ereci
寸 二 分､ 幅 二 分｡ 紫赤色をしています｡これより

5/tulgiyen, beyeigubcium aiencuturgunakB, huwesitokomeergen de
ほかには､全 身 全く他の原因はなく､小刀で刺して致命傷に

6/isinafibucehengge yarglyan Seme alibuha nerginde weilengge
逢して死んだことは確かであります｣といって提出した｡そこですぐに､罪人

lobsang,
ロプサン､

7/jai baitai dorglurSe267besibkime ciralametkidefiweiletuhebufi
さらに事件の渦中の民 を調査して厳しく 裁き､罰を課して

8/we止enggeniyalmabaitai dorglurSetXtmuSei badedahalabume

罪 人と 事件の渦中の民とを我々の (庫倫僻事大臣の)所- 従えて

txmjibure jalin

送って来させるために､

9/inekuharangga culganidatadedasane蓋orglmeafabume
その 管轄の (ヘルレン ･パル ･ホト)盟 長らに再び 急ぎ 命じて (文書を)

10/yabubuha bihe,te ereamiyadoronneihe amalaculgani
送ったのである｡ 今､今 年､ 印務を開始した268後､ 盟

ll/dacecen han artasida seibaci weilenggelobsang, baitai dorgi
長ツエツェン ･ハン､アルタシドらの所から罪人 ロプサンと事件の渦中の

267この単語は､書き忘れて後から行の左に書き加え､挿入部分に×印が付けられている｡

268新年の休みが終わって､庫倫耕事大臣衛門の公務 (印務)を開始したこと｡
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12/ursetntbeidefijabun gaifi,weilenggelobsang, bucehesaqganJul
民 を裁いて口供269を取り､罪人 ロプサンが､ (自分のことを)死んだ娘

13/dolgor degoromuk正n semejabuha ofi meniculganidatai
ドルゴルと遠い 同族であると 供述した270ので､我々の盟 長らの

14/baci h∬anggajおakbeisepungcukdorji sedeafabufiyargiyalabuci
所から所属の 旗長 月子ボンツオクドルジらに命じて確認させると､

15/emgeriSinahi wajha danuemuhala sembi, weilenggelobsangoci
既に 喪の (関係の)終わったただの同 姓であるという｡ 罪人 ロプサンが

Sargan
娘

16/juidolgor htjortai wahabaita ere gesengge beilgame glSurere
ドルゴルを故意に殺した件は､このようなことを区別して述べる

17/ba bisireaka, Jal miyalmabejortai waha bai miyalmabe
事由が存在しない｡さらに､人 を故意に殺したところの人 を

140a

1/adarame icihiyara babe monggofhfunibithede cohotoihacin
どうやって処罰するかということを､蒙古 例271 には特に 条文が

2/akaofi,

ないので､ (庫倫難事)

3/ambasai baci dasamehBidefi,toktobureo seme weilenggelobsang
大臣たちの所から改めて裁き 定めていただけますか､といって罪人 ロプサンと

baitai

事件の

269口演による供述｡

270ここで､ロプサンがドルゴルのことを自分の遠い親戚であると供述したことが問題になっている

のは､ ｢大清律例｣に尊属殺人罪の逆の場合の規定があり､ドルゴルとロプサンの親族関係がある程度近け

れば一般の殺人よりも罪が軽くなるからであろう｡

271monggofdtlJlibitheは､直訳すると ｢モンゴルの法律の書｣であり､ここでは蒙古例を指してい
る｡
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4/dorgi ursebehafancoohadeafabufiakdulame dahalabum e

渦中にある民 を､官 兵 に命じて保護し (盟長の所から)従えて

5/benjibuhe tx musei baci eHikeenikenigiyaiabumedasameciralame

来させたのを､我々 (庫倫耕事大臣)の所から一人 一人 隔てて272再び 厳しく
hBideci

裁いてみると､

6/wenemgge lam lobsangmijaburengge, bi ereanyasusai

罪人であるラマ ･ロプサンの 供述は､ (以下の通りであった｡) ｢私は今 年 五十

ilanse

三 才です｡

7/cecen hamaimanibeisepungcukdorji 1gBsaiduicijergitaiji
ツエツェン汗 部 の月子ボンツアクドルジの旗の 四 等 台書

8/gombujab ikamclgan273 albatu, mimiamaemeaifiniakaoho,
ゴンボジャブのハムジラガのアルバ ト274です｡私の父 母は既になくなりました｡

minde

私には

9/umi ahhdeo aka, bi miniujihe JuWanemuSeihahajui
全く兄 弟はありません｡私は私の 育てた十 一 才の息子

10/usunbalin JuWannadanseisarganjuih丘bitu isasabanjime

オサンバリン､十 七 才の娘 ホビトと共に暮らし､

272一人一人隔てて裁いたのは､犯人 ･証人間の申し合わせを避けるためである｡

273この語は､モンゴル語qamJiyanを満州語に音訳した語と思われる.

274上証のモンゴル語qanJiyanは､qa叫ilY-a(すなわちハムジラガ)とも呼ばれ､本研究の第-部第
-章第四節第-項にて述べたように､清代のモンゴル貴族に隷属している領民を指す言葉である｡それに対
して､モンゴ)I,語albatuは ｢朕役を持つ者｣｢税役を担う者｣の意で､結果としてはよく似た意味になる
が､こちらは清代以前から存在する古い言葉で､広く一般庶民全体を指している｡いずれもここでは､満州

語としてではなく､モンゴル語を音訳した語として用いられている｡
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ll/geli memi gusalmlnlgOrOmukBnsere gongcuk isargantanjit275i
また､我々の旗の 私の遠い 同族だというゴンチュクの妻 タムジドの

12/Sarganjuidolgor beturifi mimiboodehBsun obumet血 豆ambi
娘 ドルゴルを雇って私の家で 使用人として召し使っております｡

13/m血b kadalarataijigombujab Jal imi kamcigan albatu p止
私を 管理する台書ゴンボジャブ､さらに彼のハムジラガのアルバ ト276であるピル

SelSaSa

らと共に

14/adaki tembi, dulekeamyanadanbiyaiorinduinde,mimihancikibadetehe277
隣り合って住んでいます｡去 年 七 月 の二十四日､ 私の近所の所にあった

15/memi gusalnOmunhGluado∝andetubai geren lamおe isifi nomun
我々の旗 の経を 読む 道場 にそこの多くのラマたちが行って経を

16AIGlamtX donjifi mi ujihe JuluSunbalin sarganjuihabitu, feiadaki
読むことを聞いて､私の育てた子 オサンバリン､娘 ホビト､元々隣り合って

tehe taijigombujab, booi
住んでいた台書ゴンボジャブは家

1406

1/anggalatntgaifi gelip止 i〕use SargangemunOmunhalarabadehengkileme
族 を連れて､またピルの子供たちと妻も 皆､ 経を 読む 所へ 礼拝Lに

2/genefi,taijigombojab iboodemiyalmaakB, pil imi boodeemi1un
行き､台書ゴンボジャブの家には人が 居ませんでした｡ピルは彼の家で 一人で

3/tutaha, mimit血 r各町a Sarganjuidolgor menlJuWeniyal皿 ani m
残りました｡私の召し使っている娘 ドルゴルと私の二 人は､ いつも通り私の

275満州語では語末にdが来ないため､tanjitと転写せざるを得ないが､この人名の語末音は本来モン

ゴル語ではdであったと思われる｡ta叫idという人名がモンゴルで実際に存在するからである｡

276140且の8行目の証を参照｡

277この語は､t曲卓と書いてあるように見えるが､おそらく ｢t｣の右側に誤って点を打ってしまい､

それを消す意味で引いた横線が ｢1(エル)｣のように見えているのであろう｡
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boode

家で

4/sasatefi, bi inekunomum hBlarabadegenekisemeg丘nifisarganjuidolgor de
共に居て､私はその 経を 読む 所に行こうと 思い､娘 ドルゴルに

5/sideri1emesindahamimi278morinbejafamegajikimi, binomun hBlarabadegenembiseme

『つないで おいた私の 馬 を連れてきなさい｡私は経を 読む 所へ行く』と

alarade

いうと､

6/g色nihakB sarganjuidolgor 1glSun, 1 nenemehengkilemegenembi,
はからずも娘 ドルゴルの言葉は､彼女が先に 礼拝Lに 行く､

mimtX

私は

(booの誤り)

7/tDOObetuwakiyakimi semealafi, mi morint*jafam egajihakB ofi, bi 封i
家 を留守番せよ279と いって､私の馬 を連れて来なかったので､私は怒りが

8/nukcifimhijakadebisireemu aJlge mooSithenbejafdl Sarganjuidolgor i

起きて私のそばにある 一つの小さな木の箱 をつかんで娘 ドルゴルに

9/baru fhhamemaktafiimi deredegoifi senggi,tucike, sithenimooemgeri
向かって投げ つけ､ 彼女の顔 に 当たって血が 出ました｡箱 の木は既に

10/efujehe, ede sarganjuidolgor inujilidani uthai ilime

壊してしまいました｡それで娘 ドルゴルも 怒って彼女はすぐに立ち上がって

mimibaru

私に向かって

278この単語は､書き忘れて後から行の左側に書き加えたものである｡

279ここでは､ロプサンがドルゴルの言葉を間接話法で引用しているわけである｡

310



11/ambula toome arbu孟ara de, mimig色ninde sarganjuidolgor mhde
たくさんののしって悪い態度をとるので､私が思うには､娘 ドルゴルは私の所

takb蓋ara

で召し使っている

12/miyalmabime, l mhialaha glSunbejtwceme dahaqakBde, bi ele jill
人間 であるのに､彼女は私の言った言葉 に逆らって従わないので､私は一層怒り

nukcifi

が起こり

13/uthai ih e ini baru tadurame imtX oncohonianametuhe.bufiimi

すぐに立ち上がって彼女に向かってつかみかかり､彼女を仰向けに押し 倒して彼女

buu

に向かって

(山nggiyemeの誤りとみなす)

14/fdlamemaktafiefujdhesidlenimoobetungglyamegaifi galadejafhfi

投げ つけて壊した箱 の木 を拾い 取って手 に持ち､

15/dolgor iuJu galai280teisu281udunggeritantaradedolgor fuhahn血 ak5

ドルゴルの頭や手 に 対して 何度も 打つ とドルゴルは全く やめないで

16/elemanggam血 hecum esuremetoore de mimidolo ele fancame jill
逆に 私を 責めて 叫び ののしるので､私の心中は一層いらだって､怒りが

17/nukcifi, terenergindeimtx uthai waki semeg丘ninafibi hash缶ergigalai282ini

起きて､その時に 彼女をすぐに殺そうと 思い､ 私は左 側の手で 彼女の

141a

1/tunggendegidahai mimiashaha huwesibeiciergi galai tぬ ne

胸 を押さえったまま､私の腰につけた小刀 を右側の手で抜き

280このiは､書き忘れて､後から行の左に書き加えられた物である｡

281この語も､ ｢t｣の右側に誤って点を打ってしまったようで､それを消す意味で横線が引かれてい
るOそのため､まるでtelisuのように見える｡

282この語は､途中で書き誤った後､そのまま上から書き直して､最後の右下に伸びる線だけを二重
線で抹消している｡綴りをはっきりと確定することは難しいが､一応こう転写しておく.
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2/tucibufi,dolgor ihashBergiebcideemgeritokoho teisu mimi
出して ドルゴルの左 側の肋骨に一度 突き刺したのに対して､私の

3/adakitehe pn gaitaiuce dosinjifi, bi dolgor betokoho huwesibe
隣に住んでいたピルがすぐに扉から入ってきて､私がドルゴルを突き刺した小刀 を

4/tatamegalmemuteheka pil uthai m血bejafhfi galatxthetx
引き 抜くことはできず､ピルはすぐに私を 捕らえて手 足 を

5/huthufi sarganjuidolgor iebcidemhitokoho huwesibe
縛って､娘 ドルゴルの肋骨に私が突き刺した小刀 を

6/tatamegain, 1 iseme mimitx)Oci tucifi miyalmatxhAlame
引き 抜いて､彼は恐れて私の 天幕から出て､人 を呼びに

7/genehe dahanduhaimimhtkadalam taijigombujab, sarganjuidolgor i
行きました｡続いて 私を 管理する台書ゴンポジャブと､娘 ドルゴルの

8/eⅡ蛤tamjit se isinjifimimbetuwakiyabufisarganjuidolgor be
母 タムジドらが来て 私を 監視させて娘 ドルゴルを

9/aitubume, l umi yebeonemuteheka inekuinenggiidobori
治療しましたが､彼女は全く良くなることができず､その 日 の夜に

10/ergenyadaha, sarganjuidolgor iamagongcuk hBmimi
命が なくなりました｡娘 ドルゴルの父 ゴンチュクが私の

1I/goro283mu臨n semedonjiha bicibejidujiaici mukhojoro bab
遠い 親族であると 聞きましたが､ 結局どんな親族になるのかということを

12/bi fuhaliamCamesarakB, aifini sinahi wajiha bi
私は全く 知り 得ません｡既に (血縁が離れて)喪 (の関係)が終わりました｡私

SarganJul
は娘

283この語は､書き忘れて後から行の左側に書き加えられた物である｡行藻に挿入箇所を示す十のよ

うな印が付けられている｡
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13/dolgor iban kimunhefeliyereJergijemdenttugun akB,
ドルゴルに対して恨みを抱く 等の悪い 理由は有りません｡

14/damumimisiderilemesindahamorintXjafamegajikimi seme
ただ 私のつないで おいた馬 を連れて来なさいと

15/alzLra de l fuhaliojorakB elemanggaimi tXye nenemenomun
言っているのに､彼女は全く 東知せず､逆に 彼女自身が先に 経を

16hlBlarabadehengkilemegenembi,semealarade dolgor oci
読む 所へ礼拝Lに 行く､ と 言うので､ドルゴルは

1416

1/mimitakむ蓋ara miyalmabime, mhialaha glSunbe
私の召し使っている者 なのに､私の言った言葉 に

2/jurucemedaharakB,hono mimibanl tOOme arbu孟ara de
逆らって従わず､なおも私に対してののしって悪い態度をとるので､

3/bi jib nukcifiimi baru mooisithenhtfhhametatafi284
私は怒りが起きて彼女に対して木の箱 を投げて打ち

4/i gelhunakBmimibaru ambulatoome arbu蓋ara de
彼女は恐れ ずに私に対してたくさんののしって悪い態度をとるので

5/bi imbe anametuhebufigeliefujehesithenimoot"
私は彼女を押し 倒して また壊した箱 の木 を

6/tungglyemegaifi imtxt tantaradei mimhBele
拾い 取って彼女を打つ と彼女は私を 一層

7/toome al打attugundebi ambdajili denukcifl
ののしって言うので､ 私は大いに怒りに激して

8/imb nergindegaitai wara ganinderibufihuwesibe
彼女をその時 すぐに殺そうという考えを起こし､小刀 を (鞘から)

284おそらくt皿tafiを誤ってこう表記したのであろう｡
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9/tatametucibufiemgelitokome feyearafi bucebuhengge
抜き 出して一度 突き刺して傷を作り､死なせたことは､

10/yarglyan ereidorglumi hGsunaisilaha turgun
本当です｡この中に､決して助 力したり事情を

11/Sal1a niyalmaaka, bi cihanggaAWe止etx曲megaimbi
知っていたりする人は おりません｡私は喜んで 罪 を受け入れます｣

(jaburenggeの誤りと見なす)

12/semejabum bi, pil ijaburenngge bi ereanyasusalJuWe
と 供述している｡ ピルの供述は (以下の通りであった｡) ｢私は今 年 五十二

13/se cecen hanaimanibeisepungcukdorji IguSal
才です｡ツエツェン汗 部 の貞子ボンツアクドルジの旗の

14/taijigombujab ikamcigan albatu bi taijigombujab, jai
台書ゴンボジャブのハムジラガのアルバトです｡私は台書ゴンポジャブ､さらに

(adakiの誤りとみなす)

15/lamalobsang nisasa285adakli tembi dulekeamyanadanbiyai
ラマロプサンと共に 隣合って暮らしております｡去 年 七 月の

16/orinduindememi hancikibadeteheharangga
二十四日に我々の近所の所にある所属の

17/gBsainomunhBlaqadoocan detubai geren
旗の経を 読む 道場 でそこの多くの

142&

1/2861amぉa isafi nomunhBlahaofi rmmJuSe Sargan
ラマたちが集まって経を 読んだので､私の子供や妻､

285この語は､書き忘れて後から行の左側に書き加えられた物である｡挿入箇所に十の印が付けられ

ている｡

286この-行目の左側の欄外､中程の高さの所に､一語だけ ｢de｣という語が記されているO理由は

不明｡
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2/jai adakitehetaijigombujab, imi booianggala,lobsang mi
さらに隣に住む台書ゴンポジャブ､彼の家の家族､ ロプサンの

3/ujihe hahajuitlSunbalin sarganjuihnbituse gemu
育てた息子 オサンバリン､娘 ホビトらが皆

4/hengkilemegenefilamalobsang t血 蓋BLra Saqganjuidolgor i
礼拝Lに 行ってラマ ロプサンは､召し使っている娘

5/sasainiboodetutaha, bi emiluntX)0betuwakiyame
共に彼の家 に残りました｡私が-人 家 を留守番して

(inenggishhの誤りとみなす)

6/terede287 inengkishherindelobsang miboodemiyalma
おりますと､正午近くの時に ロプサンの家で 人が

(aE蓋ameの誤りとみなす)

7/anbula surerede bi a蓋emeisina丘,uce dosici

たくさん叫ぶ ので､私が動いて行って扉を入ると､

ドルゴルと

8/lamalobsang tDOidolodergiergideimi boodet血 蓋ara
ラマロプサンが家の中の東の方で､彼の家 で召し使っている

9/Sarganjuidolgor beoncohonituhebufigalaigidamC,
娘 ドルゴルを仰向け に倒して手 で押さえて

10nisire besabufibi ambulag丘wacihiyalameere ainaha
居るのを見て 私は大いに驚き､ これはどうしたのだ

Il/sefi lobsang tXjafdl tafulamenibuci, sarganjuidolgor i
と言ってロプサンを捕らえ戒めて 立たせると､娘 ドルゴルの

12/giSunlobsangmimtxthuwesiitokofihuwesiminibyedewerihe
言うには､ 『ロプサンが私を小刀で刺して小刀が私の体に残されたのです｡

287この語も､ ｢t｣の右側に誤って点を打ってしまい､それを消すために横線を引いている｡それが
あたかも ｢1(エル)｣の横線のようにもみえるが､前述の例と同様､ ｢1(エル)｣ではない｡
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13/taltamegaikimi semesurelneal∬ade bi tuwaci dolgor i
引き 抜いて下さい』と 叫んで言うので､私が見ると､ドルゴルの

14/uju deregaladesenggitucikebime hぉhBergi ebcii
頭や顔､手 に血が 出て いて､左 側の肋骨に

(ai蓋ameの誤りとみなす)
15/teisu huwesiifeSiniletu bisire bekebufi bi a蓋eme

対して小刀 の柄が 見えているのを見つけて､私は動いて

16/lobsang migalabethebeu蓋e ihuthufidolgor i
ロプサンの手 足 を ひもで縛ってドルゴルを

17/tokobuha huwesitktatamegalCl imi senggiturametucirede
突き刺した小刀 を引き 抜くと､彼女の血が 吹き 出るので､

18/mimidoloum飴igawacihiyalafium aiinde ainaha
私は心中大いに驚き､ 全く彼女にどうしたのかという

1426 (ai蓋ameの誤りとみなす)

1/turguntxtfonjime jabduhaka uthai as蓋anejailane
理由 を聞くことができませんでした｡すぐに動いて回避して (天幕から)

2/tucifinomunhBlambadefeksimeisinafis町gan
出て経を 読む 所-馳せて行き 娘

3/juidolgor ibanjihaemetamjit, taijigombujab sede
ドルゴルの生 母 タムジド､台書ゴンボジャブらに

4/ucarafilamalobsang takb蓋訂a Sarganjuidolgor be
会ってラマロプサンが召し使っている娘 ドルゴルを

(ai蓋ameの誤りとみなす)

5/huwesiitokomefeyelehe batx alifi ce 盛eme isinjifi
小刀 で刺して傷ついたことを話し､彼らは動いてきて

6/lamalobsang betuwakiyabufisaqganjuidolgor ifeyeI"
ラマロプサンを監視させて娘 ドルゴルの傷 を
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7/ujimeaitubufi umaiyebeohakB s打ganjuidolgor288

治 療しても全く良くなりませんでした｡娘 ドルゴルは

8/inekuinenggiidobori289ergmyadaha mhdeumi encu

その 日 の夜に 命が尽きました｡私に､全く他に

9/sabuhadonjiha hacin akhgge yarglyan Semejabumbi,
見たり闘いたりしたことが無いことは､本当です｣と 供述している｡

10伽 cehesarganjuidolgoribanjihaemetamjitijabWengge

死んだ娘ドルゴルの生母タムジドの供述は (以下の通りであった｡)

ll/bi ere弧lyajakhjuemuse, cecen hanaimani

｢私は今 年 八十 一 才です｡ツェツエン汗 部 の

12/bisepungcukdorji 1guSalgOngCuk isargan,mimi elgen
月子 ボンツオクドルジの旗の ゴンチクの妻です｡私の夫

13/gongcuk aiLimi akB, mhde hahajuiaka,

ゴー′チタは既に (死んで)居りません｡私には息子は 居りません｡

14/orin uyunseisarganjuidolgor isasagioho蓋ome

二十九 才の娘 ドルゴルと共に乞食をして

15/banjimbi, lamalobsang, mhielgenJuWemiyalmaemu
暮らしております｡ラマ ロプサンと私の夫の二 人は､ 同じ

16/mukh sembi ce aici mukh ojoro batX bi

一族だといいます｡彼らがどのような一族 であるのかとういうことを私は

17/fuhalisarakdaifinisinahiwajihaumeslgOrOmukan

全く知りません｡既に喪 (の関係)が終わった大変遠い一族です｡

18/dulekeanlyaJuWebiyade,minis訂ganJul
去 年 二 月に 私の娘

288この後に､誤って ｢i｣を付け加えてしまい､横線で抹消している｡

289この語は､誤って ｢bo｣の右側に点を打った後､横線でそれを抹消している｡
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143a

1/dolgor tXlamalobsang imi boodehBsun obum e
ドルゴルを ラマロプサンが彼の家で 使用人として

2/t血 r蓋aki sememindeyandumealafi gamaha bihe, duleke
召し使おうと 私に 頼んで 言い､連れていったのです｡去

3/anlyanadanbiyaiorinduindememi tubai
年 七 月の二十四日に私たちのそこの

4/haqanggagasai290nomunh山aradoocanibadegeren lam asa

管轄の 旗の 経を 読む 道場 の所に多くのラマたちが

5/isafi nomunhBlaqaofi, bi tubadehengkilemegenehe
集まって経を 読む ので､私はそこ- 礼拝Lに 行きました｡

6/inenggishBnerindelamalobsangmiadakipil nomun
正午近くの時に ラマロプサンの隣の ピルが経を

7/hBlarabadeisinafimhdealahangge, lamalobsang,
読む 所に来て 私に言いましたことは､ (以下の通りでした｡) 『ラマ ロプサンが

8/imi boodetakb蓋ara sini saqganjuidolgor behuwesii
彼の家で 召し使っている貴方の娘 ドルゴルを小刀 で

9/tokomeujenfeyearhabi semealara de bi

刺して重 傷を負わせた』と 言いますので､私は

(ai蓋ameの誤りとみなす)

10/lobsang tkkadalam taijigombujab 1SaSaaSSeme
ロプサンを管轄する台書ゴンボジャブと共に動いて

ll/isinafituwaci, mimisarganjuidolgor iuJu galade
行ってみますと､私の娘 ドルゴルの頭と手 に

12/tantabuhasenggitucikefeyebifi hashBergi eh=idehuwesii
打たれた血の 出た傷があり､左 側の肋骨に｣､刀 で

290この語は､書き忘れて後から行の左側に書き加えた物である｡挿入箇所に十の印が付けられてい
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13/tokoho dolodosikaujenfeyeemuba, bi taijigombujab I
刺した､中へ入った重い傷が-カ所あります｡私が台書ゴンボジャブと

14/sasami sarganjuidolgor deainaha turgun tx
共に私の娘 ドルゴルにいかなる事情なのかを

15/fonjici lnl gisun lamalobsang nomunhalarabade
尋ねますと､彼女の言葉は (以下の通りでした｡) 『ラマロプサンが経を 読む 所-

16/generajalin ini siderilemesindahamorintXjafane
行く ために彼のつないでおいた 馬 を捕らえて

17/gajikimi semealafi bi imi funde morinbejafame
連れてこいと 言い､私が彼の代わりに馬 を捕らえて

18/generakB bi nenemehengblemegeneki serede 1 uthai mimibaLru
行かないで､私が先に 礼拝Lに 行きたいと言うと､彼はすぐに私に対して

1436

1/becununetantafiimi huwesibejafhfi mimbtokoho
殴って 打ち､彼の小刀 を握って私を 刺したのです｡』

2/semealafi dolgor ifeyeulhiyeniujelefi sukdun
と 言い､ドルゴルの傷は徐々 に重くなって呼吸が

3/etxrehei inekuinenggiidoboriergenyadaha l un alenCu
弱まり続け､その 日 の夜､ 命が尽きました｡彼女が全く他の

4/turgunjemdenalahakhgge yarglyan Semejabumbi,
事情や障害を話さなかったことは､本当です｣と 供述している｡

5/txBisepuncukdorji ig由aiduicijergitaijigombujab 1jaburengge,
月子 ボンツオクドルジの旗の四 等 台舌ゴンボジャブの供述は (以下の通りであっ

た｡)

6/bi mi kamciga albatu pil, lamalobsang seiadakitembi,
｢私は､私のハムジラガのアルバトであるピル､ラマロプサンらの隣に住んでおります｡
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lamalobszulg
ラマロプサンは､

7/imi ujihe hahajuiusunbalin saqganjuihBbituseisasa
彼の育てた息子 オサンバリン､娘 ホビトらと共に

(db血mdの誤りとみなす)

8/banjime imi muk丘nsere gongcukisargan cibahacatamjit 1
暮らし､彼の一族だというゴンチクの妻である尼僧 タムジドの

9/S町ganjuidolgor hBt血 r蓋ame tembihe, dulekeamyanadan
娘 ドルゴルを召し使って暮らしていました｡去 年 七

10/biyaiorinduindeminihancibadetehe memi gusa1
月の二十四日に私の近くの所にあった我々の旗の

11/nomunhBlamdoocandegeren lamasa isafi nomun
経を 読む 道場 に多くのラマたちが集まって経を

12Alalahaofi, bi booianggalabegaifi hengkileme
読んだので､私は家 族 を連れて礼拝Lに

13/genehe lamalobsang miujihe hahajuiusunbalin, Sargan
行きました｡ラマロプサンの育てた息子 オサンバリンと娘

14(juihabitu pn iJuSe Sargangemuhengkilemegenefi 1m
ホビト､ピルの子供たちや妻も 皆､礼拝Lに 行き､ラマ

154obsang, takb蓋aqa sarganjuidolgor pn ilanmiyalmameimemi
ロプサンと､召し使っている娘 ドルゴルとピルの三 人が 各々

16/b∞detutahabihe, inenggishherindepil nomumhBlara
家に 残っていました｡正午近くの 時に ピルが経を 読む

17/doocanibadeisinafimindealahangge, lobsang
道場 の所に来て､私に 言いましたことは､ (以下の通りです｡) 『ロプサンが

boode

家で
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18/takb蓋ara sarganjuidolgor behuwesiitokomeuJen
召し使っている娘 ドルゴルを小刀 で刺して 重

1仙

1/feyearaha ofi, lobsang txejafame huthufisuwende
傷を負わせたので､ロプサンを捕らえて縛り､貴方達に

2/alanjiha si dolgor beweihunbisirefondetuwanane
知らせに来ました｡貴方はドルゴルが 生きている 内に見に

(cibahanciの誤りとみなす)

3/genekimi semealarade bi dolgor ieme cibah弧Ca
行って下さい』と 言うので､私はドルゴルの母である尼僧

(ai蓋ameの誤りとみなす)

4/tamjit isasaa蓋emeisinafituwaci, sargan
タムジドと共に動いて行って見ますと､娘

5/juidolgor iujuderegaladetan tabuha
ドルゴルの頭と顔と手 に打たれた､

6/senggitucikefeyebifi, hashBergi ekiiteisu
血の 出た 傷があり､左 側の肋骨に対して

7/huwesiitokoho dolodosikaujenfeyeemuba
小刀 で刺した､中へ入った重い傷が-カ所

8/araha dolgor iemetamjit menlJuWemiyalma
できていました｡ドルゴルの母 タムジドと私の二 人が

9/inde ainaha turgun txfonjici, dolgor 1glSun
彼女にどうした事情なのかを 尋ねますと､ドルゴルの言葉は (以下の通りでした｡)

104amalobsang nomunhBlarabadegenerejalin
『ラマ ロプサンが経を 読む所に行く ために

ll/imi siderilemesindahamorintkjafame gajikimi
彼のつないでおいた 馬 を捕らえて連れてこい
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12/sememindealafi bi imi funde morinbe

と 私に 言って､私が彼の代わりに馬 を

13/jafame generakB bi nenemehengkilemegeneki
捕らえに行かず､ く私が先に 礼拝Lに 行きたい)

14/serede 1 uthai mimibam k unumetantafi,

と言うと､彼はすぐに私に対して殴って 打ち､

15/i mimb an ametuhebufi,imi huwesitkjafhfi
彼は私を 押し 倒して 彼の小刀 を握って

16/mimietxiiteisu tokohoamalapil isinjifi
私の肋骨に対して刺した後､ ピルが来て

17/mhitokobuhahuwesibetatamegaiha seme
私の刺された小刀 を引き 抜いたのです』と

Gemdenの誤り)

I8/alaha, umi encujemde turgunalahaka, tereci
言いました｡全く他の 障害や事情は話しませんでした｡それから

1416291

I/sarganjuidolgor ifeyeuhiyeni
娘 ドルゴルの傷は徐々に

2/ujelefi sukduneberehei inekuinenggiidobori
重くなり､呼吸が 弱まり続けてその 日 の夜

3/erglnyadaha semejabumbi,
命が尽きました｣と 供述している｡

145a

l/dasameciralame mohobume bideci, ani nenehesongkoiteng
改めて厳しくしたり凄くしたりして裁いても､元 通り前の 通りに確

2911446は､何故かこの3行のみであるO
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2/semeaclnggiyarakB jabumbi,
実に揺れることなく供述している｡

3/292 baicaci, miyalmatXjortai waci, aduame
調べてみると､人 を故意に殺せばどうやって

4/weilearara batx monggofafunibithede cohotoihacin
罪を定めるかということを蒙 古 例 では特別には条文が

5/aka, txiderefhfunibithede, miy血 txjormi waci
ない｡ (『大浦律例』の)刑律 ･刑例 では､ ｢人 を故意に殺せば､ (犯人

SaCIIne

を)切り

6/wa, gindanadehorifi aliya sehebi, tebeideci, we止engge
殺せ｡監獄 で 監禁して待て｣と言っているのである｡今調べてみると､罪人

7/lobsang nomunhalarabadegenerejalin, siderileme
ロプサンは経を 読む 所へ行く 為に､ ｢つないで

8/sindahamorintkjafame gajikimi seme boodetakb蓋ara
おいた馬 を捕らえて連れてこい｣と言って家で 召し使っている

9/sarganjuidolgor de293alafi, dolgor morinhtjafame generaka
娘 ドルゴルに 言って､ドルゴルが馬 を捕らえに行かず､

10/elemanggai nenemehengkilemegenembisemealaha de lobsang
逆に 彼女が先に 礼拝Lに 行く と 言ったので､ロプサンは

11伸lidameinijakadebisireajige mooisithentxjafdl
怒って彼の近くにある小さな木の箱 を持って

12/saqganjuidolgor ib打u fhhametantafidolgor inujilidame
娘 ドルゴルに向かって投げて打ち､ドルゴルも 怒って

292ここに約8.5cmの空白があり､その後から ｢baicad｣の語が始まっている｡

293この静は､いったん ｢be｣と書き誤った後､それを二本線で抹消し､行の左側に書き加えた物で
ある｡抹消した所に､挿入箇所を示す十の印が付けられている｡
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(toomeの誤りとみなす)

13/lobsang txBdoome ike arbu蓋ara de imbe lobsang an an e

ロプサンをののしり立ち上がって悪い態度をとるので､彼女をロプサンが押し

14/tuhebufiefujehesithenimoobetungglyemegaifi dolgor i
倒し､ 壊した箱 の木 を拾い 取ってドルゴルの

15/uju daregaladetantarade saqganjuidolgor um al
頭と顔､手 を打つ ので､娘 ドルゴルは全く

16/nakarakalobsang beambulatoome294 alarade lobsang elej山
やめずにロプサンを大いにののしって言うので､ロプサンは一層怒りが

1456

1/nukcifi nergindeuthai waki semeg丘nin deribufi,htyeiashaha
起こり､その時 すぐに殺そうと 考えを起こし､身 につけていた

2/huwesitxttatametucibufisarganjuidolgor ihashaergl
小刀 を抜き 出して娘 ドルゴルの左 側の

3/etx:iiteisu emgeritokohoteisu adakitehepil boode
肋骨に対して一度 刺したところ､隣に住むピルが家 に

4/dosinjifi lobsang txjafame huthufi,saqganjuidolgor ietxide
入ってきてロプサンを捕らえて縛り､娘 ドルゴルの肋骨に

5/lobsang mitokohohuwesibetatamegaifi, dolgor iemetanjit,
ロプサンが刺した小刀 を引き 抜いて､ドルゴルの母 タムジド､

6/jai taijigombujab sedealafi,cenlJuWemiyalm agenefituwaci,
さらに台書ゴンボジャブらに述べ､彼ら二 人が いって見ると､

7/sarganjuidolgor kemmi ergenyadaraunde, weihunbisire
娘 ドルゴルはまだ 命が尽きておらず､生きている

294この語は､誤って ｢t｣の右側に点を打った後､横線でそれを抹消している｡
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8/fonde ainaha turgunbefTonjirede, imbe lobsang siderneme
内に､どうしたのかという事情 を尋ねたところ､彼女をロプサンが､ ｢つないで

9/Sindahamorintxjafame gajikimi sefi genehekd de txcunune
おいた 馬 を捕らえて連れてこい｣と言ったのに行かなかったので､殴り

10/deribufilobsang jilidamemoojafameinl ujuderegaladetantafi
始め､ ロプサンが怒って木を持って彼女の頭や顔､手 を打ち､

ll/etx=idehuwesiitokohoseme alaha, umi encuturgunjemden
肋骨を小刀 で刺したと (ドルゴルが)言った295｡ 全く､別の事情や障害は

12/alahakB, weilenggelobsang imi boodesarganjuidolgor be
話さなかった｡罪人 ロプサンは彼の家で 娘 ドルゴルを

13/takb蓋ame yabuhabicibe, dacibooieJln, ahai gebu teisu
召し使っていた けれども､元々家 の主人と奴妹という名目は適当

14/aka, kemmi weilenggelobsang, bucehesarganjuidolgor ib訂u
でない｡また､ 罪人 ロプサンが､死んだ娘 ドルゴルに対して

15/goromu臨n semejabuha babe harangga culganida
遠い一族であると 供述したことを､管轄の (ヘルレン･パル ･ホト)盟 長

cecenham

ツェツエン汗

16/artasida seibaci da gBsadeyargiyalamebaicafiaifinisinahi
アルタシドらの所から元の旗に 確認して 調べ､既に喪 (の関係)が

146a

1/wajiha ulesi goromuk丘n semetDOlanjiha bime, te weilenggelobsang,
終わった非常に遠い一族であると 知らせてきたのであって､今､罪人 ロプサン

bucehe

と死んだ

295このドルゴルの発言は間接蔚法で引用されているわけである｡
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2/sarganjuidolgor iemetamjit bemusei yanumdebeiderede cemi
娘 ドルゴルの母 タムジドを我々の (庫倫難事大臣)衝門 で裁く と､彼ら

3/juwemiyalmaaici mukanojOrO befuhalisaraka aifinisinahi wajiha
二 人は どのような一族 であるのかを全く知らない｡既に喪 (の関係)が終
わった

4/emuhalasemejabuha bedahame,lobsang sarganjuidolgor iemgl
同 姓だと 供述したので､ ロプサンが娘 ドルゴルと

5/mukhsemejabuha babe glSurereba aknobufi,weilenggelobsang tk
一族だと 供述したことを､論ずる必要なしとし､罪人 ロプサンを

6/suwayankokolifi niyalmabejortai waci sacimewa gindandehorifi,
僧籍を 剥奪し､ ｢人 を故意に殺せば (犯人を)斬り 殺せ｡監獄 に監禁して

7/aliya sehe tkiderefhfunibitheisongkoisacimewanweile

待て｣と言った (『大清律例』の)刑律 ･刑例 に従って､斬り 殺す罪を

8/tuhebufigindandehorifi aliyabuki, bucehesarganjuidolgor i
定めて 監獄 に監禁して待たせよう｡死んだ娘 ドルゴルの

9/girantximi ruyamanggamiyalrmdeafabufiumbubuki, g色wa
遺体 を彼女の親類の 人 に渡して埋葬させよう｡他の

10/daljakB ursebegisurereba akBobuki,uttu icihiyaci
無関係の人々を論ずる必要なしとし､このように処置して

11/acan訂aaCanarakababe

よいか どうか ということを

12/tulerglgOlobedasaraJurgandedacilame boolame yabubufi,
理 藩 院 に 問い合わせて報告すべく文書を送り､

I3/toktobume icihiyafi benjihe erinde dahameicihiyabuki,
定めさせて処置し､ (文書を)送ってきた時に､ (それに)従って処置させよう｡
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Gorinjireの誤りとみなす)

14/ jurganci jorinjire ebsiheweilenggelobsang bekoolisongkoi
(理藩)院 から指示が来るまで､罪人 ロプサンを法律に従って

15/gindandehorifi aliyaburejalin,haranggagusal
監獄 に監禁して待たせるため､管轄の 旗 の

16/tucibuhehafancoohadeafabufiakdulame dahalabumedolon
出した 官 兵 に渡し､警護すべく同伴させ､ドロン

1466
1/noori weilebeidereuheisamcii296badetxBnebuhebabe suwaliyame
ノールの理 事 同 知 の 所に送らせたことを共に

2/tucibufiboolam e yabubuki, uttuofi, weilenggelobsang de
提出し報告して文書を (理藩院に)送ろう｡ このため､罪人 ロプサンに

3/Sangse guwangseseleifutatabufi, gusase arbunicese
手かせ､足かせの鉄の鎖を付け､ (所属の)旗､年齢､容貌 の冊子を

4/weilefi,haqanggagBsacitucibuhefundebo蓋okA蓋akdur de
作り､管轄の 旗から派出した農騎校 シャグドルに

5/afabdi, duin coohaadabumeakdulamedahalabumeglyamun
引き渡し､四人の兵を 付けて 警護､ 同伴させ､駅立占と

(<m.ulay-a)
6/uladeri dolonmoor iwe止ebidereuheisaraciibade

官馬を使ってドロンノールの理 事 同 知 の所に

7/afabume benebufi, fundebo蓋okB蓋akdur se weilenggelobsang txB
引き渡すべく届けさせよう｡農騎校 シャグドルらが罪人 ロプサンを

8/benemeisinaha manggl, baiCameb∬giyafi gindandehoribufi,
届けて到着した後､ (ロプサンを)調べ 引き取って監獄 に監禁させ､

296この語は､書き忘れて後から行の左側に書き加えた物である｡挿入箇所に×の印が付けられてい
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9/atanggibaiCamebargiyafi horibuha baht musei bade
いつ 調べ 引き取って監禁させたかということを我々 (庫倫難事大臣)の所に

boolanjibu托Ci
報告して来させる

10/tulgiyen,kemunifundetx)蓋okB蓋akdur sedekoolisonhkoi
ほか､ また 巌騎校 シャグドルらに法律 に従って

ll/da bahabufiamasimi buki, ubabe keru1un bar hotoniculganida
官馬を与えて 戻って来させよう｡このことをヘルレン･パル ･ホト 盟 長

12/cecen hanartasida sedeafabumeyabubuki sembi,
ツェツェン汗 アルタシドらに指示して文書を送ろうと言う｡

13/297 saqganjuidolgor bejortai huwesiitokomebucebuhe,
娘 ドルゴルを故意に小刀 で刺して死なせた

14/sacimewaraweiletuhebufi,gindandehorifi aliyaburewe止enggelama lobsang
斬り 殺す罪を定めて 監獄 に監禁して待たせる罪人 ラマ ･ロプサン｡

15/298cecen hanaimanibeisepungcukdorji igbaitaijigombujab 1
ツエツェン汗 部 の月子 ボンツオクドルジの旗の 台書ゴンボジャブの

kamjiga albatu,
ハムジラガのアルバ トである

16/miyalma,ereanlyaSuSainanSe,bye den, fdlalacira, sersereemu kerkeribi,
人｡ 今 年五十三 才｡身(長)は高い｡浅黒い顔色｡こまかい一つのあばたがある｡

I7/ acabuha,299
合わせた｡

297ここは約1cmほど､行頭が下がっている｡ここから後は､おそらくここより少し前の3行目に出て
くる､ロプサンに関して寺かれた ｢(所属の)旗､年齢､容貌 の冊子｣の文であって､本来は､庫倫耕事

大臣衛門から盟長衝門へ送付される文書正本の後に添付される別文書であると思われる｡その添付文書を､

この庫倫耕事大臣衛門の行文樽では､同じ稽冊に続けて書いたわけである｡そこで､本来は別の文書である
ことがわかるように､約1cmほど､行藻を下げて書いたものと思われる｡

298ここも約1cmほど､行頭が下がっている｡本来別の文書だからであろう｡

299この最終行はずっと空白で､行末に ｢合わせた｣と一語だけ書かれているOこの ｢合わせた｣の
意味は､今の所不明である｡本音の第二部第一章の4通日の文書でも､全く同様の語が見えるので､行文稽

などで､送付した原本とこの控えとを ｢照合した｣という意味かもしれない｡
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第四章 オドセルとナワ-ンの事件

に関する裁判文書
本章では､萩原2001bで扱った ｢オドセルとナワ-ンの事件｣に関するモンゴル文文書
-通を提示する｡この事件は､光緒3(1877)年10月14日にハルハで発生した殺人事件
である｡

この文書は､庫倫 (現ウランバートル)の大活仏であるジェプツンダンパ ･ホトクトの

領民 (イフシャビ)管理と財政とを担当する長官であるエルデネ ･シャンゾドバの衛門に

所蔵されていた折り本形式の文書である｡ 文書の内容から見て､ツェツェルリク盟長とエ

ルデネ ･シャンゾドバとが合同で殺人事件を審理し､その結果を庫倫難事大臣に報告して

指示を請うた文書である｡

加害者の首犯は､ハルハ中央部のサインノヤン部 (ツエツェルリク盟)にいた活仏エル

デ二 ･バンデイダ･ホトクト300のシャビ (活仏の領民)であるラマ ･オドセルという人

物である｡犯行時の年齢は数え年で37才であった｡従犯は､ジェブツンダンパ ･ホトク

トの領民すなわちイフ･シャビで､チミドという人物の管轄するオトク301に所属してい

て､庫倫のウルルード･アイマク302に住むラマ ･ナワ-ンという人物である｡犯行時の

年齢は､数え年で61才であった｡被害者は､ダシツエレンの管轄するオトクに所属して

いるイフシャビで､元は､庫倫のパルガアイマク303に住んでいた僧ダグバという人物で

ある｡ 死亡時の年齢は文書に記されていない｡元々祖先がパルガ族の出身らしく､殺され

た時は､フルンボイル地方のパルガ族の所に移り住んでいた｡

この文書を選んだ理由は､加害者､被害者のいずれもが一般牧民ではないシャビで､か

つイフシャビが双方に含まれていることにある｡

300この括仏に関しては若松1987等を参照｡

301イフシャどの戸籍上の単位｡管韓している役人 (ザイサンと呼ばれる)の名前や地名を冠して､

｢～ (人名･地名)のオトク｣と呼ばれることが多い｡
302萩原2001bを参照｡

303これも萩原2001bを参照｡
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文書番号

◎.Ho.Ml8539i

T.Ho. 239i

X.IIHo.722306

(8-7tyraap6EtⅢ ')

所蔵場所 :モンゴル国立歴史中央文書館

エルデネ ･シャンゾドバ衛門

･本文書は何故もの紙を張り合わせて作成した折り本形式の長い一枚綴りの文書であるた

め､乗数を用いずに通算の行数で表示する｡ また､冒頭部分が欠落しているため､残存部

分の最初を便宜的に1行目と見なし､通算の行数を5/のように表示する

(kuiyelgenに同じ) 世erkikdiに同じ)

1/edBrudaJvu kBleyelgenJyabsiqu kerkekBi-ddrkBrBg也Ibes也Jyokildaquuge1-yln
日 延べして待たせ､ つけ込んだりなどするに 至らせる べきではない

2/tula, 他rgenqurdun-1yarneyileJyByalatuarad,Jyiei 屯kdgsenk也m也n-也
ので､早 急 に 併せて罪ある民､さらに死んだ 人 の

(-unの誤り) (qura叩lJyuに同じ)

3/uruγ-yinarad-ibdrin-equrγulJvueingYalantodurqayilan slguJuqauli
●■●ヽ′●●

親類の 民 を全て 集め､ 厳しく 明らかにして裁き､法律

4/yosu†aryal-a una†alyumede紳lbes臼Jyokiqu†aJarmedeg叫缶to†taγan
どおりに刑罰を当て､報告す べき 所に報告し 決定して

(qariyatuの誤り)
′ヽ ′ヽ

5/sidkeg屯lkかeeeYadan-a,daray-aqarayatub也g也de-yindaruγ-a-yln†aJaraCa,
処罰させるほか､ 後で､所属の 全て の 長 の 所 から､

(-yiの誤り) (irekB-yiの誤り)

6/地色gsendaYba-yinyasu-ioluYsanesegsenyabudal-i bieig kdrと屯 irikd-i
死んだ ダグバの死骸を得たか どうか ということを､文書が到着して来るのを

恥 liyegedに同じ) (ireがlsdgeiの誤り) (tusiya†san-iの誤り)

7/k山eyegedtuqai-durmedegulh irig山sBgeikemekd 5ergebermigenadalitusayaYsanmi
待って､その時に報告して 来させようという｣などと 一 様に命じたの に

304M-85は清洲族時代のエルデネ･シャンゾドバ衛門の文書｡

305M-85はN0.3まであり､N0.1は稽冊群｡2,3は折本の文書群｡

306No.722は全10通の文書からなり､本文書はそのうちの8通日｡
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(-mar-iに同じ)

8/da†aJyu, man-uqOyareteged-eEedaruittisimed,Jvayisang-nari γarYaJu,
′ヽ

従って､我々の両 側 からすぐに役人や ザイサンたちを派出して

(suYuluγdunの誤り) (aradの誤り)
9/enekereg-也msu†laγdan 故也gsengelhgda†ba-ylnuruγ-unarid,
この件 の 引き込まれて死んだ僧 ダグバの 親類の 民､

10/Jyiei yalatuodser, navang-nari bBrin-equryulJyuama neyileg出払nEing†alan
さらに､罪あるオドセルやナワ-ンたちを全て 集めて 口供を照合させ 厳

(eerendulma-yinに同じ)

ll/ni†talansigBlgebes屯 iikもgsengelhgdaγba-yineke em-eeirindulma-yin 6eik也
密に 裁かせると､死んだ僧 ダグバの 母たる女 ツエレンドルマ-の供述

(tabinの誤り) (Jyebcundambaに同じ)

12/anu, bi eneJyiltabanJviryuγannasu, JvibJvundamba
は以下のとおりでした｡ ｢私は今 年五十 六 才です｡ジェブツンダンパ ･

qutuγtu-yin言abi
ホトクトのシャビで､

(dasiaBrenの誤りとみなす) (eageに同じ)

13/daruγ-adasaEeren otu†-unk也m也n,minueeegeeangtu-a,

長 ダシツェレンの (管轄する)オトクの者です｡私の 父 チャントアと

ekedeJyid kedByin
母 デジドはずっと以前に

(伽 とilenの誤り) (dasidundubの誤りとみなす)

14/dk也gsen, busud-tuBrieilen teJvigegdegsendeg舶gelhgdasadundub-aea
死にました｡他 に息子として養育された 弟の 僧 ダシドンドブから

15/tusγar †aγea butaei t6rBgsenkBbegh gelhgdaγba-ylnqam tuaJvut6rh
離れて､唯一人の私生児で実の 息子である僧 ダグバと共に 生 活して

16/saγumui,nadur yerB uruγt6r也1-BnkBm血 oγtu申gel, urid
おります｡私には決して親 類 の 人は 全 くありません｡以前､
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17/badarayultut6rB-ylnqOyaduYar onnamurea†minuk也beg也n gelhgdaYba
光 緒 二 (1876)年秋の 時､私の 息子である僧 ダグバは

18/busud-tur duta†san6ri 屯lemJyi a†ad, 6gk屯einege也gei γar
他人 に (返し)足りない借金がたくさんあって､渡す財産もなく 貧

(barYuの誤り) (6gligeに同じ)

19/qo†usunueir-a,YaYca†arsolun baraγu-ylnqOSiYud-iyar6glig
困な ため､一人で ソロンやパルガの 諸旗 で 布施を

(nige-yiunuJyuJyubea†-aの誤り)

20/yuyuJyu t61dkB-berqubi-yinyekenasun-umorinlge-iunuJvuJvubea
請うて (借金を)払おうと 自分の 成 年 馬 一頭に乗り､毛皮裏の

(mom-unの誤り)

21/debelqoyar,terlig yurba,sudurnom-yinJergebay-asay-ayayuma
●′ヽ

外套 二着 ･夏用上着三着 ･経 典､ など若 干の 物

22/Jyuilabeu yabuとiYsanbile, edBgebari†da†sanodser, navang-nari
品を受け取って去ったの です｡今 捕えられたオドセルやナワ-ンたちを

sigBlgekBi一
裁いてもらいます

(daγba-yi ed kieiye沖の誤り)

23/ddrminukubeg也n gelhgdaYba-i ed keeeye沖usun-duruna†aJu
と､私の息子である僧 ダグバを 『品物 (を奪うこと)に執着して水 に 突き落

svoγlan
とし､なぶって

(hey-e-yinに同じ)

24/dkBg也はg紀n ba, biy-e-yln yaYuma,basak也te紳n屯6gligγuyujyuOlu†san
死なせました｡そして身の回りの物や また 彼 が布施を請うて得た

(yaγuman-uの誤り､eisee山こ同じ) (nige-yiの誤り)

25/yayuma-udoturaeaeisとiB Jyubea nlge-inavang abeu emもse屯sdidkegsen
物 の中 から枠線鍋の毛皮裏外套一着をナワ-ンが取り､着て 使いまし
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ba,
た ｡

(山egsenの誤り) (qubeasuの誤り)

26/dLigsenmori,temege,qubeisu ya†uma-1qaraqan qudaldujvusBidkek也-yin
残った馬､ らくだ､服 (等の)物 をちょうど売って 費やす

(biden-iの誤り)

27/Jabsar,manbaraYu-yinkdm屯n-ner bayieaγanqar†aJvu biden-nibari†ad
間に､そのパルガの 人 たちが (我々を)調査して遭遇し､我々を 捕えて

(1amuya?) (iregdrkdの誤り)

28/qamtudak6gegeilamujya-nar-tutusiyaJyu6rtegeber kBrgenirigBlk也 Jvam-un
共に 領催 ラムジヤらに命 じて 駅弗によって届けて来させる追

(Jvarim-ianuの誤り) (Jvadm-ianuの誤り)

29/JyaYur-amOri,temegen-uJanmanu-iuk也gqy也,Jyarimanu-i tustus
●●ヽ′●

中､ 馬や らくだ の何頭か を死なせ､ 何頭か を､各々

(qadayalayulunに同じ)

30/eeemegee 6rteged一也nner-ebUkdikdm也n-ner-tBJvakiJvuqadγalaYuluntalbiYsan
弱るとすぐに駅砧 の､名の 有る 人 たちに命じて保管させて おきました』

(eden-iの誤り)

31/kemen 6eigsen ba, m6n eden-ni kBrgeJvBirigsen
と (犯人が)供述しました｡そしてまた､これらのことを (犯人を)届けてきた

k6gegeilamuJya-nar
領催 ラムジヤらが

(morin-u岩arilに同じとみなす)

32/yamun-amedeg出払nkelegsen, edeger yayuma-yindoturaとamori-u言ari nlge,
役所 に報告して 話しました｡これらの物 の うち､ 馬 の死骸一頭分や

33/nomsudur-yinJyergeyaγuma-iyeket61Bb 6nggetoγabar tanin k也liyen
経 典 等の 物 を大 抵 (元の)種類と数のとおりに確かめて受け

(oduu-aduta†utこ同じ)

34/abu†san, odu-adutaγuu Jyam-unJvaYur-aBkdg也lBgsen ba,
取りました｡今 不足しているところの､道 中 死なせた (局)そして
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6rteged-tar
駅端 に

(talbinの誤り)

35/talbanqadyalayulbakemegsenyekenasun-umorid6rbe,day-a nige,
置いて保管させた といった成 年 の馬 四頭､数え二才馬一頭､

36/inggentemegenlge,basak屯usun-durqamtu sGid叫gdegsene1-e
雌らくだ 一頭､また 水中に いっしょに喪失した 例の

(qubeasuの誤り) (血-e-yiの誤り)

37/qubeisuqunir JyBilhoru屯n-e-i oIJyuabu†adui tula, daruylqan-a
衣 服､の物 の代 価 をまだ受 領していませんので､すぐに (私に)

38/olγaYulJyu yalatu姐m也n-neri bayieaYansidkejyd †omudal-ibaru†dayulqu
与えさせて､犯 人 たちを調べて 処罰し (私のこの) 訴え を終結させて

(a)yiyamuに同じ)

39/aJyiyamuu kemek由一eee †adan-a,dkugsenkubeg也n gelhgdaγba-yinyasu-i

下さいきすかという に との)ほかに､ 死んだ 息子である僧 ダグバの死骸を

40/usun-aeakeJyiy-eoluγsantuqai-durduratai-ak也1eyenabeu gegegdegdls也gel
水 からいつか得た 時 に 喜んで 受 領して (死骸を)捨てさせましょ

う｣

(odser一也nの誤り)

41/kemen6eimdi, yalatulama odser-yln 6eik也anu,
と 証言しています｡犯人のラマ､オドセルの証言 は (以下のとおりでした｡)

bi eneJyilyuein
｢私は今 年 三十

(bandida<skt.panditaの誤り)

42/naimannasu, sayln nOyanaylmaγ-unerdeni bandada qutu†tu-yinsvabi
八 才です｡サイン･ノヤン部 の エルデニ ･バンデイダ･ホトクトのシャビ

で (ある私は)､
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(<T.sku-shogsgrwa-tshang)

43/gGsigdaeang-yinqarayatuJyayisang du†ar-yinJyakiryan-uqaleaγai kemekd
グシク学童 の 所属の ザイサンであるドガルの 管轄下の 『はげ』という (あだ名

derim-pn
の)デ リムの

44/†a†eaγark也beg屯n, naduryer也 aq-adeg屯也也gel, eeigederim, ekebdrin
一人 息子です｡私には決して兄 弟は ありません｡父 デリム､母 プリンは

keddyin
ずっと以前に

45/dk也gsen, †a†ca†arqarayatusab????? bayanslruge kemek的aJyarnutu†laJyu
死にました｡一人で 所属の バヤンシルゲという 所で放牧して

46/aJyut6rBn sayumui, midb也rintBJyasaYei-yintabuduYar onqabureaγ
生 活しております｡昔 同 治 五 (1866)年 春の 時､

47/edむIimartha, uulnutuy-aea†aγeaYarm6rgdlkir-eyabaγan-1yar†areu
日 は忘れました｡故 郷 から一人で 巡礼をすべく徒歩 で 出て

48/†aJvar†aJvar kerbkes申JyByabu†saYarmanon Jun-uear,Jyibjvundamba
土地 土地を放 浪して行き､ その 年の夏 の 時､ジェブツンダンパ ･

49/qutuytu-yinsyabi †aJar-uneigig-eeeJyayilaJyuk6dBgesonin qang†al
ホトクトのシャビで､地面の 湿気を 避けて草原の ソニン ･ハンガイ

50/kemekBYaJyarnutuγlansa†uJvub故山 urid Bl缶taniqu lama navang-u
という所で 放牧して住んでいる､それ以前は知り合いでなかったラマ ･ナワ-ン

ger一帖
の家に

51/ireJyG morgur-eyabu†-a ueir-ikele沖 teg也n屯ger-tBkedhqonu†saγuJu
やって来て､巡 礼していることを話し､彼 の 家に 何 日か 住んで

(kdriyen一也

52/b故Bi-dむnavang-u 屯ge, bi baγ-anasun-aEakureyen一也
いると､ナワ-ンはこういいました｡ 『私は幼い 頃 から庫倫 (の寺院)の
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6Ⅰ叫gBd-yinに同じか)

6rlig也d-yin
ウルルードの

53/aylma†-tuSaYum ui, naduryerB aq-adegB也也gel Yaγとabiy-ek也m也n
部 に 住んでいる｡ 私には決して兄 弟は なく､-人 身の者

54/tula, ei minudeg也也bolJyu nada-taikGreyen-u†ajarqamtuaJvut6rh
なので､おまえは私の 弟と なって私 と 庫倫 の 地で 共に 生 活し

55/saYum u, kemenkelekBi-dBr bi tegBn屯也ge-i dami duratayi-adayaJyum6n
暮らすか』と いう ので､私は彼 の言葉にすぐ喜んで 従い､その

56/on eb山とaY k也riyen-dBririged qamtua5ut6r血saYuJyu bBkdiJBr
年の冬の時､庫倫 に やって来て共に 生 活し暮らしていました｡

57/nidunun JyildoluTansaradulama navang, teden-也 nlgen Syabi lama
去 (1877)年 七 月 にラマ ･ナワ-ンは彼等の (中の)一人のシャビ･ラマ

(<Tib.jo-wo)

58/eBlt也m qoyarkdm屯n6bersed一也nsもJvdgk也と缶n-1yerJyangdanJvuu
ツルテムと二 人で 自分たちの信仰の力 で 栴檀 尊者

59/burqan,utaisvan aYulan-am6rgBr-eoeiqu-i keleleen toγtaJyu,
仏と 五台 山の山 へ 礼拝Lに行くことを話し合って決まり､

60/basakG nemeJyBdaγa†ulunabeu yabuy-akemeJyd navang darui
また (私オドセルを)加え 従えて 連れて行こう といって､ナワ-ンはすぐに

qarayatuerdeni
所属の エルデニ

61/syangJyudba-yinyamun-amedeg叫也jyam yabuqu temdegtdbieig abeu
シャンゾドバ衛門 に届け出て 道を行く (許可証の)有印 文書を受け取り､

qaraqan
ち ょうど
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62/morduqu-yinJyabsar-a組佃m-yink61k也ngdBdeebede缶yabuneidaYsan也gel
出発する 問 にツルテムの足がひどく 病み､行 け なくて

63/qoとura†san, navang man-uqoyarkBm也nkebiyer temegeteregekeregleJyd
残りました｡ナワ-ンと私 の 二 人は そのままラクダと車を 使って

64/mansaraylnSineylnJlrYu†an-dukBreyen-eeemorduJyuayalanyabuqu
●〉●

その月 の 初 六日 に 庫倫 から出発して旅して行 く

(biden一也の誤り)

65/Jyam-durnavang-u 也ge, beden一也abeuyabuY-ayaγumabaγ-a tula Jyam
途 中 ナワ-ンはこういいました｡ 『我々 の持ち行く 物が 少ないので､道を

(言antab<Tib.gzan+?)
66/muruyiJyubaraYu-ylnqOSi†ud-iyarsvangtab ereJyB buyan-dujvaruquyaγum-a-u
変更してパルガ 諸旗 で 袈裟 (の代金)を求めて善行 に 使う 物 の

67/nemeriolJyuabusuγaikemenkelek也i-dBr bi daruiJy6bsyeyere也,yeke Jyam -aea
追加を受け取ろう』と いう ので､私はすぐに賛成して､大きな道 から

68/YarEuarbansaraylnSineyintabun-dubara†u-yinJyiq-a qasiyatu qara†ul
出て十 月 の 初 五日に パルガの 境界の板囲いのある監視所

69/-iyarnebteren oruJyumansaraylnarban-duteden一也nutu†JvOqu†
を 通り抜けて (パルガに)入り同 月 の十日 に 彼等の地の ジョホク ･

(bayudallanの誤り)

70/qudduγkemek屯γaJvarbaYudalanbdkBi-dBrnlgen mOri-tai gelhg姐m也nireJyd
ホダク という 所で宿営している と､一頭の馬に乗った僧侶の 人が やって来て

71/eng一也n 申ge keleleekdi-dむ teg也n也也ge bi JyibJvundamba
日常的なことを話し合っていると､彼は こういいました｡ 『私はジェブツンダン

qutuγtu-yinsyabi
バ ･ホトクトのシャどの

72/bara†u-ylnaylmaY ner-edaYba uulnutuγ-aeaγaγとaγar6gligγuyur-a
パルガの 部 (の者)で､名は ダグバです｡故 郷 から一人で 布施を請うために
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73/Yareu engdeirigsegerqoyarJyil boluγsan engdeki姐m也n-eecYuyujyuke血n
出て､ここ-来たまま二 年になりました｡ここの人 に 請うて何頭かの

(oduu-aに同じ)

74/mori,temege, bay-asa†-ayaγumaoluYsan odu-abi nlgenea†aein ayil-du
馬､ ラクダや､若 干の物を 得ました｡今 私はある放浪者の家 に

tiir

一時的に

75/oru芸insayuJyubui, bide e6mkBreyen一也k也m也dtula, minumal
居 住しています｡我々 (三人)は皆 庫倫 の 人 だから､私の家畜や

(yayuma-yiの誤り) (<Ma.gulu)
76/yayuma-iabeu γurbaYulung也1缶言ar-a,k6begetBk6ke-yin了ergeqosiyud-tur
物 を持って三人で 正 黄 ･銭 藍 等の 諸旗 で

77/qamtu6gligYuyusu†al kemenkelelとen toYta†ad morduJyu
共に 布施を請いましょう』と 話し合って (そう)決まりました｡ 出

yabuei†san-umarγas1-yln
発した 翌日 の

(terek也の誤り)

78/arbannlgen-dBnavang, man-uqoyarkh也nterikBgelBngdaγba-yinoruginsa†uJu
十 一日に ナワ-ンと私の 二 人は､その 僧 ダグバの居 住して

79/b心血iayi1-duoeiJyu gelhgdaYba-yin6ber-也nyekemoritabu,inggentemege
いる家 に 行って僧 ダグバ 自身の 成年馬 五頭､成年雌ラクダ

(k也rm-eに同じとみなす)

80/nige,dara nige, debelkGr也m, Euba γutul-yinJyerge
一頭､数え二才馬一頭､ (それに)上着 ･短い上着､雨ガッパ ･靴 等の

(aγ山uγsanに同じとみなす)

arsarayayumaayuyuluysan
雑多な物を 入れた

81/nigenabdar-iabeu man-uTurbank蜘n屯narbanqoyar Turban-dutengde
一つの箱 を持って､我々 三 人は 十 二日と (十)三日､ そこで
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(6nJigedの誤り) (neg畔 に同じとみなす)

82/6ngJyiged,arband6rben一也6rldgenegBqjy也yabuqui-durgelBngdaγba
宿泊し､十 四日 の朝 移動して行く 時､僧 ダグバが

83/bur†asumoduabqu ba,morinusulaqu-bar tar uruγsilanoddu†sanjvabsar-a,
柳の 木を取るのと 馬に 水を飲ませるためにしばらく先へ 行った 問に､

(syoγ1ajyuの誤り) (qubiyanに同じ)

84/bi genedteteg也niso†laJudk也g也1血, abeuyabuY-aed mal-iqubayanabeu
私は突然､彼を いじめて死なせ (彼の)持ち行く 物品や家畜を分け 取り

(56blebes也 tereJy6bsiyerekBi-dBrの誤り)

85/asi†laqusana†-aegBsgeJyBnavang-durJy6blbes也 tereJv6bseyerkBi-ddrbi
利用する考えを起こし､ナワ-ンに相談すると､彼が賛成するので､私は

86/mandaruiuru†silanyabuJvugelhgdaYba-1uγ-aucaraJuqamtumOrid-ban
またすぐに先へ 行って僧 ダグバと 会い､ 『一緒に馬 に

87/usulayi-a kemen silta†aeaJyu kerBl也n Youl-dukBr也bes缶,γoul-unusuqoyar

水を飲まそうJといって口実を作り､ヘルレン川 に 着くと､川 の水が両

88/ eteged-herm6S也leJyB g也nb故山-idJve沖 daruigelhgda†ba-i
(岸の)側 で 氷っていて (中央部の水が)深いの を見て､すぐに僧 ダグバを

usun-dur

水中に

(beylヨーyiの誤り) (degegdrに同じ)

89/una†aJyu 芸oYlan 故tigBlk也sana†-aaγulaJyu teg也n也biy-e-im6S缶n degeguur
落としていじめて死なせる考えを起こし､彼 自身が氷の 上を

(emegel-hの誤り) (olung-iに同じ)

90/yabuJyuusun-uk6bege-dBkBrhegce teg也n也emegill缶molum -1JaSaJuOgSugel
進んで水 際 に 連するとすぐに､彼 の鞍 の 腹帯を直してやろう

91/kemen ar†adanbaraJyu unu†San mori,b也rin emegi1,qaJyaYarba, bey-e
といってだましつくし､乗っていた馬､ 全ての鞍､ 馬勤､そして身
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_dBrbBkdi

に つけている

(Jvangee屯に同じ) (qaliyuに同じ) (bulγariに同じ)

92/nekeidoturtaiJyangとiu debelqaYueinqaliγuu mala†-a,buli†ari Yutul,modun
毛皮 裏の 薄鋼製の上着､古い かわうそ皮の帽子､ ロシア革の靴､木

(dingsyaγの誤りとみなす) (sva†aJyangk6kdgBrの誤り)

93/ayaγ-a,erike, dingslg, mengei屯b6S,svaYaJyin k6kdr,
椀､ 数珠､ (読経用の)小型シンバル､棉鯛の 布､陶器製の喚ぎ煙草入れ､

(己ameaの誤り)

bangJyal eimeaselte-yin
(ラマのはく)スカート･シャツと

(tdkiJv也に同じ)

94/qamtu genedtel由と山entuke沖una†a†san-dur teredaruiusun-dureibe沖
もろともに突然 力づくで突き 落としたところ､彼はすぐに水中に 沈んで､

95/migente ugeibolunBkBgsen teg也n也unuγsanmori qaJa†ar也gel emegilltei
いっぺんに亡くなり 死にました｡彼の 乗った 馬は､馬勤 なしに鞍付きで

(iregsen-iquriyaJyuの誤り) (navang-iの誤り)

96/arai amida †areuirigsen-nlqurayajvuabuγad,n6kBrnavang-ni

かろうじて生きて (水中から)出てきたのを収め 取り､仲間のナワ-ンに

●■●Yヽ′●●
gulCeJu
追い付いて

97/oeiYad, gelhgda†ba-i usun-durunaγaJyudk也g也lBgsenyabudal-iteg缶ndBr
行きました｡僧 ダグバを水中 に 落として死なせた こと を彼 に

98/keleJyBgelhgdaYba-yinbiy-e-yln ya†uma,basakdte紳n也6glig yuyqyuolu†san
話し､僧 ダグバの 身の回りの物や､ また 彼 が布施を請うて得た

99/yayum aJvdil一也ndoturaeanekeidoturtaieisei也 debelnige-inavang emuscu
物 品 の 中 から毛皮 裏 の枠線鯛の上着 一着をナワ-ンが着て
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(Glegsenの誤り)

100/sdidkegsen,山igsenmori,temege ya†um a-IqaraqanqudalduJvusiYud
使いました｡残った馬､ ラクダ等の物 をちょうど売って すぐに

101/orYunyabuqui-ijyabduJyukedhqonu†SaYuJyudami m6nsaraylnarban
逃げて行こうとして､ 何 日か 居て すぐにその 月 の 十

(qaSiyatuの誤り)

102/naiman-us6ni島em qasayatu qarayu1-iyarγareuorγunyabuqui-dur,bara†u-yln
八日 の夜､ひそかに板囲いのある監視所を 出て 逃げて行 く 時に､パルガ

(<Ma.funde)

103/k6begetdulaγan-uqosIYun-uk也nddnasun-yinkBbeg也n-u〕erge ner-e-ylmedekB
銭 紅 旗 の 農騎校ナサンの 息子 たちである､ 名 を 知ら

(man-i bari†san, bideの誤り)

104/Bgei比m血-ner nekenireJyBman-ni bariYsan, bede gelhgda†ba-yinmori,
ない人 たちが追って来て 私たちを捕えました｡私たちは僧 ダグバの 馬､

105/temege yaγumaJyBi1-isBidke沖 jvabduγsan也gel, busud-i b也rintoγabar
ラクダや物 品 を消費する暇がありませんでした｡他の物を全て数の通りに

(quriyanabeu biden一也の誤り) (tusiyaJyuに同じ)

106/baraγu-nar qurayanabeu beden一缶qamtubark6gegeilamuJya-nartur tusayaJyukむgen
パルガたちが収め 取って私たち と共に 領催 ラムジヤたちに命じて 届けて

107/irig叫也 teg也n也eke-ddroluγsanγaγeak也morin,temege-i mank也k6gegei
来させて､彼 の母 に､得られた唯 馬と ラクダのみをその 領催

108/lamqva-mar kBrgeniri比 6rtegeJvam-unJaγur-aJyarim-i dkBg也はns也idkeJy缶,
ラムジャたちが届けて来る駅立占の道 中､ 何頭かを死なせて消耗し､

(Jyarim-ianuの誤り)

109/Jarimanu-ieuburineeemegce ner-ebBkdi6rteged一也nkh也n-ner-tBtustug
何頭か を次々と弱り次第､名の ある駅鼓 の 人 たちに各 々

(qadayalaYulunに同じ) (kiとiy中 の誤り)

110/JyakiJyuqad†alaγuluntalbiγsan, eddgegelhgdaYba-i ed keeiye沖 岩o†lan
命じて保管させて おきました｡今､僧 ダグバを､品物に執着して､いじめて
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111/地租g屯Ik也yabudal-iu†-aeanavang-durJy6blegsen anu也nenbolbaeutere
死なせること を元からナワ-ンに相談したことは 本当ですが､彼が

112/yerB usun-duruna†aJvu岩oγlan 也kBgdkBi-dBrk屯C也ntusalalとa†sanba,
決して､水中に 落としいじめて死なせるのに助 力したことは (ありませ

basaeu

ん｡)､ また

113/biuulnutu† -aeagemyal-aqaldaJyu or†un†aruysan Jydil Bgel, edBge
私が故 郷 から犯 罪に 関わって逃げて出たということはありません｡今､ (私

(6ber-eの誤り｡qorsiy-aに同じ)

114/ sigdkui-dBr navang-a己a6bern8kdrqorsyiy-a也gel anu仙men也nenbile
たちを)裁くに際して､ナワ-ン以外 仲 間が いないことは 全く 本当です｣

115/kemen6eimBi, yalatulama navang-u 6eikBanu,
と 供述しています｡罪あるラマ､ナワ-ンの供述 は以下の通りでした｡

bi eneJyilJyiranqoyarnasu
｢私は今 年 六十二 才です｡

116/JvibJyundamba qutuγtu-yin差abi daruγ-aeimid otu†-unkdm也n
ジェプツンダンパ ･ホトクトのシャビで､長 チミドのオトクの者です｡

(eeigeに同じ)
′ヽ ′ヽ●
eCegeClnggun,
父 チングン､

(?) (Jyigeに同じとみなす)

117/eketomusuu-nar kedByin 故也gsen, edGge Jege-eke故en
母 トモソ (?)たちはずっと以前に死にました｡今は､ 姪である

(bBt也mJyiに同じとみなす)

bBtemJyi, tamuJyab-naraea
ブテムジ､タムジャブらから

(6rlBgBd-yinに同じか)

118/tusYar YaYeabey-ekureyen-也6rligBd-yin aylmaY-tuaJyut6rh sayumui,
離れて､単 身で 庫倫 の ウルルードの部 で 生 活しております｡
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119/bibむintGJvaSaγei-yintabuduYar onJun-uCa†,minubiy-e γaJar-un
′ヽ

私は同 治 五 (1866)年 夏 の 時､私 自身が地面 の

120/eigig-e&JyayilaJyusonin qang†ai kemekBγaJyarSaYuJyubddi-dBrmigenedBr-e
湿気を 避けてソニン･ハンガイという所に住んでいる 時､ある 日､

121/urid 山屯taniqu nlgen yabaYanlama kBre也irimegce
それ以前は知り合いでなかった一人の徒歩の ラマがやって来たのですぐに､

● ′ヽ●
teg也nEe qam1†aSl
彼 からどこへ

122/JyOreiJyuyabu†-a, ner-eken, ken-uqarayatubolquyabudal-i asa†ubasu
旅しているのか､名は誰か､誰 の所属 なのかということを (私が)尋ねます

と､

123/tegh也屯ge, bi sayln nOyanaylma†erdemi bandada
彼は こういいました｡ 『私はサイン･ノヤン部の エルデニ ･バンデイダ ･

qutu†tu-yin岩abi-yin
ホトクトのシャどの

124/kBm也n,minuner-eodser bi uulnutuγ-aeaγa†caYaryabaγan-1yar†areu
者です｡私の 名はオドセルです｡私は､故 郷 から一人で 徒歩 で 出発し､

125/orun kesもjyB m6rgBr-eyabumui, kemenkeleJyBminuger-t也kedB qonuγsan-u

地方を放浪して礼拝Lに行きます』と 話して私の家 に何日か泊まった

126/qoyln-a,nlgenedureeng一也n 也ge keleleekd-yinulam bi teg也ndBr
後､ ある 日､ 日常的なことを話し合った上に､私は彼 に

127/ba†-anasun-aeak也reyen-也6rlig也d-yin aylma†-tuSaγuquba, aq-a
幼い 年 から庫倫 のウルルードの部 に住んでいて､兄

128/degB岱Bgel†aYeabiy-e姐m也nbolque1-euEiri keleJyB,teg也niminu
弟の ない-人 身の者 であるその事情を話し､彼が 私の

129/deg批boIJyu nada-taikBreyen-u†aJarqam tuire沖aJyut6rh sayumu
弟 となって私 と 庫倫 の 地に共に 来て生 活して暮らすか､
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130/kemenkelemegce teredami Jy6bsyeyere也kBreyen-dBririgedqamtu
′ヽ

と 話すやいなや彼はすぐに賛成して､庫倫 に 来て共に

131/aJyut6rh saYuJyu b故di-ddrnidunun jyildoluYansaradu bi nlgen 芸abi
生 活して暮らしている時､去 (1877)年七 月 に､私は一人のシャビ

132/lama eBlt也m man-uqoyarkBm屯n6bersed一也nsBJy也gkdと也n-1yer
ラマ､ツルテムと私の 二 人が 自分たちの信仰の力 で

(keleleenの誤り)

133/JvangdanJyuuburqan,utai言anayulan-am6rgBr-eoeiqu-barkelelein
栴檀 尊者仏と 五台 山の山 へ 礼拝Lに行こうと話し合って

134/toYtaJyu,basakBodser-i daγayulunabeu yabuy-akemejyB bi daruiqarayatu
決まり､また オドセルを従えて 連れて行こう といって､私はすぐに所属の

(bieigの誤り)

135/erdeni svangJyudba-yinyamun-amedegBlJy也,Jyam yabuqutemdegt也beeigabeu
エルデニ ･シャンゾドバ衛門 に届け出て 道を行く 有印 文書を受け取り､

qaraqan
ちょうど

136/morduqu-yinjvabsar-a,祉1血n-yinbiy-ek血gdBdeebedと也yerG yabun
出発する 間 に ツルテムの体がひどく 病み､決して行

137/eida†San也gel qOCuraYSan, Odser man-uqoyarkdm也nkebiyer temege
け なくて残りました｡オドセルと私 の 二 人は そのまま ラクダと

138/teregekeregleJv也m6nsaraylnSineylnJlr†uYan-dukBreyen-eeemorduJvu
●Y●

車を 使って その月 の 初 六日 に 庫倫 から出発して

(biden一也の誤り)

139/ayalanyabuqujvam-durnavang bi,odser-tur beden一也abeuyabuy-a
旅して行く 途 中､ナワ-ンすなわち私はオドセルに 『我々 の持ち行く

(岩antab<Tib.gzan+?)

140/yaγumaba†-a tula,Jvam muruyijyu,barayu-ylnqOSiyud-iyar岩angtab erejyB
物が 少ないので､道を変更してパルガ 諸旗 で 袈裟 (の代金)を求めて
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141/buyan-duJvaruquya†um a-unemerioIJyuabusuγaikemenkelek山JBrtere
善行 に 使う 物 の追加を受け取ろう』と いう と､彼は

142/daruiJy6b岩eyerと也yeke Jyam -aea†areuarbansaraylnSineyintabun-du
すぐに賛成して､大きな道 から出て十 月 の 初 五日 に

(qasayatuに同じ) (nebterenの誤り)

143/baraγu-yinJiq-a qasayatu qaraγul-iyarnebterin oruJumansarayln
パルガの境界の板囲いのある監視所を 通り抜けて (パルガに)入り同 月 の

(69/ではjyoqu†となっている)

144/arban-duteden一也nutu†JyO†uY qudduYkemekB†ajvarbaγudallanbBkui-dGr,
十日 に彼等の地の ジョゴク ･ホダク という 所で宿営して いる と､

145/nigen mori-tai gelhgkdm也nire押 eng一也n 也ge keleleekd-dGr
一票の馬に乗った僧侶の人が やって来て日常的なことを話し合っていると､

teg祖n屯屯ge, bi
彼は こういいました｡ 『私は

146/lyibJyundamba qutuytu-yinsyabi bara†u-ylnaylmaγ ner-eda†ba,
ジェプツンダンパ ･ホトクトの シャどのパルガの 部 (の者)で､名は ダグバで

uul nutu†-aea
す｡故 郷 から

147/6gligyuyur-a γayca†arγareu engdeirigsegerqoyarJvn boluγsan engdeki
布施を請うために一人で 出て､ここへ来たまま二 年になりました｡ここの

(oduu-aに同じ)

148/kBm血 巧eeYuyuJyukedh mori,temege, ba†-asaY-ayaYumaolu†san, odu-a
人 に 請うて何頭かの馬､ ラクダや､若 干の 物を 得ました｡ 今

(bideの誤り)

149/bi nlgeneaγa己in ayi1-dutar orusvinsayuJyubui, bede e6m
私はある 放浪者の家 に一時的に居 住しています｡我々 (三人)は皆

kdreyen一也
庫倫 の
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(yayuma-yiの誤り) (<Ma.gulu)
150/k也m也dtula, minumal ya†uma-iabeu YurbaYulungdl也吉ar-a,k6beget6
人 だから､私の家畜や物 を持って三人で 正 黄 ･鏡

151/k6ke-yinJyergeqOSiyud-turqamtu6glig†uyusu†al kemenkeleleen
藍 等の 諸旗 で 共に 布施を請いましょう』と 話し合って (そう)

152/toTta†ad morduJvuyabueiYsan-umarγagi-yinarbannlgen-dBodser man-u
決まりました｡ 出 発した 翌日 の 十 一日にオドセルと私の

qOyar

(terek屯の誤り)

153/kBm也nterikBgelhgdaYba-yinoru言insayuJyub批 iayil-duoeiJyu gel也ngda†ba-yin
人は､その 僧 ダグバの居 住している 家 に 行って僧 ダグバの

(kBrm-eに同じとみなす)

154/yekemoritabu,lnggentemegenlge,day-a nige, debelk也血n
成年馬 五頭､成年雌ラクダ一頭､数え二才馬一頭､ (それに)上着 ･短い上着､

euba †utul-yinJyerge
雨ガッパ ･靴 等の

(aY血†sanに同じとみなす)

155/arSarayaYumaaYu†ulu†sannlgen abdar-iabu†ad,man-u†urban払m也n
雑多な物を 入れた 一つの箱 を持って､我々 三 人は

(6nJyigedの誤り) (neg畔 に同じとみなす)

156/arbanqoyar yurban-dutengde6ngJyigedarband6rben一也6rlqgeneg也GJy也
十 二日と (十)三日､ そこで宿泊し､十 四日 の朝 移動して

157/yabuqui-durgelhgdayba buryasumoduabqu ba,moriusulaqu-bar tor
行く 時､僧 ダグバが柳の 木を取るのと馬に水を飲ませるためにしばらく

(teg血-iの誤り)

158/uruysilanodduYsanJyabsar-a,odser daruiteg也n仏書o†laJyuBkBg屯ldged
先へ 行った 間に､ オドセルはすぐに彼を いじめて死なせ (彼の)
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(qubiyanに同じ)

159/abeuyabu†-aed maトiqubayanabeuasiγlaqusana†-aeg也sgeJunadur
持ち行く 物品や家畜を分け 取り利用する考えを起こし､私に

(Jv6bsiyermegeeの誤り)

160/Jy6blemegeebi daruiJv6b岩eyermegce odser man moriusular-a
相談するや私がすぐに賛成したので早速､オドセルもまた馬に水を飲ませに

nada-aea

私より

161/uruYsilanyabueiγsandara†-aqoyi岩iire沖kelegsenanu gelhgda†ba-yln
先へ 行った 後､ 戻って来て以下のように話しました｡ 『僧 ダグバと

qam tu

一緒に

162/morid-banusulaqu-bar silta†aealyu ke畑1也n YouトdukBrBbes也γoul-unusu
馬 に 水を飲ますことを口実として､ヘルレン川 に 着 くと､川 の 水が

163/qoyar eteged-iyerm6sdleJyB masvig也nb故Bi-i申jveJy也 bi
両 (岸の)側 で 氷っていて (中央部の水が)大変深いの を見て､私は

dami gelhgdayba-i
すぐに僧 ダグバを

(a†ulJyuの誤り､ hey-e-yiの誤り)
164/usun-durunaYaJyu SyOYlan dkGgもrkBsanay-aa†uγulJyuteg也n也biy-e-im6S也n
水中に 落としていじめて死なせる考えを起こし､彼 自身が氷の

(degegBrに同じ) (emegel一触の誤 りolung-iに同じ)

165/degeg也BryabuJyuusun-uk6bege-dBkB血negCe teg血也emegi1-也nolum -yl
上を 進んで水 際 に 連するとすぐに､彼 の鞍 の 腹帯を

166/JvaSalyu6gs卑geikemen arγadanbaraJvu unuysan mori,bBrinemegil,qaJya†arba,
直してやろう といってだまし つくし､乗っていた馬､ 全ての鞍､ 馬勤､と

(Jyangee也deklに同じ) (qaliγuに同じ)

167/biy-e-dBrbGkBi nekeidoturtailyangeiu debil,qayueinqaliYuu mala†-a,†utul,
身 に つけている毛皮 裏の 淳鋼製の上着､古い かわうそ皮の帽子､ 靴､
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(岩ayaJyangk6gBrgeに同じ)

168/ bangJyal eamea,言叩ajyan k6Brge, mengeiBb6S,
(ラマのはく)スカート･シャツ､陶器製の喚ぎ煙草入れ､棉鯛の 布､ (読経用の)

(ding芸叩 , erikeの誤りとみなす)

dingslg, ereke,aya†-a一㌢nqamutuda
小 型シンバ ル､ 数珠､椀､ もろとも

(tukiJy也に同じ)

169/genedtekd古山entBkeJyBunaYaysan-dur teredami usun-dureibe沖 nlgente
突然 力づくで突き 落としたところ､彼はすぐに水中に 沈んで､いっぺんに

170/也geibolun也k吐gsen, teg也n屯unu†san moriqaJa†arugel arai amidu
亡くなり 死にました｡彼の 乗っていた馬は､馬勤 なしにかろうじて生きて

emegi1-tei
鞍付きで (水中から)

(iregsen-iquriyaJyuの誤り)

171/Yareuirigsen-nlqurayajyuabuγadiribei kemenkele沖 man-uqoyar比m血
出て きたのを収め 取って来ました』と 話しました｡我々 二 人は

172/dami gelhgdaYba-yinbiy-e-yln ya†umabasakuteg也n也6glig †uyvJyuoluYsan
すぐに僧 ダグバの 身の回りの物や､ また 彼 が布施を請うて得た

173/yayumaJyBil一也ndotura己anekeidoturtaieisei也 debilnige-ibi em並声と也sBidkegsen
物 品 の 中 から毛皮 裏 の枠線鯛の上着 一着を私が着て 使いました｡

(degsenの誤り)

174/digsenmori,temege yayuma-1qaraqan qudaldujvusiyud oryunyabuqul-1
残った馬､ ラクダ等の物 を ちょうど売って すぐに逃げて行こうと

175/JyabduJukedhqonuYsayuJyudami m6nsaraylnarbannaiman-us6ni,
して､ 何 日か 居て すぐにその 月 の 十 八日 の夜､

176/gem qasiyatu qaraγu1-iyarYarとuoryunyabuqui-dur,barayu-yink6begetd
ひそかに板囲いのある監視所を 出て逃げて行く 時に､パルガ 銭

348



177/ula†an-uqoslγun-ukhdBnasun-カnk也begtin-u〕erge ner-e-imedek也Bgei臨m血-ner
■●ヽ′

紅 旗 の鹿騎校ナサンの 息子 たちである名 を知ら ない人 たちが

(man-i badYsan, bideの誤り)

178/nekenireJy也man-nibari†san, bede gelhgdaγba-ylnmOri,temege ya†uma
追って来て私たちを捕えました｡私たちは僧 ダグバの馬､ ラクダや物

JvBn-i
品 を

179/bBrinsBidkeJyBJyabduYsan也gel, busud-i bかinto†abar bara†u-nar
全て消費する暇がありませんでした｡他の物を全て 数の通りにパルガたちが

(quriyaJyuの誤り)

qurayaJu
収め

(biden一也の誤り) (tusiyaJvuに同じ)

180/abuYad,beden一也qamtubark6gegeilamuJya-mar-tur tuSaya了ukBrgenirigu15故
取って私たち と共に 領催 ラムジヤたちに命じて 届けて来させて､

181/teg也nieke-dBrolu†San,†a†己akdtemege,mori-i mank也k6gegEilamu5a-nar
彼 の母 に､得られた唯 ラクダと馬のみをその 領催 ラムジヤたちが

182/k也rgenirik也6rtegeJyam-unJaYur-aJarlm-i GkBgdl也ns也idkeJvii,
y●

届けて来る駅姑の道 中､ 何頭かを死なせて消耗し､

(Jyarim-ianuの誤り)

183/Jyarimanu-ieuburineeemegce ner-ebdkGi6rteged一也n姐m也n-nertB
何頭か を次々と弱り次第､名の ある駅姑 の 人 たちに

(JyakiJyuqadayala叩lunに同じ)

184/tustus了akejvuqad†ala†uluntalbiγsan, edBgebigelhgdaγba-i uγ-aea
各 々 命じて保管させておきました｡今､私は僧 ダグバを､元々

(kieiyeJvuの誤り) (Jv6bsiyeregsen-eeeの誤り)

185/ed keeeyeJyB 岩oYlan Bkdg也udii-dBrsana†-aJy6bsyeyere†sen-e&busu,usun-dur
物品に執着して､いじめて死なせる際に考えに賛成した 以 外､水中に
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186/unaYaJyusvoYlan 也k也g缶lkBi-dBrkBc也ntusalaleaYsan沖il 也gel, eddge
落としいじめて死なせるのに助 力した ことはありません｡今 (私を)

(6ber-eに同じ) (basaeuに同じ)

187/sig也kBi-ddr egunce urid qoJyid 6berqaldaγsankereg申gel, basaei
裁くに際して､これより先にも後にも他に犯した 事件は有りません｡また

(6ber-en6姐rqorsiy-aに同じ)

188/odser-eee 6bern6kBrqorsly-a也gel anu拍men也nenbile kemen

オドセル以外 仲 間が いないことは 全く 本当です｣と

(dakinの誤り)

189/6eimBi, yalatuodser, navang-nari dakenEingγalan moquγan
証言しています｡罪あるオドセル､ナワ-ンらを再び 厳しくしたりゆるやかにL

sig也bes也
たりして裁き ますと､

(nutadakadelbBriugeiya†si了uに同じ)

190/66mnutuda k8瓜lbむi也gelyaγSyiJvu 6eieegem吐i, bayieaγabasu ene
皆 しっかりと変化 なくきっぱり証言しております｡調べてみますと､この

metB

ように

(l血m血Iiの誤り)

191/ed keEeyeJyBkdm也n-ni言oYlan 也kbgdlBgsenba,basau†-aeasanara
物品に執着して人を いじめて死なせた者､ また元から考えに

(kerkinに同じ)

192/Jy6b艶yeregedk也e也nesetusalalEaned olu†sad-i kerken yal-akik也
賛成していて助 力せず､ 物品を得た者たちをどのように処罰 するか

(ea†aJva一〆nに同じ)
193/yabudal-i mongγulea†aJyin-ubieigtBr, tustusJyOri†udaJyiYaYsan Jyuil ugel
ということを蒙古 例 では､各 々 特に 指示した条文はありませ

ん｡

194/b6ged, odu-a kerken yal-auna†aJvuSidkebes也jyokiquyabudal-i
そして､今 (犯人二人に)どのように罪を宣告し 処罰す べきかということを
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mon ei†ulγan-u
本 (ツェツエルリク)盟 の

195/daruγ-aeidubdorJyi, erdeni syangJvudba &dendorJvi-nar bede
長 チドブドルジと､エルデニ ･シャンゾドバであるツェデンドルジら､私たち

darui oIJyumedekd
はすぐには知り待

(uru†-unの誤り)

196/也gel-yintula, dkBgsenkdm也n-屯uru†-ylnarad,Jyiei yalatuarad-ud-
ません ので､死 者 の 親類の民､ さらに罪ある民ら

197/tursig仏神abuγsan66ig-Bd-yie6myosu†ar seylregqy也egunl
●●●

を裁いて取った 供述 を 皆 その通りに書き写してこれを (庫倫耕事)

198/sayidbeyisetan-aerg血medeg山祖gedoldubasu enekereg-un
大臣月子 殿に提出 報告します｡できますれぼ､この件 の

199/yalatuarad-ie6mqamtubar
罪ある民 を皆 共に

(tan-uyamun-uの誤り) (dakinの誤り)

200/sayidbeyisetan-ayamun-aγaJyar-adayieilanabeudakenama
大臣月子 殿の 役 所 に連 行し再び 口供を

(a)yiyamuに同じ)

201/neyilegul也nsig叫也 yal-aunaγaJyutOγta†anSidkebes也 bolqu aJviyamuu
照合して 裁き､ (大臣が)罪を宣告 審 判するとしてよろしいでしょう

kemen

かと

202/†uyuqu-aeaγadan-a, Bkiigsengelhgdaγba-yinyasu-iusun-aea
請います｡そのほか､ 死んだ 僧 ダグバの死骸を水中 から

(esegsen-iの誤り)

203/olu†Sanesegsen-nibBgGde-yindaruγ-amanatar-yinγaJyaraeabieig l山re也
得たか どうかを 都 統 マナタルの所 から文書が到
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204/irik也Ii kdleyegedtuqai-durmedegdlhirig也ls也geikementusaya†sanJyBil bui
着するのを待って､その時に報告して 来させようと 命じた ことがありま

す｡

205/b6ged, eneJvabsar-ateden一缶†aJyaraとakerkegsen yabudal-i odu-aboltal-a
そして､この間 彼等の 所 からどうしたかということを今に なるまで

206/bieig kBrgenirigBIBgedBi ba, basateden一也bara†u-yink6gegeilamuJya-narun
文書が到 着していません｡そしてまた彼等 パルガの 領催 ラムジヤらが

207/yalatuodser-nari kBrger-e irik也Jyam-unJa†ur-aeubmiyulunecegeJu
′ヽ ′ヽ Y●●

罪あるオドセルらを送り届けて来る道 中 次々と 弱らせて

(talbinqadayalayulbaiの誤り)

208/ner-ebdkai6rteged-血 姐m也n-ner-tBtalbanqad†al†ulbaikemegsen,
名の ある､駅姑 の 人たちに 預けて保管させたと述べたところの､

209/mank祖dk祖gsengelhgdaYba-yinqubi ba,6glig†uyu5uolu†san
その 死んだ 僧 ダグバの 私有の､及び布施を請うて得たところの

210/temege,morid-iteden一也6rteged一也nγaJaraCa maneneuday-a
ラクダと馬 を彼等の駅端 の 所 から､また今 回

(dara†-aの誤りとみなす)

2ll/kBrgeg也lh lrlgSenqgel tula,dary-ae6m-ierdeni syangjyudba man-u
届けさせて来て いないので､後で 全てをエルデネ ･シャンゾドバと我々の

212/†aJyaraea6bererg也nmedeg叫也toYtayansidkeg也Ikd ba, JyOkiquYaJar-a
所 から別に提出 報告し､ 決定し 処置させます｡そして適当な所 に (家畜

を)

213/yabuYulJyuqurayanabeirayulJyu dkBgsen比 m屯n一缶uruY-yin姐m也n-dむ
送り､ 収めて 持って来させ､死 者 の 親類の 人 に

(keb-iyerに同じ)

214/olYaγulqu-aeaYadan-a,yalatu odser, navang-nari kebeyereingdalan
与えさせるほか､ 罪あるオドセル､ナワ-ンらをそのまま厳しく

215/batulansakiYuljvuk山eyelgeJyBbuiyabudal-i selteberYaryaJu,egun増
強園に保護させ待たせて いるということを共に 示し､ この
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216/tula medegBl屯nergBbe,
ために報告し 提出しました｡

217/badara†ultut6rB-yind6rbedBger ontabunsarayinqorin-a,
光 緒 四 (1878)年 五 月 三日｡
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第五章 ザガスター氏紹介の裁判文書
本章ではSagaster1967によって影印 ･転写 ･独訳の形で紹介されたA76,77,79/78の文書
を筆者なりの転写 ･和訳によって提示している｡A79/7Sの2通は同じ事件に関する一続き

の文書なので､結局､ザガスター氏の紹介した3事件4通の文書を全て提示したことにな

る｡これらの文書は､萩原1988､同2004bで述べたように､1967年当時はチュ-ビンゲ

ン国立図書館所蔵のモンゴル語文書の束の中に入っていたが､その後文書全体がベルリン

のプロイセン文化財国立図書館 (staatsbibliothekPreuss.Kulturbesitz)-移管された｡

ザガスター氏の紹介したこの4通の文書は､いずれもハルハ ･モンゴル東部のヘルレン

パルホト盟中前旗の文書で､旗長lavangregJyenラワンレグジェン (在位1872-1898年)の
時代のものである｡ いずれも旗内で決審された軽微な刑事案件に関する文書で､旗内に保

管されるだけの物なので作成年代は明記されていない｡しかしA76に､犯行期日として光

緒16(1890)年2月26日という日付があることと､一括して所蔵されていた他の文書の内
容とから判断しておそらく1890年前後の物と思われる｡

A76

1/qulaYai岩a†dur-yln 6eik也 anu, bi
盗人 シャグドルの供述するには､ ｢私は

2/beyisela -ylnqOSlYun-ud6tBgerJyergetayiJinangJyad-yin douradu

月子 ラ (開字)307の 旗 の四 等 台書 ナンジヤドの劣った

3/albatu JamSarin-yln Yaγeak6beg也n, eneJyild6einnlgennaSu, eeigeeke
アルバト､ジャムサリンの一人 息子です｡今 年 四十 一 才です｡父 母は

4/ke血yin地租gsen, 8berdnke屯ked一缶nqamtunlgengertB aJvut6rh

以前 死にました｡自分の子供 と 共に 同じ天幕で生 活して

5/saγumui, badaraYultut6rd-ylnarbanJviryuduYaronqaburun dumda sarayln
おります｡光 緒 十 六 (1890)年 春 の 中の (二)月 の

6/qorinJvir†uyan-uorulgenedtequlaγuqu sanaY-at6rq也,qubi-yin
二十 六日 の晩､突然 盗もうという考えが 生じ､自分 の

7/ula†angbuuralJyis也m-也nmorinlge-ylunuJu,mOrduYad,沖rk叫也g舶-ni
赤 灰 色 の 馬 一頭に乗って出かけ､ ジュルフジュグーの

307族長lavangregJenラワンレグジェン (在位1872-1898年)の名を省略してこう表記しているOお
そらく族長に敬意を払う目的で､このように略記して､かつ開字にしたものと思われる｡
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8/Jveg也neteged-tBnutuγlansaYuγsansangdui-yinγadan-akeriyelentalbiγsan
東 側 に 住んで いた サンドイの 外 に縛って おいた

9/qoyar ge也Ieee,bieigeisangJal-yln Sayibaryabudaltaiyekenasun-u
二頭の岨晦から書記 サンジヤイの側対 歩 の 成長しきった

10/quva5is祖m一也nge吐nlge-i keriyelegsensuraryamuJi-uqam tuqulaγun
淡黄色 の 岨馬一頭 を､縛った 革 紐 もろとも盗み

11/abeu, daru†-asamangtaduqubi-yinkemen qaγurinkeleJydqudaldu†sandara†-a,

取り､(十戸)長 サマンタに自分のだといってだまして 売った 後､

12/bieigeisangJyai ge由一ben qula†ai-durqula†u†daγsanuear-ikeleJyB,tanin
書記 サンジヤイが自分の雌馬を盗人 に 盗まれた ことを話 し､知っていて

13/ abqaγuluγSanuEirtu,mansamangta qariyatu†ajvar-amedeg舶 gsen-eEeulam
(買い)取らせた 理由でそのサマンタが管轄の 役所に知らせて からさらに

14/ bariYdaba bi egunuurida qula†aibolun yabuγsanba, 6nd-e
(私が)捕らえられました｡私はこれ 以前も盗人 でありました｡ そして今回の

qula叩q山一dur
盗み に

15/n6kdr 也gelminu tBmenもnenbile,yal-a-yiduratai-akGliyesugel
仲間がいないことは確かに本当です｡罪 を喜んで 受けましょう｡｣

16/ bara叩nYanln
右 手の

17/kemen6eimdi, qula†aisvaYdur-yln
と 証言している｡盗人 シャグドルの

18/ erkei-yin
親描 の

●quvay-a,
(指紋の押捺) 画 押

19/bayiea†abasu toYtaYaγsan qauli-dur qulaγuγsanmalunto†-anlgeqOyar
調べてみると､定めた (開字あり)法律では､ ｢盗んだ 家畜の数が - ､_
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bolbasuteregG1年gsenqulaYal-1
なら ば 首犯の 盗人に

20/nigensarayind6ngged6nggelegqy也lyayuntasl†urJangCl kemeJyGkBi, eylmu-yln
′ヽ ′ヽ■

一ケ月 の 初を つけさせて 百回 鞭 打て｡｣と述べている308｡ こ の

tula,bieigeisangJyai-yln
ため 書記 サンジヤイの

21/yekenasun-u ge也nige-yi(Ya†eaYar)qulayu†sanqulaYai岩a†dur-yi qauli
成長しきった 雌馬一頭を一人で 盗んだ 盗人 シャグドルに法律に

yosuYarnlgenSarayind6ngge
従って 一ケ 月 の 軸を

22/d6nggelegBl叫也,ed6r deg也也rigsenqoyln-aJyaYuntaSlγurJvangeiJyusidken･
つけさせ､ 日 (数)が満ちた 後 百回 鞭 打って 処罰し､

qulaYuYsange溢-ikeregtokiya†san
盗んだ 雌馬を被 害

23/kdm缶noljvuabu†santula,山岱kelelaen,†a†eak也sur-i qula†ai差叩dur-aea
者が 取り返した ので 論じず､ ただ 革紐のみを盗人 シャグドルから

k6gegenyaryaJuuy
追 徴して 持ち

24/比m也n-dBolYa†ulun,YayeakBqula†uqui-durunu†sanmori-yialban-dur oru†ulun
主 に 渡させ､ ただ 盗む 際に乗った 馬のみを公 (庫)に入れて

dayusqay-a･
終結させよう｡

25/d6rbensaradusidkejv地 i,
四 月 に処罰した｡

308萩原1988を参照｡
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A77

1/JyangglSangdubvaeir sumun-uoru†-yinmedeg山k缶anu, eneJvu

佐領 サンドブオテルのソム309のオロクが申すの は (以下の通り) ｡ ｢今 年

ileg舶
閏

2/d6rbensarayinarbanJyi(ryuγan)-u310S6nigerh γadan-abariγsan
四 月 の 十 六日 の 夜､天幕の外 に捕らえておいた

(eu†ulburiに同じ)
3/qonin-aea,baraYunEikieuulbmi, Jyeg血 eikiqoyinaとak6ngdelen
羊 から､右 耳が切ってあり､左 耳に後ろから横への

(buruqalJyanに同じ)

4/imtei g也ieegsennasun-uburuqal5anJis也m一也nem-eqoninlge-i
耳印のある311成 年 の灰白斑の 毛色 の 雌 羊 一頭を

(suraYlajyuに同じ)

5/qulaYai-durqulaγuYdaγaderinsuruylaJvuolu†san也gel bayital-a
盗人 に 盗まれ､ 探し求めて 得られ なかったのですが､

6/edBgetanaγ-a-ylnγaJyar-abariγdan ire沖bayiea†ansig也gdeJy也
今､ 印務 所 に捕らえられてきて 調べ 裁かれて

7/b故BiqulaYaiqaltar, qadangquslγu kemekB†aJyarnutuγlansaγuγsan
いる盗人 ハルクルが､ 『ハダンホショーという所で 遊牧して住む

8/nigenayil-ungerh Yadan-a-aEaem-eqoninige-iqula†un
ある家 の 天幕の外 から雌 羊 一頭を盗み

309前述のようにソムは戸籍上の単位で､旗内に数個設けられていた｡このソムに属している平民が

ソムニアルトであり､ソムを管轄している役人が佐領sumun-uJyanggiである｡一般に個々のソムは､管轄者
たる佐領の名を採って､ ｢誰々のソム｣と呼ばれる｡

310この単語は最初の2文字と最後の離れたuを除いて判読できないので､()内に､推定した綴りを
書いておく｡ザガスター氏も､同じ推定をしている｡

311ここで羊の耳を切ったり印を付けたりしているのは､勿論､牛馬への焼き印と同様､自分の羊で

あることを示す為である｡
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9/abeu s也idkegsenkemen6eigsen-i BJvebes也 minuqonl-yl
取って消費した』と 供述したのを見ますと､私の羊 を

10/qulaγu†San払m缶n,qulayalqaltar man bolqutula,bayiea†an
盗んだ 人は､盗人 ハルタルであります ため､調べ

1I/sidkeJyG qula†uYdaγsanqonin-uoru-i ol†ayulqu-i kdsemBi
処罰して､盗まれた 羊 の代償を (犯人から私に)与えることを求めます｣

12/kemenmedegd也mBi,
と 申している｡

13/qulaYalayuSl-yln 6eik也anu, bi suburyaein-u daruγ-aYombu-yln
盗人 アヨーシの供述 は (以下の通り)｡ ｢私はソボルガテンの長312 ゴンポの

14/Jyakiryan-ulabJyiy-aaYsan-unigedBgerk6beg也neneJyiltabinyurban
管轄下の 故ラブジャーの長 男です｡今 年五十 三

15/nasutai,eeegeekekedByin 也kGgsen, eddgeem-ekeked-yin
才です｡父 母はずっと以前に死にました｡今､ 妻 子 と

16/qamtunlgen ger-tBajv也t6rh saγumui, ayusiminubiy-e-iurida
ともに一つの天幕で生 活しております｡私アヨーシ自身に以前

17/tusiyal-unsi山ingge du†ar, tusotu†-unqulaYaiqaltar-yln biy-e-i
地位の シュレンゲであるドガルが､そのオトクの盗人 ハルタル313の身柄を

qadayalara
預かるように

18/tusiyaysan-idaYaJvu,qulaYaiqaltar-yln biy-e-i6berh ger-tBqadaYalan
命じたのに従って､盗人 ハルタルの身柄を自分の天幕に預かって

312いかなる聴名なのか不明｡ソボルガチンは､ ｢仏塔の人｣というような意味である｡

313詳しいことは不明であるが､おそらくハルタルはイフシャビであって､ドガルの管轄するオトク

に居たものと思われる｡シュレンゲとはオトク内の役人の職名である｡この文書で､従犯ハルタルの処罰に

関して何も記されていないのでは､彼が一般の遊牧民と違うイフシャビであって､族長の管轄下にはなかっ

たからであろう｡彼の処罰は､イフシャどの管理機構の中で､また別に執行されたはずである｡萩原2001b
を参照｡
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19/sayuJyub故Bi-dBr, eneJvild6rbensaradubile, edBr-imartaba, genedte
おり ましたところ､今 年 四 月で ありました｡日は 忘れました｡突然

20/qulayuqu sanaY-aeg也skeJyB,qulaγaiqaltar-dur,Jy6blebes也t(ere)314
盗もうという気を 起こし､ 盗人 ハルタルに相談し､彼が

21/daruiJy6bsiyermegce, bi teg也n也γarunγab-a-yisulalan talbi†san-du
すぐに東知するやいなや､私は彼の 手 軸 を はずしておさましたので､

22/manqaltar, nlgeneddr一缶ns6nioylr-aSaYuγ-aurida 山也tanlqu badarieinlama-
そのハルタルは､ある 日 の 夜､近くに住む 以前には面識のない托鉢 僧

yin

の

23/eedBrlen talbiγsanmori-inl†un unuJumOrduγad,nigenqoslYun-u
足ひもをかけて置いた315 馬 ･にこっそり乗って出て､ 同じ旗 の

24/aradoruγ-yinqOnin-aea,eng-unqoninlge-ylqula†unabeirayad,
平民オロクの羊 から､普通の羊 一頭を盗んで 連れてきて､

25/mank也badariEin-umori-iu† baiγsan†ajyar-turkeb-iyereedblen
その 托鉢僧の 馬を もといた 所 に もと通り足ひもをかけて

26/talbi†san-iu† eJyen Jyis蜘n-1yerOIJvuqunyanabuYsan, qulaγun
置いたのをもとの持ち主がもと通りに得て回 収しました｡盗んで

27/abeira†san qonin-umlq-a-iqaltar bidenerqamtubarqubiyanideJydsdidkegsen,
持ってきた羊 の 肉 をハルタルと私とで 一緒に 分けて 食べ 消費しました｡

28/bi eg也n也 uridabむintBJyaSaγとi-yinteng也n on-du

私は､これより以前 同 治 元 (1862)年に

314この単語も､最初のtを除いて消えていて､判読不能なので､()内に綴りを推定して書いた｡こ
れもザガスター氏と同じ推定である｡

315モンゴルでは､乗用馬が遠くに行かずかつその周辺で自由に草を食べ回ることができるように､

足をひもでつないで放置することが多い｡普通は､前足2本と後足1本との計3本を相互につなぐ｡
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29/qulaγaieiluγun-aea ueir mede沖 ed
盗人 チョローンから､ (彼が盗んだという)事情を知っていながら (盗)品を

qubiyaleaYsanueirtu, Jyiran
分け合った ことで､六十回

30/tasl†urJvangとiYulJyuSidkeg也坤gsen, daraY-amanyurbadu†ar on-du
鞭 打たれて 処罰されました｡後に､ 同 三 (1864)年に

31/qulaγailhamuJyab-yin sana†-ada†alyuirgen duγar-yinkiJyalannasun-u
盗人 ルハムジャブの考えに従って民人316ドガルの 四 才 の

32/故ernlge-iqula†unabeu, qubiyanide沖sBidkegsenueirtu,
牛 一頭を盗み 取り､分けて 食べ消費した ことで､

33/yerentasiyurJyangeiYulJyuSidkeg山也gsen, eg屯nee6berqula†aibolun
九十回鞭 打たれて 処罰されました｡これ以 外に盗人となって

34/yabuγsan ba,edBgequla†aqui-durqaltar-aEa 6ber
行動したこと (は無く)､また今回 盗んだ際に ハルタル以外の

35/n6knrqorsly-a祖gelminu 拙men也nen
仲 間が 無いことは､全く 本当です｣

36/ qulayalaytLSl-yln
盗人 アヨーシの

37/kemen6eim払,
と 供述している｡

38/ barayunYarunerkei-yln
右 手 親指の

●

(指紋の押捺)
quVay-a,
画押

316irgenというモンゴル語は､本来は ｢民､民衆｣を指す言葉であるが､清代には回族 (回民)をも
含む中国本土出身の漠族を広く指す湊語 ｢民人｣の公定訳語として広まり､現代モンゴル語でも､中国人を

意味することがある｡商売などの目的でモンゴルにやってくる漠族は､例外なくモンゴル語名を名乗ってい

るので､このドガルも湊族なのである｡
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39/enekereg一也nqula†alayuSl-yl uridasidkegsenkereg一也nyosuγar
この事件の 盗人 アヨーシを以前に処罰した事件のゆえに317､

40/ Jerge nemeg叫也qorinedか d6ngged6nggeleg叫也JvaγuntaSlγur
(罰の)等級を追加して､二十 日間､伽を 付けさせて 百回 鞭

41/JyangeiJyuSidkey-e,
打って処罰しよう｡

42/eg屯niJyirγu†ansaradusidkenda†usqaJl,
′ヽ■

これを六 月 に処罰し終えた｡

A79

1/Jvanggi也lemJyibayar sumun-ulama e山佃m-yln medeg山GkBanu,
佐領 ウレムジバヤル (の管轄の)ソム のラマ､チュルトウムが申すこと は､

enetabunsaraylnqOrin
(以下の通り｡) ｢この五 月 二十

2/d6rben-屯edBrqoyitukeyid-yin†aJvar-aqamtu Sa†udaγ nlgenSumun-ulama a†vang-1
四 日､北の 寺院の 所 でいっしょに住んでいる同じ ソム のラマ､アクワ

ンに､

3/ayil-aeausuabeiraγulqu-bar yuyunkele沖 gerteorkiYad,minubiy-e ayi1-aea

家から水を持って来させようと頼み､(彼を)天幕に残して 私 自身は家 から

4/dongbu abqu-bar †aru†adqanYsan-dutereaγvang gerte eJydgBi-ddr abdar
水差しを取って来ようと出て､ 帰った 時､そのアクワンが天幕に居ないので箱の

5/doturakiyaγum-a-yi缶Jvebes也 qubi-yinqoyar己en-yln也n-e ta†aeaquvangdanqada†
中にある物 を見ると､私自身の二 銭 の 価格に相当する中ぐらいのハダク

317ァヨーシが再犯者であったことを指す｡ここでは ｢以前に処罰した事件に従って｣と訳して､あ

たかも過去の判例に則ったかのような文言と解釈することも不可能ではない｡しかし､判例の適用はこの事

件の状況に適合しないので､文脈から判断してこう訳しておく｡sagaster1967,p.107でも､この訳になって
いる｡
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6/nige 也gei-dBr terekda†vang-ni qulayu†sanbolqu uear-yl m6nkeyid-yin
一枚がないので､その アクワンが 盗んだ はずである ことを､この 寺院 の

Gama)dangJyin-iyar
ラマ､ダンジンをして

7/kelegdl屯gsen-dB tereminuqadaγ-yiqulayunabeu lrgenbatu-duqudaldu†sankemen
いわせたところ､その私の ハダクを盗み 取って漢人 バ トに売った

ンが)

8/kelegsentula,odu-aqula†ailamaayvang-nibayiとayansidkeJyBqula†u†da†san
いった ので､今 盗人たるラマ､アクワンを取 り調べて処罰し､盗まれた

9/yaγum-a-ni也n-e-yiol†aYulqu-yl eriS也gel kemenmedegdl也mBi,
物 の 価格を償わせることを求めましょう｣と 申している｡

と (アクワ

A78

1/qula†al lama aYvang-u 6eikB anu, bi
盗人たるラマ､アクワンの供述するには､ ｢私は

2/beyisela (開字)-yinqosiyun-usumun-uJyanggはIemJyibayar-yin Jyakiryan-u
月子 ラ (開字)の 旗 の佐 領 ウレムジバヤルの 管轄下 の

3/buyan-ylnaqamadk6beg也neneJyilqorindolu†annasu,
ボヤンの 長 男です｡今 年 二十七 才です｡

4/(始頭) sayinbnig-ibadaraYuluγei曲n-e-yin†aJyar-anom-unsuryaγulidayaJyu sayumui,
(拾頭) ｢良き知性を広める 寺｣ の 所 で 経典の 修得に 従事しておりま

す｡

5/enetabunsaraylnqOrind6rben一也edBrnlgenkeyid-tBsaYuqutus
この五 月 二十 四 日､同じ 寺院に 住む この

6/sumun-ulama e山仙m-yin-dB oru†san-du,manE山t也m, aYvang
ソム のラマ､チュルトウムの所に入った 際､そのチュル トウムが私
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7/namaylgl ayil-aeausuabeireu6ggum触 kemen†uyunkele沖,
アクワンに､家 から水を取って来てくれるか と 頼み､

8/teg也n也biy-e ayil-aeadongbu abeirqu(-bar)†aruYsan-du,bi genedte
彼 自身は家 から水差しを取り に 出た 時､私は急に

9/qulayuqu sanaγ-at6ruJv也,te紳n也abdaran-duaγuluYsan qoyar岩en-yln
盗もうという考えが 生じ､彼 の箱 に 保管してあった二 銭 の

10/h -e ta†aeaqu6ngge vangdan qada†nlge-iYa†ca†arqulaYunabeu,
′ヽ

価格に相当する色つきの中ぐらいのハダクー枚を一人で 盗み 取り､

10/(己BltBm-i irekB-yinuridaYaruYad)
チュルトウムが来る 前に出て､ (我々の)

11/qariyatuqoslγun-duqudalduγalar-airegsensabareinirgenbatu-du
所属の 旗 に 商売 に来た 陶工の 漢人バ トに

12/qubi-yinkemenqaγurankeleJyBO)OubuJyerge-eee)qudalduγad,abuγsanyaγum-a-iqubi-dur
自分のだと うそをついて菓子 などと 取り替えて､得た 物 を自 ら

13/jvarueaγulJvu畑idkegsendara†-a,kereg tokiya†sanlama e山t也m, qamtu
消 費した 後､ 被害にあった ラマ､チュルトウムが､いっしょに

14/saγuqu lama dangJyan-i yabu†ulJvu,a†vang とi minuabdaran-aea
住んでいるラマ､ダンジャンをよこして､アクワンよ､おまえは私の箱 から

15/6ngge vangdan nlge-iqula†uJyi kemen也getul†ankeleg山並gsen-dB,
色つきの中ぐらいの (ハダク)一枚を盗んだだろう､と 詰 問していわせた際､

bi

私が､

16/qulayuγsanuear-iilerinkelegsen-dBr,qariyatulama
盗んだ 事 を白状する と､ 管轄の ラマ､

17/eoγungdui-du medeg叫沖 minubiy-e-ibariγulba, bi eg屯nee6ber
チョゴンドイに知らせて 私 自身を捕らえさせました｡私はこれ以 外に
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18/qulayunyabuYsanba, ed鞄equlaYuqui-durn6kむnama-yln
盗んだこと (はなく)､今回 盗む 際に共犯

19/kiim也nugelminu他men屯nenbile, yal-a-iduratai-akBliyesugel
者が ないのは確かに本当 です｡罪 を喜んで 受けましょう｡｣

20/ barayunyarun
右 手の

21/kemen6eimdi, qula†al lama ayvang-ni
と 供述している｡ 盗人たるラマ､アクワンの

22/ erkei-yin
親指 の

● quvay-a,

(指紋の押捺)画押

23/bayiea†abasu toYtaysanqauli-durqulayu†sanya†um-a-yln也n-e
調べてみると定めた 法律に ｢盗んだ 物 の 価格が

●●ヽ′●
24/nigenlang-aeadoruYsibolbasuteregBlegsenqula†alllJlran
一 両 以 下 ならば首犯の 盗人 を六十回

25/tasIYurJyangeikemejvGkGi, eylmかyintula,lama eBlth -yin
鞭 打て｣と 述べてある318｡ こ の ためラマ､チュルトウムの

26/qoyar吉en-yln也n-e ta†aeaquqadaYnlge-iYa†ca†arqula†uYsan
二 銭 の 価格に相当するハダクー枚を一人で 盗んだ

27/qula†al lama aYvang-niqauli yosu†ar芸ar-a-isabtulaJyuJviran
盗人たるラマ､アクワンを法律に従って 僧籍を剥奪し319､ 六十回

28/tBLSl†urJyangeiJyusidken, qula†uJyuSもidkegsenqada†-ni也n-e-i
轍 打って 処罰し､盗んで 消費した ハダクの価格を

29/qula†al-yinner-e-yindouraeak6gegenYar†aJyukeregtokiyaYsankBm也n-dB
盗人 の 名 下 に 徴 収し､ 被 害 者 に

318萩原1988を参照｡

319同じく萩原1988を参照｡
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30/ol†aγuluy-a, kerebequla†ait61Bkdeinege也gelaqul-a,qariyatu
与えさせよう｡ もしも盗人に支払う力が なければ､ 所属の

31/jyakiruγsad-turtulγan t616が1沖 dayusaγay-a,
管理者たちに負わせ支払わせて終結させよう｡

32/tabunsaradusidkeJy也k瓜,
五 月 に処罰した｡
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